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はじめに

ようこそ
お客様

このたびは、Jeep®車をご購入いただき、誠にありがとうございます。高度な技術、特徴あるスタイル、高品質にご満足いただけるものと確信しております。

お客様に車の運転および点検整備の方法などをご理解いただくために、この取扱説明書は専門の整備士およびエンジニアの協力のもとに作成されております。お客様向けの案内
文書もお車に積まれております。この情報には、FCA International Operations LLC（FCAIO）がお客様に提供するサービスの説明およびその有効性を維持するための詳細な条件が
記載されています。これらの説明書をよくお読みください。本書には、車を安全かつ快適に運転していただくための手引きや注意事項が記載されています。

本書では、この車両のすべてのモデルについて説明しています。特定の市場またはモデルに固有のオプションおよび装備は本文中に明記されていません。したがって、ご購入いた
だいたグレード、エンジン、およびモデルに関連する情報のみを考慮してください。オーナー用情報の内容は、お客様の車両に適用される場合と適用されない場合がありますが、
「タイプ別装備」という用語で識別されています。本書記載のすべてのデータは、最良の方法で車両を使用いただくことを目的としております。FCAIO は技術的または商業的な理由
で、記載されているモデルを変更する権利を保有しています。詳細については、正規ディーラーにお問い合わせください。

整備に関してお客様の Jeep®車を最も良く知っているのは正規ディーラーです。正規ディーラーは、訓練された技術者および Mopar®純正部品を用意し、お客様に満足していただ
けるよう常に細心の注意を払っています。

はじめに 7
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重要なお知らせ
本書の記載内容は出版時点での最新情報です。当社は、事前の予告なしに本書に訂
正を加える権利を有するものとします。

本書には、標準仕様の装備と特別仕様の装備についての説明が記載されております。
したがって、本書記載の装備およびアクセサリには、お客様の車に装備されていないも
のもあります。

メモ :
初めて車を運転する前および部品・アクセサリ類を装着・設置する前、またはその他の
変更をする前に必ず本書をお読みください。

交換部品やアクセサリ類が数多く市販されていますが、これらの部品を取り付けた場合
のお車の安全性については、FCAIO は保証いたしかねます。また、そうした交換部品が
公認されている場合（一般的に使用されている部品や公認の設計に基づいて製造され
た部品など）、あるいは交換取り付け後に個別に使用が許可された場合も、後で取り付
けた部品によりお車の安全性が損なわれないという保証はありません。したがって、専
門整備士や正規ディーラーであっても責任を負えないことがあります。FCAIO は、FCAIO
純正部品、または FCA で推奨した部品が、正規ディーラーで取り付けられた場合にの
み保証するものとします。これは、ご購入いただいた後で FCAIO の車両に何らかの改
造を行った場合も同様です。

FCAIO が供給する部品以外は保証の対象にはなりません。また、当社以外から供給さ
れた部品、構成部品、装備、材料、または添加剤の取り付けおよび使用が原因で必要
となった修理および調整の費用は、保証の対象外となります。さらに、FCAIO の仕様に
適合しない改造が原因で生じた損傷、または状態の修理費用も保証の対象外です。

FCAIO は、以前に生産された車について何ら義務を負うことなく、設計および仕様を変
更し、製品への追加・改良を行う権利を有するものとします。

記号説明

警告! この記載は、衝突事故やけが、死亡につ
ながる恐れのある運転操作などに適用さ
れます。

注意！ この記載は、車に損傷を与える恐れのあ
る操作などに適用されます。

メモ： 取り付け、操作、信頼性を改善するため
の提案です。これに従わないと、損傷が
発生することがあります。

ヒント： 製品や機能をより使いやすくするための
一般的なアイデア／解決策／提案です。

ページ参照矢印 これを参照すると、特別な機能について
の詳細な情報が得られます。

脚注 その項目に付随する補足／該当情報で
す。

重要な情報を見逃すことのないよう、本書をよくお読みください。注意および警告には必
ず従ってください。

横転に関する警告
多目的車は、他の車種より横転する確率が非常に高くなります。この車両は、他の多く
の乗用車に比べて車高と重心位置が高くなっています。これにより、各種オフ・ロード用
途で高い性能を発揮します。しかし、どのような車であっても、安全性を無視した運転を
すれば制御不能に陥る恐れがあります。特にこの車は重心位置が高いため、制御不能
になると他の車が横転しないケースでも、横転する恐れがあります。

急にカーブを曲がったり、不意な操縦を試みたりといった無謀な運転は、車が制御不能
になる恐れがありますのでおやめください。安全運転を怠ると、衝突事故、車の横転、
重傷や死亡事故につながる恐れがあります。慎重な運転を心がけてください。
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横転警告ラベル

シートベルトを着用していないと、重傷または死亡につながる恐れがあります。横転事
故において、シートベルトを着用していない場合は、着用している場合と比べ、死亡率
が非常に高くなります。必ずバックルを締めてください。

車両の改造／変更 
警告!

この車両を改造または変更した場合、その走行性能と安全性が大きな影響を受け、
重傷や死亡につながる衝突事故を引き起こす恐れがあります。

記号用語集
車両構成部品の一部には、この構成部品を使用する際に遵守すべき注意事項を示す
色付きのラベルが貼付されているものがあります。車両運転の際は、すべての警告に

従うことが重要です。各記号の定義については以下を参照してくださいð ページ

72。

メモ :
装備オプションやその時点の車両の状態によっては、警告灯や表示灯が異なることが
あります。一部の表示灯はオプションであり、表示されないことがあります。

赤色警告灯

エアバッグ警告灯

ð ページ 72

ブレーキ警告灯

ð ページ 72

バッテリ充電警告灯

ð ページ 72

ドア・オープン警告灯

ð ページ 73

居眠り検知警告

ð ページ 73

電動パワー・ステアリング（EPS）故障警告灯

ð ページ 73
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赤色警告灯

エレクトロニック・スロットル・コントロール（ETC）警告灯

ð ページ 73

エンジン 温度警告灯

ð ページ 73

ボンネット・オープン警告灯

ð ページ 73

リフトゲート・オープン警告灯

ð ページ 73

油圧警告灯

ð ページ 73

オイル温度警告灯

ð ページ 74

シートベルト・リマインダ警告灯

ð ページ 74

速度警告システム警告灯

ð ページ 74

赤色警告灯

速度警告システム警告灯

ð ページ 74

トランスミッション異常警告灯

ð ページ 74

トランスミッション温度警告灯

ð ページ 74

車両セキュリティ警告灯

ð ページ 74

黄色警告灯

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）警告灯

ð ページ 74

エレクトロニック・パーキング・ブレーキ警告灯

ð ページ 74

エレクトロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）作動警告灯

ð ページ 75
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黄色警告灯

エレクトロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）OFF 警告灯

ð ページ 75

燃料カットオフ警告灯

ð ページ 75

アクティブ・レーン・マネジメント警告灯

ð ページ 75

アクティブ・レーン・マネジメント整備警告灯

ð ページ 75

クーラント・レベル低下警告灯

ð ページ 75

残燃料警告灯

ð ページ 75

ウォッシャ液不足警告灯

ð ページ 75

エンジン点検／警告灯（MIL）

ð ページ 75

黄色警告灯

AdBlue®（UREA）インジェクション・システム異常警告灯

ð ページ 76

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）整備警告灯

ð ページ 76

4WD 整備警告灯

ð ページ 76

前面衝突警報（FCW）整備警告灯

ð ページ 76

START&STOP システム整備警告灯

ð ページ 76

タイヤ・プレッシャ・モニタリング・システム（TPMS）警告灯

ð ページ 76

けん引フック故障警告灯

ð ページ 77
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黄色表示灯

「4WD LOW」表示灯

ð ページ 77

4WD ロック表示灯

ð ページ 77

アクティブ・スピード・リミッタ故障表示灯

ð ページ 77

オート・ブレーキ・ホールド故障表示灯

ð ページ 77

前面衝突警報（FCW）表示灯

ð ページ 77

前面衝突警報（FCW）OFF 表示灯

ð ページ 77

燃料カットオフ故障灯

ð ページ 77

イモビライザ故障／VPS 電気アラーム表示灯

ð ページ 78

黄色表示灯

ディーゼル微粒子フィルタ（DPF）清掃進行中表示灯 - DPF 搭載ディー
ゼル・バージョンのみ

ð ページ 78

ディーゼル排気液添加剤 AdBlue®（UREA）残量少表示灯

ð ページ 78

リヤ・フォグ・ランプ表示灯

ð ページ 78

燃料内水混入表示灯

ð ページ 78

始動待機表示灯

ð ページ 78

緑色表示灯

アクティブ・スピード・リミッタ SET 表示灯

ð ページ 79

先行車を検知していないときのアダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）設定表示灯

ð ページ 79
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緑色表示灯

先行車を検知しているときのアダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）
設定表示灯

ð ページ 79

アクティブ・レーン・マネジメント表示灯

ð ページ 79

オート・ブレーキ・ホールド表示灯

ð ページ 79

駐車灯／ヘッドライト表示灯

ð ページ 79

フロント・フォグ表示灯

ð ページ 79

方向指示灯表示灯

ð ページ 79

クルーズ・コントロール SET 表示灯

ð ページ 79

START&STOP システム作動表示灯

ð ページ 79

白色表示灯

アクティブ・スピード・リミッタ SET 表示灯

ð ページ 80

アクティブ・レーン・マネジメント表示灯

ð ページ 80

ヒル・ディセント・コントロール（HDC）表示灯

ð ページ 80

クルーズ・コントロール SET 表示灯

ð ページ 80

速度警告システム表示灯

ð ページ 80

インテリジェント・スピード・アシスト（ISA）作動可能

ð ページ 80

青色表示灯

ハイ・ビーム表示灯

ð ページ 80
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灰色表示灯

クルーズ・コントロール作動可能表示灯

ð ページ 80

灰色表示灯

アクティブ・スピード・リミッタ・レディ表示灯

ð ページ 80
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車両の概要

キー 
キー・フォブ

車両には、キーレス・イグニッション・キー・フォブが装備
されています。

キーレス・イグニッション・キー・フォブは、パッシブ・エント
リ、リモート・キーレス・エントリ（RKE）、Keyless Enter-N
Go™（タイプ別装備）、およびリモート・パワー・リフトゲー
ト操作に対応しています。キーレス・イグニッション・キ
ー・フォブは、START/STOP（START&STOP）」イグニッショ
ン・ボタンを装備する車両をサポートします。キーレス・イ
グニッション・キー・フォブにはエマージェンシ・キーも付
属しており、キー・フォブの裏側に収納されています。

キー・フォブを使用して、約 20m（66 フィート）以内の距
離から、ドア、リフトゲート、およびフューエル・リッドを施
錠または解錠できます。システムを作動させる場合、キ
ー・フォブを車の方向に向ける必要はありません。

メモ :
● キー・フォブの無線信号は、キー・フォブが携帯電話、

ノート・パソコン、またはその他の電子機器のそばに
置かれていると、それと干渉することがあります。この
場合は性能が低下することになります。

● イグニッション・オンで車両が 2 mph (4 km/h)で走行
すると、RKE の作動はすべて OFF になります。

キーレス・イグニッションのキー・フォブ

1 - 「Unlock（ロック解除）」ボタン
2 - 「Liftgate（リフトゲート）」ボタン（タイプ別装備）
3 — エマージェンシ・キー
4 - 「Lock（ロック）」ボタン

メモ :
ボタンを押してもイグニッション・スイッチが切り替わらな
い場合は、キー・フォブの電池残量が少ないか切れてい
ます。キー・フォブの電池残量が少ないことを確認するに
は、インストルメント・パネルを見ると、従うべき指示が表
示されます。

ドアおよびリフトゲートの解錠／施錠方法

キー・フォブのロック解除ボタンを 1 回押して放して運転
席ドアを解錠するか、5 秒以内に 2 回押して放してすべ
てのドア、リフトゲート、およびフューエル・リッドを解錠し
ます。すべてのドア、リフトゲート、およびフューエル・リッ
ドを施錠するには、「Lock（ロック）」ボタンを 1 回押しま
す。

ドアが施錠されると、方向指示器が点滅し、イルミネーテ
ッド・エントリ・システムが作動します。ドアが施錠される
と、方向指示器が点滅します。

ロック解除ボタンの 1 回目の押下でドアをすべて解錠す
るように、Uconnect 設定でプログラムできます ð ペー

ジ 136。

キー・フォブ内のバッテリの交換

電池の交換用には、CR2032 バッテリを使用します。

メモ :
● Mopar®が供給するバッテリの使用をお勧めします。

市販のコイン・バッテリの寸法は OEM のコイン・バッ
テリの寸法に合わないことがあります。

● 過塩素酸塩物質 — 特別な取り扱いが必要です。

● トランスミッタのバック・ハウジングまたはプリント基板
上の電池の端子には触れないでください。
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1. キー・フォブの裏側のエマージェンシ・キー・リリース
をスライドさせ、もう一方の手でエマージェンシ・キ
ーを引き出して取り外します。

エマージェンシ・キーの取り外し

1 — エマージェンシ・キー・リリース・ボタン
2 - エマージェンシ・キー

2. マイナス・ドライバの先端、または硬貨を使用して、
キー・フォブを半分に開き、キー・フォブをゆっくりと
こじ開けて分離します。このとき、シールを傷つけな
いように注意してください。

コインでケースを開く

キー・フォブの電池交換

3. 裏側のカバーを取り外して電池を交換します。電池
を交換する際には、電池の（+）記号と、裏カバーに
付いている電池クリップ内部の（+）記号を合わせて
ください。新しい電池に指で触れないようにしてくだ
さい。皮脂で電池が劣化する恐れがあります。電池
に触れた場合は、消毒用アルコールできれいに拭
いてください。

4. キー・フォブ・ケースを組み立てるには、2 つの部品
を組み合わせて、カチッと音がするまで固定しま
す。

警告!

● 一体型キー・フォブにはコイン型電池が内蔵されて
います。電池を飲み込まないようにしてください。化
学やけどの危険性があります。コイン型電池を飲
み込むと、わずか 2 時間で体内に深刻なやけどが
引き起こされるおそれがあり、死に至る場合もあり
ます。

(続き)

警告!

● 電池を飲み込んだり、電池が体内のどこかに入っ
た可能性がある場合は、直ちに医療機関を受診し
てください。

● 新品および使用済みの電池はお子さまの手が届
かない場所に保管してください。電池カバーがしっ
かりと閉まらない場合は、キー・フォブの使用を中
止して、お子さまの手の届かない場所に保管してく
ださい。

追加キー・フォブのプログラムおよび要求 

キー・フォブのプログラムは正規ディーラーで行うことが
できます。

メモ :
● すでに車両にプログラムされたキー・フォブは、他の

車両用に再利用および再プログラムすることはできま
せん。

● 車両の電子装置に合わせてプログラムされたキー・フ
ォブ以外のものでは、車両を始動および走行させるこ
とができません。すでに車両にプログラムされたキ
ー・フォブは、他の車両用に再プログラムすることは
できません。

警告!

● 車を離れるときは必ず車両からキー・フォブを抜
き、すべてのドアをロックしてください。

● Keyless Enter-N-Go™イグニッション搭載車では、必
ずイグニッションを「OFF（オフ）」位置にしてくださ
い。
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キー・フォブの複製は正規ディーラーで行うことができま
す。この作業では車の電子装置に合わせて未使用のキ
ー・フォブをプログラムします。未使用のキー・フォブと
は、プログラムされていないキー・フォブのことを言いま
す。

メモ :
● セントリー・キー盗難防止装置を整備に出すときは、

すべての車両キーを正規ディーラーにお渡しくださ
い。

● キーは、車両のロックに合わせて正しくキーを作るよ
う注文する必要があります。

セントリー・キー
セントリー・キー盗難防止装置とは、エンジンを始動でき
ないようにすることで車の不正使用を防止するシステム
です。このシステムは、セットしたり起動させる必要はあ
りません。車両が施錠または解錠されたときに自動的に
作動します。

このシステムは、キー・フォブ、キーレス・プッシュ・ボタ
ン・イグニッション、高周波（RF）レシーバを使用して車の
不正使用を防止します。そのため、車両に合わせてプロ
グラムされたキー・フォブ以外では車両を始動および走
行させることはできません。無効なキー・フォブを使って
エンジンを始動すると、2 秒後にシステムによってエンジ
ンが停止します。

通常作動時（エンジンが 10 秒以上作動している）に車
両セキュリティ表示灯が点灯したときは、電子装置に問
題があります。正規ディーラーで速やかに車両の整備を
受けてください。

新車に付属しているキー・フォブはすべて、車両の電子
装置に合わせてプログラムされています。

メモ :
プログラムされていないキー・フォブも無効なキーと見な
されます。

イグニッション・スイッチ

KEYLESS ENTER -N GO™イグニッション

この機能により、キー・フォブが車内にあれば、運転者は
ボタンを押してイグニッションを操作できます。

「START/STOP（START&STOP）」イグニッション・ボタンに
は 3 種類の操作モードがあります。3 つのモードはそれ
ぞれ「OFF（オフ）」、「ON/RUN（オン／走行）」、「START
（始動）」です。

「START/STOP（START&STOP）」イグニッション・ボタン

1 — OFF
2 — ON/RUN（オン／走行）

プッシュ・ボタン・イグニッションは次のモードにできます。

「OFF（オフ）」

● エンジンが停止します。

● 一部の電気装置（パワー・ロックやアラームなど）は利
用できます。

「ON/RUN（オン／走行）」

● 走行中のモードです。

● 電気装置はすべて利用可能（ヒータ／エアコン、シー
ト・ヒータなど）。

「START（スタート）」

● エンジンが始動します。

メモ :
ボタンを押してもイグニッションの状態／モードが変わら
ない場合は、キー・フォブの電池残量が少ないか切れて
います。この場合は、別の方法でイグニッション・スイッチ
を操作できます。キー・フォブのノーズ側（エマージェン
シ・キーの反対側）を「START/STOP（START&STOP）」イグ
ニッション・ボタンに当てて押し、イグニッションを操作し
ます。

キー・フォブの電池が消耗した場合のエンジン始動
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警告!

● 車両から離れる前に、必ず完全に停車してからオ
ートマチック・トランスミッションを「P（パーキング）」
に入れ、パーキング・ブレーキをかけてからエンジ
ンを停止して、キー・フォブを車両から持ち出して、
車両をロックしてください。Keyless Enter-N-Go™搭
載車では、必ずキーレス・イグニッションを「OFF（オ
フ）」位置にし、キー・フォブを車両から持ち出して、
車両をロックしてください。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。

● お子さまを車内に残して車から離れることは、非常
に危険です。お子さまだけでなく第三者にもけがを
負わせる恐れがあります。お子さまがパーキング・
ブレーキ、ブレーキ・ペダルまたはギヤ・セレクタに
触れないように注意してください。

● キー・フォブを車内または車の近く、またはお子さま
の手が届く場所に放置しないでください。また、
Keyless Enter-N-Go™イグニッション搭載車では、イ
グニッションを「ON/RUN（オン／走行）」位置のまま
にして車から離れないでください。お子さまがパワ
ー・ウィンドウやその他の装置を操作したり、車を動
かしてしまう恐れがあります。

● 高温時には、駐車した車内にお子さまやペットを残
さないでください。車内の温度が上がり、重傷また
は死亡事故につながる恐れがあります。

注意!

ロックしていない車は、盗難にあうおそれが高くなりま
す。車両を離れるときは必ずキー・フォブを車両から持
ち出して、すべてのドアをロックしてください。

メモ :
● 通常始動については、ð ページ 82 を参照してく

ださい。

● イグニッションが「ON/RUN（オン／走行）」位置のとき
に運転席ドアを開けると（エンジンを始動していない
場合）、チャイムが鳴り、イグニッションを「OFF（オフ）」
位置にするように通知されます。チャイムに加え、車
両が始動しているという内容のメッセージもインストル
メント・パネルに表示されます。

電子式ステアリング・ホイール・ロッ
ク - タイプ別装備

車両によっては電子式パッシブ・ステアリング・ホイール・
ロックが装備されています。このロックにより、イグニッシ
ョンが OFF の状態では車両を操縦できないようになりま
す。ステアリング・ホイール・ロックは、イグニッションを
ON にすると解除されます。ロックが解除されず車両が始
動しない場合は、ホイールを左右に回してロックを解除し
てください。

車両セキュリティ・システム 
タイプ別装備 
車両セキュリティ・システムは、車両のドア、ボンネットお
よびリフトゲートが不正に開けられたり、Keyless Enter-N-
Go™イグニッションが不正に操作されたりしていないかど
うかを監視します。車両セキュリティ・システムの作動中
は、ドア・ロックおよびリフトゲート・リリース用の車内のス
イッチは無効になります。何らかの原因でシステムが作
動した場合、車両セキュリティ・システムは以下のような
音と光で警告を発します。

● ホーンが鳴ります

● 方向指示器が点滅します

● インストルメント・パネルにある車両セキュリティ・ライ
トが点滅します

メモ :
● 車両セキュリティ・システムは、各国の基準に合わせ

て工場で調整されています。

● 車両セキュリティ・システムは、車両盗難の発生を妨
げ、破壊行為を防止するために開発された補助的な
セキュリティ・システムです。このシステムは、車両盗
難を防止するものではなく、抑止手段です。

● 車両セキュリティ・システムは、ガラスの破損または車
内の物や人の動きを監視するものではありません。
またこのアラームは、車両駐車時にその傾きが変動
したときでも作動しません。

システムのセット方法 
車両セキュリティ・システムは以下の手順でセットしま
す。

1. 車両のイグニッションを必ず「OFF（オフ）」位置に切
り替えてください。

● キーレス Enter'N Go 装備車の場合、車両のキー
レス・イグニッション・システムが OFF であること
を確認します。

2. 車両をロックするには、以下のいずれかの方法を実
施します。

● 運転席ドアまたは助手席ドアが開いている間
に、車内のパワー・ドア・ロック・スイッチのロッ
ク・ボタンを押します。

● 有効なキー・フォブを同一の車外ゾーンで使用で
きる状態で、車外のパッシブ・エントリ・ドア・ハン
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ドルの「Lock（ロック）」ボタンを押します ð ペ
ージ 20。

● キー・フォブの「ロック」ボタンを押します。

3. 開いているドアを閉じます。

車両セキュリティ・システムを作動させると、車両セキュリ
ティ・ライト（インストルメント・パネル・ディスプレイの左下
の位置にあります）が 1 秒ごとに点滅し始め、解除する
と止まります。

メモ :
車内ドア・パネルにある「Lock（ロック）」ボタンを押してシ
ステムを作動させた場合、ドアを閉めると車両セキュリテ
ィ・ライトがおよそ 15 秒間速く点滅し、その後に遅くなっ
て 1 秒ごとになります。

注意!

車内のパワー・ドア・ロック・スイッチのロック・ボタンを
押して車両を施錠するときは、キー・フォブが車内に残
されていないことを必ず確認してください。ドアが確実
に閉まらない（半ドアになっている）場合、アラームが
作動したり、ドアが外から開かなくなったりすることが
あります。

システムの解除方法 
車両セキュリティ・システムは、以下のいずれかの方法
で解除できます。

● キー・フォブの「ロック解除」ボタンを押します。

● パッシブ・エントリ・ドア・ハンドルをつかみ、ドアのロッ
クを解除します ð ページ 20。

● イグニッションを「OFF（オフ）」位置から回してシステム
を解除します。

メモ :
● 運転席側のドア・キー・シリンダやキー・フォブの「リフ

トゲート」ボタンでは、車両セキュリティ・システムの作
動または解除はできません。

● パワー・リフトゲートを開閉しても、車両セキュリティ・
システムは作動したままになります。「リフトゲート」ボ
タンを押しても車両セキュリティ・システムは解除され
ません。誰かが開いているリフトゲートから車内に侵
入し、いずれかのドアを開けるとアラームが鳴りま
す。

● 車両セキュリティ・システムの作動中は、内部のパワ
ー・ドア・ロック・スイッチでドアを解錠することはできま
せん。

車両セキュリティ・システムは車両を保護するように設計
されていますが、システムが誤ってアラームを鳴らすこと
があります。前述の手順のいずれかで車両セキュリティ・
システムをセットした場合、乗員が車内にいるかどうかに
かかわらずアラームはセットされます。乗員が車内にい
てドアを開けた場合、アラームが鳴ります。この場合、車
両セキュリティ・システムを解除してください。

車両セキュリティ・システムがセットされた状態で、バッテ
リの接続を外しても、再度バッテリを接続すれば車両セ
キュリティ・システムはセットされた状態を維持します。こ
のとき外部照明が点滅します。この場合、車両セキュリ
ティ・システムを解除してください。

システムの再設定方法

アラームが起動した後に解除するための措置が何も取
られなかった場合、車両セキュリティ・アラームは約 90
秒後にホーンを止め、その後、車両セキュリティ・アラー
ムは自動的に再設定されます。

セキュリティ・システムの手動操作

手動ドア・ロックを使用してドアを施錠した場合、車両セ
キュリティ・システムは作動しません。

ドア

手動ドア・ロック

ドア・ロックは、ドア・ロック・ノブを使用して、車内から手
動でロックすることができます。

手動ドア・ロック・ノブ

各ドアを施錠するには、各ドア・トリム・パネルのドア・ロッ
ク・ノブをロック表示が見えるまで前方に回転させます。
フロント・ドアを解錠するには、車内ドア・ハンドルを最初
の停止位置まで引くか、ドア・ロック・ボタンをロック表示
が見えなくなるまで回転させます。リヤ・ドアを解錠する
には、ドア・ロック・ボタンをロック表示が見えなくなるまで
回転させます。ドアを閉めるときにドア・ロック・ボタンが
ロックされている（ロック表示が見えている）と、ドアはロ
ックされたままになります。そのため、ドアを閉める前に
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キー・フォブが車内に残されていないことを確認してくだ
さい。

メモ :
● 車両を手動で施錠すると、車両セキュリティ・アラーム

は作動しません。

● 手動ドア・ロックでリフトゲートの施錠や解錠を行うこ
とはできません。

警告!

● 駐車して車両から離れるときに加え、乗員の防犯と
衝突時の安全を確保するために、走行前にも車両
のドアを施錠してください。

● 車を出るときは、必ずキー・フォブを携帯して、車を
ロックしてください。必ず Keyless Enter 'n Go™イグ
ニッションを「OFF（オフ）」位置にし、車両からキー・
フォブを抜き、車両をロックしてください。大人がい
ない状況で、お子さまが車の装備に触れると、大け
がや死亡事故につながる恐れがあります。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。お子さまを車内に残
して車から離れることは、非常に危険です。お子さ
まだけでなく第三者にもけがを負わせる恐れがあり
ます。お子さまがパーキング・ブレーキ、ブレーキ・
ペダルまたはギヤ・セレクタに触れないように注意
してください。

● キー・フォブを車内や車両周辺（またはお子さまの
手が届く場所）に置いたまま車から離れないでくだ
さい。また、Keyless Enter-N-Go™イグニッションを
「ON/RUN（オン／走行）」位置にしたまま車両から
離れないでください。お子さまがパワー・ウィンドウ
やその他の装置を操作したり、車を動かしてしまう
恐れがあります。

パワー ドア・ロック

パワー・ドア・ロック・スイッチは、各フロント・ドアのトリ
ム・パネルにあります。このスイッチを使用して、ドア、リ
フトゲート、およびフューエル・リッドを施錠または解錠し
ます。

パワー・ドア・ロック・スイッチ

イグニッションが「ON/RUN（オン／走行）」位置のときにド
アまたはリフトゲートが開いていると、パワー・ドア・ロッ
ク・スイッチを押してもパワー・ロックは作動しません。こ
れにより、誤って車内にキー・フォブを残したまま施錠す
ることが防止されます。イグニッション・スイッチを「OFF」
位置に戻すか、ドアおよびリフトゲートを閉じると、ロック
が作動します。運転席ドアが開いている状態で、イグニ
ッションが「ON/RUN（オン／走行）」位置にある場合、チ
ャイムが鳴り、キー・フォブの抜き忘れを警告します。

KEYLESS ENTER-N-GO™ - パッシブ・エン
トリ

パッシブ・エントリ・システムは、車のリモート・キーレス・
エントリ・システムと Keyless Enter-N-Go™ - パッシブ・エ

ントリの機能を拡張したシステムです。この機能により、
キー・フォブの「ロック」または「ロック解除」ボタンを押さ
なくても、車両のドアやフューエル・リッドの解錠/施錠操
作を行えます。

メモ :
● パッシブ・エントリは、Uconnect 設定によりオン／オフ

に設定することが可能ですð ページ 136。

● キー・フォブが携帯電話、ノート・パソコン、またはその
他の電子機器のそばに置かれていると、パッシブ・エ
ントリ・システムによって検知されないことがありま
す。こうした機器はキー・フォブの無線信号を妨害す
るため、パッシブ・エントリ・システムが車両を施錠／
解錠できなくなります。

● 手袋をしている場合、降雨／降雪の場合、またはパッ
シブ・エントリ・ドア・ハンドルに塩分／泥が被っている
場合は、解錠の感度に影響があり、応答時間が遅く
なることがあります。

● キー・フォブがハンドルから 1.5m（5 フィート）以内の
車両外側にある場合、パッシブ・エントリ・ドア・ハンド
ルに水しぶきがかかると、ドアが解錠される場合があ
ります。

● パッシブ・エントリを使用して車両を解錠し、60 秒以
内にドアを開かなかった場合、車両は再度施錠され、
装備されている場合は車両セキュリティ・システムが
設定されます。

運転席／助手席ドアでの解錠

どちらかのドア・ハンドルから 1.5m（5 フィート）以内に有
効なパッシブ・エントリ・キー・フォブがある場合、ドア・ハ
ンドルをつかむと、車両が自動的に解錠されます。
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ドア・ハンドルをつかんでの解錠

● 運転席ドアのドア・ハンドルをつかんだときに、運転席
ドアのみが解錠されるか、すべてのドアが解錠される
かは、Uconnect システムで選択した設定により異な
ります ð ページ 136。

● 運転席ドアの解錠設定に関係なく、フロントの助手席
ドア・ハンドルをつかむと、すべてのドアとリフトゲート
が解錠されます。

Frequency Operated Button Integrated Key (FOBIK-Safe)
（頻繁に操作するボタン、内蔵キー）

車内にパッシブ・エントリ・キー・フォブがあるときに予期
せず施錠される可能性を極力減らすために、パッシブ・
エントリ・システムには、イグニッション・スイッチが「OFF
（オフ）」位置の場合に機能する自動ドア解錠機能が備
えられています。

パッシブ・エントリ車両で FOBIK セーフ・サーチが開始さ
れる状況は 3 つあります。

● ドアが開いているときに有効なパッシブ・エントリ・キ
ー・フォブによって施錠が要求される場合。

● ドアが開いているときにパッシブ・エントリ・ドア・ハンド
ルによって施錠が要求される場合。

● ドアが開いているときにドア・パネルにあるスイッチに
よって施錠が要求される場合。

これらのうちのいずれかの状況になったときに、開いて
いるドアをすべて閉じると、FOBIK セーフ・サーチが作動
します。パッシブ・エントリ・キー・フォブが車内で検知さ
れ、車外で検知されない場合、車両は解錠され、顧客に
警告が出されます。

メモ :
有効なパッシブ・エントリ・キー・フォブが車内で検知され
たときは、車両はドアの解錠のみを行います。次のいず
れかの条件に当てはまる場合、車のドアは解錠されま
せん。

● ドア・ロック・ノブを使用して手動でドアを施錠した。

● ドア・パネル・スイッチを使用してドアの施錠を 3 回試
み、その後ドアを閉めた。

● 有効なパッシブ・エントリ・キー・フォブが車外にあり、
いずれかのパッシブ・エントリ・ドア・ハンドルの 1.5m
（5 フィート）以内にある。

ドアおよびリフトゲートの施錠

いずれかのフロント・ドア・ハンドルの 1.5m（5 フィート）
以内に、車両のパッシブ・エントリ・キー・フォブのいずれ
かがある状態で、車外のドア・ハンドルにあるパッシブ・
エントリ・ロック・ボタンを押すと、車両のドアとリフトゲー
トが施錠されます。

ドア・ハンドル・ロック・ボタンを押しての施錠

メモ :
ドア・ハンドル・ロック・ボタンを押しているときは、ドア・ハ
ンドルをつかまないでください。これにより、ドアが解錠さ
れることがあります。

施錠中はドア・ハンドルをつかまないでください

メモ :
● ドア・ハンドルのパッシブ・エントリ・ボタンを押して施

錠した後、約 2 秒間はドア・ハンドルでの車両の解錠
ができなくなります。これにより、車の応答を解錠した
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りすることなく、ドア・ハンドルを引いて車がロックされ
ているかどうか確認できます。

● Uconnect 設定を使用してパッシブ・エントリを解除し
た場合は、「Frequency Operated Button Integrated
Key (FOBIK-Safe)（頻繁に操作するボタン、内蔵キ
ー）」に記載のキー・フォブ保護が作動／機能し続け
ます。

● キー・フォブの電池が消耗している場合、パッシブ・エ
ントリ・システムは作動しません。

降車時オート・ドア・アンロック

パワー・ドア・ロック装備車で以下を行なった場合、ドア
は自動的に解錠されます。

1. Uconnect 設定内で降車時オート・ドア・アンロック機
能を有効にするð ページ 136。

2. すべてのドアが閉まっている。

3. ギヤ・セレクタを「P（パーキング）」に入れておらず、
その後「P（パーキング）」に入れたとき。

4. いずれかのドアを開いたとき。

デッド・ロック装置 - タイプ別装備

デッド・ロック装置は、車内ドア・ハンドルとパワー・ドア・
ロック・スイッチを使用できないようにする安全装置で
す。この装置により、車内からドアを開けることができな
くなります。すべてのドアで作動します。

装置の作動

● この装置は、キー・フォブの「Lock（ロック）」ボタンを 2
回押すと作動します

● パッシブ・エントリ装備車の場合、運転席または助手
席の車外ドア・ハンドルの「Lock（ロック）」ボタンを押し
て装置を作動させることもできます

方向指示器は 3 回点滅することで、装置が作動したこと
を示します。

メモ :
1 つ以上のドアが正しく閉じていない場合、装置は作動
しません。

装置の解除

● この装置は、キー・フォブの「Unlock（ロック解除）」ボ
タンを押すと自動的に解除します

● イグニッションを「ON/RUN（オン／走行）」位置にしま
す

● パッシブ・エントリ装備車の場合、運転席または助手
席のパッシブ・エントリ・ドア・ハンドルを使用してドア
をロック解除して開けることで、装置を解除することも
できます

チャイルド・プロテクション・ドア・ロッ
ク・システム — リヤ・ドア

リヤ・シートの小さなお子さまの安全のために、リヤ・ドア
にはチャイルド・セーフティ・リヤ・ドア・ロックが備えられ
ています。

このシステムを利用するには、各リヤ・ドアを開けて、マ
イナス・ドライバ（またはエマージェンシ・キー）を使用して
ダイヤルを施錠または解錠の位置に回します。ドアのこ
のシステムが作動中は、車内のドア・ロックが解錠の位
置にあっても車外のドア・ハンドルでしかドアを開けるこ
とができません。

チャイルド・セーフティ・リヤ・ドア・ロックの設定

メモ :
● チャイルド・プロテクション・ドア・ロック・システムの作

動中は、内側のドア・ロックが解錠の位置にあっても
外側のドア・ハンドルでしかドアを開けることができま
せん。

● チャイルド・セーフティ・リヤ・ドア・ロックを解除した
後、システムが作動していないことを確認するため
に、車内のドア・ハンドルを操作するとドアが開くこと
を確かめてください。

● チャイルド・セーフティ・リヤ・ドア・ロック・システムを設
定した後、システムが作動していることを確認するた
めに、車内のドア・ハンドルを操作してもドアが開かな
いことを確かめてください。

● システムが作動した状態で緊急脱出する場合、ロック
表示が見えなくなるまで（解錠位置）ドア・ロック・ボタ
ンを回し、ウィンドウを下げて、車外のドア・ハンドルで
ドアを開けます。
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警告!

衝突の際に、車内に乗員が取り残されることがないよ
う注意してください。チャイルド・プロテクション・ロック
が作動している（ロックされている）場合は、車外から
しかリヤ・ドアを開けることができません。

メモ :
● お子さまを連れているときは、必ずこの装置を使用し

てください。両方のリヤ・ドアでチャイルド・ロックを作
動させた後は、車外のドア・ハンドルでドアを開けよう
としてみて、ロックが有効であることを確認してくださ
い。チャイルド・プロテクション・ドア・ロック・システム
が作動すると、車内からドアを開けることはできませ
ん。車両から離れるときは、車内にだれも残っていな
いことを確認してください。

● タクシーとして使用する車両や現地の地方自治体の
条例に従って黄色のライセンス・プレートで使用する
場合、チャイルド・プロテクション・ドア・ロック・システ
ムを無効にする必要があります。

ステアリング・ホイール 
チルト／テレスコピック・ステアリン
グ・コラム

この機能により、ステアリング・コラムを上下に傾けること
ができます。また、ステアリング・コラムの長さを調整する
ことができます。チルト／テレスコピック・レバーは、ステ
アリング・コラムの端、ステアリング・ホイールの下にあり
ます。

チルト／テレスコピック・レバー

ステアリング・コラムのロックを解除するには、コントロー
ル・ハンドルを下側に（フロア方向に）押します。ステアリ
ング・コラムを傾けるには、ステアリング・ホイールを上下
させお好みの角度に調節してください。ステアリング・コ
ラムの長さを調整するには、ステアリング・ホイールを手
前に引いて長くするか、下へ押して短くします。ステアリ
ング・コラムを所定位置にロックするには、コントロール・
ハンドルをいっぱいまで引き上げて固定してください。

警告!

運転しながらステアリング・コラムの調整を行わないで
ください。運転中にステアリング・コラムを調整すると、
車を制御できなくなることがあります。ここに示す警告
内容に従わないと、重傷または死亡事故につながる
恐れがあります。

ヒーテッド・ステアリング・ホイール -
タイプ別装備 

ステアリング・ホイールには電熱線が入って
おり、低温時に手を暖かく保つことができま
す。ヒーテッド・ステアリング・ホイールの温度
設定は固定されています。ヒーテッド・ステア

リング・ホイールをオンにすると、オペレータがオフにす
るまでオンのままです。すでに暖かい場合は、ヒーテッ
ド・ステアリング・ホイールはオンにならないことがありま
す。

ヒーテッド・ステアリング・ホイールのボタンは、タッチスク
リーンのエアコンまたはコントロール・スクリーンにありま
す。

● ヒーテッド・ステアリング・ホイール・ボタンを 1 回押す
と、ヒータがオンになります。

● ヒーテッド・ステアリング・ホイール・ボタンをさらに押
す（2 回目）と、ヒータがオフになります。

メモ :
ヒーテッド・ステアリング・ホイールを作動させるには、エ
ンジンが作動している必要があります。

警告!

● 高齢、慢性疾患、糖尿病、脊髄損傷、薬物治療、ア
ルコールの摂取、疲労、またはその他の身体状態
により、皮膚に痛みを感じることができない方は、ヒ
ーテッド・ステアリング・ホイールを使用する場合に
注意が必要です。特に長時間使用した場合、低温
でもやけどを起こす恐れがあります。

(続き)
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警告!

● 種類や素材を問わず、毛布やステアリング・ホイー
ル・カバーなど、断熱効果のあるものをステアリン
グ・ホイールの上に置かないでください。ヒーテッド・
ステアリング・ホイールが過熱する恐れがありま
す。

UCONNECT 音声認識 – タイプ別
装備

UCONNECT の概要

Uconnect の VR（音声認識）の使用開始時には、このク
イック・ヒントが役立ちます。重要なボイス・コマンドと、お
使いの車両の音声認識（VR）システムのコントロールの
ために知っておくべきヒントが記載されています。

基本的ボイス・コマンド

下記の基本的ボイス・コマンドは、Uconnect システムの
使用中いつでも使用できます。

ステアリング・ホイールの「VR（音声認識）」ボタンを押し
ます。ビープ音の後で、

● 「Help（ヘルプ）」と発声すると、推奨ボイス・コマンドの
リストが聞こえます

● 「Repeat（リピート）」と発声すると、システムの指示が
再度聞こえます

● 「Cancel（キャンセル）」と発声すると、現在のボイス・
セッションが中止されます

音声認識システムの状態を知らせるインジケーターに注
意してください。インジケーターはタッチスクリーンに表示
されます。

音声認識の開始

音声による Uconnect システムの操作は、ステアリング・
ホイールのスイッチを押すだけで可能になります。

音声認識の使用に役立つヒント：

● 背景の雑音を少なくしてください。たとえば、風の音や
他の乗員の会話が認識に影響することがあります。

● まっすぐ前方を向いて、通常の速さと声量ではっきり
と話してください。

● ボイス・コマンドを出す場合は毎回、まず「VR（音声認
識）」ボタンを押して、ビープ音が鳴った後、ボイス・コ
マンドを発声してください。車両に対し、「Wake Up（起
動）」を意味する単語を発声し、コマンドを使用するこ
ともできます ð ページ 136。

● 乗員がラジオのステータス・バーにある VR ボタン・シ
ョートカットを押して、コマンドを使用することもできま
す。

● 「VR（音声認識）」ボタンを押して、現在のカテゴリのボ
イス・コマンドを発声することで、ヘルプ・メッセージま
たはシステム・プロンプトを中断できます。

メモ :
音声認識機能が搭載されていない車両でも、音声認識
ボタンがある場合があります。これらのボタンは、Siri ま
たは Google アシスタントの音声認識セッションを開始す
ることで、Android Auto™および Apple CarPlay®と連動し
ます。お使いのデバイスによっては、音声認識セッション
を開始するために VR ボタンを 1 秒間長押しする必要が
あります。

Uconnect のボイス・コマンド・ボタン

1 – 「Voice Recognition（音声認識）」ボタンを押して、
ラジオ、メディア、ナビゲーション、エアコン、通話の開
始または応答、テキストの送受信を行います
2 - 押すと、インストルメント・パネル・ディスプレイにホ
ーム画面が表示されます

補足情報

© 2025 FCAIO.All rights reserved.Mopar および
Uconnect は登録商標であり、Mopar Owner Connect は
FCAIO の商標です。

運転席メモリ設定 - タイプ別
装備
この機能を使うことによって、運転者はメモリ・プロファイ
ルを 2 つまで保存し、メモリ・スイッチで簡単に呼び出す
ことができます。各メモリ・プロファイルは希望の運転席
位置設定を保存します。
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メモ :
車両にはキー・フォブが 2 個装備されているので、各キ
ー・フォブをメモリ位置 1 または 2 のいずれかにリンクさ
せることができます。

メモリ設定スイッチは、運転席側のドア・トリム・パネルに
あります。スイッチは以下の 3 つのボタンで構成されて
います。

● 「SET（セット（S））ボタンは、メモリ保存機能をオンにす
るために使用します。

● （1）ボタンと（2）ボタンは、保存済みのメモリ・プロファ
イルのいずれかを呼び出すために使用します。

メモ :
メモリ・スイッチ（1）はプロファイル「Driver 1」に、メモリ・
スイッチ（2）はプロファイル「Driver 2」に保存されます。こ
れらは初期設定のプロファイルで、メモリ・スイッチによっ
て呼び出されるプロファイルは、Uconnect システムの
「Personal Settings（個人設定）」で変更できます。

「Memory Settings（メモリ設定）」スイッチ

メモリ機能のプログラム

新しいメモリ・プロファイルは以下の手順で保存します。

メモ :
新しいメモリ・プロファイルを 1 つ保存すると、メモリから
既存のプロファイルが 1 つ消去されます。

1. 車両のイグニッションを「ON（オン）」位置にします。

2. すべてのメモリ・プロファイル設定をお好みの設定
に調整します。プロファイル設定とは、シートのプリ
セットなどです。

3. メモリ・スイッチの「S（セット）」ボタンを押し、続いて
5 秒以内に希望のメモリ・ボタン（1 または 2）を押し
ます。インストルメント・パネル・ディスプレイには、ど
のメモリが設定されているかが表示されます。

メモ :
メモリ・プロファイルは、シフト・レバーが「P（パーキン
グ）」レンジに入っていなくても設定できますが、メモリ・プ
ロファイルを呼び出すには、シフト・レバーが「P（パーキ
ング）」レンジに入っていなければなりません。

リモート・キーレス・エントリ・キー・フ
ォブとメモリ間のリンク結合と解除
の機能

リモート・キーレス・エントリ・キー・フォブをブログラムし
て、保存した 2 つのメモリ・プロファイルの 1 つを呼び出
すことができます。

メモ :
キー・フォブをプログラムする前に、Uconnect 設定から
「Memory Linked To FOB（メモリをフォブにリンク）」機能
を選択しなければなりません ð ページ 136。

キー・フォブをプログラムするには、次の手順に従いま
す。

1. 車両のイグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」位置
にします。

2. リンクさせたいほうのメモリ・プロファイル（1）または
（2）を、あらかじめ決めておきます。

3. メモリ・スイッチの「S」（セット）ボタンを押して放しま
す。続いて、5 秒以内にメモリ・スイッチの（1）また
は（2）と表示されている側を押して放します。インス
トルメント・パネル・ディスプレイに「Memory Profile
Set（メモリ・プロファイル設定）」（「1」または「2」）と
表示されます。

4. 10 秒以内にキー・フォブのロック・ボタンを押して放
します。

メモ :
キー・フォブとメモリ設定とのリンクを解除できません。メ
モリ設定を変更するには、リンクの手順を繰り返して、キ
ー・フォブに設定されたメモリ設定を上書きします。

メモリ位置の呼び出し

メモ :
メモリ位置への復元を行うには、シフト・レバーを「P（パ
ーキング）」レンジに入れておく必要があります。ギヤを
「P（パーキング）」に入れずに復元動作を行おうとする
と、インストルメント・パネル・ディスプレイにメッセージが
表示されます。

運転者 1 または運転者 2 のメモリ設定を呼び出すに
は、希望のメモリ・ボタン番号（1 または 2）を押すか、希
望のメモリ位置にリンクさせたキー・フォブのロック解除
ボタンを押します。
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呼び出し中に、メモリ・スイッチのいずれかのボタン
（「S」、「1」、「2」）を押すと、呼び出しは取り消されます。
呼び出し動作は取り消され、運転席の移動は停止しま
す。次の選択ができるようになるまで約 1 秒かかりま
す。

シート 
シートは車両の乗員保護拘束装置の一部です。

警告!

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は危
険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っていると、
重傷または死亡事故につながる危険性が高くなり
ます。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っている
と、重傷または死亡事故につながる危険性が高く
なります。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。

マニュアル調整（フロント・シート） 
タイプ別装備

一部のモデルには、運転席および助手席の手動シート
が装備されています。前後調節バーが、座席の前部、フ
ロア付近にあります。高さ（運転席のみ）レバーおよびリ
クライニング・レバーは、シートのドア側にあります。

手動シート調節

1 - リクライニング・レバー
2 - 高さ調整レバー（運転席）
3 - 前後調節バー

警告!

● 走行中にシートを調節することは危険です。突然シ
ートが動き、運転の妨げになります。また、シートベ
ルトがずれ、負傷する恐れがあります。シートの調
節は、車が停止しているときに行ってください。

● シート・バックを倒し、ショルダ・ベルトが胸部から離
れた状態で車を運転しないでください。衝突時にシ
ートベルトから身体が滑り抜け、重傷を負ったり死
亡したりする恐れがあります。リクライニング機能
は、駐車中のみご使用ください。

フロント・シートの前後手動調整

手動フロント・シートを装着したモデルでは、シートは、シ
ート・クッションの前のフロア近くにあるバーを使用して前
後の位置を調整できます。

シートに座って、バーを上に持ち上げてシートを前後に
動かします。希望の位置に達したら、バーを放します。次
に、体重を利用してシートを前後に動かし、シートのアジ
ャスタが固定されていることを確認してください。

警告!

● 運転中のシートの調整は危険です。運転中にシー
トを動かすと、操作を誤り、衝突して重大なけがや
死亡事故につながる恐れがあります。

● シートは、シートベルトを着用する前に車を停車し
た状態で調整する必要があります。シートベルトの
調整が不適切な場合、大きなけがや死亡事故につ
ながる恐れがあります。

● 運転席の下に物を置かないでください。こうした物
があると、シートが意図せず動き、車の制御が失わ
れるおそれがあります。

シートの高さの手動調節 — タイプ別装備

運転席の高さは、シートのドア側にあるレバーを使用し
て上下に動かせます。シートを高くするにはレバーを引
き上げ、低くするにはレバーを押し下げます。

フロント・シートのリクライニングの手動調
整

シート・バックを調節するには、シート外側のレバーを引
き上げ、後ろにもたれながら希望の位置でレバーを放し
ます。シート・バックを戻すには、レバーを引き上げて、
前にかがみながらレバーを放します。
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警告!

シート・バックを倒し、ショルダ・ベルトが胸部から離れ
た状態で車を運転しないでください。衝突時、シートベ
ルトの下で体が滑り、大きなけがや死亡事故につなが
る恐れがあります。

前方可倒式助手席シート - タイプ別装備

メモ :
この機能は、荷室のスペースを広げるため、車両に助手
席用手動シート調節機能が備わっている場合のみ利用
できます。

シートを折りたたむと、ロード・フロア面が広がります（こ
れにより、最大でリヤ・ハッチからインストルメント・パネ
ルまでの長さと同じ長さの積み荷を載せることができま
す）。前方可倒式助手席シートのシート・バック表面は柔
らかくなっており、停車中にシートを前方に折りたたんで
いるときに、作業面として使用できます。

シートを折りたたんだり元の位置に戻したりするには、リ
クライニング・レバーを上側に引きます。

メモ :
シートを折りたたんだ状態で長期間放置すると、シート・
ベルト・バックルによってシート・クッションが変形すること
があります。これは異常ではなく、シートを展開して垂直
位置にすると、シート・クッションは徐々に通常の形状に
戻っていきます。

警告!

走行中にシートを調節することは危険です。突然シー
トが動き、運転の妨げになります。シートの調節は、必
ず車が駐車状態にあるときに行ってください。

マニュアル調整（リヤ・シート）

警告!

荷物や積荷はシート・バックより高く積み上げないでく
ださい。視界を悪くし、突然の停止や衝突の際に前方
に投げ出されて危険です。

リヤ・シート・リクライニング調整

2 列目の 6：4 分割可倒式回転シートのシート・バック
は、リクライニングさせ、さらに乗員の快適性を確保でき
ます。

シート・バックを調節するには、シート外側のリクライニン
グ・レバーを引き上げ、後ろにもたれながら希望の位置
でレバーを放します。シート・バックを戻すには、レバーを
引き上げて、前にかがみながら希望の位置になったらレ
バーを放します。

リクライニング・レバー

メモ :
リクライニング・レバーは、シートに乗員がいる場合、シ
ート・バックのリクライニングのみに使用できます。

警告!

シート・バックを倒し、ショルダ・ベルトが胸部から離れ
た状態で車を運転しないでください。衝突時、シートベ
ルトの下で体が滑り、大きなけがや死亡事故につなが
る恐れがあります。

容易な 3 列目の乗降

2 列目の 6：4 分割可倒式シートの片側を前方に倒し、
乗員が 3 列目シートに簡単に乗り込むことができるよう
にします。

2 列目シートには、次のいずれかの方法で操作できるワ
ンタッチ回転機能が備わっています。

● リクライニング・レバーを上いっぱいまで引いてから放
します。シートは自動的に折りたたまれ、フロント・シ
ートに対して前方に倒れます。

リクライニング・レバー
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● 2 列目シートの上部外側にあるイージー・エントリ・レ
バーを引いて、放します。シートは自動的に折りたた
まれ、フロント・シートに対して前方に倒れます。

イージー・エントリ・レバー

倒れた位置のシート

メモ :
● シートを倒す前に 2 列目シートのすべてのヘッド・レ

ストが下げた位置にあることを確認します。

● リヤ・シートを折りたたむ前に、フロント・シートをレー
ルの中央位置に調節しておく必要がある場合もあり

ます。また、フロント・シートが完全に垂直位置になっ
ており、前方に移動していることを確認します。こうす
ると、リヤ・シートを簡単に折りたたむことができます。

シート回転ラベル（左側）

シート回転ラベル（右側）

警告!

2 列目シートを回転させたままで、車両を運転しない
でください。2 列目シートは、3 列目シートに乗り降りす
る際にのみ倒すよう設計されています。これらの警告
を無視した場合、負傷する恐れがあります。

リヤ・シートを元に戻す方法

倒したシートを折りたたみ位置へと後方へ展開し、所定
の位置にロックします。次にシート・バックを上げ、所定
の位置にロックされるまでヘッド・レストを上げます。

警告!

● シート・バックが所定の位置にしっかりと固定されて
いることを確認してください。シート・バックが所定の
位置にしっかりと固定されていないと、そのシートに
チャイルド・シートを確実に取り付けることや、乗員
が安定して座ることができません。シートが適切に
固定されていない場合、重傷につながる恐れがあ
ります。

● 2 列目シートを倒している場合、2 列目シートを元
の位置に置き換えているとき、3 列目シートの乗員
は手や足をフロア内のストライカから離しておく必
要があります。手や足が 2 列目シートのラッチの邪
魔になっていると怪我をするおおそれがあります。
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3 列目シート乗員警告ラベル

2 列目可倒式フラット・シート

2 列目シートは、フラットに折りたたんで荷物を積めま
す。

メモ :
リヤ・シートを折りたたむ前に、フロント・シートをレール
の中央位置に調節しておく必要がある場合もあります。
また、フロント・シートが完全に垂直位置になっており、
前方に移動していることを確認します。こうすると、リヤ・
シートを簡単に折りたたむことができます。

シートを折りたたみ位置にするには、シートのドア側にあ
るリクライニング・レバー、またはシート・バックの上部外
側にあるイージー・エントリ・レバーを引いて、前述の回
転手順を行います。

倒した位置にしたら、シート・バックを倒して平らにした状
態で所定の位置にロックされるまで倒したシートを展開し
ます。

倒して平らにした 2 列目シート

メモ :
シートを折りたたんだ状態で長期間放置すると、シート・
ベルト・バックルによってシート・クッションが変形すること
があります。これは異常ではなく、シートを展開して垂直
位置にすると、シート・クッションは徐々に通常の形状に
戻っていきます。

シート・バックを上げるには、シート・バックが所定の位置
にロックされるまで持ち上げます。

警告!

● シート・バックが所定の位置にしっかりと固定されて
いることを確認してください。シート・バックが所定の
位置にしっかりと固定されていないと、そのシートに
チャイルド・シートを確実に取り付けることや、乗員
が安定して座ることができません。シートが適切に
固定されていない場合、重傷につながる恐れがあ
ります。

● 2 列目シートを倒している場合、2 列目シートを元
の位置に置き換えているとき、3 列目シートの乗員

(続き)

警告!

は手や足をフロア内のストライカから離しておく必
要があります。手や足が 2 列目シートのラッチの邪
魔になっていると怪我をするおおそれがあります。

手動可倒式 3 列目シート

どちらの 3 列目シートも、前方に倒してカーゴ・エリアを
拡大できます。片方のシートを下げるには、シートの上
部外側にあるリリース・ハンドルを引いて、シート・バック
を前方、車両の前に向かって押します。

メモ :
3 列目シートを折りたたむときは、2 列目シートを完全な
直立位置にするか、折りたたんでフラットにする必要が
あります。

リリース・ハンドル

シートを起こすには、シートの背部にあるストラップを使
用してシートを手前に引きます。
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プル・ストラップ

警告!

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は非
常に危険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗って
いると、重傷または死亡事故につながる危険性が
高くなります。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。

● シート・バックが所定の位置にしっかりと固定されて
いることを確認してください。シート・バックが所定の
位置にしっかりと固定されていないと、そのシートに
チャイルド・シートを確実に取り付けることや、乗員
が安定して座ることができません。シートが適切に
固定されていない場合、重傷につながる恐れがあ
ります。

電動調整（フロント・シート）  タイプ
別装備

一部のモデルには、運転席と助手席（装備されない場合
もあります）にパワー・シートが装備されています。パワ
ー・シート・スイッチおよびパワー・シート・リクライニング・
スイッチは、シートのドア側、フロア付近にあります。パワ
ー・シート・スイッチを使用して、シートの高さ、角度、また
は前後位置を調節します。パワー・シート・リクライニン
グ・スイッチを使用して、シート・バックの角度を調節しま
す。

パワー・シート・スイッチ

1 - パワー・リクライニング・スイッチ
2 - パワー・シート・スイッチ

フロント・シートの前後調整

シートは前後位置を調整できます。シート・スイッチを前
方または後方に押すと、シートはスイッチの方向に移動
します。必要な位置に達したら、スイッチを放します。

高さ調整

シートの高さを上下に調整できます。シート・スイッチを
上に引く、または下に押すと、シートはスイッチの方向に
移動します。必要な位置に達したら、スイッチを放しま
す。

チルト調整

シート・クッションの角度は上下に調整できます。シート・
スイッチの前部を上に引いたり、下に押したりすると、シ
ート・クッションの前部がスイッチの方向に動きます。

シート・バックの前後のリクライニング

シート・バックは前後両方にリクライニングさせることがで
きます。シート・リクライニング・スイッチを前または後ろ
に押します。シート・バックがスイッチの方向に移動しま
す。必要な位置に達したら、スイッチを放します。

警告!

シート・バックを倒し、ショルダ・ベルトが胸部から離れ
た状態で車を運転しないでください。衝突時、シートベ
ルトの下で体が滑り、大きなけがや死亡事故につなが
る恐れがあります。

パワー・ランバ・サポート - タイプ別装備

運転席パワー・シートまたは助手席パワー・シートを装備
している車両は、パワー・ランバ・サポートも装備してい
る場合があります。パワー・ランバ・サポート・スイッチ
は、パワー・シートのドア側にあります。ランバ・サポート
を強くするには、スイッチの前方を押します。ランバ・サ
ポートを弱くするには、スイッチの後方を押します。スイッ
チを上方へ押すとサポートが上昇し、下方へ押すとサポ
ートが下降します。
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パワー・ランバ・サポート・スイッチ

フロント・シート・ヒータ – タイプ別装
備

フロント・シート・ヒータのコントロール・ボタン
は、Uconnect システムの中にあります。コン
トロール・ボタンには、ヒータ／エアコン画面
またはコントロール画面からアクセスできま

す。

● 「HEATED SEAT（シート・ヒータ）」ボタンを 1 回押すと
「HI（高温）」設定が ON になります。

● 「HEATED SEAT（シート・ヒータ）」ボタンをさらに押す（2
回目）と、「LO（低温）」設定が ON になります。

● 「HEATED SEAT（シート・ヒータ）」ボタンをさらに押す（3
回目）と、ヒータが OFF になります。

車両に「Medium（中）」ヒータ設定が装備されている場
合：

● 「HEATED SEAT（シート・ヒータ）」ボタンを 1 回押すと
「HI（高温）」設定が ON になります。

● 「HEATED SEAT（シート・ヒータ）」ボタンをさらに押す（2
回目）と、「MED（中温）」設定が ON になります。

● 「HEATED SEAT（シート・ヒータ）」ボタンをさらに押す（3
回目）と、「LO（低温）」設定が ON になります。

● 「HEATED SEAT（シート・ヒータ）」ボタンをさらに押す（4
回目）と、ヒータが OFF になります。

車両に自動温度コントロールと一体型センタ・スタックが
装備されている場合、または温度コントロールが手動制
御の場合、ラジオ画面の下のスイッチ・バンクにシート・
ヒータ・スイッチがあります。

「HI（高温）」を選択した場合、約 60 分継続して高温を保
つと、自動的に「LO（低温）」に切り替わります。このとき、
ディスプレイが「HI（高温）」から「LO（低温）」に変わり、切
り替わったことがわかります。「LO（低温）」の場合は、約
45 分経過すると自動的にヒータが停止します。

メモ :
シート・ヒータを作動させるには、エンジンが作動してい
る必要があります。

警告!

● 高齢、慢性疾患、糖尿病、脊髄損傷、薬物治療、ア
ルコールの摂取、疲労、またはその他の生理的状
態により、皮膚に痛みを感じることができない方
は、シート・ヒータを使用する場合に注意が必要で
す。特に長時間使用した場合、低温やけどを起こす
恐れがあります。

● 毛布やクッションなど、断熱効果のあるものを座席
の上またはシート・バック表面に置かないでくださ
い。シート・ヒータが過熱する恐れがあります。過熱
状態のシートに座り続けると、シートの表面温度が
上昇して、重度のやけどを負う恐れがあります。

ヘッド・レスト 
ヘッド・レストは、後方から追突されたときに頭部の動き
を制限して負傷の危険性を低減します。ヘッド・レスト
は、ヘッド・レストの上端が耳の上端より上になるように
調整してください。

警告!

● 運転者を含むすべての乗員は、衝突時に首を損傷
する危険性を最小限に抑えるために、ヘッド・レスト
を正しい位置に調節してから、車両を運転したり着
座したりしてください。

● 車が動いているときには、ヘッド・レストを調整しな
いでください。ヘッド・レストの調整が不適切な状態
で運転したり、取り外した状態で運転したりすると、
衝突時に傷害や死亡事故につながる恐れがありま
す。

メモ :
頭部後方の空間を広げるために、ヘッド・レストの向きを
前後逆にする（ヘッド・レストの後面を前方に向ける）こと
はおやめください。

フロント・ヘッド・レストの調節

この車両には、運転席と助手席にフロント 2 ウェイ・ヘッ
ド・レストが装備されています。

ヘッド・レストを上げるには、ヘッド・レストを上に引きま
す。ヘッド・レストを下げるには、ヘッド・レストのベース部
にある調整ボタンを押してからヘッド・レストを下に押しま
す。
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ヘッド・レスト調節ボタン

警告!

● 運転者を含むすべての乗員は、衝突時に首を損傷
する危険性を最小限に抑えるために、ヘッド・レスト
を正しい位置に調節してから、車両を運転したり着
座したりしてください。

● 車が動いているときには、ヘッド・レストを調整しな
いでください。ヘッド・レストの調整が不適切な状態
で運転したり、取り外した状態で運転したりすると、
衝突時に傷害や死亡事故につながる恐れがありま
す。

メモ :
ヘッド・レストの取り外しは、資格を持った整備士が整備
目的でのみ行います。いずれかのヘッド・レストを取り外
す必要がある場合は、ジープ正規ディーラーにお問い合
わせください。

2 列目シート・ヘッド・レスト

2 列目シート・ヘッド・レストには、上と下の 2 つの位置
があります。センタ・シートに乗員が座っているときは、ヘ

ッド・レストを上げた位置にする必要があります。センタ・
シートに乗員が座っていないときは、ヘッド・レストを下げ
て運転者の視界をよくすることができます。

センタ乗員ヘッド・レスト警告ラベル

ヘッド・レストを上げるには、ヘッド・レストを上に引きま
す。ヘッド・レストを下げるには、ヘッド・レストのベース部
にある調整ボタンを押してからヘッド・レストを下に押しま
す。

メモ :
● リヤ・ヘッド・レストを取り外すには、ヘッド・レストを上

限まで引き上げます。そのまま上に引きながら、各ロ
ッドのベース部にあるリリース・ボタンと調整ボタンを
押します。ヘッド・レストを元のとおりに取り付けるに
は、ヘッド・レストのロッドを穴に差し込み、ヘッド・レス
トを下向きに押し込みます。次に、ヘッド・レストを適
切な高さに調整します。

● ドア側ヘッド・レストを完全に取り外すには、シート・バ
ックをリクライニングさせる必要がある場合がありま
す。

2 列目シート・ドア側ヘッド・レスト

1 - リリース・ボタン
2 — 調整ボタン

2 列目シート・センタ・ヘッド・レスト

1 - リリース・ボタン
2 — 調整ボタン
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警告!

取り外したヘッド・レストは、乗員保護のため、すべて
を必ず元のとおりに車両に取り付ける必要がありま
す。

3 列目シート・ヘッド・レスト

3 列目シート・ヘッド・レストには、上と下の 2 つの位置
があります。

ヘッド・レストを上げるには、ヘッド・レストを上に引きま
す。ヘッド・レストを下げるには、ヘッド・レストのベース部
にある調整ボタンを押してからヘッド・レストを下に押しま
す。

メモ :
● ヘッド・レストを取り外すには、ヘッド・レストを上限ま

で引き上げます。そのまま上に引きながら、各ロッド
のベース部にあるリリース・ボタンと調整ボタンを押し
ます。ヘッド・レストを元のとおりに取り付けるには、ヘ
ッド・レストのロッドを穴に差し込み、ヘッド・レストを下
向きに押し込みます。次に、ヘッド・レストを適切な高
さに調整します。

● ドア側ヘッド・レストを完全に取り外すには、シート・バ
ックをリクライニングさせる必要がある場合がありま
す。

3 列目シート・ヘッド・レスト

1 - リリース・ボタン
2 — 調整ボタン

警告!

取り外したヘッド・レストは、乗員保護のため、すべて
を必ず元のとおりに車両に取り付ける必要がありま
す。

ミラー

ルーム・ミラー

手動ルーム・ミラー - タイプ別装備

このミラーは、反時計回りに回してフロントウィンドウに固
定することができる、単一ボール・ジョイント式のミラーで
す。取り付けに必要な工具はありません。このルーム・ミ
ラーは、上下左右に調節することができます。リヤ・ウイ
ンドウを通して見る後ろの視界を基準にして、中央にくる
ようにミラーを調節します。

後続車のヘッドライトがまぶしいときは、ミラーの下にあ
る小さなレバーを「夜間」位置（手前）に動かすとヘッドラ
イトの反射を軽減することができます。ミラーの調節は、
「昼間」位置に設定されているとき（レバーがフロントウィ
ンドウ寄りにあるとき）に行ってください。

ルーム・ミラーの防眩を切り替える

自動防眩式ルーム・ミラー 
このミラーは、反時計回りに回してフロントウィンドウの
固定部に取り付けることができる、シングル・ボール・ジョ
イント式のミラーです。取り付けに必要な工具はありませ
ん。このルーム・ミラーは、上下左右に調節することがで
きます。リヤ・ウインドウを通して見る後ろの視界を基準
にして、中央にくるようにミラーを調節します。

このミラーは、自動的に後続車のヘッドライトの反射を調
節します。

メモ :
車両を「R（リバース）」にすると、後方を十分に確認でき
るように自動防眩式ルーム・ミラー機能は作動しなくなり
ます。車両にミラーの「ON/OFF（オン／オフ）」ボタンが装
備されている場合、ミラーはデフォルトでオンに設定さ
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れ、タッチスクリーンで ON/OFF を切り替えることができ
ます。

ミラーの底部にあるボタンを押して、自動防眩式ルーム・
ミラー機能の ON/OFF を切り替えることができます。車
両に「ON/OFF（オン／オフ）」ボタンが装備されていない
場合、自動防眩機能は常にオンであり、タッチスクリーン
で ON/OFF を切り替えることができます。

自動防眩ボタン

注意!

清掃中にミラーを傷つけないために、ガラス・クリーナ
をミラーに直接スプレーしないでください。清潔な布に
ガラス・クリーナをつけミラーを拭きます。

照明バニティ・ミラー – タイプ別装備

照明バニティ・ミラーを使用するには、いずれかのバイザ
を引き下げ、ミラー・カバーを上げます。

照明バニティ・ミラーのカバー

サンバイザ・スライド・アウト機能  タイプ
別装備

サンバイザのスライド・アウト機能を使用すると、より柔
軟にサンバイザの位置を調整できるようになり、日差し
を効果的に避けることができます。

1. サンバイザを下げます。

2. バイザをセンタ・クリップから外します。

3. サンバイザをドアガラスに向かって旋回させます。

4. さらに日よけ効果を高めるために、サンバイザを伸
ばします。

メモ :
また、車両のフロント越しの日よけ効果を高めるために、
サンバイザがフロントウィンドウに向かい合っている間は
サンバイザを伸ばすことができます。

ドア・ミラー

最適な視界を得るには、隣の車線の車両がミラーの中
央に映るように調整します。

メモ :
助手席側の凸状のドア・ミラーにより、隣の車線を含め
た広い後方視界が得られます。

警告!

助手席側の凸状のドア・ミラーに映る他の車や物体
は、実物よりも小さくまた遠くにあるように見えます。そ
のため助手席側のドア・ミラーに頼りすぎると、他の車
両や物体に衝突する危険性があります。助手席側の
ドア・ミラーに映る車両との距離やその大きさを判断す
るには、ルーム・ミラーを使用してください。

方向指示器およびアプローチ照明
付きドア・ミラー — タイプ別装備

方向指示器およびアプローチ照明付きの運転席・助手
席ドア・ミラーには、4 つの LED があります。これらの
LED は各ミラーの下外隅にあります。

3 つの LED は方向指示器表示灯で、車両のフロントお
よびリヤの対応する方向指示器と一緒に点滅します。非
常点滅表示灯を点灯させた場合もこれらの LED が作動
します。

4 つ目の LED はイルミネーテッド・エントリ照明として機
能し、キー・フォブを使用してドアを解錠すると、両方のミ
ラーで約 5 秒間点灯します。この照明は、フロント・ドア
が開いても点灯し続けます。

この LED は、車外のフロント・ドア・ハンドルとリヤ・ドア・
ハンドルを明るく照らします。また、ドア下方の前方部分
も明るく照らします。

イルミネーテッド・エントリ照明は約 30 秒後、またはイグ
ニッションを「ON/RUN（オン／走行）」位置に入れた直後
に消灯します。
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メモ :
アプローチ照明は、ギヤ・セレクタを｢P（パーキング）｣位
置から動かすと機能しなくなります。

格納式ミラー - タイプ別装備

ドア・ミラーにはヒンジ（蝶番）が付いており、接触しても
破損しないように前方または後方に動かせます。ミラー
には停止位置が 3 つ（最前部、標準、最後部）ありま
す。

格納式ドア・ミラー

電動調整式ミラー

パワー・ドア・ミラー・コントロール・スイッチは、運転席側
のドア・トリム・パネルにあります。

ミラーを調節するには、ミラーを「L」（左）または「R」（右）
のいずれか調整したい方向にコントロール・スイッチを回
します。その状態で、ミラーを動かす方向にスイッチを押
します。

パワー・ドア・ミラー・スイッチ

1 — 中立位置
2 — 左ミラー
3 — コントロール・スイッチ
4 — 右ミラー
5 — 電動格納位置（タイプ別装備）

メモ :
調整後、予期せず動き出さないようにノブを中立位置に
回してください。

電動格納機能 - タイプ別装備

電動格納式ミラー機能を使用してミラーを折りたたむに
は、コントロール・スイッチを回転させて、電動格納位置
にします。コントロールを左、右、または中立位置にする
と、ミラーが走行位置に戻ります。

ドア・ミラー折りたたみ動作中にパワー・ドア・ミラー・コン
トロール・スイッチを再度動かすと（閉位置から開位置お
よびその反対）、動作方向が逆転します。

車両の仕様上、パワー・ドア・ミラーの位置を運転席メモ
リ設定（タイプ別装備）の一部として保存することはでき
ません。

オート格納式ミラー  タイプ別装備

Uconnect 設定ð ページ 136 内でドア・ミラーを有効

化していると、車両のイグニッションを「OFF（オフ）」位置
にし、ドアをロックして閉じると、ドア・ミラーが自動的に折
りたたまれます。

イグニッションを「OFF（オフ）」位置にしたら、ドア・ミラー
は次の状況で自動的に折りたたまれます。

● ドアを開ける前にドア・パネルのロック・ボタンが押さ
れている。

メモ :
ドアがすでにロックされている場合は、もう一度ロッ
ク・ボタンを押します。

● ドアを開け、ドア・パネルのロック・ボタンを押してから
ドアを閉めます。

● 車から出たら、ドアを閉め、キー・フォブのロック・ボタ
ンを押します。

● 車から出たら、ドアを閉め、パッシブ・エントリ・ドア・ハ
ンドルのロック・アイコンに触れます。

自動で折りたたまれたドア・ミラーは、イグニッションを
「ON/RUN（オン／走行）」位置にすると展開します。

メモ :
ミラーを手動で折りたたんだ場合、運転席側ドア・パネル
にある電動格納式ミラー・スイッチを使用しても、自動的
に展開されません。
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ヒーテッド・ドア・ミラー - タイプ別装
備 

このミラーには霜や氷を溶かすためのヒータ
が付いています。この機能はリヤ・ウインド
ウ・デフロスタを ON にすると同時に作動しま
す（タイプ別装備） ð ページ 41。

車外灯

マルチファンクション・レバー

マルチファンクション・レバー

マルチファンクション・レバーは、方向指示器の操作、ヘ
ッドライト・ビームの選択およびパッシング・ライトを制御
します。マルチファンクション・レバーは、ステアリング・コ
ラムの左側にあります。

ヘッドライト・スイッチ

ヘッドライト・スイッチは、インストルメント・パネルの右側
にあります。このスイッチは、ヘッドライト、デイタイム・ラ
ンニング・ライト、駐車灯、ロー・ビーム・ライト、オート・ヘ
ッドライト、フロントおよびリヤ・フォグ・ライト（タイプ別装
備）、ヘッドライトレベリング、およびインストルメント・パ
ネルのイルミネーション操作を制御します。

ヘッドライト・スイッチ

1 - インストルメント・パネルのイルミネーション・コント
ロール
2 - ヘッドライト・レベリング・コントロール
3 - 回転式ヘッドライト・コントロール
4 - リヤ・フォグ・ライト・スイッチ
5 - フロント・フォグ・ライト・スイッチ

駐車灯やインストルメント・パネルの照明を点灯するに
は、ヘッドライト・スイッチを「O」（OFF）位置から最初のデ
ィテントまで時計回りに回します。ヘッドライト、駐車灯、
インストルメント・パネルの照明を操作するには、ヘッドラ
イト・スイッチを 2 番目のディテントまで回します。

ヘッドライトを点灯するとインストルメント・パネルと、イン
ストルメント・パネルにあるコントロールの照明が点灯し
ます。

デイタイム・ランニング・ランプ
（DRL）- タイプ別装備

デイタイム・ランニング・ランプは、以下の条件を満たすと
点灯します。

● イグニッション・スイッチが「ON/RUN（オン／走行）」位
置になっているか、エンジンが回転している。

● サイド・ライトとヘッドライトが消灯している。

● エレクトロニック・パーキング・ブレーキがかかってい
ない。

デイタイム・ランニング・ランプが点灯し、ヘッドライトを点
灯させるかイグニッションを「OFF（オフ）」位置にするまで
点灯し続けます。

メモ :
● 車を購入した国の法規で認められている場合は、

Uconnect システムを使用してデイタイム・ランニング・
ランプを ON または OFF にできますð ページ

136。
● 一部の車両では、車両の一方の側（方向指示器の作

動時）、または車両の両方の側（ハザード警告灯作動
時）のデイタイム・ランニング・ランプが消灯したり、減
光したりします。

ハイ・ビーム／ロー・ビーム・スイッ
チ

ハイ・ビーム・ヘッドライトを作動させるには、マルチファ
ンクション・レバーを前方（車両前方側）に押すと、インス
トルメント・パネル・ディスプレイに表示灯が点灯します。
ハイ・ビーム・ヘッドライトの作動を解除するには、マルチ
ファンクション・レバーを後方（車両後方側）に引きます。

メモ :
ハイ・ビームを作動させるには、ヘッドライト・スイッチをロ
ー・ビーム位置にする必要があります。
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オート・ハイ・ビーム・ヘッドライト制
御 - タイプ別装備

オート・ハイ・ビーム・ヘッドライト制御システムは、フロン
トウィンドウに搭載されているデジタル・カメラによってハ
イ・ビームの切り替えを自動的に制御し、夜間の優れた
前方照射性を実現します。このカメラは、車両特有の光
を検知し、接近している車両が視界から消えるまでハイ・
ビームをロー・ビームに自動的に切り替えます。

メモ :
● オート・ハイ・ビームを作動させるには、マルチファン

クション・レバーをハイ・ビーム位置にする必要があり
ます。オート・ハイ・ビーム・ヘッドライト制御のオン／
オフは、Uconnect 設定で行えます ð ページ 136。

● 視界にある他の車両のヘッドライトやテールランプが
破損していたり、汚れていたり、異物で覆われている
と、切り替わるタイミングが遅くなることがあります（切
り替わる際の車間距離が短くなります）。また、フロン
トウィンドウやカメラのレンズが汚れていたり、膜が付
いていたり、その他の異物があると、システムが正し
く機能しません。

パッシング 
マルチファンクション・レバーを軽く手前に引くと、周囲の
車両にヘッドライトで合図することができます。レバーを
放すまでハイ・ビーム・ヘッドライトが点灯し続けます。

オート・ヘッドライト - タイプ別装備

このシステムは、車外の明るさに応じてヘッドライトを自
動的に点灯／消灯します。システムを ON にするには、
ヘッドライト・スイッチをオート・ヘッドライトが作動する最
後の停止位置まで時計回りに回します。オート・ヘッドラ
イト・システムを ON にすると、ヘッドライトの消灯遅延機

能も ON になります。つまり、イグニッション・スイッチを
「OFF」位置にしてから、最大 90 秒間ヘッドライトが点灯
したままになります。オート・ヘッドライト・システムを OFF
にするには、ヘッドライト・スイッチを「AUTO」位置から他
の位置へ回します。

メモ :
オート・モードでヘッドライトが点灯するには、エンジンが
作動している必要があります。

ヘッドライト消灯遅延

これは、暗い場所に駐車して車から離れるとき、安全の
ために最長 90 秒間ヘッドライトを点灯させておく機能で
す。ヘッドライト消灯遅延は、「Uconnect Settings
（Uconnect 設定）」ð ページ 136 内で 0、30、60、90
秒間の中から設定できます。

消灯遅延機能を作動させるには、ヘッドライトを点灯させ
たまま、イグニッション・スイッチを「OFF」位置にします。
遅延消灯間隔は、ヘッドライト・スイッチがロー・ビーム位
置から OFF になっている場合に開始します。ヘッドライ
ト・スイッチが「AUTO（自動）」にあり、イグニッション・スイ
ッチを OFF にする前にヘッドライトが点灯していた場合、
遅延消灯間隔は自動的に開始します。

この機能はヘッドライトまたは駐車灯を点灯するか、イグ
ニッションを「RUN（走行）」位置にすることで、無効になり
ます。イグニッション・スイッチを ON にする前にライトを
消灯すると、通常通り消灯します。

メモ :
この機能を作動させるには、イグニッション・スイッチを
「OFF」位置にして 45 秒以内にヘッドライトを消灯させる
必要があります。イグニッションを「OFF（オフ）」位置にす
る前にヘッドライト・スイッチが「AUTO（オート）」位置にな
っていると、ヘッドライト・スイッチを OFF にしなくてもヘッ
ドライト消灯遅延機能が作動します。

ライト消し忘れ警告アラーム - タイプ
別装備

イグニッション・スイッチを「OFF」位置にした後も、ヘッドラ
イトや駐車灯が点灯している場合、運転席ドアを開いた
ときにチャイムを鳴らして運転者に警告します。

メモ :
イグニッションが「OFF（オフ）」位置になった後で、ヘッド
ライトまたは駐車灯をつけたままにしておくと（車両がラ
イト消し忘れ警告アラーム機能を非装備の場合）、車両
バッテリが放電することがあります。

フロント・フォグ・ランプとリヤ・フォ
グ・ランプ - タイプ別装備 
フォグ・ランプのスイッチは、ヘッドライト・スイッチに組み
込まれています。

フォグ・ランプ・スイッチ

1 - フロント・フォグ・ランプ・スイッチ
2 - リヤ・フォグ・ランプ・スイッチ
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フロント・フォグ・ランプを点灯するには、ヘッドライト・スイ
ッチの上半分を押します。フロント・フォグ・ランプを消灯
するには、ヘッドライト・スイッチの上半分をもう一度押し
ます。

メモ :
フロント・フォグ・ランプを点灯させるには、あらかじめ駐
車灯またはロー・ビーム・ヘッドライトを点灯しておく必要
があります。

リヤ・フォグ・ランプを点灯するには、ヘッドライト・スイッ
チの下半分を押します。リヤ・フォグ・ランプを消灯するに
は、ヘッドライト・スイッチの下半分をもう一度押します。

メモ :
リヤ・フォグ・ランプを点灯させるには、あらかじめロー・
ビーム・ヘッドライトまたはフロント・フォグ・ランプを点灯
しておく必要があります。車両がリヤ・フォグ・ランプのみ
を装備している場合、ヘッドライト・スイッチの中央の位
置で利用できるボタンは 1 つしかありません。1 回押す
とリヤ・フォグ・ランプは点灯し、もう 1 回押すとリヤ・フォ
グ・ランプは消灯します。

フォグ・ランプを点灯すると、インストルメント・パネル内
の表示灯が点灯します。

方向指示灯

マルチファンクション・レバーを上または下に動かすと、
方向指示器が作動します。インストルメント・パネル・ディ
スプレイの両側にある矢印が点滅すれば、正常に動作
しています。

メモ :
● 矢印の表示灯が点灯したままで点滅しない場合、ま

たは点滅の間隔が短くなった場合は、方向指示灯の
電球に不具合がないか確認してください。

● どちらかの方向指示器が ON の状態で 1.6km（1 マイ
ル）以上走行すると、インストルメント・パネル・ディス
プレイに「Turn Signal On（方向指示器 ON）」のメッセ
ージが表示され、チャイムが鳴り続けます。

車線変更補助 
マルチファンクション・レバーを、停止位置を越えることな
く上または下に押すと、方向指示器が 5 回点滅し、自動
的に消灯します。

ヘッドライト・レベリング・システム -
タイプ別装備 
このシステムにより、車の積載量に関係なく前照灯のヘ
ッドライト照射位置を路面の適切な位置に保つことがで
きます。

このコントロール・スイッチは、インストルメント・パネル上
のイルミネーション・コントロールの隣に位置しています。

ヘッドライト・レベリング・スイッチ

操作する場合、次表の積載条件に合わせて番号を選
び、コントロール・スイッチを回して合わせます。

レベル 荷重

0/1 運転席のみ、または運転席と助手席に
乗員がいる。

2

すべての座席に乗員がおり、さらにラゲ
ッジ・ルームに均一に荷物が置かれて
いる。乗員と荷物の合計重量が車の最

大積載量を超えていない。

3

運転者がいて、ラゲッジ・ルームに均一
に荷物が置かれている。運転者と荷物
の合計重量が車の最大積載量を超えて

いない。

バッテリ節電機能

バッテリを保護するために、イグニッション・スイッチを
「OFF（オフ）」位置にしてから 15 分後に室内灯は自動的
に消灯します。このように室内灯が自動的に消灯するの
は、手動で点灯した場合やドアが開いているために点灯
した場合です。

室内灯 
室内灯

室内灯は、フロント・ドアを開けたとき、またはイルミネー
ション・コントロールを上端の停止位置まで回したときに
点灯します。
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メモ :
● 室内灯機能は「Uconnect Settings（Uconnect 設定）」

ð ページ 136 から作動または解除できます。

● 機能が作動しているときにドアを開くと、5 秒間延長し
て点灯します。

● 車両が施錠されているか、イグニッションが「ON/RUN
（オン／走行）」に配置されている場合、機能は解除さ
れます。

フロント・マップ・ランプ／読書灯は、オーバーヘッド・コン
ソールの中央にあるスイッチで点灯します。

オーバーヘッド・ライト・スイッチ

バッテリを保護するために、イグニッション・スイッチを
「OFF（オフ）」位置に回してから 15 分後に室内灯は自動
的に消灯します。このように室内灯が自動的に消灯する
のは、手動で点灯させた場合やドアが開いているために
点灯した場合です。室内灯にはグローブ・ボックス・ライト
およびカーゴ・エリア・ライトも含まれます。室内灯を再度
点灯させるには、イグニッションを「ON/RUN（オン／走
行）」位置にするか、ライトのスイッチを押してオンにして
からオフに戻します。

インストルメント・パネルのイルミネーショ
ン・コントロール

インストルメント・パネルのイルミネーション・コントロール
はヘッドライト・スイッチの一部で、インストルメント・パネ
ルの運転席側にあります。

駐車灯またはヘッドライトが点灯している場合のみ、か
つ内蔵インストルメント・パネル・ライト・センサが、バック
ライトを有効にする必要があるほど周囲の明るさが低下
していると判断した場合のみ、インストルメント・パネルの
イルミネーション・コントロールを上か下に回すと、インス
トルメント・パネルの照明の明るさを調整できます。

インストルメント・パネルのイルミネーション

アンビエント・ライト・コントロール—タイプ
別装備

アンビエント・ライト設定は Uconnect 設定ð ページ

136 から変更でき、オーバーヘッド・コンソールにあるア
ンビエント・ライト、ドア・ハンドル・ライト、インストルメン
ト・パネル下側の照明、ドア・マップ・ポケット・ライト、収
納ボックス・ライトの明るさを調整します。

アンビエント・ライトは、ヘッドライト点灯時のみ有効にな
ります。

イルミネーテッド・エントリ - タイプ別
装備

イルミネーテッド・エントリ機能では、車両がキー・フォブ
またはパッシブ・エントリ（タイプ別装備）を使用して解錠
している場合、方向指示器灯、駐車灯を約 25 秒間点灯
させることができます。

この機能は、Uconnect 設定の「Lights（照明）」メニュー、
「Illuminated Entry（イルミネーテッド・エントリ）」メニュー
でオン／オフを切り替えることができますð ページ

136。

メモ :
● 車両が施錠されているか、イグニッションが「ON/RUN

（オン／走行）」に配置されている場合、機能は解除さ
れます。

● 機能が作動しているときにドアを開くと、5 秒間延長し
て点灯します。

フロントウィンドウ・ワイパお
よびウォッシャ
フロントウィンドウ・ワイパ／ウォッシャ・コントロールは、
ステアリング・コラム右側のフロントウィンドウ・ワイパ／
ウォッシャ・レバーにあります。フロントウィンドウ・ワイパ
は、レバー端部にあるスイッチを回して操作します。リ
ヤ・ワイパ／ウォッシャの詳細については、ð ページ

41。
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フロントウィンドウ・ワイパの作動

レバーの先端を、最初にある間欠ワイパ設定の 2 つの
停止位置のいずれかまで回します。1 つ目の間欠ワイ
パの間隔は 10 秒です。2 つ目の間欠ワイパの間隔は
車速に応じて決まります。3 つ目の停止位置まで回すと
ワイパは低速で作動し、4 つ目の停止位置まで回すと高
速で作動します。

フロントウィンドウ・ワイパの作動

1 - レバーを前方に押し続ける（リヤ・ウォッシャ）
2 - 回す（リヤ・ワイパの作動）
3 - 回す（フロント・ワイパの作動）
4 - レバーを手前に引き続ける（フロント・ウォッシャの
作動）
5 - レバーを上に押す（ミスト）

注意!

積雪時にはフロントウィンドウ・ワイパ・ブレードが停止
位置に戻るように、フロントウィンドウに積もった雪を
必ず取り除いてください。フロントウィンドウ・ワイパ・ス

(続き)

注意!

イッチを OFF にしてもブレードが停止位置に戻らない
場合、ワイパ・モータが損傷する恐れがあります。

フロントウィンドウ・ウォッシャの操作

レバーを手前に引くと、ウォッシャ液が噴射されます。間
欠設定で作動しているときにレバーを引くと、レバーを放
した後にワイパが数回作動し、以前に選択した間欠作動
に戻ります。

ワイパが OFF の状態でレバーを引くと、ワイパが数回作
動して停止します。

メモ :
ポンプ・モータ保護のため、スイッチを 20～30 秒以上保
持した場合はポンプが停止します。レバーを放すと、ポ
ンプは通常の作動に戻ります。

警告!

フロントウィンドウの視界不良は、衝突事故につながり
ます。他車や障害物を認識できません。寒冷時にフロ
ントウィンドウが突然氷結しないように、ウォッシャを使
用する前にはデフロスタでフロントウィンドウを温めてく
ださい。

ミスト

レバーを「MIST（ミスト）」位置まで押し上げて放すと、ワ
イパが 1 回作動します。

メモ :
ミスト機能ではウォッシャ・ポンプは作動しないため、フロ
ントウィンドウにウォッシャ液は噴射されません。フロント
ウィンドウにウォッシャ液を噴射するには、ウォッシュ機
能を使用してください。

ワイパのお手入れと交換については、 ð ページ 218
を参照してください。

雨量感知機能ワイパ - タイプ別装
備

これはフロントウィンドウへの降雨や降雪の付着を感知
して、自動的にワイパを作動させる機能です。マルチファ
ンクション・レバーの端を 2 つのディテント位置のいずれ
かの位置まで回すと、この機能が作動します。

このシステムの感度は、マルチファンクション・レバーで
調節することができます。ワイパ遅動位置 1 が最も感度
が低く、ワイパ遅動位置 2 が最も感度が高くなります。
ワイパを使用しない時には、ワイパ・スイッチを「O
（OFF）」位置にしてください。

メモ :
● 雨量感知機能は、ワイパ・スイッチが「LOW（遅い）」ま

たは「HIGH（速い）」の速度位置にある場合は作動し
ません。

● 雨量感知機能は、氷または乾燥した塩水がフロントウ
ィンドウに付着していると正常に作動しない場合があ
ります。

● ワックスまたはシリコンを含有する製品を使用すると、
雨量感知性能が低下する場合があります。

● 雨量感知機能は、Uconnect 設定によりオン／オフを
切り替えることができますð ページ 136。

ワイパ・ブレードおよびワイパ・アームを保護するため、
下記条件が当てはまる場合、雨量感知機能は作動しま
せん。

● イグニッション位置の変更 – 雨量感知モードを有効に
しているときにイグニッションを「OFF（オフ）」から「ON
（オン）」に回しても、車速が 5km/h（3mph）を上回る
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か、ワイパ・スイッチを間欠作動以外の位置にしてか
ら間欠作動位置に戻すまで、自動ワイパは作動しま
せん。

● トランスミッションが「N（ニュートラル）」位置にある -
速度が 5km/h（3mph）以下の場合に「N（ニュートラ
ル）」ギヤが選択されている場合、ワイパ・スイッチを
動かすか、ギヤ・セレクタを「N（ニュートラル）」以外へ
動かすまで、雨量感知システムは作動しません。

リヤ・ウィンドウ・ワイパ／ウォッシャ

リヤ・ウィンドウ・ワイパ／ウォッシャ・コントロールは、ス
テアリング・コラムの右側のフロントウィンドウ・ワイパ／
ウォッシャ・レバーにあります。リヤ・ウインドウ・ワイパ／
ウォッシャは、レバーの中央にあるスイッチを回して操作
します。

リヤ・ワイパには作動モードがいくつかあります。

● 間欠モード

● 同期モード（フロントウィンドウ・ワイパが作動している
ときは、フロントウィンドウ・ワイパの半分の速度）

● 連続モード

● 車両が「R（リバース）」のとき：フロント・ワイパが作動
しているときに「R（リバース）」ギヤを選択すると、ワイ
パは 1 回だけ往復作動します。

レバーの中央部を上に回して最初の停止位
置にするとリヤ・ウィンドウ・ワイパが間欠作
動になり、2 番目の停止位置にすると連続作
動になります。

ウォッシャを使用するには、噴射したいだけ
レバーを押し続けてください。ワイパが「OFF」
の状態でレバーを押すと、ワイパが数回作
動して停止します。

間欠設定で作動しているときにレバーの先端を押すと、
ワイパが ON になり、レバーの端を放した後にワイパが
数回作動し、以前に選択した間欠作動に戻ります。

メモ :
ポンプ・モータ保護のため、スイッチを 20～30 秒以上保
持した場合はポンプが停止します。レバーを放すと、ポ
ンプは通常の作動に戻ります。

ヒータ／エアコン
ヒータ／エアコン・システムにより、車内を循環している
空気の温度、流れ、方向を調節できます。スイッチは、タ
ッチスクリーンおよびインストルメント・パネルのラジオの
下にあります。

オート・ヒータ／エアコンの説明およ
び機能

Uconnect 5（10.1 インチ・ディスプレイ装備車）のオ
ート・ヒータ／エアコン・コントロール

「MAX A/C（急速冷房）」ボタン

タッチスクリーンの「MAX A/C（急速冷房）」ボ
タンを押して放すと、送風温度が現在の設定
から最も低温に変わります。「MAX A/C（急速
冷房）」を「ON（オン）」にすると「MAX A/C（急

速冷房）」インジケーターが点灯します。このボタンをもう
一度押すと、「MAX A/C」の作動が終了します。他の設定
を押すと、「MAX A/C（急速冷房）」が終了します。

「MAX A/C」は、最大の冷却性能を可能にする設定です。

メモ :
「MAX A/C（急速冷房）」ボタンは、タッチスクリーンでの
み使用できます。

「A/C（エアコン）」ボタン

現在の設定を変更するには、タッチスクリー
ンの「A/C（エアコン）」ボタンを押して放すか、
フェイスプレートにあるボタンを押します。
「A/C（エアコン）」を「ON（オン）」にすると「A/C

（エアコン）」インジケーターが点灯します。

エアコン（A/C）ボタンを使用して、手動でエアコン・システ
ムの作動または解除を行うことができます。エアコン・シ
ステムをオンにすると、除湿された空気が吹き出し口か
ら車内に出てきます。

エアコンの性能が十分でないときは、ラジエータの前に
あるエアコンのコンデンサの前面が、汚れや虫などで詰
まっていないか点検してください。ラジエータの前からコ
ンデンサへ適度な水圧で水をかけて清掃してください。
問題が解決できない場合は、正規ディーラーにお問い合
わせください。
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内気循環ボタン

内気循環モードと外気モードの間でシステム
を切り替えるには、タッチスクリーンのこのボ
タンを押して放す、またはフェイスプレートに
あるボタンを押します。内気循環ボタンを押

すと、「Recirculation（内気循環）」インジケーターと「A/C
（エアコン）」インジケーターが点灯します。内気循環は、
外部に煙、悪臭、または砂埃が立ち込めている、または
高い湿度の時に使用できます。内気循環は、すべての
モードで使用できます。フロントウィンドウの内側が曇る
状態になっている場合は、内気循環が使用できなくなっ
ている可能性があります（タッチスクリーンのボタンがグ
レー表示になります）。モード・コントロールの選択に影
響を与えずに、A/C システムの選択を手動で解除するこ
とができます。内気循環モードを連続使用すると、車内
の空気がこもってウィンドウが曇ることがあります。この
モードの長時間の使用は、避けてください。暖房、冷房、
除湿など、お客様の体感を最適化するため、内気循環
モードは自動的に調整される場合があります。

気温が低いときに内気循環モードを使うと、ウインドウが
著しく曇ることがあります。フロントウィンドウの内側が曇
る状態になっている場合は、内気循環機能が使用でき
なくなっている可能性があります。

メモ :
25 分間連続して使用すると、内気循環モードは自動的
に 2 分間停止し、適切な酸素濃度を維持するために室
内に外気を取り入れます。

「AUTO（オート）」ボタン

内気循環モードと外気モードの間でシステム
を切り替えるには、タッチスクリーンのこのボ
タンを押して放す、またはフェイスプレートに
あるボタンを押します。「AUTO（オート）」をオ

ンにすると「AUTO（オート）」インジケーターが点灯しま

す。この機能は送風口の選択と送風量を調節して、車内
の温度を自動的に制御します。自動運転中は、性能向
上のためエアコン（A/C）が作動する場合があります。こ
の機能を切り替えると、システムが手動操作モードと自
動モードの間で切り替わりますð ページ 44。

「MAX Defrost（急速デフロスタ）」ボタン

「MAX Defrost（急速デフロスタ）」ボタンを押
すと、現在の送風設定がデフロスタ・モード
に変わります。この機能がオンのときはイン
ジケーターが点灯します。この機能を使用す

ると、オート・ヒータ／エアコンが手動モードに切り替わり
ます。「MAX Defrost（急速デフロスタ）」モードを選択する
と、ファン・スピードが最高（すべての LED オン）になり、
エアコンのコンプレッサがオン（LED オン）になり、運転席
と助手席両方の温度コントロールが「HI（高）」に設定さ
れ、「Defrost（デフロスタ）」モードが選択され（LED オ
ン）、リヤ・デフロスタがオンになり（LED オン）、内気循環
がオフ（LED オフ）になります。「MAX Defrost（急速デフロ
スタ）」モードをオフにすると、ヒータ／エアコン・システム
は前の設定に戻ります。

リヤ・デフロスタ・ボタン

リヤ・ウインドウ・デフロスタおよびヒーテッド・
ドア・ミラー（タイプ別装備）を ON にするに
は、タッチスクリーンのボタンを押して放す
か、フェイスプレートのボタンを押して放しま

す。リヤ・ウインドウ・デフロスタがオンのとき、「Rear
Defrost（リヤ・デフロスタ）」インジケーターが点灯しま
す。リヤ・ウインドウ・デフロスタは 10 分作動した後自動
的にオフになります。

メモ :
初めてタイムアウトした後にリヤ・デフロスタをオンにす
ると、5 分間作動した後自動的にオフになります。

注意!

これらの注意事項に従わないと、電熱線が損傷する
恐れがあります。

● リヤ・ウインドウの内側を清掃する際は注意してくだ
さい。リヤ・ウインドウの内側表面に研磨剤入りの
ウインドウ・クリーナを使用しないでください。柔らか
い布と中性洗剤液を使用して、電熱線と平行に拭
きます。ガラスの上のラベルは、お湯に浸すと剥が
せます。

● リヤ・ウインドウの内側表面にスクレーパ、尖った工
具、研磨剤入りのウインドウ・クリーナを使用しない
でください。

● ウインドウの近くに物を置かないでください。

運転席側および助手席側温度コントロー
ル・ボタン

これらのボタンにより、運転者および助手席の乗員が独
立して温度を制御できます。上矢印を押すと温度が上が
り、下矢印を押すと温度が下がります。

Sync（同期）ボタン

タッチスクリーンの「Sync（同期）」ボタンを押
して、Sync 機能のオン／オフを切り替えま
す。「Sync（同期）」をオンにすると「Sync（同
期）」インジケータが点灯します。Sync（同期）

は助手席の温度設定を運転席の温度設定に同期させる
ために使用します。Sync（同期）中に助手席の温度設定
を変更すると、この機能は自動的に終了します。

メモ :
「Sync（同期）」ボタンはタッチスクリーンでのみ利用でき
ます。
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ファン・スピード・スイッチ

ファン・スピード・コントロールは、ヒータ／エ
アコン・システムを通過する空気の量を調整
するために使用します。ファン・スピードは 7
段階あります。ファン・スピードを調整する

と、自動モードは手動操作に自動的に切り替わります。
ファン・スピードは、フェイスプレートのファン・スピード・ス
イッチ・ノブまたはタッチスクリーンのボタンを使用して選
択できます。

フェイスプレート

ファン・スピード・コントロール・ノブを最も遅いファン・スピ
ード設定から時計回りに回すと、ファン・スピードが速くな
ります。ファン・スピード・スイッチ・ノブを反時計回りに回
すと、ファン・スピードは遅くなります。

タッチスクリーン

ファン・スピードを遅くするには、小さいファン・アイコンを
使用し、ファン・スピードを速くするには、大きいファン・ア
イコンを使用します。アイコンの間にあるファン・スピー
ド・エリアを押してファン・スピードを選択することもできま
す。

モード・コントロール

モード・コントロールは送風量を調節します。インストルメ
ント・パネル吹き出し口、フロア吹き出し口、デフロスタ吹
き出し口、デミスタ吹き出し口から送風されるように風向
きを調節できます。

フェイスプレート

「Modes（モード）」ボタンを回して風向きのモードを変更
します。

タッチスクリーン

「MODE（モード）」ボタンの 1 つを押して、風向きのモード
を変更します。

パネル・モード

風はインストルメント・パネルの吹き出し口か
ら送られます。それぞれの吹き出し口でそれ
ぞれ風の方向を調節することができます。中
央吹き出し口と外側の吹き出し口の風向板

を上下左右に動かして、風向きを調節することができま
す。風向板の下に送風遮断ホイールがあり、これを回し
て各吹き出し口からの送風を遮断したり、送風量を調節
することができます。

バイレベル・モード

インストルメント・パネルの両方の吹き出し
口、フロアの吹き出し口から送風されます。
デフロスタおよびドアウィンドウ・デミスタ吹き
出し口からも少量の送風があります。

メモ :
バイレベル・モードでは、快適な条件下でパネルの吹き
出し口から冷気が、フロアの吹き出し口から暖気が吹き
出るようになっています。

フロア・モード

フロアから送風されます。デフロスタ、ドアウ
ィンドウ・デミスタ、およびパネルドア側の吹
き出し口からもわずかに送風されます。

デフロスタ・モード

フロントウィンドウおよびドアガラス・デミスタ
吹き出し口から送風されます。デフロスタを
選択すると、ファン・スピードが増す場合があ
ります。温度を最高に設定してこのモードを

使用すると、フロントウィンドウとドアウィンドウの曇りや
湿気が良く取れます。フロント・デフロスタ・モード・ボタン
を切り替えると、ヒータ／エアコン・システムは直前の設
定に戻ります。

ミックス・モード

フロア、デフロスタ、ドアウィンドウ・デミスタ
の吹き出し口から送風されます。この設定
は、フロントウィンドウを温かくする必要があ
る寒い雪の降る天候時に最も効果的です。

この設定はフロントウィンドウの水分を取り除いて、快適
さを維持するのに適しています。パネルドア側の吹き出
し口から少量の送風があります。

「エアコン OFF」ボタン

ヒータ／エアコンをオンまたはオフにするには、OFF ボタ
ンを押して放します。

リヤ・エアコン・コントロール — タイプ
別装備

リヤ・エアコン（A/C）コントロール・スイッチ（タイプ別装
備）は、3 列目シートの上、シーリング・ベントの間にあり
ます。

このコントロール・スイッチは、フロント・ヒータ／エアコン
から A/C をオンにしたときにリヤ吹き出し口を通過する
空気の量を調整します。
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リヤ・エアコン・コントロール・スイッチ

ファン・スピードはファン・スピード 1（最低速度）から 3
（最高速度）まで調節できます。コントロール・スイッチが
「OFF（オフ）」位置にある場合、リヤ吹き出し口から空気
は流れません。

メモ :
吹き出し口からの気流は、吹き出し口を手動で希望の位
置に閉じるか、吹き出し口を回転させて気流を乗員に向
けて調節することもできます。リヤ A/C は、フロント・ヒー
タ／エアコンから A/C をオンにしたときのみ冷気になりま
す。

自動温度コントロール

オート操作

1. フェイスプレートの「AUTO（オート）」ボタンを押すか、
自動温度コントロール・パネルのタッチスクリーンの
「AUTO（オート）」ボタンを押します（タイプ別装備）。

2. 次に、温度コントロール・ボタンを調節して、維持し
たい温度に合わせます。希望の温度が表示された
ら、システムは自動的にその車内温度に調節して
維持します。

3. 希望の温度にシステムが設定されたら、設定を変
更する必要はありません。システムが自動的に機
能し、効率よく温度を調節することができます。

メモ :
● 車両の温度に応じて温度設定を操作する必要はあり

ません。快適な状況をできるだけ早く提供するため
に、システムは自動的に温度、モードおよびファン・ス
ピードを調整します。

● U.S.単位またはメートル法顧客別プログラム機能を選
択して、温度を U.S.単位またはメートル法単位で表示
できます。

自動モードでできるだけ快適な環境を実現するため、低
温での始動時には、エンジンが暖まるまで送風ファンは
低速のままになります。しだいにファンの回転が速くな
り、AUTO モードに切り替わります。

手動操作オーバーライド

このシステムは、優先的に手動操作で作動させることが
できます。システムが手動モードで使用されている場
合、フロントの自動温度コントロール・ディスプレイ内の
AUTO 表示が消灯します。

エアコン・ボイス・コマンド

室内温度をハンズ・フリーで調整し、車内の全員が快適
に過ごすことができます。

ステアリング・ホイールの「VR（音声認識）」ボタンを押し
ます。ビープ音の後、以下のコマンドのいずれかを発声
してください。

● 「Set the driver temperature to [Desired
Temperature] degrees（運転席温度を[希望の温度]度
に設定）」

● 「Set the passenger temperature to [Desired
Temperature] degrees（助手席温度を[希望の温度]度
に設定）」

エアコンのボイス・コマンドは、車両の室内温度の調整
にのみ使用できます。ボイス・コマンドは、シート・ヒータ
またはヒーテッド・ステアリング・ホイール（タイプ別装備）
の温度調整には使用できません。

操作のヒント

異なる天候状況での推奨コントロール設定については、
本セクションの最後にあるチャートを参照してください。

夏季の操作

エンジン冷却装置は、腐食やオーバーヒートを防ぐた
め、高品質の不凍液によって保護する必要があります。
OAT クーラント（MS.90032 に準拠）をお勧めします。

冬季の操作

ヒータやデフロスタのパフォーマンスを最適に保つには、
エンジン冷却装置が正常に動作していることと、使用さ
れているクーラントの量、種類、濃度が適切であることを
確認してください。冬季の内気循環モードの使用は避け
てください。ウインドウガラスが曇りやすくなります。

長期間使用しない場合

長期間の保管時のエアコン・システムのメンテナンスに
ついては、 ð ページ 244 を参照してください。

ウィンドウ・ガラスの曇り

雨の日や湿度の高い日には、ウインドウの内側が曇り
やすくなります。ウインドウ・ガラスの曇りを取るには、デ
フロスタ・モードまたはミックス・モードを選択し、フロント
のファン・スピードを上げてください。エアコンを作動させ
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ないまま内気循環モードを長時間使わないでください。
ウインドウ・ガラスが曇りやすくなります。

外気取り入れ口

フロントウィンドウの正面にある外気取り入れ口が、落ち
葉などでふさがれていないか確認してください。異物が
送風ボックスにたまると通風量が減り、また中に入ると
水の排出口をふさぐことがあります。冬季は外気取り入
れ口の氷雪などを取り除いてからご使用ください。

室内エア・フィルタ

ヒータ／エアコン・システムは、空気中の埃および花粉を
フィルタに通して除去します。室内エア・フィルタの整備を
行うには、正規ディーラーにお問い合わせいただき、必
要に応じて交換してください。

START&STOP システム — タイプ別装備

START&STOP システムが作動しているときは、ヒータ／
エアコン・システムは自動的に風量を調節し、車内を快
適に保ちます。エンジンを再度始動させた場合も、ユー
ザー設定は維持されます。

「操作のヒント」チャート

天候 コントロール設定

気温が高く、車内の温度
も高い日

モード・コントロールを

（パネル・モード）、 （エ

アコン）オン、ファン高速
にします。少しの間ウイン
ドウを開けて、熱い空気を
逃がします。快適になる
よう必要に応じてコントロ

ールを調節します。

天候 コントロール設定

温かい日 （エアコン）をオンに、

モード・コントロールを

（パネル・モード）にしま
す。

晴天だが涼しい日 （バイレベル・モード）

で作動させます。

涼しいが湿気が多い日 モード・コントロールを

（ミックス・モード）にして
（エアコン）をオンに

し、窓ガラスが曇らないよ
うにします。

寒冷地 モード・コントロールを

（フロア・モード）にしま
す。フロントウィンドウが
曇るようであれば、モー
ド・コントロールを （ミッ

クス・モード）にします。

室内収納および機器

ストレージ

グローブ・ボックス

グローブ・ボックスは、インストルメント・パネルの助手席
側にあります。

グローブ・ボックス

グローブ・ボックスを開くには、リリース・ハンドルを引き
ます。

警告!

グローブ・ボックスを開けたままで車両を運転しないで
ください。グローブ・ボックスを開いたままで車両を運
転すると、衝突の際にけがをする恐れがあります。

ドアの小物入れ

フロント・ドアの小物入れ

ドア・トリム・パネルにある収納場所です。
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フロント・ドアの小物入れ

リヤ・ドアの小物入れ

ドア・トリム・パネルにある収納場所です。

リヤ・ドアの小物入れ

コンソール・ストレージ・コンパートメント

開くには、ラッチを引き上げてカバーを持ち上げます。

センタ・コンソール

センタ・コンソールには、携帯電話、携帯情報端末など
の小物を入れるためのストレージ・スペースがあります。
センタ・コンソールは前後にスライドさせることができ、快
適に使用できます。

警告!

コンソールの小物入れのカバーを開けたままで車両を
運転しないでください。コンソールの小物入れのカバ
ーを開いたままで車両を運転すると、衝突の際にけが
をする恐れがあります。

Flip 'n Stow（フリップインストウ）助手席ス
トレージ — タイプ別装備

一部のモデルでは、助手席シート・クッションの下にスト
レージが装備されています。ストレージ・コンパートメント
を開くには、シート・クッション・ループを上に引きます。

メモ :
シートを閉じるとき、収納スペース内の物がラッチの邪魔
になっていないか確認してください。シート・クッションを

閉じた後で下に向けて押して、しっかりとラッチを掛けて
ください。

警告!

シートを使用する前に、シート・クッションが所定の位
置にしっかり固定されていることを確認してください。
そうしない場合、乗員が安定して座ることができませ
ん。シート・クッションが適切に固定されていない場
合、重傷につながる恐れがあります。

USB コントロール

センタ・コンソールには、USB タイプ A および USB タイプ
C ポートがあります。この機能では、外部機器を USB タ
イプ A または USB タイプ C ポートに接続できます。接続
ケーブルを使用して、外部 USB 機器を車両の USB タイ
プ A または USB タイプ C コネクタ・ポート（センタ・コンソ
ールにあります）に接続します。

スマートフォン機器を USB ポートに接続すると、Apple
CarPlay®機能（タイプ別装備）を作動できます。詳細につ
いては、Uconnect ラジオ取扱説明書の「Apple
CarPlay®」を参照してください。

外部 USB 機器を使用して、USB タイプ A または USB タ
イプ C ポートに接続し、次のことができます。

● メタデータ（アーティスト、トラック・タイトル、アルバム
など）の情報をオーディオ・ディスプレイに表示させな
がら、オーディオ機器を車のサウンド・システムで再
生できます。

メモ :
トラック設定によっては、トラック情報がオーディオ・デ
ィスプレイにない場合があります。
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● オーディオ・ボタンを使用すると、コンテンツの再生、
閲覧、一覧表示などの操作ができます。

● オーディオ機器のバッテリは、USB コネクタに接続す
ると充電されます（オーディオ機器がサポートされて
いる場合）。

センタ・コンソールの USB/AUX ポート

1 – USB（タイプ C）ポート
2 – USB（タイプ A）ポート

メディア・ハブ上の USB ポートには、スマート・エレクトロ
ニック電圧レギュレータ（スマート・チャージャ）機能が装
備されています。この機能により、車両をオフにしてから
最長 1 時間、機器を充電することができます。

メモ :
対応していない機器は、充電専用 USB ポートで充電し
ます。対応していない機器がメディア USB ポートに接続
されていると、システムが機器に対応していないというメ
ッセージがタッチスクリーンに表示されます。

センタ・コンソールの後方に、タイプ A USB ポートとタイプ
C USB ポートがもう 1 つある場合があります（タイプ別装
備）。

充電専用 USB ポート

2 列目の USB タイプ A 充電ポートは、充電専用として使
用できます。接続ケーブルを使用して、外部 USB 機器を
車両の USB 充電ポート（フロント・センタ・コンソールの後
部や 2 列目センタ・コンソールにあります）に接続しま
す。

メモ :
詳細は、Uconnect ラジオ取扱説明書を参照してくださ
い。

電源アウトレット - タイプ別装備

携帯電話、小型電子機器、およびその他の低消費電力
のアクセサリ機器に電源を供給できる 12V（13A）の電源
アウトレットを使用できます。電源アウトレットには電源供
給方法を示す「キー」または「バッテリ」のマークが付いて
います。キーのマークが付いた電源アウトレットは、イグ
ニッションが「ON/RUN（オン／走行）」位置にあるときに
電源が供給され、バッテリのマークが付いたアウトレット
はバッテリに直接接続されており、常時電源が供給され
ています。

メモ :
車両を使用しないときは、バッテリから電源が供給され
るソケットに接続されているすべてのアクセサリ機器は
取り外すか電源を切り、バッテリの放電を防ぐ必要があ
ります。

注意!

電源ソケットはアクセサリ・プラグ専用に設計されてい
ます。電源ソケットにはその他の物を挿入しないでくだ
さい。ソケットを損傷し、ヒューズが飛ぶ場合がありま
す。電源ソケットの使い方を誤ると新車保証の対象外
の損傷を引き起こす恐れがあります。

フロント・センタ・コンソールの後ろ側に 12V 電源アウトレ
ットがある場合があります。

センタ・コンソールの後ろ側電源アウトレット - タイプ
別装備

右側のリヤ・カーゴ・エリアに 12V 電源アウトレットがあ
る場合もあります。
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リヤ・カーゴ・エリアの電源アウトレット - タイプ別装備

メモ :
リヤ・カーゴ・エリアの電源アウトレットは、イグニッション
のみによる電源供給から、バッテリ電源にいつでも切り
替えることができます（タイプ別装備）。詳細は、正規ディ
ーラーにお問い合わせください。

警告!

重傷または死亡事故を防ぐため、次の事項を守ってく
ださい。

● 12V ソケットには、このタイプのソケット専用の機器
のみを挿入してください。

● 濡れた手で触らないでください。

● 走行しているとき、および使用していないときは、キ
ャップを閉めてください。

● ソケットの扱いを誤ると、感電や心臓麻痺を起こす
恐れがあります。

注意!

● プラグ接続タイプのほとんどのアクセサリ部品（携
帯電話など）は、使用中以外もバッテリ電源を消費
します。長時間プラグを差し込んだままにしておく
と、車のバッテリが放電してバッテリの寿命を縮め
たり、エンジン始動に支障をきたすことがあります。

● 電力を大量消費するアクセサリ部品（クーラ、掃除
機、ライトなど）は、バッテリの寿命をさらに縮めま
す。このようなアクセサリ部品は、注意を払って断
続的に使用してください。

● 電力を大量消費するアクセサリ部品を使用した後
や、電源プラグを差し込んだまま長期間エンジンを
始動しなかった場合は、車両を十分な時間走行さ
せ、バッテリを充電してください。

パワー・インバータ — タイプ別装備

パワー・インバータの位置

115 ボルト、150 ワットのインバータのコンセントがセン
タ・コンソールの背面にあり、DC 電流を AC 電流に変換
します。携帯電話、電子機器、およびその他の低消費電

力の機器に最大 150 ワットまでの電力を供給すること
ができます。大部分の電動工具に加え、一部のゲーム
機はこの電力制限を超えてしまいます。

機器のプラグを差し込むだけで、パワー・インバータ・コ
ンセントがオンになります。機器のプラグを抜くと、コンセ
ントが自動的にオフになります。

パワー・インバータは過負荷保護装置を内蔵した設計で
す。150 ワットの電力定格を超えると、パワー・インバー
タは自動的に停止します。電気装置をコンセントから外
すと、インバータは自動的にリセットされます。回路の過
負荷を避けるため、インバータを使用する前に電気装置
の電力定格を確認してください。

警告!

重傷または死亡事故を防ぐため、次の事項を守ってく
ださい。

● コンセントにいかなる異物も挿入しないでください。

● 濡れた手で触らないでください。

● 使用していないときは蓋を閉めてください。

● ソケットの扱いを誤ると、感電や心臓麻痺を起こす
恐れがあります。

48 車両の概要



ワイヤレス・チャージング・パッド  タ
イプ別装備

ワイヤレス・チャージング・パッド

車両によっては、センタ・コンソール下部の収納部に
15W 3A の Qi®ワイヤレス・チャージング・パッドが装備さ
れています。このチャージング・パッドは、お使いの Qi®
対応の携帯電話を無線で充電するためのものです。Qi®
とは、ご使用の携帯電話の無線充電が可能になる規格
です。

画像のように、マットで区切られた位置に機器を置きま
す。置く位置が正しくないと、携帯電話は充電されませ
ん。

LED 表示灯の状態：

● 消灯：チャージング・パッドがアイドル状態か、デバイ
スを検索しているか、デバイスが Qi®規格に対応して
いない可能性があります。

● 青色のライトが点灯：機器が検知され充電中です。

● 赤色のライトが点灯／点滅：内部エラーまたは異物が
検出されています。

● 緑色のライトが点灯：機器のバッテリ充電が完了して
います（この情報を送信する機能が機器に備わって
いる場合）。

車両のワイヤレス・チャージング・パッドに関する重要な
注意事項：

● スマートフォンで近距離無線通信（NFC）機能が有効
になっている場合、故障が通知されることがありま
す。

● 無線充電機器に NFC アンテナが搭載されている場
合、iPhone®の「Apple Pay Wallet」機能が有効になる
ことがあります。これによって支払い機能に影響が出
たり、充電が中断されたりすることはありません。

● 携帯電話を充電するには、イグニッションを「ON/RUN
（オン／走行）」位置にして、すべてのドアを閉じる必
要があります。

● キー・フォブ検索との干渉を避けるため、車両が作動
していても、ドアやリフトゲートが開かれるとワイヤレ
ス・チャージング・パッドは充電を停止します。

● ワイヤレス・チャージング・パッドにモバイル機器を正
しく（ディスプレイを上向きにし、携帯電話が LED を覆
わないように）置いてください。

● 電話機がパッド上で動いて赤色のライトが点灯してし
まったら、電話機を持ち上げてチャージング・パッドに
置き直し、充電を再開させる必要があります。

● 無線充電は、電話を有線の充電器に接続している場
合ほど速くはありません。

● 携帯電話の保護ケースによっては、充電に影響が出
る場合があります。厚いケースや未認証のケースが
原因で充電できない場合は、ワイヤレス・チャージン
グ・パッドに置く前にケースを取り外すことをお勧めし
ます。

● Magsafe®を搭載した iPhone®は、充電機能に影響を
与えることや、携帯電話の温度上昇の原因になること
があります。

● 電話をワイヤレス・チャージング・パッドに置く際は、
充電部分がシステムの充電コイルと接続するよう、必
ずパッドに示されたアウトライン内に置く必要がありま
す。充電中に電話を動かすと、充電されなくなったり、
充電速度が遅くなる場合があります。

● 充電中に複数のアプリケーションを開いていると携帯
電話が過熱することがあり、充電速度が低下し、アク
ティブに動作しているアプリケーション（Android Auto™

や Apple CarPlay®など）がシャット・ダウンすることも
あります。

● 携帯電話の過熱を防ぐため、充電速度が遅くなった
り、停止したりすることがあります。このような場合、
ワイヤレス・チャージング・パッドに不具合があるとい
うわけではありません。これは単に、損傷を防ぐため
に携帯電話が要求した保護措置である可能性があり
ます。

● 複数のワイヤレス機能（ワイヤレス充電、Apple
CarPlay®）を同時に使用すると、機器が過熱し、機能
が制限されたり、電源が切れたりすることがありま
す。そのような場合は、USB ポートを使用してシステ
ムを接続することをお勧めします。

● 携帯電話ケース内やワイヤレス・チャージング・パッド
の近くに、キー・フォブやその他の金属／磁気を帯び
た物体を置かないでください。

● 厚い携帯電話ケースや金属製／磁性体の携帯電話
ケースは、充電器の不作動や携帯電話の過熱、充電
の停止の原因になることがあります。
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注意!

キー・フォブは、充電パッドの上や 15cm（6 インチ）以
内に置いてはいけません。このような場所に置くと、フ
ォブが過熱して損傷する恐れがあります。フォブを充
電パッドの近くに置くと、車両がフォブを検出できなくな
り、車両が始動しなくなります。

故障や火傷を防ぐため、次のことに注意してください。

● 充電中は、充電パッドと携帯電話の間に金属物や
磁気を帯びた物（硬貨、鍵、金属のカード、ペーパ
ー・クリップなど）やキー・カードを挟まないでくださ
い。

● 充電部を置く機器側に金属物や磁気を帯びた物
（アルミ・シールなど）を貼らないでください。

ウインドウ

パワー・ウィンドウ・コントロール

運転席ドアにあるウインドウ・スイッチにより、すべてのド
ア・ウインドウが制御されています。

パワー・ウィンドウ・スイッチ

助手席ドア・ウィンドウも、助手席ドア・トリム・パネルにあ
る単一のウィンドウ・スイッチを使用して操作できます。
ウィンドウ・スイッチは、イグニッションが「ON/RUN（オン
／走行）」位置のときにのみ作動します。

ウィンドウを途中まで開けるには、ウィンドウ・スイッチを
短時間押し下げ、ウィンドウが停止させたい位置まで下
降したら放します。

メモ :
イグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」モードにしてから
最長 10 分間は、パワー・ウィンドウ・スイッチを使用でき
ます。いずれかのフロント・ドアを開けると、この機能は
無効になります。

警告!

お子さまだけを車内に残して車を離れないでください。
キー・フォブを車内または車の近く、またはお子さまの
手が届く場所に放置しないでください。また、Keyless
Enter ‘n Go™搭載車では、イグニッションを「ON/RUN
（オン／走行）」位置のままにして車から離れないでく

(続き)

警告!

ださい。お子さまを監視なしで車内に残すと、パワー・
ウィンドウ・スイッチをいたずらし、誤って窓に挟まって
しまうことがあります。このような事故は重傷や死亡事
故につながる恐れがあります。

オート・ウィンドウ機能

オート・ダウン機能

運転席ドアおよび助手席ドア、リヤ・ドアのパワー・ウィン
ドウ・スイッチには、オート・ダウン機能がついています。
短時間ウィンドウ・スイッチを押し下げてから放すと、自
動的にウィンドウが下がります。

オート・ダウン操作でウィンドウを下げている最中に停止
させる場合は、スイッチを軽く上げてください。

挟み込み防止機能付オート・アップ機能 - タイプ別装備

短時間、運転席または助手席のウィンドウ・スイッチを上
げてから放すと、自動的にウィンドウが上がります。

「オート・アップ」操作でウィンドウを上げている最中に停
止させる場合は、スイッチを軽く下げてください。

ウィンドウを途中まで閉めるには、ウィンドウ・スイッチを
短時間上げ、ウィンドウが停止させたい位置まで上昇し
たら放します。

自動でウィンドウを上げている最中に、ウィンドウが障害
物にぶつかった場合は、逆の方向に動いて下がります。
障害物を取り除き、再びウィンドウ・スイッチを引いてウィ
ンドウを閉じてください。

メモ :
でこぼこ道での走行による衝撃などでも、オート・アップ
機能でウィンドウを上げている最中に不意にオート・リバ
ース機能が作動してしまう場合があります。そのような場
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合は、スイッチを軽く引いて保持して、ウィンドウを手動
で閉じてください。

警告!

挟み込み防止機能は、ウインドウがほとんど閉じてい
る状態では作動しません。けがをしないために、ウイ
ンドウを上げる前に腕、手、指などを窓から出さないよ
うにしてください。

オート・アップ機能のリセット

オートアップ機能による作動が停止した場合は、ウインド
ウのリセットが必要な場合があります。以下の手順に従
ってオート・アップ機能をリセットしてください。

1. ウィンドウ・スイッチを引き上げてウィンドウを完全に
閉じて、そのまま 2 秒間スイッチを引いたままにし
ます。

2. ウィンドウが完全に開くまで、ウィンドウ・スイッチを
しっかりと押してウィンドウを開けて、そのまま 2 秒
間スイッチを押したままにします。

ウィンドウ・ロックアウト・スイッチ

運転席ドアのトリム・パネルのウィンドウ・ロックアウト・ス
イッチを使うと、後部座席のドアのウィンドウ・コントロー
ルの作動を無効にさせることができます。ウインドウ・コ
ントロールを無効にするには、「Window Lockout（ウイン
ドウ・ロックアウト）」スイッチを押し込んで放します（タイプ
別装備、スイッチの表示灯が点灯します）。ウインドウ・コ
ントロールを有効にするには、「Window Lockout（ウイン
ドウ・ロックアウト）」スイッチを再度押して放します（スイ
ッチの表示灯（タイプ別装備）が消灯します）。

ウィンドウ・ロックアウト・スイッチ

ウインド・バフェッティング

ウインド・バフェッティングとは、耳に風圧を感じる、また
はヘリコプターが出すような音がするなどのことをいいま
す。車両のウィンドウを開けた状態、またはサンルーフ/
パワースライディング・トップ（タイプ別装備）が特定の位
置まで開いている状態でウインド・バフェッティングが起
こる場合があります。この状態は正常で、最小限に抑え
ることが可能です。リヤ・ウインドウが開いた状態でバフ
ェッティングが起こる場合、フロントおよびリヤ・ウインド
ウをともに開けてバフェッティングを最小限に抑えてくだ
さい。バフェッティングがサンルーフを開けている状態で
起こる場合は、サンルーフまたはドアの開き具合を調整
してバフェッティングを最小限に抑えるか、またはいずれ
かのウィンドウを開きます。

パワー・シェード付きパワ
ー・サンルーフ - タイプ別装
備
パワー・サンルーフ・スイッチは、サンバイザの間、オー
バーヘッド・コンソールにあります。

パワー・サンルーフ・スイッチ

1 — パワー・シェード・スイッチ
2 — フロント・パネル開閉スイッチ
3 — フロント・パネル換気スイッチ

警告!

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。キー・フォブを車内や
車の周辺、またはお子さまの手が届く場所に放置
しないでください。Keyless Enter-N-Go™イグニッショ
ン装備車両のイグニッションを「ON/RUN（オン／走
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警告!

行）」位置のままにしないでください。お子さまだけ
を車内に残すと、パワー・サンルーフ・スイッチをい
たずらし、誤ってサンルーフに挟まってしまうことが
あります。このような事故は重傷や死亡事故につな
がる恐れがあります。

● 衝突したときサンルーフが開いていると、そこから
車外に投げ出される危険性が高くなり、重傷や死
亡事故につながる恐れがあります。常にシートベル
トを正しく使用し、同乗者も正しくシートベルトを使
用していることを確認してください。

● 小さなお子さまにサンルーフを操作させないように
してください。指や身体の一部、またはどんな物も
サンルーフ開口部から外に出さないようにしてくだ
さい。けがをする恐れがあります。

● サポートする、またはつかむ目的で、サンルーフお
よびその関連部品を使用しないでください。指や身
体の一部に重傷を負ったり、サンルーフも損傷する
おそれがあります。

サンルーフの開閉

サンルーフには、コンフォート・ストップ位置と全開位置と
いう 2 種類のプログラミングされた開く位置があります。
コンフォート・ストップ位置は、ドアガラスを閉じてサンル
ーフを開いた状態で走行中に、ウインド・バフェッティング
を最小にするように最適化されています。開操作または
換気を開始したときにサンシェードが閉位置にある場
合、サンルーフが開く前に、サンシェードは自動的に半
開位置に開きます。

エクスプレス・オープン／クローズ

スイッチを押して開き、0.5 秒以内に放すと、サンルーフ
はコンフォート・ストップ（途中まで開いた状態）位置まで

開き、自動的に停止します。もう一度スイッチを押して放
すと、サンルーフは全開位置まで開き、自動的に停止し
ます。

閉じる場合はスイッチを引いて放すと（0.5 秒以内）、ど
の位置からでも自動でサンルーフが閉じます。

エクスプレス･オープンまたはエクスプレス・クローズの操
作をしている間に、サンルーフ・スイッチを少しでも動か
すと、サンルーフは止まります。

手動オープン／クローズ

スイッチを押し続けると開きます。サンルーフはコンフォ
ート・ストップ（途中まで開いた状態）位置まで開き、自動
的に停止します。もう一度スイッチを押し続けると、サン
ルーフは全開位置まで開き、自動的に停止します。

スイッチを引き続けると、どの位置からでもサンルーフは
完全に閉じます。

開閉操作をしている間にスイッチを放すと、サンルーフ
が止まります。もう一度スイッチを操作して保持し続ける
まで、サンルーフは部分的に開いた位置にとどまりま
す。

サンルーフから換気する

「Vent（換気）」ボタンを押してから放すと（0.5 秒以内）、
サンルーフが閉じた位置から換気位置まで動きます。こ
の機能は、「エクスプレス・ベント」と呼ばれます。エクス
プレス・ベントの作動が行なわれている間にサンルーフ・
スイッチを操作すると、サンルーフは停止します。

メモ :
サンルーフが全開または半開位置のとき、エクスプレス・
ベントを操作することはできません。「VENT（換気）」スイ
ッチを押し続けて、スライド開位置から換気位置までサン
ルーフを操作する必要があります。サンルーフが換気位

置に到達する前にスイッチを放すと、サンルーフの動き
は停止します。

パワー・サンシェードの開閉

サンシェードには、半開位置と全開位置という 2 つのプ
ログラムされた開位置があります。閉位置からサンシェ
ードを開く場合、エクスプレスまたは手動操作にかかわ
らず、サンシェードは常に半開位置で停止します。全開
位置まで開け続けるには、スイッチを再び押す必要があ
ります。

エクスプレス・オープン／クローズ

サンシェード・スイッチを開ける方向に押して放すと（0.5
秒以内）、サンシェードは自動的に半開位置まで開き、
自動的に停止します。もう一度スイッチを押して放すと、
サンシェードは全開位置まで開き、自動的に停止しま
す。

サンシェード・スイッチを閉じる方向に引いて 0.5 秒以内
に放します。サンルーフが閉位置にある場合、サンシェ
ードはどの位置からでも完全に自動的に閉じます。サン
ルーフが開いているか、換気している場合、サンシェード
は半開位置を超えて閉じることはできません。サンシェ
ードが半開位置にあるとき、サンシェード・スイッチを引く
と、サンシェードが閉まる前に自動的にサンルーフが閉
じます。

エクスプレス･オープンまたはエクスプレス・クローズの操
作をしている間に、サンシェード・スイッチを少しでも動か
すと、シェードは止まります。

手動オープン／クローズ

サンシェード・スイッチを押し続けると、サンシェードが開
きます。サンシェードは半開位置まで開いて、自動的に
停止します。もう一度そのスイッチを押し続けると、サン
シェードは自動的に全開位置まで開きます。
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閉じるには、サンシェード・スイッチを引き続けます。サン
ルーフが閉位置にあると、サンシェードはどの位置から
でも完全に閉じます。サンルーフが開いているか換気状
態の場合は、サンシェードが半開位置まで閉じて停止し
ます。そのスイッチを再び引き続けると、サンルーフとサ
ンシェード両方が完全に閉じます。

スイッチを放すとサンシェードが停止し、もう一度スイッチ
を押すまで部分的に開いた位置のままになります。

ピンチ保護機能

この機能は、エクスプレス・クローズの操作をしている
間、サンルーフの開口部に障害物があるかどうかを検知
するものです。サンルーフの開口部に障害物があると、
サンルーフは自動的に引き込まれます。そのような場合
は障害物を取り除いてください。その後、サンルーフのク
ローズ・スイッチを引いてから放し、エクスプレス・クロー
ズを行います。

メモ :
ピンチ保護機能を繰り返しながら 3 回連続してサンルー
フを閉じると、ピンチ保護が無効になり、サンルーフを手
動モードで閉める必要があります。

サンルーフのメンテナンス

ガラス・パネルを清掃する場合、必ず研磨剤の入ってい
ないクリーナと柔らかい布を使用してください。トラックに
堆積物がたまっていないか定期的に点検し、あれば取り
除きます。

イグニッション・オフ操作 — タイプ別
装備

イグニッション・オフ・タイミング設定が装備されている場
合、イグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」位置にした

後、約 10 分間は、パワー・サンルーフ・スイッチを使用
できます。どちらかのフロント・ドアを開けるとこの機能は
解除されます。

メモ :
イグニッション・オフ時間は Uconnect システムを使用し
て設定できることもありますð ページ 136。

ボンネット 
ボンネットを開ける

ボンネットを開けるには 2 つのラッチを外す必要があり
ます。

1. インストルメント・パネルの運転席側の下にあるボン
ネット・リリース・レバーを引きます。

ボンネット・リリースの位置（インストルメント・パ
ネルの下）

2. 車両の外へ移動します。安全ラッチ・リリース・レバ
ーは、ボンネットの中央手前のボンネットの裏側に
あります。手のひらを下向きにして、ボンネットの中
央に手を入れます。安全ラッチ・リリース・レバーに

触れたら、レバーを左側にいっぱいまで押して、ボ
ンネットを完全に開きます。

ボンネット安全ラッチ・リリース・レバーの位置

メモ :
● 車両が静止し、ギヤ・セレクタが「P（パーキング）」に

入っている必要があります。

● ボンネットを上げる前に、ワイパ・アームが作動状態
ではなく、フロント・ウインドウから起こしていないこと
を確認してください。

● ボンネットを上げるときは、両手を使用してください。

● うまくいかない場合は、ボンネットを若干押し下げてか
ら、安全ラッチを押してください。

ボンネットを閉じる

警告!

車両を運転する前に、ボンネットのラッチが完全にか
かっていることを確認してください。ボンネットがラッチ
でしっかりと固定されていないと、走行中にボンネット
が開き、視界を遮る恐れがあります。ここに示す警告
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警告!

内容に従わないと、重傷や死亡事故につながる恐れ
があります。

注意!

ボンネットを乱暴に閉めないでください。ボンネットが
損傷する恐れがあります。ボンネットは、約 30cm（12
インチ）までゆっくり下ろしてから、手を放して閉めま
す。ボンネットが確実に閉まり、両方のラッチが固定さ
れていることを確認してください。ボンネットが確実に
閉まっておらず、両方のラッチが固定されていない状
態では、絶対に車を運転しないでください。

リフトゲート

リフトゲートの解錠／リフトゲートを
開ける

リフトゲートは、次のいずれかの方法で開けることができ
ます。

● キー・フォブで（パワー・リフトゲート装備車の場合）

● 車外のハンドルで

● オーバーヘッド・コンソールのボタンで（パワー・リフト
ゲート装備車の場合）

● ハンズ・フリー・リフトゲート（タイプ別装備）

オーバーヘッド・コンソールのスイッチおよびリフトゲー
ト・キー・フォブ・ボタン（タイプ別装備）を使用する場合、
リフトゲートの施錠／解錠状態にかかわらずリフトゲート
を開けることができます。車外のハンドルを使用する場

合、開ける前にリフトゲートが解錠されている必要があり
ます。

リフトゲートの解錠

リフトゲートの解錠

リフトゲートの解錠には、キー・フォブまたは車内のドア・
パネルにあるドア・ロック解除ボタンを使用してください。
手動でドアを解錠しても、リフトゲートは解錠されませ
ん。

警告!

リフトゲートを開けたまま運転すると、有毒な排ガスが
車内に侵入する恐れがあります。この排気ガスによっ
て運転者や同乗者の健康が損なわれることがありま
す。走行中はリフトゲートを必ず閉めてください。

注意!

リフトゲートが開位置にあるときにリフトゲートを支えて
いる左右ダンパに高圧ガスが封入されています。ダン
パを分解したり、火中に入れたりしないでください。

リフトゲートの施錠／閉鎖

リフトゲートを手動で閉じるには、リフトゲート・クローズ・
ハンドルを握り、下方に引くようにします。

リフトゲート・プル・ハンドル／リフトゲートを閉じる

メモ :
リフトゲートが施錠される可能性があるため、リフトゲー
トを閉じる前にキー・フォブを持っていることを確認してく
ださい。

リフトゲートの施錠

リフトゲートの施錠には、キー・フォブまたは車内のドア・
パネルにあるドア・ロック・ボタンを使用してください。ドア
の手動ドア・ロックではリフトゲートはロックされません。

パワー・リフトゲート - タイプ別装備

メモ :
パワー・リフトゲートは、ギヤ・セレクタが「P（パーキン
グ）」または「N（ニュートラル）」位置のときにのみ開閉で
きます。
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パワー・リフトゲートは、キー・フォブの「リフト
ゲート」ボタンを押して開閉することができま
す。パワー・リフトゲートを開閉するには、キ
ー・フォブの「リフトゲート」ボタンを 5 秒以内

に 2 回押します。リフトゲートは、電子リフトゲート・リリー
ス・ハンドルを押して開けることもできますð ページ

20。

以下の場合にキー・フォブの「Liftgate（リフトゲート）」ボ
タンまたはリフトゲート・リリース・ハンドルを押します。

● リフトゲートが完全に閉じているときは、リフトゲートが
開きます。

● リフトゲートが完全に開いているときは、リフトゲート
が閉じます。

● リフトゲートが動いているときは、リフトゲートの動き
が逆方向になります。

パワー・リフトゲートは、フロント・オーバーヘッド・コンソ
ールの「リフトゲート」ボタンを押して開閉することもでき
ます。リフトゲートが完全に開いた状態では、左側リヤ・
トリム・パネルにある「リフトゲート」ボタンを押して、リフト
ゲートを閉めることができます。リフトゲートが動いてい
る状態で、このボタンをもう一度押すと、リフトゲートは逆
方向に動きます。

キー・フォブの「Liftgate（リフトゲート）」ボタンを 2 回押す
と、方向指示器が 2 回点滅してリフトゲートの開閉動作
を知らせ、チャイムが鳴ります。

キー・フォブおよびオーバーヘッド・コンソールのスイッチ
を使用すると、ロックされているリフトゲートを開くことが
できます。車外のハンドルを使用する場合、リフトゲート
が解錠されている必要があります。車両にパッシブ・エン
トリが装備されており、有効なパッシブ・エントリ・キー・フ
ォブがリフトゲートの 1.5m（5 フィート）以内にある場合、

車外のハンドルを引くと、リフトゲートが解錠されて開き
ます。

メモ :
● リフトゲートが施錠される可能性があるため、リフトゲ

ートを閉じる前にキー・フォブを持っていることを確認
してください。

● リフトゲートの施錠と解錠には、車内のドア・パネルま
たはキー・フォブのドア・ロック／ロック解除ボタンを使
用してください。ドアに付いている手動ドア・ロックや車
外のドア・ロック・シリンダでは、リフトゲートの施錠や
解錠はできません。

● リフトゲートは、Uconnect システムで選択した設定に
よって、車両のドアと一緒に解錠されるか、電子リフト
ゲート・リリースを押して解錠する必要があります

ð ページ 136。

● 車速が 0km/h（0mph）を超えているときは、パワー・
リフトゲート・オープン・ボタンは操作できません。

● 温度が−30°C（−22°F）以下または 65°C（150°F）以
上の場合、パワー・リフトゲートは作動しません。リフ
トゲートに雪や氷が付いているときは、パワー・リフト
ゲートのスイッチを押す前に必ず除去してください。

● パワー・リフトゲートの開閉中にリフトゲートが障害物
に当たった場合、リフトゲートは自動的に閉じた位置
または開いた位置に戻ります。1 回動作する間に複
数の障害物に当たった後は、リフトゲートは自動的に
停止するため、手動で開閉する必要があります。

● リフトゲート側面にはピンチ・センサが付いています。
この部分に軽い圧力がかかると、リフトゲートは開い
た位置に戻ります。

● リフトゲート開口部近くにある、左リヤ・トリムの「Rear
Liftgate Close（リヤ・リフトゲート・クローズ）」ボタンを
操作できるように、パワー・リフトゲートは完全に開い
た位置にする必要があります。リフトゲートが完全に

開いていない場合は、キー・フォブの「リフトゲート」ボ
タンを押してリフトゲートを完全に開き、再度ボタンを
押して閉じます。

● パワー・リフトゲートが開く途中でエレクトロニック・リフ
トゲート・リリース・ハンドルをもう 1 回押すと、リフトゲ
ート・モータが停止し手動で操作できるようになりま
す。

● リフトゲートが閉じる途中でギヤを入れると、リフトゲ
ートは閉動作を継続します。ただし、車両が動いてい
ると、障害物があると検出される場合があります。

● リフトゲートの電動作動を妨げないでください。リフト
ゲートを手で押したり引いたりすると、リフトゲートの
障害物検知機能が作動し、電動操作が停止したり、
逆方向に作動することがあります。

警告!

● リフトゲートを開けたまま運転すると、有毒な排ガス
が車内に侵入する恐れがあります。この排気ガス
によって運転者や同乗者の健康が損なわれること
があります。走行中はリフトゲートを必ず閉めてくだ
さい。

● リフトゲートを開けて走行する時は、窓をすべて閉
め、エアコンのファン・スピード調整スイッチが高速
にセットされていることを確認してください。内気循
環モードは使用しないでください。

● 自動作動時には、乗員がけがをしたり荷物が破損
したりする恐れがあります。リフトゲートの開口部付
近に障害物がないことを確認してください。運転前
には、リフトゲートが閉じていてラッチがかかってい
ることを確認してください。

● 作動中のリフトゲートに挟まれると、怪我やカーゴ
の損傷につながるおそれがあります。リフトゲートを

(続き)
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警告!

作動させる前に、リフトゲートの動作範囲に何もな
いことを確認してください。

ハンズ・フリー・リフトゲート - タイプ
別装備

ハンズ・フリー・リフトゲートの作動ゾーン

ハンズ・フリー作動を使用してリフトゲートを開閉するに
は、リヤ・ライセンス・プレートの下にある車両作動ゾーン
の下で、まっすぐに足を差し入れて引き出すキック動作
をします。作動領域は左右に約 0.5m（1.8 ft）です。足を
斜めに動かしたり、弧を描くような動きをしないでくださ
い。センサが動きを検知できない場合があります。

メモ :
作動ゾーンは、トレーラけん引パッケージ装備車両およ
び非装備車両の場合でも同じです。

有効なキック動作が完了すると、リフトゲートのチャイム
が鳴り、ハザード警告灯が点滅し、約 1 秒後にリフトゲ
ートが開くか、または約 3 秒後にリフトゲートが閉じま

す。これらの設定は、Uconnect 設定から有効または無
効にできますð ページ 136。

メモ :
● ハンズ・フリー・リフトゲートを開閉するには、有効な

パッシブ・エントリ・キー・フォブがドア・ハンドルから
1.5m（5 フィート）以内にあることが必要です。有効な
パッシブ・エントリ・キー・フォブが 1.5m（5 フィート）以
内にないと、リフトゲートはどのようなキック動作にも
反応しません。

● ハンズ・フリー・リフトゲート機能は、Uconnect システ
ムからオンまたはオフにできますð ページ 136。

● ジャッキ作業、タイヤ交換、手動による洗車、および
車両整備のときは、ハンズ・フリー・リフトゲート機能
はオフにしてください。

● ハンズ・フリー・リフトゲート機能は、金属ほうきを使っ
た清掃など、リヤ・フェイシア／バンパの下に金属の
物体をまっすぐに差し入れて引く動作をすることで作
動することがあります。

● ハンズ・フリー・リフトゲートが作動するのは、トランス
ミッションが「P（パーキング）」にある場合のみです。

● ハンズ・フリー・リフトゲートの開閉中に障害物に当た
り、その抵抗が十分に大きかった場合、リフトゲートは
自動的に閉じた位置または開いた位置に戻ります。

● リフトゲート開口部にはピンチ・センサが付いていま
す。この部分に軽い圧力がかかると、リフトゲートは
開いた位置に戻ります。

● パワー・リフトゲートが 1 回の動作の最中に複数の障
害物に当たった場合、システムは自動的に停止しま
す。この場合、リフトゲートは手動で操作する必要が
あります。

● −24°C（−12°F）未満の温度では、パワー・リフトゲー
トのロックは解除されますが、自動的に開く作動は行

われません。リフトゲートに雪や氷が付いているとき
は、リフトゲートを開く前に必ず除去してください。

● リフトゲートを長時間（約 1 時間）開いたままにした場
合は、リフトゲートを手動で閉じて、パワー・リフトゲー
ト機能をリセットしなければならないことがあります。

警告!

● リフトゲートを開けたまま運転すると、有毒な排ガス
が車内に侵入する恐れがあります。この排気ガス
によって運転者や同乗者の健康が損なわれること
があります。走行中はリフトゲートを必ず閉めてくだ
さい。

● リフトゲートを開けて走行する時は、窓をすべて閉
め、エアコンのファン・スピード調整スイッチが高速
にセットされていることを確認してください。内気循
環モードは使用しないでください。

● 自動作動時には、乗員がけがをしたり荷物が破損
したりする恐れがあります。リフトゲートの開口部付
近に障害物がないことを確認してください。運転前
には、リフトゲートが閉じていてラッチがかかってい
ることを確認してください。

● 作動中のリフトゲートに挟まれると、怪我やカーゴ
の損傷につながるおそれがあります。リフトゲートを
作動させる前に、リフトゲートの動作範囲に何もな
いことを確認してください。

ガス支柱（タイプ別装備）は、リフトゲートを開いた位置を
保持するようになっています。しかし、気温によってストラ
ット内のガスの圧力が下がるため、気温が低いときには
ストラットを支えてリフトゲートを開く必要が生じる場合も
あります。
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メモ :
リフトゲートの電動作動を妨げないでください。リフトゲー
トを手で押したり引いたりすると、リフトゲートの障害物検
知機能が作動し、電動操作が停止したり、逆方向に作動
することがあります。

高さ調整可能パワー・リフトゲート

リフトゲートが希望の高さでのみ開くように、リフトゲート
が開く最大高さを調整して保存できます。希望の高さを
設定するには、次の手順に従ってください。

1. リフトゲートを完全に開き、手でリフトゲートを引き下
げて希望の高さにします。

2. リフトゲートの下部にあるリフトゲート・クローズ・ボ
タンまたはロック・ボタンを 3 秒間押し続けます。方
向指示器が 3 回点滅し、正常に作動したことを示し
ます。これで、リフトゲートが設定位置まで開くよう
に設定されました。

保存された高さ設定を 4 つのプリセット位置のいずれか
に設定するには、Uconnect の設定で希望の設定を選択
します ð ページ 136。

パワー・リフトゲート不具合時の手順：

1. リフトゲートへの電源供給に不具合が生じた場合、
ラッチのサービス・リリース機能にアクセスすること
でリフトゲートを解除できます。これを行うには、直
径 3mm のドライバを使用します。

2. ゲートの内側には、差し込み口が見えます。差し込
み口にドライバを差し込みます。

3. ドライバの取っ手を回してレバーを作動させ、ラッチ
を解除します。

4. リフトゲートを長時間開いたままにした場合は、リフ
トゲートを手動で閉じて、パワー・リフトゲート機能を
リセットしなければならないことがあります。

カーゴ・エリア機能

カーゴ・ロード・フロア — タイプ別装備

カーゴ・ロード・フロア・システムの積載量は 136kg
（300lb）です。

ロード・フロアの持ち上げ

タイヤ・サービス・キットやスペア・タイヤ（タイプ別装備）
を取り出すためにロード・フロアを持ち上げるには、ロー
ド・フロア・ハンドルを引き上げます。

ストレージ・スペースを広げるために、各リヤ・シートを倒
して平らにすることができます。これにより、リヤ・シート
のスペースを確保したままで、荷室のスペースを広げる
ことができます ð ページ 26。

カーゴ・タイダウン・フックとループ

走行中は、カーゴ・エリア・フロアにあるタイダウン・フック
やループを使用して荷物を安全に固定してください。

カーゴ・タイダウン・ループはトリム・パネルにあります。

警告!

● カーゴ・タイダウンは、チャイルド・シートのテザー・
ストラップに使用するためのアンカではありません。
車が急停止した時や事故の際には、タイダウンが
緩んでチャイルド・シートが外れ、お子さまが重傷を
負う恐れがあります。必ずチャイルド・シート用のア
ンカを使用してください。

(続き)

警告!

● 人身事故を防ぐため、乗員はリヤ・カーゴ・エリア内
に乗らないでください。カーゴ・エリアは荷物の運搬
専用に設計されており、乗員が乗るようには設計さ
れていません。乗員は必ずシートに座り、シートベ
ルトを着用してください。

荷物と乗員の重量や位置によって、車の重心と操作
性が変化します。人身事故につながる制御不能を防
ぐため、車に荷物を積み込む際には次の注意に従っ
てください。

● 左側ドアまたは左側ドアのセンタピラーに貼付され
ているラベルに記載された積載制限を超える荷物
を搭載しないでください。

● 荷物は常にカーゴ・フロアに均等に置いてください。
重い荷物はできるだけ前方の低い位置に置いてく
ださい。

● 荷物はできるだけリヤ・アクスルの位置より前に置
いてください。リヤ・アクスルの上や後ろに過度な荷
重がかかったり、荷物が適切に置かれていないと、
車が左右に振られることがあります。

● 荷物や積荷はシート・バックより高く積み上げない
でください。視界が悪くなり、急停止や事故の際に
前方に飛び出して危険です。

リヤ小物入れ

ラゲッジルーム後方の左右には、リヤ小物入れが設けら
れています。
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リヤ小物入れ

ルーフ・ラゲージ・ラック - タ
イプ別装備
ラゲージ・ラックを装着した場合、ルーフに積む荷物の荷
重は、68kg（150lb）を超えないようにしてください。また、
荷重がカーゴ・エリア全体に均等に分散されるようにして
ください。

ルーフ・ラックに荷物を積んでいるときは、必ずクロスバ
ーを使用してください。ストラップを頻繁に点検し、荷物
がしっかりと固定されていることを確認してください。

メモ :
クロスバーは、正規ディーラーで Mopar®部品から購入
できます。

ルーフ・ラックを装着しても、車の許容積載量は増えませ
ん。車内の乗員と荷物、およびルーフ・ラック上の荷物ま
で含めた全重量が、最大車両積載量を超えないようにし
てください。

警告!

走行前に、荷物がしっかりと縛られていることを必ず
確認してください。荷物の固定状態が不適切な場合、
特に高速走行中に、荷物が車両から外れて飛んでし
まい、人身事故または物損事故につながる恐れがあ
ります。ルーフ・ラックに荷物を積んで運転する際に
は、ルーフ・ラックの注意事項に従ってください。

注意!

● ルーフ・ラックおよび車両に損傷を与えないために
も、ルーフ・ラックの最大積載量を超えないようにし
てください。重い荷物はできるだけ均等に分散し
て、適切に固定してください。

● フロントウィンドウよりも前にはみ出る長い積荷は、
車両の前後で固定してください。

● ルーフの表面と積荷の間にブランケットなどを挟ん
で保護してください。

● 大型の荷物または重い荷物をルーフ・ラックに積ん
で運ぶときは、常に低速で走行し、カーブも慎重に
曲がってください。トラックの横を走行することや、
自然現象が原因で、風が巻き起こり上方へ持ち上
がることがあります。木製パネルやサーフボードな
ど、大きくて平らな積荷は運ばないことを推奨しま
す。カーゴまたは車両が損傷する場合があります。

● 積載物は必ず最初にクロスバーに固定し、必要に
応じてタイダウン・ループを使用し、固定ポイントを
追加してください。タイ・ループは、補助的なタイダ
ウン・ポイントとしてのみ使用してください。タイ・ル
ープには、ラチェット機構を使用しないでください。
ストラップを頻繁に点検し、荷物がしっかりと固定さ
れていることを確認してください。

(続き)

注意!

● アクセサリとして支給されている場合、Mopar®ル
ーフ・ラゲージ・ラックのみ使用してください。
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インストルメント・パネルの説明
1. 水温計

● 水温計は、エンジン・クーラントの温度を示しま
す。水温計が正常な範囲内を示していれば、エ
ヱジン冷却装置は正しく作動しています。

● 気温が高い場所での走行、登坂走行、またはト
レーラけん引をしている時などは、表示は高め
になります。水温計の指針が通常作動範囲の上
限を超えないように注意してください。

警告!

過熱したエンジン冷却装置は危険です。蒸気
や沸騰しているクーラントで重度のやけどを負
う恐れがあります。車がオーバーヒートしたら、
正規ディーラーに連絡することをお勧めします

ð ページ 221。

注意!

エンジン冷却装置が過熱した状態で運転する
と、車が損傷することがあります。水温計が
「H」を示している場合は、車を路肩に停めてく
ださい。エア・コンディショナを切り、針が通常
温度範囲に下がるまでアイドリングします。水
温計の針が「H」から動かない場合は、直ちに
エンジンを止めて、ジープ正規ディーラーに整
備を依頼してください。

2. タコメータ

● 1 分間あたりのエンジン回転数（RPM x 1000）
を表示します。

3. スピードメータ

● 車速を示します。

4. 燃料計

● 燃料計は、キーレス・プッシュ・ボタン・イグニッシ
ョンが「ON/RUN」位置のとき、燃料タンク内にあ
る燃料の残量を示します。

● このフューエル・ポンプの矢印マーク
は、車両のフューエル・リッドがある
側を示しています。

メモ :
イグニッションを最初にまわしたときは、電球確認のため
インストルメント・パネルの警告灯が点灯します。

インストルメント・パネル・デ
ィスプレイ
車両のトリム・レベルによって、機能とオプションが異な
ることがあります。

一部の車両には運転者に便利な情報を通知するインス
トルメント・パネル・ディスプレイが装備されています。イ
グニッションが「OFF（オフ）」モードの状態でドアを開閉す
るとディスプレイが起動し、オドメータに走行距離が表示
されます。インストルメント・パネル・ディスプレイには車
両システムと機能に関する重要な情報が表示されるよう
になっています。インストルメント・パネル・ディスプレイ
は、インストルメント・パネルにあるドライバ・インタラクテ
ィブ・ディスプレイを使用して、システムの機能状態を表
示し、機能不良の場合に警告を表示します。ステアリン
グ・ホイールに取り付けられたボタンにより、表示をスク
ロールしてメイン・メニューとサブ・メニューに入ることが
できます。必要な特定の情報にアクセスし、選択や調整
を行うことができます。

インストルメント・パネル・ディスプレ
イの位置とスイッチ

インストルメント・パネル・ディスプレイは、インストルメン
ト・パネルにある運転者との対話式ディスプレイを備えて
います。

プレミアム・インストルメント・パネル・ディスプレイの
位置

1 – インストルメント・パネル・ディスプレイの画面
2 – インストルメント・パネル・ディスプレイのコントロー
ル類

情報を選択するには、ステアリング・ホイールに取り付け
られた次のボタンを押します。
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プレミアム・インストルメント・パネル・ディスプレイの
コントロール・ボタン

1 – 上矢印ボタン
2 -「OK」ボタン
3 - MENU ボタン
4 – 左矢印ボタン
5 - 下矢印ボタン
6 – 右矢印ボタン

● 上矢印ボタン

メイン・メニューとサブメニューを上方向にスクロール
するには、上  矢印ボタンを押して放します。

● OK ボタン

メイン・メニュー項目の情報画面またはサブメニュー
画面の項目を確定するためには、OK ボタンを押しま
す。OK ボタンを 1 秒間押し続けると、表示または選
択されているリセット可能な機能がリセットされます。

● 「MENU（メニュー）」ボタン – タイプ別装備

「HOME Screen（ホーム画面）」ディスプレイの情報画
面またはサブメニュー画面にアクセスしたり選択した

りするには、「MENU（メニュー）」ボタンを押します。編
集モードに入るには、「OK」ボタンを押し続けます。

● 左矢印ボタン

メイン・メニュー項目の情報画面またはサブメニュー
画面にアクセスするには、左  矢印ボタンを押して

放します。

● 下矢印ボタン

メイン・メニューとサブメニューを下方向にスクロール
するには、下  矢印ボタンを押して放します。

● 右矢印ボタン

メイン・メニュー項目の情報画面またはサブメニュー
画面にアクセスするには、右  矢印ボタンを押して

放します。

インストルメント・パネル・ディスプレイはインストルメント・
パネルの中央部にあり、次の複数の部分で構成されて
います。

● メイン画面 – ディスプレイ内側のリングは、正常な状
態では灰色に、重大ではない警告では黄色に、重大
な警告では赤色に、そしてオンデマンド情報では白色
に点灯します。

● サブメニューのドット  利用可能なサブメニューがある
場合は常に、サブメニュー内での位置がここに表示さ
れます

● 設定変更可能な表示灯／情報

● ギヤ・セレクタの位置（PRND）

● ドライバ・インタラクティブ・ディスプレイ（コンパス、温
度、走行可能距離、トリップ A、トリップ B、平均燃費、
現在の燃費、時刻）

● エア・サスペンション・ステータス - タイプ別装備

● 4 輪駆動（4WD） – タイプ別装備

インストルメント・パネル・ディスプレイには通常、メイン・
メニューまたはメイン・メニューで選択した機能の画面が
表示されます。またメイン・ディスプレイ領域にはポップア
ップ・メッセージも表示されます。これらのポップアップ・メ
ッセージには約 60 種類の警告メッセージや情報メッセ
ージがあります。これらのポップアップ・メッセージは、以
下のカテゴリに分類されます。

● 5 秒間保存されるメッセージ

該当する状態が発生すると、このタイプのメッセージ
がメイン・ディスプレイ領域に 5 秒間表示されてから、
直前の画面に戻ります。（そのメッセージが表示され
る原因となった状態がアクティブである限り）このタイ
プのメッセージのほとんどが保存され、「Messages（メ
ッセージ）」メイン・メニュー項目から再確認できます。
このタイプのメッセージ例として、「Right Front Turn
Signal Lamp Out（右フロント方向指示器ランプ切れ）」
などがあります。

● 保存されないメッセージ

このメッセージ・タイプは無期限に表示されるか、メッ
セージが表示される原因となった状態が解消される
まで表示されます。このタイプのメッセージ例として、
「Turn Signal On（方向指示器オン）」（方向指示器が
点灯したままの場合）や、「Lights On（照明消し忘
れ）」（運転者がライトをオンにしたまま車両を離れて
いる場合）などがあります。

● イグニッション・スイッチを「RUN（走行）」位置にするま
で記憶されないメッセージ

これらのメッセージは、主にリモート始動機能に関す
るものです。このメッセージ・タイプは、イグニッション・
スイッチが「RUN」状態になるまで表示されます。
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● 5 秒間記憶されないメッセージ

該当する状態が発生すると、このタイプのメッセージ
がメイン・ディスプレイ領域に 5 秒間表示されてから、
直前の画面に戻ります。このタイプのメッセージ例とし
て、「Automatic High Beams On（オート・ハイ・ビーム
ON）」などがあります。

オイル交換のリセット

● この車には、エンジン・オイル交換の警告システムが
装備されています。チャイムが 1 回鳴った後に、イン
ストルメント・パネル・ディスプレイに「Oil Change Due
（オイル交換時期）」というメッセージが 5 秒間表示さ
れ、次回の定期オイル交換の時期が示されます。エ
ンジン・オイル交換の警告システムは法定整備のサ
イクルに基づいているため、エンジン・オイルの交換
時期は運転状況によって変動する場合があります。

● リセットしないかぎり、このメッセージはイグニッション
を「ON/RUN」位置にするたびに表示されます。

定期メンテナンス後にオイル交換の警告をリセットする
には、次の手順に従ってください。

1. ブレーキ・ペダルを踏まずに、「ENGINE START/
STOP（エンジン START&STOP）」ボタンを押してイグ
ニッションを「ON/RUN（オン／走行）」位置にします
（エンジンは始動しないでください）。

2. アクセル・ペダルを 10 秒以内に 3 回、ゆっくりと強
く踏み込みます。

3. イグニッションを「OFF（オフ）」位置に切り替えます。

メモ :
車両を始動させたときに警告メッセージが表示された場
合は、エンジン・オイル交換の警告システムがリセットさ

れていません。必要に応じてこの手順を繰り返してくださ
い。

ディスプレイおよびメッセージ - タイ
プ別装備

以下のものが含まれますが、これらに限定されません。

フロント・シート
ベルト（前席の
シートベルトが
着用されていま
せん）

Driver Seat Belt
Unbuckled（運
転席のシートベ
ルトが着用され
ていません）

Passenger Seat
Belt Unbuckled
（助手席のシー
トベルトが着用
されていませ
ん）

Traction Control
Off（トラクショ
ン・コントロール
OFF）

WASHER FLUID
LOW（ウォッシャ
液不足です）

Oil Pressure
Low（油圧低下）

Oil Change Due
（オイル交換時
期）

Fuel Low（燃料
不足です）

CRUISE OFF（ク
ルーズ OFF）

Service
Electronic
Throttle Control
（エレクトロニッ
ク・スロットル・コ
ントロールの整
備が必要です）

Service Power
Steering（パワ
ー・ステアリング
の整備が必要で
す）

Service Anti-
lock Brake
System（アンチ
ロック・ブレー
キ・システムの
整備が必要で
す）

Cruise Ready（ク
ルーズ - 準備完
了）

ACC Override
（ACC オーバー
ライド）

ドアが開いてい
ます

Cruise Set To
XXX km/h（クル
ーズを XXXkm/h
にセット）

Tire Pressure
Screen With
Low Tire(s)（低
空気圧のタイヤ
を使用している
場合の空気圧
画面）

Service Tire
Pressure
System（タイヤ・
プレッシャ・モニ
タリング・システ
ムの整備が必
要です）

Park Brake
Engaged（パー
キング・ブレー
キがかかってい
ます）

Brake Fluid Low
（ブレーキ・フル
ードが低下して
います）

Engine
Temperature
Hot（エンジン温
度が高いです）

Lights On（照明
消し忘れ）

Right Front Turn
Signal Light Out
（右フロント方向
指示器ランプ切
れ）

Right Rear Turn
Signal Light Out
（右リヤ方向指
示器ランプ切
れ）

Left Front Turn
Signal Light Out
（左フロント方向
指示器ランプ切
れ）

Left Rear Turn
Signal Light Out
（左リヤ方向指
示器ランプ切
れ）

Ignition or
Accessory On
（イグニッション
またはアクセサ
リ ON）
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Vehicle Not In
Park（ギヤが「P
（パーキング）」
に入っていませ
ん）

Remote Start
Active Push
Start Button（リ
モート始動アク
ティブ - 「Start」
ボタンを押す）

Remote Start
Canceled Fuel
Low（リモート始
動中止 - 燃料不
足）

Remote Start
Canceled Door
Open（リモート
始動中止 - 半ド
ア）

Remote Start
Canceled Hood
Open（リモート
始動中止 - ボン
ネットが開いた
まま）

Remote Start
Canceled
Liftgate Open
（リモート始動中
止 - リフトゲート
が開いたまま）

Remote Start
Canceled Time
Expired（リモート
始動中止 - 時間
切れ）

Remote Start
Disabled Start
To Reset（リモー
ト始動が無効 -
リセットを開始）

Service Air Bag
System（エアバ
ッグ・システムの
整備が必要で
す）

Service Air Bag
Warning Light
（エアバッグ警
告灯の整備が
必要です）

Service
Transmission（ト
ランスミッション
の整備が必要で
す）

Service Shifter
（シフタの整備
が必要です）

リフトゲートが開
いています

ボンネット・オー
プン

Shift Not
Allowed（シフト
できません）

Vehicle Speed
Too High To
Shift to D（車速
が高すぎて D（ド
ライブ）にシフト
できません）

Vehicle Speed
Too High To
Shift to R（車速
が高すぎて R（リ
バース）にシフト
できません）

Vehicle Speed
Too High To
Shift to P（車速
が高すぎて P
（パーキング）に
シフトできませ
ん）

設定変更可能な表示灯セクションは、左側の白色または
黄色の表示灯エリアと、右側の緑色または赤色の表示
灯に分かれています。

ギヤ・シフト・インジケータ（GSI） – タ
イプ別装備

GSI システムは、マニュアル・トランスミッションの装備車
両では、またはオートマチック・トランスミッション装備車
両がマニュアル・シフト・モードのときにオンになります。
GSI により、推奨されるギヤ・シフト・ポイントに達すると
視覚的に示されます。この指示によって、運転者は、ギ
ヤを変更して燃費を抑えることが可能になります。インス
トルメント・パネル・ディスプレイにシフト・アップの表示灯
が表示された場合、GSI が運転者に対してギヤを上げる
よう推奨していることを示します。ディスプレイにシフト・
ダウンの表示灯が表示された場合、GSI が運転者に対し
てギヤを下げるよう推奨していることを示します。

GSI は、運転者がギヤを変更するか、燃費改善のため
ギヤ変更が不要な走行条件に戻るまで、点灯したまま
になります。

インストルメント・パネル・ディスプレ
イのメニュー項目

インストルメント・パネル・ディスプレイを使用すると、いく
つかの機能のメイン・メニュー項目を表示できます。「上」

および「下」矢印 ボタンで、目的のメニューが見つ

かるまでドライバ・インタラクティブ・ディスプレイ・メニュ
ー・オプションをスクロールします。

メモ :
インストルメント・パネル・ディスプレイのメニュー項目
は、インストルメント・パネルの中央に表示されます。メニ
ュー項目は、車両の機能により異なる場合があります。

Home Screen（ホーム画面） - タイプ別装
備

「Menu（メニュー）」ボタンを押すと、「Home Screen（ホー
ム画面）」が表示されます。

左 矢印ボタンまたは右 矢印ボタンを押して放し、

必要な項目を反転させます。「OK」ボタンを押してから放
して選択します。上 矢印または下 矢印ボタンを押

すと、選択したカテゴリ内で異なる画面が選択できます。
この表示内で「Menu（メニュー）」ボタンを押すと、インス
トルメント・パネルが直前の画面に戻ります。

ホーム画面のオプション

● ナビゲーション

○ ルート・セット

○ Trip A（トリップ A）

○ Trip B（トリップ B）

インストルメント・パネルについて 63

3



● Vehicle Info（車両情報）

○ Coolant Temp（クーラント温度）

○ Trans Temp（トランスミッション温度）

○ Oil Temp（オイル温度）

○ Oil Pressure（油圧）

○ Battery Voltage（バッテリ電圧）

○ Oil Life（オイルの交換時期）

○ Tire Pressure（タイヤ空気圧）

○ 燃費

● ドライブ

○ 制限速度標識

○ Driver Assist（運転者アシスト）

● Audio（オーディオ）

○ Audio Info（オーディオ情報）

● Off Road（オフ・ロード）

○ セレクテレイン／エア・サスペンションの状態

運転情報 - タイプ別装備

スピードメータ

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Speedometer
（スピードメータ）」メニュー・アイコンが表示されるまで、
上 または下 矢印ボタンを押して放します。OK ボタ

ンを押して放し、デジタル・スピードメータの単位（km/h
または mph）を切り替えます。スピードメータをアナログ
とデジタル間で切り替えるには、「OK」ボタンを押し続け
ます。

Driver Assist（運転者アシスト）

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Driver Assist
（運転者アシスト）」メニュー・アイコンが表示されるまで、
上 矢印または下 矢印ボタンを押して放します。

「OK」ボタンを押してから放して選択します。「Driver
Assist（運転者アシスト）」画面には、ACC、アクティブ・レ
ーン・マネジメント、ハイウェイ・アシスト／アシスト+／パ
イロットの現在の状況が表示されます。「Zoomed In（拡
大）」表示と「Zoomed Out（縮小）」表示を変更するには、
「OK」ボタンをもう一度押して放します（「Zoomed Out（縮
小）」表示のときは「Press OK to Zoom In（拡大するに OK
を押す）」が表示され、「Zoomed In（拡大）」表示のときは
「Press OK to Zoom Out（縮小するには OK を押す）：が
表示されます）。

スピードメータ

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Speedometer
（スピードメータ）」メニュー項目が表示されるまで、上

または下 矢印ボタンを押して放します。スピードメータ

の目盛りを MPH から km/h に（またはその逆に）変更す
るには、OK ボタンを押して放します。

Vehicle Info（車両情報）

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Vehicle Info（車
両情報）」メニュー項目が表示されるまで、上 または

下 矢印ボタンを押して放します。左 または右 
矢印ボタンを押して放すと、「Vehicle Info（車両情報）」の
サブメニューを順に表示できます。必要に応じて各画面
の指示に従います。

プレミアム・インストルメント・パネル装備車の場合

Gauge Summary（ゲージ概要）

● Coolant Temperature（クーラント温度） — タイプ別装
備

現在のクーラント温度を表示します。

● Transmission Temperature（トランスミッション温度）：

実際のトランスミッション温度が表示されます。

● Oil Temperature（オイル温度）

実際のオイル温度が表示されます。

● Oil Pressure（油圧）

実際の油圧が表示されます。

● Battery Voltage（バッテリ電圧）

現在のバッテリ電圧レベルを表示します。

Tire Pressure（タイヤ空気圧）

● すべてのタイヤの空気圧が適正な場合は、車のアイ
コンが表示され、アイコンの各コーナーにはタイヤ空
気圧値が表示されます。

● 空気圧が低いタイヤがある場合は、車のアイコンとと
もに「Inflate Tire To XX（タイヤに XX まで空気を入れ
てください）」というメッセージが表示されます。アイコ
ンの各コーナーには、タイヤの空気圧値が表示され
ますが、空気圧が低いタイヤの空気圧値は、それ以
外のタイヤの空気圧値とは異なる色で表示されます。

● タイヤ・プレッシャ・モニタリング・システムの整備が必
要な場合は、「Service Tire Pressure System（タイヤ・
プレッシャ・モニタリング・システムの整備が必要で
す）」というメッセージが表示されます。
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● タイヤ PSI は、情報を表示することのみを目的として
おり、リセットすることはできませんð ページ 167。

ディーゼル排気液（DEF）

● DEF ゲージを表示します

START&STOP の状態 - タイプ別装備

● START&STOP システムの現在の状態を表示します。

Driver Assist（運転者アシスト）

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Driver Assist
（運転者アシスト）」のメニュー・タイトルがハイライト表示
されるまで、上 または下 矢印ボタンを押して放し

ます。

インストルメント・パネル・ディスプレイに現在の ACC シス
テム設定が表示されます。表示される情報は、ACC シス
テムの状態に応じて異なります。

ステアリングホイールのアダプティブ・クルーズ・コントロ
ール（ACC）の「ON/OFF（オン/オフ）」ボタンを押すと、イ
ンストルメント・パネル・ディスプレイに以下のいずれか
が表示されます。

アダプティブ・クルーズ・コントロール - OFF

ACC の作動を解除すると、「Adaptive Cruise Control Off
（アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）オフ）」と表
示されます。

アダプティブ・クルーズ・コントロール - 準備完了

ACC がオンになっているが、車速設定が選択されていな
い場合は、「Adaptive Cruise Control Ready（ACC 利用
可）」と表示されます。

ステアリング・ホイール上にある「SET+」または「SET-」ボ
タンを押して放すと、インストルメント・パネル・ディスプレ
イに以下のいずれかが表示されます。

ACC SET（ACC 設定）

ACC を設定すると、設定速度がインストルメント・パネル
に表示されます。

ACC が起動されると、次のような ACC 画面が再表示され
る場合があります。

● 距離設定値の変更

● システムのキャンセル

● 運転者によるオーバーライド

● システム OFF

● ACC 接近警告

● ACC 利用不可警告

メモ :
ACC 表示の動きがなく 5 秒経過すると、インストルメン
ト・パネル・ディスプレイは最後に選択された表示に戻り
ますð ページ 99。

インストルメント・パネル・ディスプレイには、現在のアク
ティブ・レーン・マネジメント・システムの設定が表示され
ます。表示される情報は、アクティブ・レーン・マネジメン
ト・システムの状態と、満たすべき条件によって異なりま
す ð ページ 122。

燃費

インストルメント・パネル・ディスプレイに「Fuel Economy
（燃費）」メニューのタイトルが表示されるまで、上 ま

たは下 矢印ボタンを押して放します。OK ボタンを押し

続けると、平均燃費機能がリセットされます。

● Range（走行可能距離） – ディスプレイに、タンクに残
っている燃料で走行可能な推定距離（キロメートルま
たはマイル）が表示されます。走行可能距離値が
50km（30 マイル）未満の推定走行距離になると、走
行可能距離表示は「LOW（減少）」というメッセージに
変わります。燃料が十分給油されると「LOW（減少）」メ
ッセージが消えて、新しい走行可能距離値が表示さ
れます。OK ボタンを使用しても走行可能距離をリセッ
トすることはできません。

メモ :
走行可能距離に表示された距離に関係なく、運転ス
タイルや車両積載量によって実際の走行距離は大き
く変わります。

● Average（平均） – ディスプレイに、直近のリセット以降
の平均燃費（L/100km、km/L、または MPG）が表示
されます。

● Current（瞬間） – ディスプレイに、走行中の瞬間燃費
（L/100km、km/L、または MPG）が表示されます。

Trip Info（トリップ情報）

インストルメント・パネル・ディスプレイに「Trip（トリップ）」
メニューのタイトルが表示されるまで、上 または下

矢印ボタンを押して放します。左 または右 矢印ボ

タンを押すと、「Trip A（トリップ A）」または「Trip B（トリップ
B）」の表示が切り替わります。トリップ情報は以下のよう
に表示されます。

● Distance（距離）  前回リセット時以降の「Trip A（トリッ
プ A）」または「Trip B（トリップ B）」で走行した距離（km
またはマイル）の合計を表示します。

● Average Fuel Economy（平均燃費）  前回リセット時以
降の「Trip A（トリップ A）」または「Trip B（トリップ B）」の
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平均燃費（MPG、L/100km または km/L）を表示しま
す。

● Elapsed Time（経過時間）  トリップ A およびトリップ B
をリセットした以降の合計走行時間を表示します。

この機能の情報をリセットするには、OK ボタンを押し続
けます。

ナビゲーション  タイプ別装備

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Navigation
display（ナビゲーション・ディスプレイ）」アイコン／タイト
ルがハイライト表示されるまで、左 または右 矢印

ボタンを押して放します。有効なルートが設定されていな
い場合、「Start Route（ルート開始）」が表示されます。有
効なルートが設定されている場合、「Cancel Route（ルー
トのキャンセル）」が表示されます。

Off Road（オフロード）- タイプ別装備

「Off Road Menu(オフ・ロード・メニュー）」アイコン／タイト
ルがハイライト表示されるまで、上 矢印または下

矢印ボタンを押して放します。左 矢印ボタンまたは右

矢印ボタンを押し、サブメニューをスクロールします。

● 地形の状態

○ セレクテレインの状態

○ エア・サスペンション・ステータス

START&STOP システム—タイプ別装備

インストルメント・パネル・ディスプレイに「START&STOP」
メニューのタイトルが表示されるまで、上 または下

矢印ボタンを押して放します。

Audio（オーディオ）

インストルメント・パネル・ディスプレイに「Audio（オーディ
オ）」メニュー・タイトルが表示されるまで、上 または下

矢印ボタンを押して放します。

Stored Messages（保存されているメッセ
ージ）

インストルメント・パネル・ディスプレイに「Messages（メッ
セージ）」メニュー・アイコンがハイライト表示されるまで、
上 または下 矢印ボタンを押して放します。この機

能を選択すると、保存された警告メッセージの数が表示
されます。左 矢印または右 矢印ボタンを押すと、

保存されたメッセージを順番に確認できます。

Screen Setup（画面設定）

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Screen Setup
Menu（画面設定メニュー）」アイコン／タイトルがハイライ
ト表示されるまで、上 矢印ボタンまたは下 矢印ボ

タンを押して放します。OK ボタンを押して放すと、サブメ
ニューにアクセスできます。必要に応じて各画面の指示
に従います。画面設定機能により、インストルメント・パ
ネルに表示される情報およびその情報が表示される位
置を変更できます。

運転者が選択できる画面設定項目

左上

なし Range to Empty
（走行可能距
離）

Date（日付）

左上

Outside Temp
（外気温）

Current
Economy（現在
の燃費）

Ignition State（イ
グニッションの
状態）

Time（時刻） Compass（コン
パス）

Average
Economy（平均
燃費）

右上

なし Range to Empty
（走行可能距
離）

Date（日付）

Outside Temp
（外気温）

Current
Economy（現在
の燃費）

Ignition State（イ
グニッションの
状態）

Time（時刻） Compass（コン
パス）

Average
Economy（平均
燃費）

Restore Defaults (Restores All Settings To Default
Settings)（出荷時の設定に戻す（すべての設定を工場出
荷時の設定に戻します））

● 作動

● 非作動

Current Gear（現在のギヤ）- タイプ別装備

● On（オン）
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Vehicle Settings（車両設定） — タイプ別
装備

インストルメント・パネル・ディスプレイで「Vehicle Setup
（車両設定）」メニュー項目が表示されるまで、上 また

は下 矢印ボタンを押して放します。このメニュー項目

では、以下の設定を変更できます。

● スクリーン表示

● Units（単位）

● Clock and Date（日付＆時刻）

● Security（セキュリティ）

● Safety and Assistance（セーフティとアシスト）

● Lights（警告灯）

● Doors and Locks（ドアとロック）

● Compass（コンパス）（タイプ別装備）

メモ :
タッチスクリーン式ディスプレイが装備されている場合、
ほとんどの車両設定はディスプレイで行なうようになりま
すð ページ 136。

スクリーン表示

「Display（ディスプレイ）」を選択すると、以下の設定を選
択できます。

● Language（言語）：情報／警告を表示する言語を選択
します。

● Phone Repetition（電話表示）：電話モードに関する情
報が表示されます。

Units（単位）

「Units（単位）」を選択すると、さまざまな値の表示に使
用する測定単位を設定できます。以下のオプションがあ
ります。

● US（米国）

● Metric（メートル単位）

● Custom（カスタム）：温度、距離、燃料消費、およびタ
イヤ空気圧について別々の単位を設定できます。

Clock And Date（日付＆時刻）

「Clock And Date（日付＆時刻）」を選択すると、時刻と日
付を設定できます。以下のオプションがあります。

● Set Time（時刻設定）：時／分を調節します

● Set Format（表示形式の設定）：時刻の表示形式を
「12h（12 時間）」と「24h（24 時間）」から選択します

● Set Date（日付設定）：日／月／年を調節します

Security（セキュリティ）

Passenger Air Bag Disable（助手席側エアバッグ無効）
（PAD）：チャイルド・シートをフロント・シートに取り付けな
ければならない場合、「Passenger Air Bag Disable（助手
席側エアバッグ無効）」の ON/OFF を選択できます。

Safety And Assistance（セーフティとアシスト）

「Safety And Assistance（セーフティとアシスト）」の項目を
選択すると、以下の調節を行えます。

● ParkSense（タイプ別装備）：ParkSense から受け取る
情報の種類を選択します

● Front ParkSense Volume（フロント ParkSense 音量）
（タイプ別装備）：フロント ParkSense が鳴らすビープ
音の音量を選択します

● Rear ParkSense Volume（リヤ ParkSense 音量）（タイ
プ別装備）：リヤ ParkSense が鳴らすビープ音の音量
を選択します

● 前面衝突警報（FCW）（タイプ別装備）：前面衝突警報
プラス・システムの動作モードを選択します

● FCW Sensitivity（FCW の感度）（タイプ別装備）：障害
物までの距離に応じて前面衝突警報プラス・システム
が介入する「準備状況」を選択します

● Rain Sensing Wipers（雨量感知機能ワイパ）（タイプ
別装備）：降雨時のワイパの自動作動を有効／無効
にします

● Active Lane Management Force（アクティブ・レーン・
マネジメントの力）（タイプ別装備）：アクティブ・レーン・
マネジメント・システムの作動時に、車両を車線に戻
すために電気駆動システムがステアリング・ホイール
に加える力を選択します

● Active Lane Management Warning（アクティブ・レー
ン・マネジメント警告）（タイプ別装備）：アクティブ・レー
ン・マネジメントの介入の「作動準備状態」を選択しま
す

● Buzzer Volume（ブザー音量）：次の 4 つのオプション
があります。「Off（オフ）」、「Low（小）」、「Medium
（中）」、「Loud（大）」

● Brake Service（ブレーキ整備）（タイプ別装備）：ブレー
キ・システムのメンテナンス実施動作を有効にします

● Auto Park Brake（自動パーキング・ブレーキ）（タイプ
別装備）：エレクトロニック・パーキング・ブレーキの自
動作動を有効／無効にします

● Speed Warning（速度警告）：警告表示と警告音（ディ
スプレイ上でのメッセージと記号の表示）で運転者に
伝えられる車速制限を設定します。速度警告を設定
すると、運転者が速度警告をオフにするまでアイコン
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（内側に設定速度が付いた円）が表示され続けます。
設定速度を超えると、チャイムが 1 回鳴り、「Speed
Warning Exceeded（速度警告を超過）」というポップア
ップ・メッセージが表示されます。この機能を使用しな
い場合、インストルメント・パネル・ディスプレイで
「Speed Warning（速度警告）」を「OFF（オフ）」にするこ
ともできます。機能をオフにするには、運転者はイン
ストルメント・パネル・ディスプレイのボタンを使用して
速度警告に移動し、上 矢印または下 矢印を、

速度ではなく「OFF（オフ）」になるまで押します。

● Hill Start Assist（ヒル・スタート・アシスト）：ヒル・スター
ト・アシスト・システムを作動／解除します

Lights（照明） — タイプ別装備

「Lights（照明）」を選択すると、以下の調節を行えます。

● Ambient Lights（アンビエント・ライト）（タイプ別装備）：
ドアとオーバーヘッド・コンソールのライトの照度を調
節します

● Lights Off Delay（ライトの消灯遅延）：エンジンを停止
してからヘッドライトが消灯するまでの遅延時間を設
定します

● Headlight Sensitivity（ヘッドライトの感度）：ヘッドライ
トの明るさの感度を調節します

● Greeting Lights（グリーティング・ライト）：ドアを解錠し
たときに方向指示器を作動します

● Daytime Lights（デイタイム・ランプ）（タイプ別装備）：
デイタイム・ランニング・ランプを作動／解除します

● Cornering Lights（コーナリング・ライト）（タイプ別装
備）：コーナリング・ライトを作動／解除します

● Auto High Beam（オート・ハイ・ビーム）（タイプ別装
備）：オート・ハイ・ビーム・ヘッドライトを作動／解除し
ます

Doors And Locks（ドアとロック）

「Doors And Locks（ドアとロック）」を選択すると、以下の
調節を行えます。

● Auto Unlock Doors（オート・ドア・アンロック）：車両か
ら出るときに自動でドアが解錠されます

● Lights with Lock（施錠時に方向指示器を作動）：ドア
の施錠時に方向指示器を作動します

● Horn With Remote Lock（リモート・ロックでホーンを鳴
らす）：キーのロック・ボタンを押したときのホーンを作
動／解除します。「Off（鳴らさない）」、「First Press（1
回目の押下）」、および「Second Press（2 回目の押
下）」のオプションがあります

● Horn With Remote Start（リモート始動でホーンを鳴ら
す）（タイプ別装備）：キーを使ってエンジンをリモート
始動したときのホーンを作動／解除します

● Door Unlock（ドアの解錠）：キーのロック解除ボタンを
1 回押したときにすべてのドアを解錠するか、運転席
ドアだけを解錠するか選択できます

● Auto Driver Comfort（オート・ドライバ・コンフォート）（タ
イプ別装備）：車両の始動中のオート・ヒータ／エアコ
ンを作動／解除します

● Key in Memory（キー・メモリ）（タイプ別装備）：キーに
リンクされたメモリを有効／無効にします

Compass（コンパス）

「Compass（コンパス）」を選択すると、以下の設定を変更
できます。

Calibration（補正）（タイプ別装備）

このコンパスは自動補正式のため、手動で補正する必
要はありません。新車の場合、コンパスが正常に表示さ
れないことがあり、コンパスが補正されるまでインストル
メント・パネルにダッシュ（- -）が表示されます。大きな金
属や金属製のものがまったくない場所で、インストルメン
ト・パネル・ディスプレイに表示されているダッシュ（- -）が
表示されなくなるまで車両を数回旋回させることで、コン
パスを補正することもできます。その後、コンパスは正常
に機能します。

Variance（バリアンス）（タイプ別装備）

コンパス・バリアンスとは、磁北と地理的北位との差で
す。差を補正するには、ゾーン・マップに従って、車両を
運転する地域にバリアンスを設定する必要があります。
正しく設定すると、コンパスは自動的に差を補正し、最も
正確なコンパス表示が得られます。
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コンパス・バリアンス・マップ

ディーゼル・ディスプレイ

該当する条件に応じて、インストルメント・パネル・ディス
プレイに以下のメッセージが表示されます。

● Exhaust Filter Nearing Full Safely Drive at Consistent
Speeds to Clear（排気フィルタの堆積量がほぼ最大
に達しています。除去するには一定速度で安全に走
行してください）

● Exhaust Filter Full – Power Reduced See Dealer（排
気フィルタの堆積量が最大に達しています - 動力が
低下しました。ディーラーに連絡してください）

● Exhaust System Service Required – See Dealer（排
気装置の整備が必要です - ディーラーに連絡してくだ
さい）

● Exhaust System – Filter XX% Full Service Required
See Dealer（排気装置 - フィルタの堆積量が XX%で
す。整備が必要です。ディーラーに連絡してください）

● Exhaust System Regeneration in Process Continue
Driving（排気装置の再生中。走行を続けてください）

● Exhaust System – Regeneration Completed（排気装
置 - 再生完了）
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ディーゼル排出微粒子フィルタ
（DPF）のメッセージ 
このエンジンは、該当するディーゼル・エンジンの排出規
制のすべてに合格しています。車両には、この規制に適
合させるための最新のエンジンおよび排気装置が搭載
されています。こうした装置は車両にシームレスに統合
され、パワートレイン・コントロール・モジュール（PCM）に
より管理されています。PCM は、エンジンの燃焼を管理
して、排気装置の触媒が排気微粒子（PM）汚染物質を
捕集して焼却できるようにします。ドライバーの操作や干
渉は一切必要ありません。

警告!

可燃物の上に駐車すると、排気装置が熱を持ち、火災
が発生する恐れがあります。たとえば、草や葉などが
車両の排気装置に接触すると火災の原因になりま
す。そのような可燃物が排気装置に接触するような場
所に車両を駐車したり、そのような場所で車両を整備
しないでください。

注意!

警告灯が点灯していても、エンジンを切ることができま
す。再生処理によって繰り返し中断されると、エンジ
ン・オイルの早期劣化を招くことがあります。このた
め、エンジンを切る前に記号が消灯するのを待ち、上
記の指示に従うことを常にお勧めします。車両が停止
しているときに、DPF 再生処理を実行しないでくださ
い。

車両には、車両またはエンジンに追加の保守整備が必
要であることを通知する機能が備わっています。インスト

ルメント・パネル・ディスプレイには、次のようなメッセー
ジが表示されます。

● 「Exhaust Filter Nearing Full Safely Drive at
Consistent Speeds to Clear（排気フィルタの堆積量が
ほぼ最大に達しています。除去するには一定速度で
安全に走行してください）」- 排気微粒子フィルタが最
大容量の 80%になると、このメッセージが表示されま
す。走行距離が短く、低速で走行している場合は、デ
ィーゼル・エンジンと排気後処理システムが、フィルタ
から堆積した PM を取り除くために必要な条件に達し
ていない恐れがあります。その場合は、「Exhaust
Filter XX% Full Safely Drive at Highway Speeds to
Remedy（排気フィルタの堆積量が XX%です。高速道
路での安全な高速走行で再生してください）」というメ
ッセージが表示されます。このメッセージが表示され
ると、この状態に注意を促すためのチャイムも同時に
鳴ります。高速道路で 20 分間走行するだけで、微粒
子フィルタ・システムの状態は改善します。ディーゼ
ル・エンジンおよび排気後処理システムのフィルター
の清掃と、堆積した PM の除去が可能になり、システ
ムを通常の動作状態に戻すことができます。

● 「Exhaust System Regeneration in Process Continue
Driving（排気装置の再生中。走行を続けてください）」-
このメッセージは DPF が自己清掃していることを示し
ます。再生終了まで、現在の走行条件を維持してくだ
さい。

● 「Exhaust System — Regeneration Completed（排気装
置 - 再生完了）」- このメッセージは、DPF の自己清掃
が完了したことを示しています。このメッセージが表示
されると、この状態に注意を促すためのチャイムも同
時に鳴ります。

● 「Exhaust System Service Required — See Dealer（排
気装置の整備が必要です）」 - このメッセージは、シス
テム故障のため再生が不能になったことを示していま

す。このとき、エンジンのパワートレイン・コントロー
ル・モジュール（PCM）は故障コードを登録し、インスト
ルメント・パネルにエンジン警告灯（MIL）が点灯しま
す。

注意!

そのまま使用を続けると、早期に排気装置の破損
が生じることがあるので、正規ディーラーに整備を
依頼してください。

● 「Exhaust Filter Full — Power Reduced See Dealer（排
気フィルタ満量 - 出力低下。ディーラーに連絡してくだ
さい）」 - このメッセージは、排気後処理システムの恒
久的な破損の恐れを回避するために、PCM がエンジ
ンの出力レベルを下げたことを示しています。この状
態が改善されず、ディーラーでの整備が実施されない
場合、排気後処理システムに長期にわたる破損が発
生することがあります。この状態を改善するには、正
規ディーラーで車両の整備を行う必要があります。

メモ :
オイル交換表示灯に従わず、残り距離 0km（0 マイ
ル）でオイルを交換した場合、ディーゼル排気微粒子
フィルタは清掃ルーティンを実行できません。この場
合、間もなくエンジン警告灯（MIL）が点灯し、エンジン
出力が制限されます。この状態は、正規ディーラーで
しか解除できません。

注意!

そのまま使用を続けると、早期に排気装置の破損
が生じることがあるので、正規ディーラーに整備を
依頼してください。
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バッテリ・セーバ・オン／バッテリ・セ
ーバ・モード・メッセージ — 電力負荷
低減機能 — タイプ別装備

この車両には、インテリジェント・バッテリ・センサ（IBS）が
装備されており、電気系統および車両バッテリの状態を
監視します。

IBS が充電システム不具合、あるいは車両のバッテリ状
態の悪化を検出すると、車両の走行時間および走行距
離を伸ばすために、電力負荷の低減動作を実行します。
この動作は、必要でない電力負荷に対する出力を下げ
るか、オフにすることによって行われます。

負荷低減機能はエンジン動作中にのみ有効になりま
す。電源を供給できなくなるために車両が停止する、ま
たは現在の走行サイクル後に再始動しなくなる程度にま
でバッテリが消耗する恐れがある場合には、メッセージ
が表示されます。

負荷低減機能の作動時には、インストルメント・パネル・
ディスプレイに「Battery Saver On（バッテリ・セーバ・オ
ン）」または「Battery Saver Mode（バッテリ・セーバ・モー
ド）」というメッセージが表示されます。

これらのメッセージは、車両バッテリの充電レベルが低
下し、そのまま走行を続けると充電システムを維持でき
なくなる程度にまで電力が低下することを示しています。

メモ :
● 充電システムは負荷低減機能から独立して作動しま

す。充電システムは、充電システムの診断を継続して
実行します。

● バッテリ充電警告灯が点灯した場合、充電システム
の問題を示していることがあります ð ページ 72。

オフになる電力負荷（タイプ別装備）、および負荷低減に
より影響を受ける車両の機能は、以下のとおりです。

● シート・ヒータ/ベンチレーテッド・シート/ヒーテッド・ス
テアリング・ホイール

● 保温・保冷式カップ・ホルダ — タイプ別装備

● リヤ・デフロスタおよびヒーテッド・ドア・ミラー

● エアコンディショナー・システム

● 150W パワー・インバータ・システム

● オーディオ・システムおよびテレマティックス・システム

バッテリーの充電不足は、以下のうちの一つまたは複数
の状況により発生します。

● 電力負荷が充電システムの能力より大きくなるため、
充電システムが車両システムに十分な電力を供給で
きなくなる。それでも充電システムは正常に機能して
いる。

● 特定の走行条件（市街地走行、けん引、頻繁な停止）
で、車両のすべての電力負荷がオンになる（たとえ
ば、エアコンディショナーが最大設定になる、室内灯
や車外灯が点灯する、+12 ボルト、150W 電源アウト
レット、USB ポートが過負荷になる）。

● 追加のランプ、後付けの電気アクセサリ、オーディオ・
システム、アラーム、およびそれに類似した装置など
のオプションが装備されている。

● 異常な走行サイクル（短距離走行と長期間の駐車の
繰り返しなど）。

● 車両を長期間（週単位、あるいは月単位で）駐車し
た。

● 最近バッテリーを交換したが、完全に充電していなか
った。

● 車両を駐車したときに作動していた電力負荷によって
バッテリが放電した。

● エンジンが作動していない状態で、ラジオ、ライト、充
電器、掃除機などの携帯電気器具用の+12V 電源、
ゲーム・コンソールおよびそれに類する機器へ電力を
供給するためにバッテリが長期間に使用された。

電気負荷低減アクション・メッセージが表示される
（「Battery Saver On（バッテリ・セーバ・オン）」または
「Battery Saver Mode（バッテリ・セーバ・モード）」）場合
に行うこと

走行中：

● 可能な場合、以下のようにして不要な負荷への出力
を下げる：

○ 余分な灯火類（室内灯や車外灯）を消灯する

○ +12 ボルト、150W 電源アウトレット、USB ポートに
接続されているものを点検する

○ エアコンディショナー設定（ファン、温度）を確認す
る

○ オーディオ設定（音量）を確認する

走行後：

● 市販の機器（追加ランプ、カスタム電装品、オーディ
オ・システム、アラーム）が取り付けられていないかを
確認し、取り付けられている場合は、仕様を確認する
（負荷電流およびイグニッション OFF ドロー電流）。

● 直近の走行サイクル（走行距離、走行時間および駐
車時間）の見直しを行う。

● それでも引き続き走行中にメッセージが表示される場
合や、車両および走行パターンを見直しても原因を特
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定できない場合は、車両の修理点検を行う必要があ
ります。

警告灯およびメッセージ
インストルメント・パネルの警告灯／表示灯が点灯する
と、それに関連する専用のメッセージや警告音が同時に
発せられます。メッセージや警告音は注意を喚起する予
備的なものですので、それだけに頼ったり、取扱説明書
に記載されている情報に代わるものと考えたりはしない
でください。また、いかなる場合でも取扱説明書の説明
を十分にお読みください。故障の兆候が見受けられる場
合は、必ずこの章の説明を参照してください。まず、問題
に該当する表示灯がすべて表示されます。装備オプショ
ンやその時点の車両の状態によっては、システム点検メ
ニューの表示が異なることがあります。一部の表示灯は
オプションであり、表示されないことがあります。

赤色警告灯

エアバッグ警告灯

この警告灯は、エアバッグの故障を示し、イ
グニッションを「ON/RUN（オン／走行）」位置
にすると、電球点検として 4～8 秒間点灯し
ます。この警告灯は、エアバッグの故障が検

出された場合にチャイム 1 回とともに点灯し、故障が解
消されるまで点灯したままになります。エンジン始動時に
この警告灯が点灯しなかったり、点灯したままの状態に
なったり、または運転中に点灯した場合は、直ちに正規
ディーラーで点検を受けてください。

ブレーキ警告灯

この警告灯は、ブレーキ・フルード量やパー
キング・ブレーキなどのさまざまなブレーキ
機能をモニタします。ブレーキ警告灯が点灯
している場合は、パーキング・ブレーキがか

かっているか、ブレーキ・フルード量が低下しているか、
またはアンチロック・ブレーキ・システムに不具合がある
ことを示しています。

パーキング・ブレーキがかかっていないときやマスタ・シ
リンダ・リザーバのフルード量が規定値にあるときに、ブ
レーキ警告灯が点灯したままの場合は、ブレーキ油圧シ
ステムに故障があるか、またはブレーキ・ブースタでの
問題がアンチロック・ブレーキ・システム（ABS）／エレクト
ロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）システムで検
出されたことを示しています。この場合、不具合が修理さ
れるまで警告灯は点灯し続けます。問題がブレーキ・ブ
ースタに関係している場合、ブレーキをかけているときに
ABS ポンプが作動し、停車しようとするたびにブレーキ・
ペダルの脈動が感じられる場合があります。

このデュアル・ブレーキ・システムは、油圧システムが一
部効かなくなった場合に予備のブレーキ能力を発揮しま
す。デュアル・ブレーキ・システムのいずれかで漏れが発
生すると、ブレーキ警告灯が点灯します。これは、マス
タ・シリンダのブレーキ・フルード量が規定値より低下し
た時に点灯します。

警告灯は、不具合が修理されるまで点灯し続けます。

メモ :
この警告灯は、急なカーブを曲がるときなどにフルード
量の状態が変化することにより点滅する場合がありま
す。車両を整備に出し、ブレーキ・フルード量の点検を受
けてください。

ブレーキの故障がある場合は、直ちに修理が必要です。

警告!

赤いブレーキ警告灯が点灯したままの状態で走行す
ることは危険です。ブレーキ・システムの一部に故障
が起きている可能性があります。この場合、車両の制
動距離が長くなります。衝突事故につながります。直
ちに点検を受けてください。

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）装備車には、電
子ブレーキ・フォース・ディストリビューション（EBD）機能
も搭載されています。EBD が故障した場合、ブレーキ警
告灯が ABS 警告灯とともに点灯します。早急に ABS シ
ステムを修理する必要があります。

ブレーキ警告灯の動作は、イグニッション・スイッチを
「OFF」位置から「ON/RUN」位置に回すことによって確認
できます。警告灯が約 4 秒間点灯します。その後、パー
キング・ブレーキを効かせるか、またはブレーキの不具
合が検知されない限り、警告灯は消灯します。警告灯が
点灯しない場合、正規ディーラーで点検を受けてくださ
い。

また、イグニッション・スイッチが「ON/RUN」位置でパー
キング・ブレーキを効かせるとこの警告灯が点灯します。

メモ :
この場合は、単にパーキング・ブレーキがかかっている
ことを示します。ブレーキの作動具合を示すものではあ
りません。

バッテリ充電警告灯

この警告灯は、バッテリが適切に充電されて
いない場合に点灯します。エンジンが作動中
でも点灯し続ける場合、充電装置に問題が
あるおそれがあります。できるだけ早く、正規

ディーラーにお問い合わせください。
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これは、電気系統または関連部品に問題がある可能性
を示しています。

ドア・オープン警告灯

この警告灯は、ドアが半ドアまたは開いた状
態で、完全に閉じていないときに点灯しま
す。

メモ :
車両が動いている場合、チャイムが 1 回鳴ります。

居眠り検知警告ー タイプ別装備

運転者居眠り検知機能は、運転者に適宜休
憩を促すことで疲労による事故の回避を支
援します。運転者の居眠りを検知すると、運
転者が OK ボタンを押して消灯させるまでポ

ップアップが表示されたままになります。

ポップアップ・メッセージが消灯すると、その状況が解消
されるまでメッセージが保存されます。

電動パワー・ステアリング（EPS）故障警告
灯

この警告灯は、EPS システムに故障が発生
すると点灯します ð ページ 93。

警告!

アシストが完全でない車両を操作し続けると、事故に
つながる恐れがありますので、直ちに整備を受けてく
ださい。

エレクトロニック・スロットル・コントロール
（ETC）警告灯

この警告灯は、ETC システムに不具合が発
生すると点灯します。車両の走行中に不具
合が検出されると、不具合の状況に応じて
警告灯は点灯または点滅します。車を安全

に停車させ、トランスミッションを「P（パーキング）」位置に
入れてイグニッションを切り替えると、警告灯は消えま
す。走行中に警告灯が点灯し続ける場合、通常は走行
可能ですが、できるだけ早く正規ディーラーで点検を受
けてください。

メモ :
アクセル・ペダルとブレーキ・ペダルを同時に踏むと、こ
の警告灯は点灯することがあります。

この警告灯が走行中に点滅し続ける場合、直ちに点検
を受ける必要があります。出力の低下、アイドリング回
転数の増加、不安定、またはエンストなどが起きて、車
両をけん引しなければならなくなる場合もあります。警告
灯は、イグニッションを「ON/RUN」位置にした時に点灯
し、電球点検のためしばらく点灯します。始動時に警告
灯が点灯しない場合、正規ディーラーでシステムの点検
を受けてください。

エンジン 温度警告灯

この警告灯は、エンジンがオーバーヒートし
ているときに点灯します。エンジン・クーラン
ト温度が高すぎる場合は、警告灯が点灯し、
チャイムが 1 回鳴ります。

走行中に警告灯が点灯した場合、安全を確認して車を
路肩に寄せ、停止させてください。エアコン（A/C）システ
ムを ON にしている場合は OFF にします。トランスミッシ
ョンを「N（ニュートラル）」に入れ、アイドリングします。水
温計の測定値が正常範囲に戻らない場合は、直ちにエ

ンジンを止めて、整備を依頼してください ðページ

208。

ボンネット・オープン警告灯

この警告灯は、ボンネットが開いたままの状
態で、完全に閉じていないときに点灯しま
す。

メモ :
車両が動いている場合、チャイムが 1 回鳴ります。

リフトゲート・オープン警告灯

この警告灯は、リフトゲートが開くと点灯しま
す。

メモ :
車両が動いている場合、チャイムが 1 回鳴ります。

油圧警告灯

この警告灯はエンジン油圧低下を示します。
走行中にこの警告灯が点灯する場合は、直
ちに車を止め、エンジンを停止し、正規ディ
ーラーに連絡してください。警告灯が点灯す

ると、警告チャイムが鳴ります。

原因の箇所を修理するまで車を運転しないでください。
この警告灯はエンジン・オイル量を示すものではありま
せん。エンジン・オイル・レベルはエンジン・ルーム内で
確認してください。
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オイル温度警告灯

この警告灯は、エンジン・オイル温度が高い
ことを示します。走行中にこの警告灯が点灯
する場合は、直ちに車を止め、エンジンを停
止します。オイル温度が正常レベルに戻る

のを待ちます。

シートベルト・リマインダ警告灯

この警告灯は、運転席または助手席のシー
トベルトが締められていないことを示します。
イグニッションを最初に「ON/RUN（オン/走
行）」位置にしたときに、運転席のシートベル

トが外れている場合は、チャイムが鳴り警告灯が点灯し
ます。運転中に助手席のシートベルトが外れたままの場
合は、シートベルト・リマインダ警告灯が点滅または点灯
し続け、チャイムが鳴ります ð ページ 170。

速度警告システム警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、車速が 80km/h または 120km/h 以上
になると点灯します。チャイムが 1 回鳴り、メッセージが
表示されます。

警告音の周期：

車速が 80km/h（49mph）- 2 分に 1 回（第
一段階）

車速が 120km/h（75mph）- 2 秒に 1 回（第
二段階）

メモ :
速度警告システムの警告音を止めるには、運転者が速
度を落とす以外の方法はありません。

トランスミッション異常警告灯

この警告灯は、トランスミッションに異常があ
る場合に点灯します（インストルメント・パネ
ル・ディスプレイにメッセージが表示され、ブ
ザーが鳴ります）。エンジン再始動後もメッセ

ージが表示されている場合は、正規ディーラーにお問い
合わせください。

トランスミッション温度警告灯

この警告灯は、トランスミッション・フルード温
度が高いことを警告するために点灯します。
これは、トレーラけん引などの過酷な使用を
行った際に発生することがあります。この警

告灯が点灯した場合、車を停止し、トランスミッションを
「P（パーキング）」または「N（ニュートラル）」に入れた状
態で、警告灯が消灯するまでエンジンをアイドリング回
転またはわずかに速いアイドリング回転で作動させてく
ださい。警告灯が消灯すれば、通常走行を継続してかま
いません。

警告!

トランスミッション温度警告灯が点灯しているときに車
の運転を続けると、トランスミッション・フルードが吹き
こぼれて温度が高いエンジンや排気系の部品に接触
し、火災が発生することがあります。

注意!

トランスミッション温度警告灯が点灯した状態で運転を
続けると、トランスミッションに深刻な損傷や故障が発
生する恐れがあります。

車両セキュリティ警告灯  タイプ別装備

この警告灯は、車両セキュリティ・システムが
セットされると約 15 秒間すばやく点滅し、そ
の後は解除されるまでゆっくりと点滅します。

黄色警告灯

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）警
告灯

この警告灯は、ABS を監視しています。イグ
ニッションを「ON/RUN」位置に動かすと点灯
し、約 4 秒後に消灯します。

運転中に ABS 警告灯が点灯し続ける場合、
または走行中に点灯する場合は、ブレーキ・システムの
ABS 装置が機能しておらず、できるだけ早い修理が必要
です。しかし、ブレーキ警告灯が点灯していなければ、通
常のブレーキ・システムはそのまま正常に作動します。

イグニッションを「ON/RUN（オン／走行）」位置に動かし
ても ABS 表示灯が点灯しない場合、正規ディーラーでブ
レーキ・システムの点検を受けてください。

エレクトロニック・パーキング・ブレーキ警
告灯

この警告灯は、エレクトロニック・パーキン
グ・ブレーキが正常に機能しておらず、整備
が必要であることを点灯して知らせます。正
規ディーラーにお問い合わせください。

74 インストルメント・パネルについて



エレクトロニック・スタビリティ・コントロー
ル（ESC）作動警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、ESC システムが作動している
ときに点灯します。インストルメント・パネル
内の ESC 表示灯は、イグニッションを
「ON/RUN（オン／走行）」位置にしたときと、

ESC が作動したときに点灯します。この表示灯は、エン
ジンが始動すると消灯します。エンジンがかかっても
ESC 警告灯が点灯し続ける場合は、ESC システムに故
障があることを意味します。イグニッション操作が数回行
われ、48km/h（30mph）以上の速度で数キロメートル
（数マイル）運転した後も警告灯が点灯し続ける場合、直
ちに正規ディーラーで診断および修理を受けてください。

● ESC OFF 表示灯と ESC 表示灯は、イグニッションを
「ON/RUN（オン／走行）」位置にするたびに一時的に
点灯します。

● ESC システムの作動中は、ブンブンまたはカチッとい
う音を発します。これは正常な動作で、ESC が作動し
なくなるとこの音は止まります。

● ESC が作動すると、この警告灯が点灯します。

エレクトロニック・スタビリティ・コントロー
ル（ESC）オフ警告灯 – タイプ別装備

の警告灯は、ESC が OFF であることを示しま
す。イグニッション・スイッチを「ON/RUN（オン
／走行）」位置にするたびに、以前 OFF にし
ていた場合でも、ESC システムは ON になり

ます。

燃料カットオフ警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、事故の発生後にシステムが
燃料を遮断した場合に点灯します。

アクティブ・レーン・マネジメント警告灯 —
タイプ別装備

車両が車線ラインに近づくと、アクティブ・レ
ーン・マネジメント警告灯は黄色に点灯しま
す。車両が車線ラインを越えると、
LaneSense 警告灯は点滅します。

アクティブ・レーン・マネジメント整備警告
灯 — タイプ別装備

この警告灯は、アクティブ・レーン・マネジメン
ト・システムが作動しておらず、整備が必要
な場合に点灯します。正規ディーラーにお問
い合わせください。

クーラント・レベル低下警告灯

この表示灯は、車両のクーラント・レベルが
低下しているときに点灯しますð ページ

221。

残燃料警告灯

タンク容量が 51L（13.5 gal）か 60L（15.8
gal）かによって、燃料の残量がそれぞれ
5.6L（1.5gal）または 6.6L（1.7gal）未満まで
減少すると、残燃料表示灯が点灯します。

ウォッシャ液不足警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、フロントウィンドウ・ウォッシャ
液の残量が少なくなったときに点灯します。

エンジン点検／警告灯（MIL）
MIL は、エンジンおよびオートマチック・トラン
スミッションのコントロール・システムを監視
する OBD II と呼ばれるオンボード故障診断
システムの一部です。エンジン始動前、イグ

ニションを「ON/RUN（オン／走行）」位置にすると、この
警告灯が点灯します。イグニッション・スイッチを「OFF（オ
フ）」から「ON/RUN（オン／走行）」位置にしたときに警告
灯が点灯しない場合は、直ちに点検を受けてください。

エンジン始動後も、フューエル・フィラ・キャップの緩みや
紛失、燃料の品質不良などで警告灯が点灯することが
あります。通常の運転の際にこの警告灯がたびたび点
灯したままになる場合は、車の整備を受けてください。こ
のようなときでも、ほとんどの場合、車は正常に運転で
き、けん引の必要はありません。

MIL が点滅する場合は、エンジンが作動しているときに、
急な出力低下や触媒コンバータの損傷などにつながる
重大な不具合があることを警告しています。その場合
は、直ちに正規ディーラーで車両の整備を受けてくださ
い。

警告!

上記のように触媒コンバータが故障した場合、触媒コ
ンバータの温度が通常の走行状態よりも高くなること
があります。乾燥した草木など、可燃性の物質の上を
低速で走行したり、駐車したりした場合、触媒コンバー

(続き)
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警告!

タの故障が原因で火災が発生し、運転者、乗員、また
は他の人が死亡したり、重傷を負うことがあります。

注意!

エンジン警告灯（MIL）が点灯したまま長時間運転する
と、車両コントロール・システムが損傷する恐れがあり
ます。また、燃費と操縦性にも影響を与えることがあり
ます。MIL が点滅すると、触媒コンバータの重大な損
傷と出力低下が程なくして起こります。直ちに整備を
受けてください。

AdBlue®（UREA）インジェクション・システ
ム異常警告灯 - タイプ別装備

許容可能特性に適合しない不明なフルード
が補充された場合、または 50%を超える
AdBlue®（UREA）の平均消費が検出された
場合に、ディスプレイの専用メッセージ（タイ

プ別装備）とともにこの警告灯は点灯します。できるだけ
早く、正規ディーラーにお問い合わせください。

問題が解決しない場合、エンジンの始動ができなくなる
まで特定のしきい値が達すると、特定のメッセージがイ
ンストルメント・パネル・ディスプレイに表示されます。

AdBlue®タンクが空になるまで、約 200km（125 マイル）
走行する必要がある場合、インストルメント・パネルには
専用メッセージが途切れずに表示され、ブザーが鳴りま
す（タイプ別装備）。

アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）整備警告灯 - タイプ別装備

この表示灯は、ACC が作動しておらず、整備
が必要な場合に点灯します ð ページ

99。

4WD 整備警告灯 - タイプ別装備

この警告灯は、4WD システムに故障が発生
すると点灯します。警告灯が点灯し続けたり
走行中に点灯したりするときは、4WD システ
ムが正常に機能しておらず、整備が必要で

あることを示しています。最寄りの正規ディーラーまで運
転し、直ちに車両の整備を受けることをお勧めします。

前面衝突警報（FCW）の整備警告灯 - タイ
プ別装備

この警告灯は、前面衝突警報システムの故
障を示す場合に点灯します。正規ディーラー
で整備を受けてください ð ページ 165。

START&STOP システム整備警告灯 - タイ
プ別装備

この警告灯は、START&STOP システムが正
常に機能しておらず、整備が必要である場
合に点灯します。正規ディーラーで整備を受
けてください。

タイヤ・プレッシャ・モニタリング・システム
（TPMS）警告灯 — タイプ別装備

警告灯が点灯し、タイヤ空気圧が推奨値より
も低下していることや、ゆっくりと圧力が喪失
していることを伝えるメッセージが表示されま
す。このような場合、最適なタイヤの寿命や

燃費が確保されないことがあります。

1 本以上のタイヤが上記の状態になった場合、該当する
タイヤが表示されます。

注意!

1 本以上のタイヤがパンクした状態で走行を続けない
でください。操作性が失われるおそれがあります。急
ブレーキや急ハンドルを避け、車を止めてください。タ
イヤがパンクした場合は、専用のタイヤ修理キットを
使って直ちに修理し、できるだけ早く正規ディーラーに
お問い合わせください。

冷間時に、スペア・タイヤ（ある場合）も含め各タイヤを毎
月チェックし、車両プラカードまたはタイヤ空気圧ラベル
に記載されているメーカー推奨空気圧までタイヤの空気
を入れてください。車両プラカードまたはタイヤ空気圧ラ
ベルに記載されているサイズとは異なるサイズのタイヤ
が車に取り付けられている場合、適切なタイヤ空気圧を
判断する必要があります。

追加の安全機能として、車両には TPMS が装備されて
おり、1 つ以上のタイヤの空気圧が大幅に低下したとき
に低タイヤ空気圧警告灯が点灯します。低タイヤ空気圧
警告灯が点灯したら、直ちに車を止め、タイヤをチェック
した後、適切な空気圧までタイヤに空気を入れてくださ
い。タイヤ空気圧が著しく低下している状態で走行する
と、タイヤが過熱し、タイヤの不具合につながるおそれ
があります。タイヤ空気圧が低いと燃費も低下し、タイ
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ヤ・トレッドの寿命も短くなります。さらに、車の操作や制
動能力にも影響が出る可能性があります。

TPMS は通常のタイヤのメンテナンスに代わるものでは
ないことに注意してください。空気圧の低下が TPMS の
低タイヤ空気圧警告灯が点灯するレベルに達していな
い場合でも、タイヤの空気圧を正しく保つのは運転者の
責任です。

また、この車には、システムの動作が適切でない場合に
点灯する TPMS 警告灯が装備されています。TPMS 警
告灯は低タイヤ空気圧警告灯と組み合わせて使用され
ます。システムによって不具合が検出されると、警告灯
が約 1 分間点滅し、その後は点灯し続けます。不具合
が発生しているかぎり、この動作はその後の車の始動
時にも継続します。警告灯が点灯していると、システム
によって低タイヤ空気圧が正しく検出および警告できな
い場合があります。TPMS の不具合は、交換タイヤまた
は代替タイヤまたはホイールを車に取り付けた場合な
ど、TPMS の適切な動作を妨げるさまざまな原因によっ
て発生します。タイヤやホイールを 1 つでも交換した場
合は、TPMS 警告灯を必ず確認し、交換用または代替の
タイヤやホイールでも TPMS が引き続き正常に動作する
ことを確認してください。

注意!

TPMS は、純正タイヤとホイール用に最適化されてい
ます。TPMS の空気圧と警告は、車両に取り付けられ
たタイヤ・サイズに対して設定されています。サイズ、
タイプ、またはスタイル（あるいはそのすべて）が同じ
でない交換タイヤを使用すると、好ましくないシステム
操作が発生したり、センサが損傷したりする場合があ
ります。アクセサリ部品のホイールを使用すると、セン
サが損傷する可能性があります。市販のタイヤ・シー
ラントを使用すると、タイヤ・プレッシャ・モニタリング・

(続き)

注意!

システム（TPMS）のセンサが作動しなくなる場合があり
ます。市販のタイヤ・シーラントの使用後は、お近くの
正規ディーラーに車両をお持ちいただき、センサ機能
の点検を受けることをお勧めします。

けん引フック故障警告灯 – タイプ別装備

この警告灯は、けん引フックに不具合がある
ときに点灯します。正規ディーラーで整備を
受けてください。

黄色表示灯

「4WD LOW」表示灯—タイプ別装備

この表示灯は、車が 4WD LOW モードに入っ
ていることを運転者に警告します。フロントお
よびリヤ・ドライブシャフトが機械的に同時に
ロックされ、前輪と後輪は強制的に同じ速度

で回転します。ロー・レンジの方が減速率が高く、ホイー
ルに伝達されるトルクが大きくなりますð ページ

92。

4WD ロック表示灯 - タイプ別装備

この表示灯は、車両が 4WD ロック・モードに
入っていることを運転者に警告します。フロ
ントおよびリヤ・ドライブシャフトが機械的に
同時にロックされ、前輪と後輪は強制的に同

じ速度で回転します ð ページ 92。

アクティブ・スピード・リミッタ故障表示灯 -
タイプ別装備

この警告灯は、アクティブ・スピード・リミッタ
の故障が検知されたときに点灯します。

オート・ブレーキ・ホールド故障表示灯 - タ
イプ別装備

オート・ブレーキ・ホールド故障が検出される
と、故障表示灯が点灯し、故障状態が存在
する限り点灯し続けます。

前面衝突警報（FCW）表示灯 - タイプ別装
備

この表示灯は、前方車両との衝突可能性を
警告する場合に点灯します。

前面衝突警報（FCW）オフ表示灯 - タイプ
別装備

この表示灯は、前面衝突警報が OFF である
ことを示す場合に点灯します。

燃料カットオフ故障灯 - タイプ別装備

この表示灯は、燃料カットオフに故障がある
場合に点灯します。この表示灯が点灯した
場合は、正規ディーラーに点検をご依頼くだ
さい。
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イモビライザ故障／VPS 電気アラーム表
示灯

この表示灯は、車両セキュリティ・システムが
車両への侵入が試みられたことを検知する
と点灯します。

メモ :
イグニッションを「ON/RUN（オン／走行）」に回した後、シ
ステムで問題が検知されると、車両セキュリティ警告灯
が点灯します。この状況では、2 秒後にエンジンが停止
します。

-ディーゼル微粒子フィルタ（DPF）清掃進
行中表示灯 - DPF 搭載ディーゼル・バー
ジョンのみ - タイプ別装備

この表示灯が点灯するか、またはメッセージ
が表示されると、DPF システムが再生プロセ
スを通して捕集された汚染物質（微粒子）を
除去する必要があることを示しています。走

行条件によって運転者に知らせる必要があるときを除
き、DPF 再生時に毎回、点灯またはメッセージの表示は
ありません。記号を消灯するには、再生プロセスが終了
するまで車両を走行し続けます。平均で、このプロセス
15 分かかります。

このプロセスを完了するための最適条件は、エンジン回
転数を 2000rpm 超にしながら、60km/h（37mph）で走
行します。

この記号が点灯するか、またはメッセージが表示されて
いる場合でも、車両の故障を示しているわけではないた
め、ワークショップに入庫する必要はありません。

メモ :
バージョンによっては、記号の点灯とともに、ディスプレ
イに専用メッセージが表示されます。

注意!

車両の走行速度は必ず、交通状況、天候条件に合わ
せ、交通規則を遵守してください。

DPF 警告灯が点灯していても、エンジンを切ることが
できますが、再生処理が繰り返し中断されると、エンジ
ン・オイルの早期劣化を招くことがあります。このた
め、エンジンを切る前に記号が消灯するのを待つこと
が重要です。車両が停止しているときに、DPF 再生処
理を実行しないでください。

ディーゼル排気液添加剤 AdBlue®
（UREA）残量少表示灯 - タイプ別装備

ディーゼル排気液添加剤 AdBlue®（UREA）
残量少表示灯は、AdBlue®レベルが低くなる
と点灯します。

AdBlue®タンクに 5 リットル（1.3 ガロン）以
上の AdBlue®をできるだけ早く補充します。

タンク内での AdBlue®の残量がゼロに等しくなってから
タンクへの補充を完了した場合は、2 分間待ってから車
両を始動する必要がある場合があります。

リヤ・フォグ・ランプ表示灯 - タイプ別装備

リヤ・フォグ・ランプが点灯すると、この表示
灯が点灯します。

燃料内水混入表示灯 – タイプ別装備

燃料内水混入表示灯は、フューエル・フィル
タ内で水が検知されたときに点灯します。こ
の表示灯が点灯し続ける場合は、エンジン
の損傷を防止するため、フューエル・フィルタ

から水を排出するまではエンジンをかけないでください。
また、正規ディーラーにお問い合わせください。

注意!

フューエル・システム回路に水が混入すると、インジェ
クション・システムに重大な損傷が発生し、異常なエン
ジン作動になることがあります。表示灯が点灯してい
る場合、できるだけ早く正規ディーラーに連絡し、シス
テムから抜き取ってください。補充直後に前記の表示
灯が点灯した場合、タンクに水が混入しています。直
ちにエンジンを切り、正規ディーラーにお問い合わせく
ださい。

始動待機表示灯 - タイプ別装備

イグニッションを「RUN（走行）」位置に回す
と、この表示灯が約 2 秒間点灯します。低温
での走行状態においては、点灯時間が長く
なることがあります。表示灯が消灯するま

で、車両は始動しませんð ページ 82。

メモ :
始動待機表示灯は、インテーク・マニフォールド温度が
十分に高い場合は点灯しないことがあります。
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緑色表示灯

アクティブ・スピード・リミッタ設定表示灯 -
タイプ別装備

この表示灯は、アクティブ・スピード・リミッタ
を ON にして特定の速度に設定すると点灯し
ます ð ページ 79。

先行車を検知していないときのアダプティ
ブ・クルーズ・コントロール（ACC）設定表
示灯 - タイプ別装備

このランプはアダプティブ・クルーズ・コントロ
ールが「SET（セット）」の位置にあり、前方に
車両が検知されていないときに点灯します

ð ページ 99。

先行車を検知しているときのアダプティ
ブ・クルーズ・コントロール（ACC）設定表
示灯 - タイプ別装備 

このランプはアダプティブ・クルーズ・コントロ
ールが「SET（セット）」の位置にあり、先行車
が検知されているときに点灯します ð ペ
ージ 99。

オート・ブレーキ・ホールド表示灯  タイプ
別装備

オート・ブレーキ・ホールドにより、ブレーキ・
ペダルに足を載せておかなくても、車両が完
全停止状態に維持されます。作動すると、イ
ンストルメント・パネル・ディスプレイに緑色の

「HOLD（ホールド）」表示が現れます。

アクティブ・レーン・マネジメント表示灯 –
タイプ別装備

アクティブ・レーン・マネジメント表示灯が緑
色に点灯している場合、両方の車線が検知
され、システムが「設定」され、意図しない車
線逸脱の発生時に視覚による警告とトルク

による警告を発する準備が完了しています。

駐車灯／ヘッドライト表示灯

この表示灯は、駐車灯またはヘッドライトを
ON にすると点灯します。

フロント・フォグ・ランプ表示灯  タイプ別装
備

フロント・フォグ・ランプが点灯すると、この表
示灯が点灯しますð ページ 36。

方向指示灯表示灯

左右の方向指示器を作動させると、方向指
示器表示灯は個別に点滅し、対応する車外
の方向指示器が点滅します。方向指示灯
は、マルチファンクション・レバーを下（左）ま

たは上（右）に動かして作動させます。

メモ :
● 左右どちらかの方向指示灯を出したまま 1 マイル

(1.6 km)以上運転すると、警告チャイムが鳴り続けま
す。

● 左右どちらかが早く点滅する場合は、フロントおよび
リヤの方向指示灯の電球に不具合がないかどうか点
検してください。

クルーズ・コントロール SET 表示灯 - タイ
プ別装備

この表示灯は、クルーズ・コントロールが希
望の速度に設定されると点灯します ð ペ
ージ 98。

START&STOP 作動表示灯  タイプ別装備

この表示灯は、START&STOP 機能が「自動
停止」モードになっているときに点灯します。

オート・ハイ・ビーム表示灯 – タイプ別装
備

この表示灯は、オート・ハイ・ビーム・ヘッドラ
イトが点灯していることを示します ðペー

ジ 36。

インテリジェント・スピード・アシスト（ISA）
セット — タイプ別装備

ISA システムは、アクティブ・スピード・リミッタ
とトラフィック・サイン・アシスト（TST）システム
の組み合わせにより、検知した道路標識に
基づき、最大車速を自動的に調整します。シ

ステムが完全に作動し、TSA システムを使用して現在の
速度を検知すると、インストルメント・パネル・ディスプレ
イのメッセージがアクティブ・スピード・リミッタによりその
時点で設定された速度とともに「Set（設定済み）」に変化
し、表示灯が緑色に変わります ð ページ 97。
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白色表示灯

アクティブ・スピード・リミッタ作動可能表
示灯 - タイプ別装備

この表示灯は、アクティブ・スピード・リミッタ
が作動しているが設定されていないときに点
灯します。

アクティブ・スピード・リミッタ設定表示灯 -
タイプ別装備

この表示灯は、アクティブ・スピード・リミッタ
を ON にして特定の速度に設定すると点灯し
ます ð ページ 95。

アクティブ・レーン・マネジメント表示灯 –
タイプ別装備

アクティブ・レーン・マネジメント・システムが
ON でも設定されていない場合、アクティブ・
レーン・マネジメント表示灯は白色に点灯し
ます。左または右の車線が検出された場

合、あるいはいずれの車線も検出されない場合にこのこ
とが行われます。1 本の車線が検出された場合で、検出
された車線で意図しない車線逸脱が発生すると、システ
ムは視覚による警告だけを示す準備が整います ð ペ
ージ 122。

ヒル・ディセント・コントロール（HDC）表示
灯 - タイプ別装備

この表示灯は、HDC 機能が作動していると
きに点灯します。HDC がセットされていると、
表示灯が点灯します。トランスファ・ケースが
「4WD Low」位置にあり、車速が 48km/h

（30mph）未満である場合にのみ、HDC をセットできま
す。これらの条件を満たしていない場合に、HDC 機能を
使用しようとすると、HDC 表示灯が点滅します。

クルーズ・コントロール作動可能表示灯 -
タイプ別装備

この表示灯は、クルーズ・コントロールがオン
でも設定されていないときに点灯します ð
ページ 98。

クルーズ・コントロール SET 表示灯 - タイ
プ別装備

この表示灯は、クルーズ・コントロールが設
定されると点灯しますð ページ 98。

速度警告システム表示灯 - タイプ別装備

設定速度警告がオンであり、設定速度を超
えると、チャイムが 1 回鳴り、ポップアップ・メ
ッセージ「Speed Warning Exceeded（速度警
告を超過）」が表示されます。「Speed

Warning（速度警告）」はインストルメント・パネル・ディス
プレイでオンおよびオフにできます。

「55」という数字は、単なる設定可能な速度の例です。

インテリジェント・スピード・アシスト（ISA）
作動可能 — タイプ別装備

ISA システムは、アクティブ・スピード・リミッタ
とトラフィック・サイン・アシスト（TST）システム
の組み合わせにより、検知した道路標識に
基づき、最大車速を自動的に調整します。

「Ready（作動可能）」というメッセージと白い表示灯がイ

ンストルメント・パネル・ディスプレイに表示され、システ
ムが作動したことを通知しますð ページ 97。

青色表示灯

ハイ・ビーム表示灯

この表示灯は、ハイ・ビーム・ヘッドライトが
点灯しているときに点灯します。ロー・ビーム
の使用中にマルチファンクション・レバーを前
方（車両前方側）に押すと、ハイ・ビームが点

灯します。マルチファンクション・レバーを後方（車両後方
側）に引くと、ハイ・ビームが消灯します。ハイ・ビームが
オフの場合、さらにレバーを手前に引くと、一時的にハ
イ・ビームが点灯し、「パッシング操作」を行えます。

灰色表示灯

クルーズ・コントロール作動可能表示灯 -
タイプ別装備

この表示灯は、クルーズ・コントロールがオン
でも設定されていないときに点灯します ð
ページ 98。

アクティブ・スピード・リミッタ作動可能表
示灯 - タイプ別装備

この表示灯は、アクティブ・スピード・リミッタ
が作動しているが設定されていないときに点
灯します。
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オンボード故障診断システ
ム— OBD II
この車両には、OBD II と呼ばれる高性能のオンボード故
障診断システムが装備されています。このシステムは、
排気、エンジンおよびオートマチック・トランスミッションの
各コントロール・システムの性能を監視するものです。こ
れらのシステムが適切に作動していると、車両は優れた
性能および燃費を発揮するほか、排ガスのレベルも現
行の基準値内に保たれます。

これらのシステムで点検が必要になると、OBD II システ
ムはエンジン警告灯（MIL）を点灯します。また、故障診
断コードや他の情報も記録するので、修理時の補助とな
ります。この警告灯が点灯した場合でも、通常車両は走
行可能で、けん引の必要はありませんが、できるだけ早
く正規ディーラーで整備を受けてください。

注意!

● MIL が点灯したまま長時間運転すると、排出物コン
トロール・システムへさらなる損傷を与える恐れが
あります。また、燃費と操縦性にも影響を与えるこ
とがあります。排ガス点検を行う前に、必ず車両を
整備してください。

● 車両の走行中に MIL が点滅すると、重大な触媒コ
ンバータの損傷と出力低下がすぐに発生します。直
ちに整備を受けてください。

オンボード故障診断システム（OBD
II）サイバーセキュリティ

エミッション・コントロール性能に関連する情報にアクセ
スするには、OBD ll と接続ポートを装備する必要があり

ます。認定を受けた整備士が車両およびエミッション・シ
ステムの診断および整備を実施する際に、この情報にア
クセスすることが必要になる場合がありますð ページ

136。

警告!

● VIN の読み取り、車両の診断、または整備を行うた
め、OBD II 接続ポートに機器を接続できるのは認
定整備技術者に限られます。

● OBD II 接続ポートに、運転者動作追跡機器などの
不正な機器が接続された場合、以下が生じる恐れ
があります。

○ 安全関連システムを含む車両システムに障害が
発生したり、車の制御が失われ、重傷または死
亡に至る事故を引き起こす可能性があります。

○ 車両システムに保存された情報（個人情報を含
む）へのアクセス、またはそれらの情報への他
者のアクセスが許可されます。
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始動と運転

エンジン始動手順
車を始動させる前に、座席位置、ルーム・ミラーおよびド
ア・ミラーを調節し、シートベルトを締めます。

警告!

● 車を出るときは、必ずキー・フォブを携帯して、車を
ロックしてください。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。

● お子さまを車内に残して車から離れることは、非常
に危険です。お子さまだけでなく第三者にもけがを
負わせる恐れがあります。お子さまがパーキング・
ブレーキ、ブレーキ・ペダルまたはトランスミッショ
ン・ギヤ・セレクタに触れないように注意してくださ
い。

● キー・フォブを車内または車の近くに、またはお子さ
まの手が届く場所に放置しないでください。また、
Keyless Enter-N-Go™搭載車では、イグニッションを
「ACC」または「ON/RUN（オン／走行）」位置のまま
にして車から離れないでください。お子さまがパワ
ー・ウィンドウやその他の装置を操作したり、車を動
かしてしまう恐れがあります。

● 高温時には、駐車した車内にお子さまやペットを残
さないでください。車内の温度が上がり、重傷また
は死亡事故につながる恐れがあります。

(続き)

警告!

● 車内で休息や仮眠をとる場合は、必ずエンジンを
停止してください。誤ってギヤ・セレクタを動かしてし
まい衝突事故を起こす恐れがあります。アクセル・
ペダルを踏み込むことにより衝突事故につながる
恐れもあります。また、排気装置が異常過熱され、
オーバーヒートや出火を引き起こすこともあり、重
傷または死亡事故につながる恐れがあります。

ギヤ・セレクタを「N（ニュートラル）」レンジまたは「P（パー
キング）」レンジに入れて、エンジンを始動します。シフト・
レバーを操作するときには、ブレーキをかけてください。

通常の始動手順

車を始動させる前に、座席位置、ルーム・ミラーおよびド
ア・ミラーを調節し、シートベルトを締めます。

イグニッションを「START（始動）」位置に回し、エンジンが
始動したらスイッチから手を放します。スタータは 25 秒
以上回さないでください。スタータを回すごとに 2 分以上
待つことで、スタータのオーバーヒートを防止できます。

警告!

● 車両から離れる前に、必ず完全に停車して、オート
マチック・トランスミッションを「P（パーキング）」に入
れ、パーキング・ブレーキをかけてください。

(続き)

警告!

● 必ずキーレス・イグニッション・ノードを「OFF（オフ）」
位置にし、キー・フォブを車両から取り出し、車両を
ロックしてください。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。お子さまを車内に残
して車から離れることは、非常に危険です。お子さ
まだけでなく第三者にもけがを負わせる恐れがあり
ます。お子さまがパーキング・ブレーキ、ブレーキ・
ペダルまたはギヤ・セレクタに触れないように注意
してください。

● キー・フォブを車内または車の近くに、またはお子さ
まの手が届く場所に放置しないでください。また、
Keyless Enter-N-Go™搭載車では、イグニッションを
「ACC」または「ON/RUN（オン／走行）」位置のまま
にして車から離れないでください。お子さまがパワ
ー・ウィンドウやその他の装置を操作したり、車を動
かしてしまう恐れがあります。

● 高温時には、駐車した車内にお子さまやペットを残
さないでください。車内の温度が上がり、重傷また
は死亡事故につながる恐れがあります。

メモ :
外気温が非常に低いときにエンジンを始動すると、明確
に白い煙が発生することがあります。この状態はエンジ
ンが暖機されると解消されます。
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注意!

エンジンのクランキングは 25 秒を超えて行ってはい
けません。この時間内でエンジンがかからない場合、
2 分間以上空け、スターターが冷えるのを待ってから
始動手順を再度行ってください。

メモ :
外気温が非常に低い場合、最大 5 秒間の始動遅延が
行われる可能性があります。予熱動作中は、「Wait to
Start（始動までお待ちください）」の警告灯が点灯しま
す。「Wait to Start（始動までお待ちください）」の警告灯
が消灯すると、エンジンの始動が可能になります。

チップ・スタート機能

イグニッション・スイッチを「START（始動）」位置にし、スタ
ータがかかったらイグニッション・キーから手を放します。
エンジンが掛かると、スタータ・モータが自動的に解除さ
れます。エンジンがかからなかった場合、スタータは 25
秒以内に自動的に解除されます。この場合、次のように
なります。

1. イグニッションを「OFF（オフ）」位置にします。

2. 2 分以上待ちます。

3. 「通常の始動 - ディーゼル・エンジン」手順を繰り返
します。

メモ :
外気温が非常に低い場合、最大 5 秒間の始動遅延が
行われる可能性があります。予熱動作中は、「Wait to
Start（始動までお待ちください）」の警告灯が点灯しま
す。「Wait to Start（始動までお待ちください）」の警告灯
が消灯すると、エンジンの始動が可能になります。

オートマチック・トランスミッション

エンジンをかける前にシフト・レバーを P（パーキング）ま
たは N（ニュートラル）にします。いずれのドライブ位置へ
のシフトも、ブレーキをかけてから行ってください。

注意!

次の注意事項に従わないと、トランスミッションが損傷
することがあります。

● エンジン回転数がアイドリング回転数を超えている
ときには、「P（パーキング）」、「R（リバース）」、「N
（ニュートラル）」、「D（ドライブ）」間でシフトしないで
ください。

● 車両が完全に停止してから、ギヤを「P（パーキン
グ）」または「R（リバース）」に入れるか、そのギヤか
らシフトします。

● シフト・レバーを操作する前に、ブレーキ・ペダルを
しっかり踏んでください。

キーレス・イグニッションの機能 - 「ENGINE START/STOP
（エンジン始動／停止）」ボタンの使用

1. トランスミッションが P（パーキング）または N（ニュー
トラル）位置にある。

2. ブレーキ・ペダルを踏み込んだ状態で「ENGINE
START/STOP」ボタンを 1 回押します。

3. システムによってスタータが作動します。エンジンが
かからなかった場合、スタータは 25 秒後に自動的
に作動停止します。

4. エンジンが始動する前に始動動作を停止するに
は、もう一度ボタンを押します。

キーレス・イグニッションの機能 - ブレーキ・ペダル／クラ
ッチ・ペダルが踏まれていない状態（「P（パーキング）」ま
たは「N（ニュートラル）」位置）

キーレス・イグニッション機能は、イグニッション・スイッチ
と同様に機能します。この機能には、｢OFF（オフ）｣、
｢ON/RUN（オン／走行）｣、｢START（始動）｣の 3 つの位置
があります。車両を始動させずにイグニッションの位置を
変えてアクセサリを使用するには、イグニッション・スイッ
チを「OFF（オフ）」位置にして、以下の手順を実行しま
す。

1. 「ENGINE START/STOP（エンジン始動／停止）」ボタ
ンを 1 回押して、イグニッション・スイッチを
「ON/RUN（オン／走行）」位置にします。

2. 「ENGINE START/STOP（エンジン始動／停止）」ボタ
ンをもう 1 回押すと、イグニッション・スイッチが
「OFF（オフ）」位置に変わります。

バッテリ・ブランケットの使用

バッテリ温度が-18°C（0°F）に下がると、バッテリはその
クランキング・パワーの 60%を失います。それと同じ温
度低下の場合、エンジンを同じ回転数でクランキングす
るのに 2 倍のパワーが必要となります。バッテリ・ブラン
ケットを使用すると、低温における始動能力が大幅に向
上します。適切なバッテリ・ブランケットは、Mopar®正規
ディーラーで入手できます。

通常の始動手順 - Keyless Enter-N Go™
エンジン始動時にインストルメント・パネルの表示灯を観
察します。

1. 必ずパーキング・ブレーキをかけます。

2. ブレーキ・ペダルを踏み込んだ状態で「ENGINE
START/STOP」ボタンを 1 回押します。
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メモ :
極低温条件下では、始動が最長で 5 秒間遅れる可
能性があります。予熱プロセス中は、「Wait to Start
（始動待機）」表示灯が点灯します。「Wait To Start
（始動待機）」表示灯が消灯したら、エンジンが自動
的にクランキングされます。

注意!

燃料内水混入表示灯が点灯したままになってい
る場合は、エンジン破損を防止するため、フュー
エル・フィルタから水を排出するまではエンジンを
始動しないでください。

3. このシステムにより、スタータが自動的にかみ合っ
てエンジンのクランキングが行われます。エンジン
がかからなかった場合、スタータは 25 秒後に自動
的に作動停止します。

4. エンジンが始動する前に始動動作を停止するに
は、もう一度ボタンを押します。

5. 油圧警告灯が消灯していることを確認します。

6. パーキング・ブレーキを解除します。

エンジンの暖機

エンジンが冷えている場合、アクセル全開操作は避けて
ください。冷えているエンジンを始動する場合、エンジン
を運転回転数まで徐々に持っていき、エンジンが暖まる
のに応じて油圧が安定するようにしてください。

メモ :
冷えているエンジンを高回転、無負荷で運転すると、過
度な白煙が生じて性能が不足する場合があります。無
負荷でのエンジン回転数は、特に寒冷な周囲温度条件
の場合、暖機時間中は 1,200RPM 以下でなければなり
ません。

長期間の駐車後のエンジン始動

メモ :
30 日間以上車両のエンジンを始動させない、または車
両を走行させないと、長期間の駐車状態になります。

1. バッテリが完全に充電された状態でエンジン始動動
作を行なうために、バッテリ充電器またはジャンパ・
ケーブルをバッテリに接続します。

2. イグニッション・キーを「START（始動）」位置にし、エ
ンジンが始動したらイグニッション・キーから手を放
すか、キーレス・イグニッション装備車の場合は、ブ
レーキ・ペダルを踏んだままにしながら、「ENGINE
START/STOP（エンジン START&STOP」ボタンを 1 回
押します。

3. エンジンが 25 秒以内に始動しない場合、イグニッ
ションを「OFF（オフ）」位置にし、2 分間待ってスター
タを冷やしてから、もう一度「長期間の駐車後のエ
ンジン始動」手順を実行してください。

4. この操作を 8 回繰り返してもエンジンが始動しない
場合は、スタータを 10 分以上冷やしてからもう一
度この手順を実行してください。

注意!

損傷を防ぐため、スタータは 1 回に 25 秒以上回さな
いでください。再度スタータを回すまでに 2 分以上お
いてください。

始動後 — エンジンの暖機

アイドリング回転数は自動的に制御され、エンジンが温
まるにつれて回転数は低くなります。

エンジンの停止

車速が 8km/h（5mph）を超えているときにエンジンを停
止するには、「START/STOP（START&STOP）」ボタンを押し
続けるか、「START/STOP（START&STOP）」ボタンを数秒
以内に 3 回連続で押す必要があります。エンジンが停
止し、イグニッションは「ON/RUN（オン／走行）」位置にな
ります。

エンジンを停止しても（イグニッションを「ON/RUN（オン／
走行）」位置から「STOP/OFF（停止／オフ）」位置にして
も）、3 分間はアクセサリへの電力が供給され続けます。

イグニッションを「ON/RUN（オン／走行）」にした状態で
運転席ドアを開けると、短いチャイムが鳴り、イグニッシ
ョンを「STOP/OFF（停止／オフ）」にするよう運転者に通
知されます。

イグニッションを「STOP/OFF（停止／オフ）」位置に入れる
と、ウィンドウ・スイッチが 3 分間作動し続けます。フロン
ト・ドアを開けると、この機能はキャンセルされます。

負担の大きな走行した後は、エンジンを停止する前にエ
ンジンのアイドリングを行い、エンジン・ルーム内の温度
を下げてください。

エンジンの慣らし運転につ
いて
エンジンおよび駆動系（トランスミッションおよびアクス
ル）に対する長時間の慣らし運転は不要です。

最初の 500km（300 マイル）はゆっくりと走行してくださ
い。最初の 100km（60 マイル）を過ぎた後は、速度を
80 または 90km/h（50mph または 55mph）まで上げる
ようにしてください。
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一定速度で走行しながらスロットルを瞬間的に全開に
し、交通法規の範囲内で加速を行うことで、良い慣らし
運転ができます。低速ギヤでスロットル全開加速を行う
ことは、車体に悪影響を及ぼしますので避けてください。

工場でエンジンに充填されているエンジン・オイルは、高
品質、省エネ・タイプのオイルです。車を運転する時の気
候条件に合わせオイル交換を行ってください ð ペー

ジ 217。

注意!

ノンデタージェント・オイルまたはストレート・ミネラル・
オイルはエンジンに絶対に使用しないでください。使用
した場合、エンジンが損傷する恐れがあります。

メモ :
新しいエンジンでは、最初の数千キロメートルの走行
で、エンジン・オイルが若干多めに消費されることがあり
ます。これは正常な慣らし運転の結果ですので、問題は
ありません。

エレクトロニック・パーキン
グ・ブレーキ（EPB）
車両には、EPB システムが装備されています。このシス
テムは簡単に操作できるばかりでなく、パーキング・ブレ
ーキをより便利かつ使いやすくする機能をいくつか備え
ています。

駐車中に車両が動かないようにすることが、パーキン
グ・ブレーキの主な目的です。車から降りるときは、必ず
パーキング・ブレーキをかけてください。また、トランスミ
ッションを「P（パーキング）」レンジに入れたままにしてお
いてください。

パーキング・ブレーキをかけるには、次の 2 つの方法が
あります。

● 手動で「EPB」スイッチを作動させます。

● 「Uconnect Settings（Uconnect 設定）」の「Customer
Programmable Features（ユーザー選択機能）」のセク
ションで、「Auto Park Brake（自動パーキング・ブレー
キ）」機能を有効にすると、自動的にパーキング・ブレ
ーキが作動します。

「EPB」スイッチはセンタ・コンソールにあります。

EPB スイッチ

手動でパーキング・ブレーキをかけるには、このスイッチ
を引き上げます。パーキング・ブレーキが完全に固定さ
れると、インストルメント・パネルのブレーキ警告灯とスイ
ッチの表示灯が点灯します。ブレーキ・ペダルを踏みな
がらパーキング・ブレーキをかけると、ブレーキ・ペダル
がわずかに動くのがわかります。イグニッション・スイッチ
が「OFF（オフ）」であるのにブレーキ警告灯が点灯しない
場合でも、パーキング・ブレーキをかけることができま
す。ただし、イグニッション・スイッチが「ON/RUN（オン／
走行）」位置にあるときしか解除できません。

メモ :
EPB スイッチを 60 秒以上解除または作動のいずれか
の位置にしたままにすると、EPB 警告灯が点灯します。
スイッチを放すと、この警告灯は消灯します。

自動パーキング・ブレーキ機能を有効にすると、イグニッ
ション・スイッチを OFF の状態で、トランスミッションを「P
（パーキング）」に入れると、パーキング・ブレーキが自動
的に作動します。ブレーキ・ペダルを踏んでいる場合、パ
ーキング・ブレーキがかかるときに、ブレーキ・ペダルが
わずかに動くのがわかります。

イグニッション・スイッチを「ON（オン）」にし、トランスミッシ
ョンを「D（ドライブ）」または「R（リバース）」に入れ、運転
席のシートベルトを装着し、車両の走行を試みると、パー
キング・ブレーキは自動的に解除されます。

手動でパーキング・ブレーキを解除するには、イグニッシ
ョン・スイッチを「ON/RUN（オン／走行）」位置にする必要
があります。ブレーキ・ペダルを踏み、「EPB」スイッチを
押し下げます。また、ブレーキ・ペダルがわずかに動くの
がわかります。パーキング・ブレーキを完全に解除する
と、インストルメント・パネルのブレーキ警告灯とスイッチ
の LED 表示灯が消灯します。

メモ :
坂道で駐車するときは、下り坂では前輪を縁石側へ向
け、上り坂では車線中央側へ向けて駐車することが重要
です。ギヤ・セレクタを「P（パーキング）」に入れる前にパ
ーキング・ブレーキをかけてください。そうしないと、トラン
スミッションのロック機構にかかる負荷で、ギヤ・セレクタ
が「P（パーキング）」から抜けにくくなることがあります。
車を離れるときは、必ずパーキング・ブレーキをかけてく
ださい。
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警告!

● リヤ・ブレーキが水または泥に浸かった場合は、パ
ーキング・ブレーキが十分に作動しない場合があり
ます。

● 絶対にパーキング・ブレーキの代用として「P（パー
キング）」位置を使用しないでください。車が動かな
いように、また人身事故や物損を防止するため、駐
車時には必ずパーキング・ブレーキを確実にかけ
てください。

● 車を離れるときは常に、キー・フォブを携帯し、車を
ロックしてください。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。お子さまを車内に残
して車から離れることは、非常に危険です。お子さ
まだけでなく第三者にもけがを負わせる恐れがあり
ます。お子さまがパーキング・ブレーキ、ブレーキ・
ペダルまたはギヤ・セレクタに触れないように注意
してください。

● キー・フォブを車内または車の近くに、またはお子さ
まの手が届く場所に放置しないでください。また、
Keyless Enter-N-Go™搭載車では、イグニッションを
「ACC」または「ON/RUN（オン／走行）」位置のまま
にして車から離れないでください。お子さまがパワ
ー・ウィンドウやその他の装置を操作したり、車を動
かしてしまう恐れがあります。

● 運転する前にパーキング・ブレーキを完全に解除し
てください。解除が不十分な場合、ブレーキの故障
および衝突事故につながる恐れがあります。

● 車から離れるときは、パーキング・ブレーキを確実
にかけてください。車が動き出し破損またはけがを

(続き)

警告!

引き起こす恐れがあります。また、セレクタを「P（パ
ーキング）」レンジに入れたままにしておいてくださ
い。そうしない場合、車が動き出して破損またはけ
がを引き起こす恐れがあります。

注意!

パーキング・ブレーキを解除してもブレーキ警告灯が
点灯したままの場合、ブレーキ・システムに不具合が
あることを示しています。直ちに正規ディーラーでブレ
ーキ・システムを修理してください。

車両が動いている間にパーキング・ブレーキをかけなけ
ればならない状況では、必要なだけ EPB スイッチに上向
きの力をかけ続けます。ブレーキ警告灯が点灯し、警告
チャイムが鳴り続けます。車両が動いている間は、リヤ
制動灯も自動的に点灯します。

車両が動いている間にパーキング・ブレーキを解除する
には、スイッチを放します。パーキング・ブレーキを使用
して車両を完全に停止させる場合、車両が約 5km/h
（3mph）になるとパーキング・ブレーキは作動したままに
なります。

警告!

パーキング・ブレーキをかけたままで車を走行させた
り、減速するためにくり返しパーキング・ブレーキを使
用すると、ブレーキ・システムに重大な損傷が発生す
ることがあります。これにより、ブレーキの故障および
衝突事故につながる恐れがあります。

万一、EPB システムに異常が発生すると、黄色の EPB
故障ライトが点灯します。これにより、ブレーキ警告灯が
点滅する場合もあります。異常が発生した場合は、EPB

システムの緊急整備が必要です。車両の停止を維持す
るために、パーキング・ブレーキを使用しないでくださ
い。

AUTO PARK BRAKE（自動パーキング・ブ
レーキ）

車速が 3km/h（1.9mph）未満でシフト・レバーを「P（パー
キング）」に入っているか（オートマチック・トランスミッショ
ンの場合）、イグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」にな
っているときは常に、EPB が自動的に作動するように設
定できます。自動パーキング・ブレーキは、「Uconnect
の設定」の「ユーザー選択機能」のセクションから有効ま
たは無効にできます。

車速が 3km/h 未満でシフト・レバーが「P（パーキング）」
に入っているか（オートマチック・トランスミッションの場
合）、イグニッション・スイッチが「OFF（オフ）」に入れたと
きは常に、EPB が自動的に作動するように設定できま
す。自動パーキング・ブレーキは、「Uconnect の設定」の
「ユーザー選択機能」のセクションから有効または無効
にできます。

オートマチック・トランスミッションの場合、トランスミッショ
ンが「P（パーキング）」に入っていてイグニッションが
「ON/RUN（オン／走行）」位置のときに、EPB スイッチを
解除位置に押すと、1 度だけ自動パーキング・ブレーキ
が作動しなくなるようにすることができます。

セーフホールド

セーフホールドは、EPB システムの安全装置の 1 つで、
イグニッション・スイッチが「ON/RUN（オン／走行）」位置
のときに車両が動き出せる状態にあると、自動的にパー
キング・ブレーキを作動させます。
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以下のすべての条件を満たすと、自動的に EPB が作動
します。

● 車速が 3km/h（1.9mph）未満である。

● ブレーキ・ペダルまたはアクセル・ペダルを踏んでい
ない。

● シートベルトが外れている。

● 運転席ドアが開いている。

● 車両が「P（パーキング）」位置になってない。

運転席ドアを開き、ブレーキ・ペダルを踏み込みながら
EPB スイッチを押すと、セーフホールドを一時的に解除
できます。手動で解除した後に、車速が 20km/h
（12mph）になるか、イグニッションを「OFF（オフ）」位置に
してからもう一度「ON/RUN（オン／走行）」位置にする
と、再度セーフホールドが作動します。

オート・ブレーキ・ホールド - タイプ
別装備

オート・ブレーキ・ホールドは、運転者が車両が停止して
しまえば、ブレーキ・ペダルから足を離すことができるコ
ンフォート機能です。車両は、油圧ブレーキにより既定の
時間だけ必ず静止状態に保持されます。その後は、運
転者がアクセル・ペダルを踏むまで、EPB が車両を停止
状態に維持し続けます。オート・ブレーキ・ホールドは、
スイッチ・バンクにある「HOLD（保持）」ボタンを押すこと
で作動／解除ができます。

オート・ブレーキ・ホールド・スイッチ

オート・ブレーキ・ホールドが作動するには、次の条件を
満たさなければなりません。

● 運転席ドアを閉じている、または運転席のシートベル
トが着用されている

● 車両が停止している

● 前進ギヤが選択されている

● アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）が作動し
ていない

● EPB が作動していない

● ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムによ
る自動駐車操作が作動していない

警告!

オート・ブレーキ・ホールド機能で停車中でも、アダプ
ティブ・クルーズ・コントロール（ACC）が作動すると発進
する場合があります。オート・ブレーキ・ホールド機能
で停車中は、常に周囲に注意を払ってください。

ブレーキ整備モード

ブレーキの整備は正規ディーラーで実施することをお勧
めします。

この手順を実施するには、正規ディーラーにお問い合わ
せください。

警告!

車や車の周りでの作業は、大けがをする危険を伴い
ます。お客様ご自身での整備は、整備についての正し
い知識と適切な工具のある場合に限り行ってくださ
い。整備に自信がない場合は、資格のある整備士に
整備をご依頼ください。

オートマチック・トランスミッ
ション
「P（パーキング）」からのシフトは、ブレーキ・ペダルを踏
み込んだ状態で行う必要があります。

警告!

● 絶対にパーキング・ブレーキの代用として「P（パー
キング）」位置を使用しないでください。車が動かな
いように、また人身事故や物損を防止するため、車
両から離れるときは、必ずパーキング・ブレーキを
確実にかけてください。

● 「P（パーキング）」位置に入っていないと、車が動き
出して、自分が負傷したり人身事故を招く恐れがあ
ります。ブレーキ・ペダルを放し、ギヤ・セレクタを「P
（パーキング）」から別のギヤに入れて確認してくだ

(続き)

始動と運転 87

4



警告!

さい。車から出るときは、必ずトランスミッションが
「P（パーキング）」位置に入っていることを確認して
ください。

● エンジン回転数がアイドリング回転数を超えている
ときに、セレクタを「P（パーキング）」または「N（ニュ
ートラル）」からシフトするのは危険です。ブレーキ・
ペダルをしっかり踏んでいないと、車両が前方また
は後方に急発進する恐れがあります。車を制御で
きなくなり、人や物にぶつかる危険性があります。
シフト操作は、エンジンが通常通りにアイドリングし
ていて、ブレーキ・ペダルをしっかり踏んでいるとき
にだけ行ってください。

● 車両が動いているときにシフト操作をする場合、「P
（パーキング）」、「R（リバース）」、および「D（ドライ
ブ）」の間でシフトすると、新しく選択されたギヤが
入らないことがあります。

● 車両が予期せずに動き出してしまった場合、人身
事故を招く危険性があります。エンジンをかけたま
ま、車外に出ないでください。車両から離れる前
に、必ず完全に停車してパーキング・ブレーキをか
け、トランスミッションを「P（パーキング）」に入れ、エ
ンジンを停止して、キー・フォブを抜いてください。イ
グニッションを「OFF（オフ）」（キーを抜く）位置にする
と（または、プッシュ・ボタン・スタート装備車で、イグ
ニッションを「OFF（オフ）」位置にすると）、車両が予
期せず動き出さないようにトランスミッションは「P
（パーキング）」位置に固定されます。

● 車両から離れる場合は、必ずイグニッションを
「OFF」位置にし、キー・フォブを携帯して、車両をロ
ックしてください。

(続き)

警告!

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。お子さまを車内に残
して車から離れることは、非常に危険です。お子さ
まだけでなく第三者にもけがを負わせる恐れがあり
ます。お子さまがパーキング・ブレーキ、ブレーキ・
ペダルまたはトランスミッション・ギヤ・セレクタに触
れないように注意してください。

● キー・フォブを車内または車両の近く（またはお子さ
まの手が届く場所）に放置しないでください。また、
（プッシュ・ボタン・スタート装備車の場合）イグニッ
ションを「ON/RUN（オン／走行）」位置のまま車両
から離れないでください。お子さまがパワー・ウィン
ドウやその他の装置を操作したり、車を動かしてし
まう恐れがあります。

注意!

次の注意事項に従わないと、トランスミッションが損傷
することがあります。

● 車両が完全に停止してから、ギヤを「P（パーキン
グ）」または「R（リバース）」に入れるか、そのギヤか
らシフトします。

● エンジン回転数がアイドリング回転数を超えている
ときには、「P（パーキング）」、「R（リバース）」、「N
（ニュートラル）」、「D（ドライブ）」間でシフトしないで
ください。

● シフト・レバーを操作する前に、ブレーキ・ペダルを
しっかり踏んでください。

イグニッション・パーキング・インター
ロック

プッシュ・ボタンで始動する車両：

この車両にはイグニッション・パーキング・インターロック
が装備されており、トランスミッションを「P（パーキング）」
にしてからイグニッションを「OFF（オフ）」位置にする必要
があります。これは、運転者がトランスミッションを「P（パ
ーキング）」レンジに入れずにうっかり車両から離れてし
まうことを防ぎます。このシステムは、イグニッションが
「OFF」位置のときは必ずトランスミッションを「P（パーキン
グ）」にロックする機能も備えています。

機械式キーを使用する車両：

この車両にはキー・イグニッション・パーキング・インター
ロックが装備されており、トランスミッションを「P（パーキ
ング）」レンジにシフトしてからイグニッションを「OFF（オ
フ）」（キーを抜く）位置にする必要があります。キーはイ
グニッション・スイッチが OFF 位置にあるときのみイグニ
ッション・スイッチから抜くことができます。トランスミッショ
ンは P（パーキング）レンジに固定されます。

車両のバッテリが放電してしまった場合、ギヤ・セレクタ
を「P（パーキング）」位置にしても、イグニッションからキ
ーが抜けなくなります。キーを抜くためには、バッテリを
充電してください。

ブレーキ／トランスミッション・シフ
ト・インターロック（BTSI）システム

この車両には、ブレーキ・ペダルが踏み込まれていない
場合にトランスミッション・ギヤ・セレクタを「P（パーキン
グ）」位置に固定する BTSI が装備されています。トランス
ミッションを「P（パーキング）」位置から動かすには、エン
ジンの作動状態にかかわらずイグニッションを「ON/RUN

88 始動と運転



（オン／走行）」位置にし、ブレーキ・ペダルを踏み込む
必要があります。また、車両が停止しているか低速走行
しているときに「N（ニュートラル）」から「D（ドライブ）」また
は「R（リバース）」にシフトする場合にも、ブレーキ・ペダ
ルを踏む必要があります。

6 速または 9 速オートマチック・トラ
ンスミッション

メモ :
この車両には、6 速または 9 速のオートマチック・トラン
スミッションが装備されています（タイプ別装備）。このセ
クションでは、6 速と 9 速両方のトランスミッションの動作
について説明します。

トランスミッション・ギヤ・レンジ（PRND）は、ギヤ・セレクタ
の横とインストルメント・パネル内の両方に表示されま
す。ギヤ・レンジを選択するには、ギヤ・セレクタの「Lock
（ロック）」ボタンを押し、セレクタを後方または前方へ動
かします。車両が停止中、トランスミッションを「P（パーキ
ング）」（または車両が停止している、あるいは低速走行
中は「N（ニュートラル）」）以外のレンジへシフトする場合
も、ブレーキ・ペダルを踏む必要があります。通常の運
転には、「D（ドライブ）」レンジを選択してください。

メモ :
● このトランスミッションの電子制御は自動補正式で

す。そのため、新車の場合、最初のうちはシフトの動
きがいくぶん不自然に感じることがあります。しかし、
これは異常な状態ではなく、数百キロメートル走るう
ちに正確なシフトが行われるようになります。

● ギヤ・セレクタの位置と実際のトランスミッション・ギヤ
が一致しないと（たとえば、前進中に運転者が「R（リ
バース）」を選択した場合）、セレクタを正しい位置に
戻すか、要求されたシフト操作を行えるようになるま
で、位置表示が点滅し続けます。

電子制御されるトランスミッションは、ドライバの操作と環
境および路面状況に基づいてシフト・スケジュールを調
整します。

9 速トランスミッションは、現行および将来の FWD/AWD
モデルの需要に合わせて開発されています。ソフトウェ
アとチューニングには、お客様の運転しやすさと燃費を
最大限に確保するよう細心の注意を払っています。一部
の車両と駆動系の組み合わせにおいては、設計上、き
わめて特殊な走行状況や条件下でしか 9 速ギヤを使用
しない場合があります。

「D（ドライブ）」から「P（パーキング）」または「R（リバー
ス）」にシフトする場合は、必ずアクセル・ペダルを放し、
車を停止してから行ってください。これらのレンジ間でシ
フトするときは、必ずブレーキ・ペダルを踏んでおいてく
ださい。

トランスミッション・ギヤ・セレクタのシフト位置は、「P（パ
ーキング）」、「R（リバース）」、「N（ニュートラル）」、「D（ド
ライブ）」、「AutoStick（+/-）」です。AutoStick シフト・コント
ロールを使用すると、マニュアル・シフトを行えますð
ページ 91。ギヤ・セレクタを「AutoStick（+/-）」位置（「D
（ドライブ）」位置の横）に動かすと、AutoStick モードが作
動してマニュアル・シフト・コントロールを行えるようになり
ます。このとき、インストルメント・パネルに選択中のギヤ
（1、2、3 など）が表示されます。ギヤ・セレクタを
「AutoStick」位置にしたまま前方（-）または後方（+）に動
かすと、トランスミッション・ギヤを手動で選択できます。

メモ :
ギヤ・セレクタを前方に押しても「P（パーキング）」、「R（リ
バース）」、または「N（ニュートラル）」位置に入らない場
合、シフト・レバーが「D（ドライブ）」位置の横の AutoStick
（+/-）位置に入っている可能性があります。AutoStick モ
ードでは、トランスミッション・ギヤ（1、2、3 など）がインス
トルメント・パネルに表示されます。「P（パーキング）」、
「R（リバース）」、および「N（ニュートラル）」に入れるに

は、ギヤ・セレクタを右（「D（ドライブ）」位置）に動かしてく
ださい。

ギヤ・セレクタ

ギヤ・レンジ

「P（パーキング）」または「N（ニュートラル）」から他のギ
ヤ・レンジへシフトするときは、アクセル・ペダルを踏み込
まないでください。

メモ :
任意のギヤ・レンジを選択したら、選択されたギヤに入
るまで少し待ってからアクセル・ペダルを踏んでくださ
い。これは特にエンジンが冷えているときに重要です。

P（パーキング）

「P（パーキング）」レンジは、トランスミッションをロックす
ることによって、パーキング・ブレーキを補助します。エン
ジンはこのギヤ・レンジで始動します。車が動いていると
きには、絶対にセレクタを「P（パーキング）」レンジに入れ
ないでください。ギヤをこのレンジに入れて車を降りる時
は、パーキング・ブレーキをかけてください。
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坂道で駐車する時は、トランスミッションを「P（パーキン
グ）」レンジに入れる前にパーキング・ブレーキをかけてく
ださい。そうしないと、トランスミッションのロック機構にか
かる負荷によって、ギヤ・セレクタが「P（パーキング）」レ
ンジから動かせなくなることがあります。念のため、下り
坂では前輪を縁石側へ向け、上り坂では車線中央側へ
向けて駐車してください。

車両から離れるときは常に以下を行ってください。

1. パーキング・ブレーキをかけます。

2. トランスミッションを「P（パーキング）」位置にします。

3. イグニッションを OFF の位置にします。

4. キー・フォブを携帯して車両から出ます。

メモ :
● 急斜面に駐車する場合は、車輪止めの使用を推奨し

ます。

● ギヤ・セレクタが「N（ニュートラル）」位置にある状態
で、またはギヤ・セレクタを「P（パーキング）」に入れる
前に（オートマチック・トランスミッション装備車の場
合）、絶対に車両から離れないでください。

注意!

● トランスミッション・ギヤ・セレクタを「P（パーキン
グ）」からシフトする前に、イグニッション・スイッチを
「ON/RUN（オン／走行）」位置に回して、ブレーキ・
ペダルを踏んでください。そうしないと、ギヤ・セレク
タが損傷する恐れがあります。

● 「P（パーキング）」または「N（ニュートラル）」位置か
ら別のギヤ・レンジにシフトするときは、エンジン回
転数を上昇させないでください。ドライブトレーンが
損傷する危険があります。

次のガイドラインに従って、トランスミッションを「P（パー
キング）」位置に適切かつ確実にシフトしてください。

● 「P（パーキング）」にシフトするときは、ギヤ・セレクタ
のロック・ボタンを押して、セレクタが停止して所定の
位置に固定されるまで、前方に向けていっぱいに動
かします。

● トランスミッション・ギヤ位置表示を見て、「P（パーキン
グ）」位置になっていることを確認してください。

● ブレーキ・ペダルを放した状態で、ギヤ・セレクタが「P
（パーキング）」位置から動かないことを確認してくださ
い。

R（リバース）

このレンジは、車両を後退させる場合に使用します。必
ず車両が完全に停止してから、「R（リバース）」レンジに
シフトしてください。

N（ニュートラル）

エンジンを作動させた状態で長時間停車する際に使用し
ます。エンジンは、このギヤ・レンジでも始動できます。
車両を降りる場合は、パーキング・ブレーキをかけ、トラ
ンスミッションを「P（パーキング）」レンジに入れます。

警告!

「N（ニュートラル）」レンジで惰性走行しないでくださ
い。また、エンジンを切ったまま絶対に下り坂を惰性走
行しないでください。交通や路面の状態の変化に対す
る運転者の反応が制限されるため、きわめて危険で
す。車を制御できなくなり、衝突事故につながる恐れ
があります。

注意!

けん引時、惰性走行、またはその他の何らかの理由
でトランスミッションを「N（ニュートラル）」に入れて走行
させると、トランスミッションが重大な損傷を受ける恐
れがあります。

キャンピング・カーなどのけん引については、ð ペ
ージ 131。

走行不能車両のけん引については、ð ページ

210。

D（ドライブ）

市街地および高速道路を走行する際に使用します。シフ
トアップおよびシフトダウンが最も滑らかで、燃費性能も
最大限発揮されます。トランスミッションがすべての前進
ギヤにわたって自動的にシフトアップします。「D（ドライ
ブ）」ポジションにすると、あらゆる通常の走行状況で、最
適な走行性能を得ることができます。

重い荷物を積んでの運転、丘陵地や強い向かい風の中
を走行しているとき、または重いトレーラをけん引してい
るときなど、トランスミッションが頻繁にシフトする場合
は、AutoStick シフト・コントロール（タイプ別装備）を使用
して低いギヤを選択します ð ページ 91。これらの状

況では、低速ギヤを使用すると走行性能が高まり、シフ
トの頻度が減って過熱状態を避けることができるため、ト
ランスミッションの寿命も延びます。

トランスミッションの温度が通常作動時の限度を超えた
場合、トランスミッション・コントローラによりトランスミッシ
ョンのシフト・タイミングが変更され、エンジンのトルクが
軽減され、トルク・コンバータ・クラッチの締結範囲が広く
なります。これは、オーバーヒートによるトランスミッショ
ンの損傷を防ぐために行われます。
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トランスミッションの温度が非常に高くなると、トランスミッ
ション温度警告灯が点灯し、トランスミッションが冷却さ
れるまで、トランスミッションが通常とは異なって作動す
る場合があります。

低温時には、エンジンまたはトランスミッション、あるいは
その両方の温度、ならびに車速に応じてトランスミッショ
ンの動作が変わることがあります。この機能により、最も
効率よくエンジンやトランスミッションを暖機できます。ト
ルク・コンバータ・クラッチの締結（および 9 速トランスミッ
ションの場合の 8 速または 9 速ギヤへのシフト）は、エ
ンジンまたはトランスミッション、あるいはその両方が暖
まるまで行われません。温度が適切なレベルまで上昇
すると、通常の作動に戻ります。

AUTOSTICK（M（マニュアル）モード） 
AutoStick は運転者の意思でシフト・チェンジができるトラ
ンスミッションです。マニュアル・シフト・コントロールを行
なえるようにすることで、車のこまやかなコントロールを
可能にします。AutoStick によりエンジン・ブレーキを最大
限活用し、不要なシフトアップやシフトダウンをなくし、全
体的な車の性能を向上させることができます。このシス
テムは、追い越し、市街地走行、寒冷時のすべりやすい
状態、山岳走行、トレーラけん引およびその他多くの状
況で、細やかなコントロールを可能にします。

操作

ギヤ・セレクタは、「AutoStick」位置（「D（ドライブ）」位置
の横）のときに前後に動かすことができます。この操作
により、使用するトランスミッション・ギヤを運転者が手動
で選択できます。ギヤ・セレクタを前方（-）へ動かすとシフ
トダウンし、後方（+）へ動かすとシフトアップします。現在
のギヤは、インストルメント・パネルに表示されます。

AutoStick モードでは、エンジンのラギングや過回転状態
が発生しない限り、運転者がギヤ・セレクタを後方（+）ま
たは前方（-）に動かすと、トランスミッションはシフトアップ

またはシフトダウンします。下記の条件を除き、さらにシ
フトアップやシフトダウンを選択するまで現在選択してい
るギヤが維持されます。

● 6 速トランスミッションは、エンジンの過回転を防止す
るために必要な場合、自動的にシフトアップします。

● トランスミッションは、車の速度が遅くなると、自動的
にシフトダウンしてエンジンのラギング（もたつき）を防
止し、現在のギヤが表示されます。

● トランスミッションは、停車すると自動的に 1 速にシフ
トダウンします。停車してから発進するときに運転者
は車の加速に応じてトランスミッションを手動でシフト
アップ（+）する必要があります。

● 停車後、1 速または 2 速でも発進することができます
（あるいは 6 速モデルの 3 速、もしくは選択可能な場
合は「4WD LOW（4WD 低速）」レンジ、「Snow（雪）」モ
ードまたは「Sand（砂）」モード）。（停車時に）（+）を押
すと、2 速で発進できます。雪や凍った状況では、2
速での発進が有効な場合があります。

● 要求されたシフトダウンによってエンジンが過回転に
なる場合、そのシフトは発生しません。

● このシステムは、車速が不十分な場合にシフトアップ
しようとしても無効になります。

● AutoStick が有効な場合、トランスミッションのシフト動
作がより強く感じられます。

● 故障またはオーバーヒート状態が検出された場合、
システムはオートマチック・シフト・モードに戻ることが
あります。

メモ :
セレクスピードまたはヒル・ディセント・コントロールが有
効な場合、AutoStick は無効になります。

AutoStick を解除するには、ギヤ・セレクタを「D（ドライ
ブ）」位置に戻します。「AutoStick」位置へ、または
「AutoStick」位置からのシフト操作は、アクセル・ペダル
から足を放さなくてもいつでもできます。

警告!

滑りやすい路面では、シフトダウンして余分なエンジ
ン・ブレーキをかけないでください。駆動輪がグリップ
を失って車両が滑り、衝突や人身事故が発生する恐
れがあります。

トランスミッション・リンプ・ホーム・モード

異常な状態がないかどうか、トランスミッション機能は電
子的にモニタされています。トランスミッションの損傷に
つながる状態が検知されると、トランスミッション・リンプ・
ホーム・モードが作動します。このモードでは、トランスミ
ッションが一定のギヤのみで作動することや、「N（ニュー
トラル）」のままになることがあります。警告灯（MIL）が点
灯することがあります。リンプ・ホーム・モードにより、トラ
ンスミッションを損傷させることなく正規ディーラーまで自
走し、整備を受けることができます。

不具合が一時的であった場合は、下記の手順でトランス
ミッションをリセットすれば、前進ギヤはすべて作動可能
な状態に戻ります。

1. 車を停止させます。

2. 可能な場合は、トランスミッションを「P（パーキン
グ）」位置にします。そうでない場合は、トランスミッ
ションを「N（ニュートラル）」にシフトします。

3. イグニッションを OFF の位置にします。プッシュ・ボ
タン・スタート装備車の場合、エンジンが停止するま
でイグニッションを押し続けます。

4. 約 30 秒間待ちます。
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5. エンジンを再始動してください。

6. 目的のギヤ・レンジにシフトします。不具合が検知さ
れなければ、トランスミッションは正常な動作に戻り
ます。

メモ :
トランスミッションがリセットできた場合にも、できるだけ
早く最寄りの正規ディーラーにご相談ください。正規ディ
ーラーには、トランスミッションの状態を評価する診断機
器が備わっています。トランスミッションをリセットできな
い場合は、正規ディーラーでの整備が必要です。

トルク・コンバータ・クラッチ

燃費を向上させる機能です。車両のオートマチック・トラ
ンスミッション内にあります。トルク・コンバータ内のクラッ
チが、測定した速度に応じて自動的に接続します。この
ため高速ギヤでの通常走行時に、感覚や反応が若干異
なる場合があります。トルク・コンバータ・クラッチは、減
速または加速中に自動的にクラッチの接続を解除しま
す。

メモ :
トルク・コンバータ・クラッチは、エンジンまたはトランスミ
ッション、あるいはその両方が温まるまで（通常、2～
5km（1～3 マイル）走行するまで）接続されません。トル
ク・コンバータ・クラッチが接続されていないとエンジン回
転数が高めになるため、車両の温度が低いときにはトラ
ンスミッションが適切にシフトしないように感じられること
がありますが、これは正常な状態です。パワートレイン
が十分に温まると、トルク・コンバータ・クラッチは正常に
機能します。

4WD 走行 ー タイプ別装備

JEEP®アクティブ・ドライブ

この車両には、パワー・トランスファ・ユニット（PTU）が装
備されていることがあります。このシステムは自動式で
あるため、運転者による操作や特別な運転技術を必要
としません。通常の走行状態では、トラクションのほとん
どは前輪が伝えます。前輪がトラクションを失い出すと、
駆動力は自動的に後輪にシフトします。前輪がトラクショ
ンを失うと、それだけ後輪に多くの駆動力がかかります。

また、乾いた路面でホイールの空転にならない程度に強
めにアクセルを踏むと、後輪に早めにトルクがかかり、
車両の発進や性能特性が高まります。

注意!

すべてのホイールに同一のサイズおよびタイプのタイ
ヤを取り付ける必要があります。異なるサイズのタイ
ヤは絶対に使用しないでください。タイヤ・サイズが異
なると、パワー・トランスファ・ユニットが故障する恐れ
があります。

４WD（4x4）
通常の走行モードでは、4WD が自動的に作動します。

メモ :
車速が 120km/h（75mph）を超えているときは、モード

を変更できません。

4WD ボタン

1 - 4WD LOW（4WD ロー）
2 — 4WD LOCK（4WD ロック）

4WD（4x4）を有効にする

4WD を有効にするためのボタンは、センタ・コンソールに
あり、以下を選択できます。

● 4WD LOCK（4WD ロック）

● 4WD LOW

アクティブ・ドライブ・コントロール - タイプ別装備

リヤ・ドライブ・アクスルに速やかにトルクが伝わるよう
に、パワー・トランスファ・ユニット（PTU）がロックされま
す。この機能は、AUTO（オート）モードでは選択可能です
が、その他の走行モードでは自動で設定されます。4WD
LOCK は以下の方法で有効にできます。

● 「4WD LOCK（4WD ロック）」ボタンを押す。

● セレクテレイン・スイッチを AUTO（オート）からその他
のオフ・ロード・モードに動かす。
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ロー・コントロールによるアクティブ・ドライブ - タイプ別装
備

4WD LOW モードでは、あらゆるモードでのオフ・ロード性
能が向上します。4WD LOW を有効にするには、以下の
手順に従ってください。

「4WD LOW（4WD 低速）」を有効にする

車両を停止させ、イグニッションを「ON/RUN（オン／走
行）」にするかエンジンを作動させた状態で、トランスミッ
ションを「N（ニュートラル）」に入れ、「4WD LOW（4WD 低
速）」ボタンを 1 回押します。シフトが完了すると、インス
トルメント・パネルに「4WD LOW（4WD 低速）」のメッセー
ジが表示されます。

メモ :
● シフトが完了するまではボタンの「LOCK（ロック）」と

「LOW（低速）」の両方の LED が点滅し、その後有効
になります。

● インストルメント・パネル・ディスプレイの「4WD LOW」
アイコンが点灯します。

「4WD LOW（4WD 低速）」を無効にする

4WD LOW モードを無効にするには、車両を停止させてト
ランスミッションを「N（ニュートラル）」にシフトする必要が
あります。「4WD LOW（4WD 低速）」ボタンを 1 回押しま
す。

セレクテレイン — タイプ別装
備
セレクテレインは、各種車両コントロール・システムの能
力を集結させることによって優れたドライビング・レスポ
ンスを実現し、あらゆる地形で最高の性能を発揮しま
す。

モードの選択方法

● AUTO（オート）：4WD の作動は完全に自動的に行な
われ、オン・ロードでもオフ・ロードでも使用できます。
このモードでは、トラクションのバランスを取ることによ
って、2WD の車両と比較すると、操縦性を確保する
駆動力と加速性能の向上を両立しています。またこ
のモードでは、条件が許せばドライブ・シャフトの切り
離しが可能になるので、燃費も向上します。

● SNOW（雪）：このモードでは、悪天候の状況下でのス
タビリティが向上します。雪で覆われている路面など、
トラクションが低い場合のオン・ロードおよびオフ・ロー
ドでの使用に向いています。SNOW モードにすると
（特定の運転条件において）、ホイールのスリップを最
小限に抑えることができるように、始動時にトランスミ
ッションは（1 速ではなく）2 速に入ります。

● SAND/MUD（砂地／泥地）：オフ・ロード走行時、また
は泥や濡れた草などで覆われている乾燥した砂地や
路面など、トラクションの低い路面での使用に向いて
います。トランスミッションは、トラクションが最大にな
るように設定されます。

セレクテレイン・スイッチ

メモ :
● ROCK モードは、オフ・ロード・パッケージが搭載され

た車両でのみ利用できます。

● 急な下り坂では、高いコントロール性が得られるよう
に、ヒル・ディセント・コントロールを作動させてください

ð ページ 157。

パワー・ステアリング
電動パワー・ステアリング・システムにより、車両の応答
性や狭い場所での操作性が向上します。このパワー・ス
テアリング・システムは、様々な走行条件に適応します。

警告!

アシストが完全でない車両を操作し続けると、事故に
つながる恐れがありますので、直ちに整備を受けてく
ださい。

インストルメント・パネル・ディスプレイに「Service Power
Steering（パワー・ステアリングの整備が必要です）」また
は「Power Steering Assist Off - Service System（パワー・
ステアリング・アシストが OFF。システムの整備が必要で
す）」というメッセージが表示され、ステアリング・ホイール
のアイコンが表示された場合は、正規ディーラーで整備
を受ける必要があることを示しています。この場合は、パ
ワー・ステアリング・アシストが機能しなくなる可能性があ
りますð ページ 60。

インストルメント・パネル・ディスプレイに「Power Steering
System Hot - Performance May Be Limited（パワー・ステ
アリング・システム過熱 - 性能が低下する恐れがありま
す）」というメッセージが表示され、アイコンが表示された
場合は、過度なステアリング操作が発生し、パワー・ステ
アリング・システムが過熱した可能性があります。過熱状
況が解消されるまで、パワー・ステアリング・アシストが
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一時的に機能しなくなります。安全を確認し、車を路肩に
寄せ、メッセージが消灯するまでしばらくアイドリング状
態にしておきます ð ページ 60。

メモ :
● パワー・ステアリング・アシストが機能しなくなっても、

車両を操舵することができます。このような状況、特
に低速走行時および駐車時の操作においては、ハン
ドル操作にかかる負担が増します。

● 状況が改善されない場合は、正規ディーラーへお問
い合わせください。

START&STOP システム  タイプ別
装備
START&STOP システムは、燃費向上のために開発され
た機能です。必要条件が満たされると、停車中にシステ
ムがエンジンを自動的に停止させます。ブレーキ・ペダ
ルを放すか、クラッチ・ペダルを放すか、アクセル・ペダ
ルを踏み込むと、エンジンは自動的に再始動します。

警告!

ボンネットを開ける前に、エンジンがオフであり、イグ
ニッションが「OFF（オフ）」位置にあることを確認しま
す。ボンネットの下にあるプレートに記載の指示に従
います。他の人が車内に残っている場合は、キー・フ
ォブを抜き取ることを推奨します。キー・フォブを抜き取
り、イグニッションを「OFF（オフ）」位置にした後での
み、車両から降りてください。給油時には、エンジンが
オフ（イグニッション装置が「OFF（オフ）」位置）になって
いることを確認します。

注意!

バッテリを交換する場合は、必ず正規ディーラーにお
問い合わせください。バッテリは、同じタイプ（ヘビー・
デューティ）で、かつ同じ仕様のものと交換します。

作動モード

エンジン停止モード

車両が静止してブレーキ・ペダルを踏み込んでいる状態
で、ギヤ・セレクタを「R（リバース）」以外の位置にした場
合にエンジンは停止します。

上り坂で停止した場合、ヒル・スタート・アシスト機能を作
動させるため START&STOP システムが無効になります
（エンジン作動時にのみ機能します）。

インストルメント・パネルの START&STOP 表示灯が点灯
し、エンジンが停止したことを示します。

エンジン再始動モード

エンジンを再始動するには、ブレーキ・ペダルを放しま
す。

ブレーキ・ペダルを踏み込んだ状態で、ギヤ・セレクタが
「D（ドライブ）」にある場合、セレクタを「R（リバース）」、
「N（ニュートラル）」、または「AutoStick」にシフトすると、
エンジンを再始動できます。

ブレーキ・ペダルを踏み込んだ状態で、ギヤ・セレクタが
「AutoStick」モードである場合、セレクタを「+」、「–」、「R
（リバース）」、または「N（ニュートラル）」にシフトすると、
エンジンを再始動できます。

エンジンが自動停止しないときの考
えられる理由

エンジンを停止させる前に、システムは安全性や快適性
に関するさまざまな条件が満たされているかを点検しま
す。START&STOP システムの動作に関する詳細な情報
は、インストルメント・パネルの「Stop/Start」画面で確認
できます。次の条件下では、エンジンは停止しません。

● 運転席のシートベルトのバックルが外れている。

● 運転者ドアが閉じられていない。

● バッテリの温度が高すぎる、または低すぎる。

● バッテリの充電残量が少ない。

● 車両が急な坂にある。

● 車内が暖房中または冷房中で、車内温度が許容温
度に達していない。

● ファン・スピードが高速で、エアコンディショナーが最
大限のデフロスタ・モードに設定されている。

● HVAC が「MAX A/C（急速冷房）」に設定されている。

● エンジンが通常の作動温度に達していない。

● トランスミッションが前進ギヤに入っていない。

● ボンネットが開いている。

● 車両が「4WD LOW」になっている。

● ブレーキ・ペダルが十分な力で踏み込まれていない。

● アクセル・ペダルが踏まれている。

● エンジン温度が高過ぎる。

● 前回の自動停止から 8km/h（5mph）の設定値に達し
ていない。
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● ステアリングの角度が設定値を超えている。

● アダプティブ・クルーズ・コントロールが ON で、速度
が設定されている。

上記の項目がより極端な場合は、START&STOP システ
ムが「STOP/START READY（Stop/Start 準備 OK）」になっ
ていない状態であり、車両を数回走行させることができ
る場合があります。

自動停止モード時にエンジンを始動
する

トランスミッションが前進ギヤに入っている状態でブレー
キ・ペダルを放すか、アクセル・ペダルを踏み込むとエン
ジンが始動します。エンジンが再始動すると、トランスミッ
ションは自動的にかみ合います。

次の場合、自動停止モード時にエンジンが自動的に始
動します。

● トランスミッション・セレクタを「D（ドライブ）」以外に動
かした。

● 車内の温度を快適に保とうとしている。

● エアコンディショナーを最大限のデフロスタ・モードに
設定した。

● エアコンディショナーシステムの温度またはファン・ス
ピードを手動で調整した。

● バッテリ電圧が過度に低下した。

● START&STOP システム「OFF（オフ）」ボタンが押され
た。

● START&STOP システムにエラーが発生した。

● 車両が「4WD LOW」になっている。

次の場合は、自動停止モード時にエレクトロニック・パー
キング・ブレーキが強制的に作動します。

● 運転席のドアが開いた状態で、ブレーキ・ペダルが踏
み込まれていない。

● 運転席のドアが開いた状態で、運転席のシートベルト
のバックルが外れている。

● ボンネットを開いた。

● START&STOP システムにエラーが発生した。

エンジンが止まった状態でエレクトロニック・パーキング・
ブレーキ（EPB）が作動すると、手動によるエンジンの再
始動および EPB の手動解除（ブレーキ・ペダルを踏み込
み、EPB スイッチを押す）が必要になることがあります

ðページ 60。

手動による作動／解除

システムを手動で作動／解除するには、インストルメン
ト・パネルのボタンを押します。

● LED オフ：システムが作動します

● LED オン：システムが解除されます

START&STOP システム「OFF（オフ）」ボタン

システム異常

START&STOP システムに異常が発生すると、システムに
よるエンジンの停止が行われなくなります。インストルメ
ント・パネル・ディスプレイに「SERVICE STOP/START
SYSTEM（START&STOP システム整備）」というメッセージ
および黄色の START&STOP 整備表示灯が表示されます

ð ページ 60。インストルメント・パネル・ディスプレイに

「SERVICE STOP/START SYSTEM（START&STOP システム
整備）」というメッセージが表示された場合は、正規ディ
ーラーでシステムの点検を受けてください。「Autostop
（自動停止）」中に不具合が発生した場合は、車両が自
動始動しないことがあり、その場合はキーによる始動が
必要です。

アクティブ・スピード・リミッタ
- タイプ別装備
アクティブ・スピード・リミッタのボタンは、ステアリング・ホ
イールの右側にあります。
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アクティブ・スピード・リミッタ・ボタン

アクティブ・スピード・リミッタは、車両の最高速度を設定
された車速に制限します。

制限速度は 30km/h（20mph）から 130km/h（80mph）
の間で設定できます。

メモ :
アクティブ・スピード・リミッタは、車両停止中または走行
中に設定できます。

アクティブ・スピード・リミッタをスタンバイに設定するに
は、ステアリング・ホイールの設定ボタンを押します。ア
クティブ・スピード・リミッタはスタンバイ・モードになり、イ
ンストルメント・パネルに白い表示灯が表示されます。

メモ :
クルーズ・コントロール（タイプ別装備）およびアダプティ
ブ・クルーズ・コントロール（タイプ別装備）は、アクティ
ブ・スピード・リミッタが ON の場合は有効にできません。
有効な場合、これらのシステムは「Speed Limiter（スピー
ド・リミッタ）」ボタンを押すと無効になります。

作動

この機能を作動させるには、ステアリング・ホイール右側
の「Active Speed Limiter（アクティブ・スピード・リミッタ）」
ボタンを押します。インストルメント・パネル・ディスプレイ
に表示灯と合わせてメッセージが表示され、アクティブ・
スピード・リミッタが作動したことが伝えられます。

「Active Speed Limiter（アクティブ・スピード・リミッタ）」ボ
タンを押した後、「SET（設定）（+）」または「SET（設定）
（-）」ボタン（または、以前に設定した目標がすでにある
場合は「RES（再開）」ボタン）を押して、目標速度を設定
する必要があります。

「SET（設定）（+）」または「SET（設定）（-）」ボタンを押す
と、設定速度を増減させて希望の値に設定できます。
「SET（設定）（+）」または「SET（設定）（-）」ボタンを押し続
けると、速度が 5km/h（5mph）の単位で増減されます。

アクティブ・スピード・リミッタを作動させたときはいつで
も、「RES（再開）」ボタンを押すと目標速度は前回作動時
に設定した最後の設定値に設定されます。

アクティブ・スピード・リミッタの作動（速度設定が記憶さ
れている場合）

ステアリング・ホイールの「RES（再開）」ボタンを押すと、
制限速度が記憶されている速度に設定されます。

メモ :
記憶されている制限速度が現在の車速より低い場合、
設定しようとしてもアクティブ・スピード・リミッタは作動し
ません。この場合、対応するメッセージがインストルメン
ト・パネルに表示されます。

作動中の表示

アクティブ・スピード・リミッタが作動している場合、設定さ
れた制限速度がインストルメント・パネルに表示され、ア
クティブ・スピード・リミッタ表示灯が緑色に点灯します。

一時的にアクティブ・スピード・リミッタの作動を解除する
には

アクティブ・スピード・リミッタが作動した状態で走行中に
アクセル・ペダルをいっぱいまで踏み込むと、アクティブ・
スピード・リミッタの作動が一時的に解除される場合があ
ります。この場合、対応するメッセージがインストルメン
ト・パネルに表示されます。

制限速度を変更するには

アクティブ・スピード・リミッタが作動中に、ステアリング・
ホイールの「SET（設定）+」または「SET（設定）-」ボタンを
押します。「SET（設定）+」または「SET（設定）-」ボタンを
押し続けると、制限速度が 1 mph (1 km/h)の単位で変
わります。

アクティブ・スピード・リミッタをスタンバイに戻す

アクティブ・スピード・リミッタが作動中に、ステアリング・
ホイールの「CANC（キャンセル）」ボタンを押すと、アクテ
ィブ・スピード・リミッタの作動は解除され、スタンバイに
戻ります。インストルメント・パネルの制限速度表示は、
設定速度値に取り消し線を引いて白に変わりますが、設
定速度は引き続き記憶されます。

アクティブ・スピード・リミッタの作動を解除するには

アクティブ・スピード・リミッタがスタンバイ中に設定ボタン
を押すと、アクティブ・スピード・リミッタの作動は解除され
ます。インストルメント・パネルの表示灯はオフになり、記
憶されている速度は消去されます。

メモ :
クルーズ・コントロール（タイプ別装備）およびアダプティ
ブ・クルーズ・コントロール（タイプ別装備）の各システム
は、アクティブ・スピード・リミッタの使用中は使用できま
せん。クルーズ・コントロール・システムまたは ACC シス
テムを設定すると、アクティブ・スピード・リミッタはキャン
セルされます。
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設定速度の超過

装置が作動している場合にアクセル・ペダルを完全に踏
み込むと、プログラムされた最高速度を超過することが
できます。

運転者が加速操作を行ったことでアクティブ・スピード・リ
ミッタの設定値を超えた場合、表示灯が点滅し、インスト
ルメント・パネル・ディスプレイにメッセージが表示されま
す。

この機能は車速がアクティブ・スピード・リミッタの設定値
を下回るまで無効のままとなり、車速が下回ると、自動
的に再作動します。

無効化

アクティブ・スピード・リミッタをオフにするには、ステアリ
ング・ホイール右側のアクティブ・スピード・リミッタ・ボタ
ンを押します。インストルメント・パネル・ディスプレイに、
この機能がオフになったことを確認するメッセージが表
示されます。また、「CANC（キャンセル）」ボタンを押して
アクティブ・スピード・リミッタの作動を解除することもでき
ます。この場合、システムは完全にはオフにならず、運
転者は「RES（再開）」ボタンを押してアクティブ・スピード・
リミッタを再び作動させることができます。

インテリジェント・スピード・
アシスト（ISA） – タイプ別装備

インテリジェント・スピード・アシスト（ISA）シス
テムは、アクティブ・スピード・リミッタ・システ
ムとトラフィック・サイン・アシスト（TSA）システ
ムを組み合わせたもので、検知した交通標

識に基づいて車両の最高速度を自動的に調整します。

トラフィック・サイン・アシスト（TSA）（タイプ別装備）が作
動中にアクティブ・スピード・リミッタをスタンバイにする
と、インストルメント・パネル・ディスプレイに「Intelligent
Speed Limiter Available（インテリジェント・スピード・リミッ
タが利用可能）」というメッセージが表示され、インテリジ
ェント・スピード・アシスト（ISA）がスタンバイになります。

このとき、インストルメント・パネルのアクティブ・スピー
ド・リミッタ表示灯の横にある表示灯が点灯します。ISA
が作動している場合、検出した交通標識に基づいて車
速が自動的に調整されます。

作動

この機能を作動させるには、Uconnect 設定内でトラフィ
ック・サイン・アシスト（TSA）システムが有効になっている
ことを確認してから ð ページ 136、ステアリング・ホイ

ールの右側にある「Active Speed Limiter（アクティブ・ス
ピード・リミッタ）」ボタンを押します。インストルメント・パ
ネル・ディスプレイに白色表示灯と合わせて「Ready（準
備完了）」というメッセージが表示され、システムが作動し
たことが伝えられます。

システムが「Ready（準備完了）」の状態にある間に、運
転者は「SET（設定）（+）」、「SET（設定）（-）」、または「RES
（再開）」ボタンを押して、システムを作動させる必要があ
ります。システムが完全に作動し、TSA システムを使用し
て現在の速度制限を検知すると、インストルメント・パネ
ル・ディスプレイのメッセージが「Set（設定）」に変わり、ア
クティブ・スピード・リミッタにより現在設定されている速
度が並びます。表示灯は緑色に変わります。

ISA が作動している間に TSA システムが新しい速度制限
を検知すると、インストルメント・パネル・ディスプレイに
「New Speed Zone Detected（新しい速度域を検知）」とい
うメッセージと検知した速度が表示され、アクティブ・スピ
ード・リミッタにより自動的に最高設定速度が調整されま

す。アラート設定は Uconnect システム内でも調整できま
す。

メモ :
また、アクティブ・スピード・リミッタ・システムの設定速度
より高い、または低い制限速度標識が検知されると、イ
ンストルメント・パネルにポップアップ・メッセージが表示
されます。

ステアリング・ホイール右側にある「SET（設定）（+）」また
は「SET（設定）（-）」ボタンを押すと、ISA 設定速度より上
か下の希望値まで設定速度が増減されます。「SET（設
定）（+）」または「SET（設定）（-）」ボタンを押し続けると、
速度が 5km/h（5mph）の単位で増減されます。

メモ :
クルーズ・コントロール（タイプ別装備）およびアダプティ
ブ・クルーズ・コントロール（タイプ別装備）の各システム
は、ISA システムの使用中は使用できません。

設定速度の超過

システムが作動している場合にアクセル・ペダルを完全
に踏み込むと、最高設定速度を超過することができま
す。

最高設定速度を超えると、表示灯が点滅し、アクセル・
ペダルを放すまで、インストルメント・パネル・ディスプレ
イにメッセージが表示されます。

無効化

インテリジェント・スピード・アシスト・システムをオフにす
るには、ステアリング・ホイール右側のアクティブ・スピー
ド・リミッタ・ボタンを押します。インストルメント・パネル・
ディスプレイに、この機能がオフになったことを確認する
メッセージが表示されます。インテリジェント・スピード・ア
シスト・システムは、「CANC（キャンセル）」ボタンを押すこ
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とでも解除できます。この場合、ISA システムは完全には
オフにならず、「RES（再開）」ボタンを押すと、システムを
再度作動させることができます。

クルーズ・コントロール・シス
テム – タイプ別装備
一部の車両には、以下のようなクルーズ・コントロール・
システム、またはアダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）システムが装備されています。

● クルーズ・コントロールは、車速をあらかじめ設定され
た一定の速度に維持します。

● アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）は、あらか
じめ設定された速度を上限に車速を調整して、先行
車との車間距離を維持します。

メモ :
● ACC 搭載車で ACC が有効になっていない場合、定速

クルーズ・コントロールは自車の直前の車両を検知し
ません。選択されている機能に常に注意してくださ
い。

● クルーズ・コントロール（タイプ別装備）およびアダプテ
ィブ・クルーズ・コントロール（タイプ別装備）機能は、
アクティブ・スピード・リミッタを使用しているときは使
用できません。

● 複数のクルーズ・コントロール機能を同時に作動させ
ることはできません。たとえば、定速クルーズ・コント
ロールが有効になっている場合、アダプティブ・クルー
ズ・コントロールは利用できません（逆の場合も同様
です）。

クルーズ・コントロール

車速が 20 mph (30 km/h)を超えたときにクルーズ・コン
トロールを作動させて、アクセル操作を行わずに定速走
行することができます。

クルーズ・コントロール・システムのボタンは、ステアリン
グ・ホイールの右側にあります。

クルーズ・コントロール・ボタン

1 - SET（+）／加速
2 - CANC／キャンセル
3 - SET (-)／減速
4 - On/Off
5 - RES／再開

警告!

システムが一定速度を維持できないような状況でのク
ルーズ・コントロール・システムの使用は危険です。状
況に合わない速度に加速して車を制御できなくなり、
事故につながる恐れがあります。道路が混雑している
場合、曲がりくねった道、凍結した道路、雪道、滑りや

(続き)

警告!

すい路面などでは、クルーズ・コントロール・システム
は使用しないでください。

作動するには

「ON/OFF（オン／オフ）」ボタンを押して、クルーズ・コント
ロール・システムを作動させます。インストルメント・パネ
ル・ディスプレイに「CRUISE CONTROL READY（クルーズ・
コントロール準備完了）」と表示され、クルーズ・コントロ
ール・システムがオンであることが示されます。「ON/OFF
（オン／オフ）」ボタンを再度押すと、システムがオフにな
ります。インストルメント・パネル・ディスプレイに「CRUISE
CONTROL OFF（クルーズ・コントロール・オフ）」と表示さ
れ、クルーズ・コントロール・システムがオフであることが
示されます。使用しないときには、システムを OFF にして
おいてください。

警告!

クルーズ・コントロール・システムは、使用しないときに
ON にしておくと危険です。不意にシステムが設定され
たり、予想以上の速度になることがあります。車を制
御できなくなり、事故につながる恐れがあります。シス
テムを使用しないときは、常に OFF にしておいてくださ
い。

希望速度を設定するには

クルーズ・コントロール・システムをオンにします。車が希
望速度に達したときに、「SET +（設定+）」または「SET -
（設定-）」ボタンを押して放します。アクセルを放しても、
車は設定された速度で走行し続けます。速度が設定さ
れると、「CRUISE CONTROL SET TO MPH (km/h)（クルー
ズ・コントロールの設定は○○km/h（MPH））」というメッセ
ージが表示され、設定された速度が示されます。速度が

98 始動と運転



設定されると、インストルメント・パネルに設定速度ととも
にクルーズ・コントロール表示灯が点灯し、そのまま点灯
し続けます。

設定速度を変更するには

設定速度を増減させるには

クルーズ・コントロールの設定時に、「SET（設定）（+）」ボ
タンを押すと、設定速度が上がり、「SET（設定）（-）」ボタ
ンを押すと、設定速度が下がります。

米国式（mph）

● 「SET（設定）（+）」ボタンまたは「SET（設定）（-）」を 1
回押すと、設定速度を 1mph 単位で調整できます。
ボタンを 1 回押すごとに、1mph 単位で増減します。

● ボタンを押し続けると、ボタンを放すまで設定速度は
5mph ずつ加速し続けます。設定速度の上昇はイン
ストルメント・パネル・ディスプレイに反映されます。

メートル法（km/h）

● 「SET（設定）（+）」または「SET（設定）（-）」ボタンを 1
回押すと、設定速度を 1km/h 単位で調整できます。
ボタンを 1 回押すごとに、1km/h 単位で増減します。

● ボタンを押し続けると、ボタンを放すまで設定速度は
10km/h ずつ加速し続けます。設定速度の上昇はイ
ンストルメント・パネル・ディスプレイに反映されます。

追い越しのために加速するには

クルーズ・コントロールが設定されている間に、通常どお
りアクセルを踏んで追い越します。ペダルを放すと、車は
元の設定速度に戻ります。

坂道でのクルーズ・コントロール・システムの
使用

トランスミッションが上り坂でシフトダウンし、車両の設定
速度が維持されます。

クルーズ・コントロール・システムは、上り坂や下り坂でも
速度を保ちます。緩やかな坂で速度が多少変化しても
異常ではありません。急な坂道では加減速が大きくなる
ので、クルーズ・コントロールを使用せずに運転するよう
にしてください。

警告!

システムが一定速度を維持できないような状況でのク
ルーズ・コントロール・システムの使用は危険です。状
況に合わない速度に加速して車を制御できなくなり、
事故につながる恐れがあります。道路が混雑している
場合、曲がりくねった道、凍結した道路、雪道、滑りや
すい路面などでは、クルーズ・コントロール・システム
は使用しないでください。

設定速度を復帰させるには

前回設定した速度を復帰させるには、「RES」ボタンを押
して放します。復帰機能は、25km/h（17mph）を超える
速度で使用できます。

設定を解除するには

ブレーキ・ペダルを軽く踏む、「CANC（キャンセル）」ボタ
ンを押す、あるいは通常通りにブレーキ・ペダルを踏む
と、設定した速度をメモリから消去せずにクルーズ・コン
トロール・システムを解除することができます。

次の条件を満たす場合、設定速度をメモリから消去せず
にクルーズ・コントロールを解除できます。

● 車両のパーキング・ブレーキをかけた

● スタビリティが作動する

● ギヤ・セレクタを「D（ドライブ）」以外に動かした

● エンジン過回転になる

「ON/OFF（オン／オフ）」ボタンを押すか、イグニッション
を「OFF（オフ）」位置にすると、設定した速度がメモリから
消去されます。

アダプティブ・クルーズ・コントロー
ル（ACC）
アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）を使用するこ
とにより、高速道路や幹線道路を走行中にクルーズ・コ
ントロールが提供する快適さが増します。しかし安全の
ための装置ではなく、衝突防止機能はありません。クル
ーズ・コントロール機能は、車両に ACC が装備されてい
ない場合には動作が異なります ð ページ 98。

ACC により、交通量が多くない状況で速度を再設定する
ことなく、クルーズ・コントロールを作動させたままにする
ことができます。ACC では、前方の車両を検知するため
にレーダー・センサおよび前方向きカメラを利用して、設
定速度を維持します。

メモ :
● ACC センサが先行車を検出すると、減速と（当初の設

定速度を超えないように）加速を自動的に調整し、あ
らかじめ設定された先行車との車間距離を維持しな
がら先行車の速度に合わせます。

● 車両のシャーシ／サスペンションまたはタイヤ・サイ
ズに改変を加えると、アダプティブ・クルーズ・コントロ
ールと前面衝突警報システムの性能に影響が出ま
す。
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● 定速クルーズ・コントロール（ACC が有効になっていな
い状態）では、先行車を検知することはできません。
選択されている機能に常に注意してください。

警告!

● アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）は利便
性を追求したシステムです。運転者による運転に代
わるものではありません。路面、交通状況、天候、
車速、車間距離に注意し、なによりもあらゆる道路
状況でブレーキを操作し安全に運転することは、運
転者の責任です。安全運転を行うためには、常に
十分な注意力が欠かせません。ここに示す警告に
従わないと、衝突事故や死亡または重傷につなが
る恐れがあります。

● ACC システムは：

○ 歩行者、対向車、静止物（渋滞で停止している
車や故障車など）には反応しません。

○ 路面、交通状況、および天候を考慮に入れるこ
とはできず、視界の悪い状況では性能が制限さ
れる場合があります。

○ 複雑な運転条件では必ずしも認識が完全に行
われるわけではなく、そのため車間距離の警告
が正しくなかったり、警告が発せられないことが
あります。

次の場合は ACC システムをオフにしてください。

● 霧、大雨、大雪、凍結路、交通量の多い場所、複雑
な状況（高速道路の工事中現場など）の中を運転
する場合

(続き)

警告!

● 右左折レーンや高速道路の出口ランプに入る場
合、曲がりくねった道、凍結した道路、雪道、滑りや
すい路面、勾配の大きい道を走行する場合

● 勾配の大きい道でトレーラをけん引する場合

● 一定速度で走行するのが危険な状況である場合

アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）の操作

ACC システムは（ステアリング・ホイールの右側にある）
ボタンで操作します。

アダプティブ・クルーズ・コントロール・ボタン

1 - 距離設定ボタン
2 - アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）ON/OFF
3 - CANC／キャンセル
4 - アクティブ・スピード・リミッタ・ボタン
5 - SET（+）／加速
6 - 定速クルーズ・コントロール ON/OFF
7 - RES／再開
8 - SET (-)／減速

アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）のメニュー

インストルメント・パネル・ディスプレイに現在のシステム
設定が表示されます。DID に表示される情報は、ACC シ
ステムの状態に応じて異なります。

「アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）ON/OFF」ボ
タンを押すと、インストルメント・パネル・ディスプレイに以
下のいずれかの項目が表示されます。

アダプティブ・クルーズ・コントロール - OFF

ACC の作動を解除すると、「Adaptive Cruise Control Off
（アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）オフ）」と表
示されます。

アダプティブ・クルーズ・コントロール - 準備完了

ACC がオンになっているが、車速設定が選択されていな
い場合は、ディスプレイに「Adaptive Cruise Control
Ready（ACC 利用可）」と表示されます。

アダプティブ・クルーズ・コントロール - 設定

「SET（+）」または「SET（-）」ボタンを押すと、ディスプレイ
に「ACC 設定」が表示されます。

ACC を設定すると、設定速度がインストルメント・パネル
に表示されます。

次の ACC 機能が作動すると、ACC 画面が再表示される
場合があります。

● システムのキャンセル

● 運転者によるオーバーライド

● システム OFF

● ACC 接近警告

● ACC 利用不可警告
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ACC 表示の動きがなく 5 秒経過すると、インストルメン
ト・パネル・ディスプレイは最後に選択された表示に戻り
ます。

アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）の作動

ACC システムの最低設定速度は 30km/h（19mph）で
す。

システムを ON にして準備完了状態になると、インストル
メント・パネル・ディスプレイに「ACC Ready（ACC 利用
可）」と表示されます。

システムが OFF のときは、インストルメント・パネル・ディ
スプレイには「Adaptive Cruise Control (ACC) Off（アダプ
ティブ・クルーズ・コントロール（ACC）オフ）」と表示されま
す。

メモ :
下記の状態では ACC を作動できません。

● 「4WD Low」になっている場合

● ブレーキが踏み込まれている場合

● パーキング・ブレーキがかかっている場合

● オートマチック・トランスミッションが「P（パーキン
グ）」、「R（リバース）」、または「N（ニュートラル）」に入
っている場合

● ブレーキが過熱している場合

● 低速で運転席のドアを開けている場合

● 低速で運転席のシートベルトが外れている場合

● この車両のすぐ前方に静止車両がある場合

● 「ESC フル OFF」モードが作動している場合

作動／停止するには

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）の「ON/OFF
（オン／オフ）」ボタンを押して放します。インストルメント・
パネル・ディスプレイの ACC メニューに「ACC Ready（ACC
利用可）」と表示されます。

システムを OFF にするには、アダプティブ・クルーズ・コ
ントロール（ACC）の「ON/OFF（オン／オフ）」ボタンをもう
一度押して放します。このときシステムは OFF になり、イ
ンストルメント・パネル・ディスプレイに「Adaptive Cruise
Control (ACC) Off（アダプティブ・クルーズ・コントロール
（ACC）オフ）」と表示されます。

警告!

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）システムを
使用していないときに ON のままにしておくことは危険
です。不意にシステムが設定されたり、予想以上の速
度になることがあります。車を制御できなくなり、衝突
事故につながる恐れがあります。システムを使用しな
いときは、常に OFF にしておいてください。

希望速度を設定するには

車両が希望速度に達したときに、「SET +」ボタンまたは
「SET -」ボタンを押して放します。インストルメント・パネ
ル・ディスプレイに設定速度が表示されます。

メモ :
定速クルーズ・コントロールは ACC を有効にしなくても使
用できます。別のモードに切り替えるには、ACC の
ON/OFF ボタンを押します。これで、ACC と定速クルー
ズ・コントロールがオフになります。定速クルーズ・コント
ロールの ON/OFF ボタンを押すと、定速クルーズ・コント
ロール・モードがオンになります（切り替わります）。

警告!

定速クルーズ・コントロール・モードでは、システムは
先行車には反応しません。さらに、先行車の存在や車
間距離が検出されないため、先行車に近づきすぎても
接近警報が作動せず、アラームも鳴りません。先行車
との安全な車間距離を維持してください。選択されて
いるモードに常に注意してください。

車速が 30km/h（19mph）を下回っているときに ACC が
設定されると、設定速度はデフォルトの 30km/h
（19mph）になります。

メモ :
車速が 30km/h（19mph）を下回っているときは、定速ク
ルーズ・コントロールを設定することができません。

車速が 30km/h（19mph）を超えているときにいずれか
のシステムが設定されると、設定速度は現在の車速に
なります。

メモ :
● アクセル・ペダルに足を乗せたままにしていると、設

定速度を超えて加速し続ける場合があります。これが
起こった場合は、インストルメント・パネル・ディスプレ
イに「DRIVER OVERRIDE（運転者によるオーバーライ
ド）」というメッセージが表示されます。

● ACC を有効にした状態で設定速度を超えて加速し続
けると、自車と先行車の間の車間距離制御が行われ
なくなります。車速はアクセル・ペダルを踏み込む量
によってのみ決まります。

キャンセルするには

次の条件に合致すると、ACC システムまたは定速クルー
ズ・コントロール・システムがキャンセルされます。

● ブレーキ・ペダルを踏む
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● 「CANC（キャンセル）」ボタンを押す

● アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）が作動する

● ギヤ・セレクタを「D（ドライブ）」位置から動かす

● エレクトロニック・スタビリティ・コントロール／トラクショ
ン・コントロール・システム（ESC／TCS）が作動する

● 車両のパーキング・ブレーキをかける

● トレーラ・スウェイ・コントロール（TSC）が作動する

● 運転者が ESC をフル OFF モードに切り替える

● ブレーキ温度が正常範囲を超える（オーバーヒート）

次の条件に合致すると、ACC システムのみがキャンセル
されます。

● 低速で運転席のシートベルトが外れている

● 低速で運転席のドアを開けている

OFF にするには

次のことを行うと、システムは OFF になり、メモリ内の設
定速度は消去されます。

● アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）の
「ON/OFF（オン／オフ）」ボタンを押す

● 定速クルーズ・コントロール・システムの「ON/OFF（オ
ン／オフ）」ボタンを押す

● イグニッション・キーが「OFF（オフ）」の位置にある

● 4WD LOW が作動している

再作動させるには

メモリに設定速度がある場合は、「RES（再開）」ボタンを
押し、アクセル・ペダルから足を放します。インストルメン

ト・パネル・ディスプレイに前回の設定速度が表示されま
す。

復帰機能は、定速クルーズ・コントロール使用中のみ、
32km/h（20mph）を超える速度で使用できます。

復帰機能は、ACC の作動時は 0km/h（0mph）を超える
速度で使用できます。

メモ :
● 車両が 2 秒以上静止したままの場合、運転者が

「RES」（再開）ボタンを押すかアクセル・ペダルを踏ん
で、アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）に既存
の設定速度を割り当てる必要があります。

● この車両のすぐ前方に静止車両がある場合、ACC を
再開できません。

警告!

復帰機能は、交通状況と路面状態に注意して使用し
てください。設定速度が速すぎたり遅すぎたりするとき
に復帰機能を使用すると、そのときの交通量や路面
状況によっては、車速を急に上げたり落としたりするこ
とになるため危険です。ここに示す警告に従わない
と、衝突事故や死亡または重傷につながる恐れがあ
ります。

設定速度を変更するには

設定速度を増減させるには

速度の設定後、「SET（設定）（+）」ボタンを押すと、設定
速度が上がり、「SET（設定）（-）」ボタンを押すと、設定速
度が下がります。

米国式（mph）

● 「SET（設定）（+）」ボタンまたは「SET（設定）（-）」を 1
回押すと、設定速度を 1mph 単位で調整できます。
ボタンを 1 回押すごとに、1mph 単位で増減します。

● ボタンを押し続けると、ボタンを放すまで設定速度は
5mph 単位で連続して調整できます。新たに設定した
速度はインストルメント・パネル・ディスプレイに反映さ
れます。

メートル法（km/h）

● 「SET（設定）（+）」または「SET（設定）（-）」ボタンを 1
回押すと、設定速度を 1km/h 単位で調整できます。
ボタンを 1 回押すごとに、1km/h 単位で増減します。

● ボタンを押し続けると、ボタンを放すまで設定速度は
10km/h 単位で連続して調整できます。新たに設定し
た速度はインストルメント・パネル・ディスプレイに反
映されます。

メモ :
現在の設定を無視して「SET +（設定+）」ボタンまたは
「SET -（設定-）」ボタンを押すと、新しい設定速度が車両
の現在の速度になります。

ACC の作動中：

● 「SET -（設定-）」ボタンを操作して減速するとき、エンジ
ン・ブレーキによって設定速度まで車速を十分に落と
すことができない場合、ブレーキ システムで自動的に
減速します。

● 前方車両に追従しているときは、ACC システムが減速
して完全停止します。自車が対象車に続いて静止し
た場合、2 秒後に、運転者が「RES（再開）」ボタンを押
すか、アクセル・ペダルを踏んで ACC を再作動させて
設定速度に戻す必要があります。
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● ACC システムは、坂道でも設定速度を維持します。緩
やかな坂で速度が多少変化しても異常ではありませ
ん。また、坂道の上り坂と下り坂ではシフトダウンが
行われることもあります。これは設定速度を維持する
ために必要な正常な動作です。登坂および降坂時、
ブレーキ温度が通常の範囲を超えると（オーバーヒー
ト）、ACC システムはキャンセルされます。

ACC での車間距離の設定

バー 4 本（最長距離）、バー 3 本（長距離）、バー 2 本
（中距離）、バー 1 本（短距離）の間で距離設定を変化さ
せて、ACC の指定車間距離を設定できます。ACC は、こ
の距離設定値と車速を基に、先行車との車間距離を計
算して設定します。インストルメント・パネル・ディスプレイ
内に距離設定が表示されます。

距離設定

1 - 最長距離設定（バー 4 本）
2 - 中距離設定（バー 2 本）
3 - 長距離設定（バー 3 本）
4 - 短距離設定（バー 1 本）

距離設定を長くするには、「距離設定」ボタンを押して放
します。このボタンを押すたびに、距離設定はバー 1 本

ずつ増加（延長）します。最長距離に達した後でボタンを
もう一度押すと、選択可能な最短距離が設定されます。

先行車がいない場合、車両は設定速度で走行します。
同じレーンに走行速度が遅い車両を検知すると、インス
トルメント・パネル・ディスプレイに先行車を検知したとき
の ACC 設定表示灯が表示されます。その後システム
は、設定速度に関係なく車速を自動的に調整し、距離設
定を維持します。

車両は以下の条件が満たされるまで設定されている車
間距離を維持します。

● 先行車が設定速度を超えるまで加速する。

● 先行車が車線を移る、またはセンサの検出範囲の外
に出る。

● 車間距離の設定値を変更する。

● システムが解除されるð ページ 101。

ACC による最大制動力は制限されますが、運転者は必
要に応じて通常通りにブレーキをかけることができます。

メモ :
ACC システムがブレーキをかけると、常にブレーキランプ
が点灯します。

ACC はシステムの最大制動力では設定の車間距離を維
持できないと判断すると、運転者に接近警報を発しま
す。警報が出ると、インストルメント・パネル・ディスプレイ
で「BRAKE!（ブレーキ！）」という視覚警報が点滅し、チャ
イムが鳴ると同時に、ACC は最大制動力をかけ続けま
す。

メモ :
インストルメント・パネル・ディスプレイの「BRAKE!（ブレー
キ！）」画面は運転者に対応を促す警告であり、必ずし

も前面衝突警報システムが自動的にブレーキをかけると
いうことではありません。

停止時の ACC の作動

前方車両に追従している間に、ACC システムにより車両
が静止し、静止してから 2 秒以内にその前方車両が動
き出した場合、運転者が何も対応しなくても、この車両は
走行を再開します。

乗車している車両が静止してから 2 秒以内にその前方
車両が動き出さない場合は、運転者が「RES（再開）」ボ
タンを押すか、アクセル・ペダルを踏んで ACC を再作動
させて設定速度に戻す必要があります。

メモ :
ACC システムにより車両が約 3 分間連続して静止する
と、パーキング・ブレーキが作動し、ACC システムはキャ
ンセルされます。

ACC により車両が静止している間、運転席のシートベル
トを外すか運転席のドアを開けると、パーキング・ブレー
キが作動し、ACC システムはキャンセルされます。

警告!

ACC システムを再起動させるとき、運転者は、車両の
進路上に歩行者、他の車両、障害物がないことを確認
してください。ここに示す警告に従わないと、衝突事故
や死亡または重傷につながる恐れがあります。

追い越し補助

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）を作動させて
別の車の後を走行中の場合、前方の車を追い越せるよ
うに、ACC の設定速度まで車が加速されます。右側通行
の地域の場合、この追加の加速は、左方向指示器を使
用したときに開始されます。なお、先行車の左側を追い
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越す場合にのみ作動します。左側通行の地域の場合、
この追加の加速は、右方向指示器を使用したときに開
始されます。なお、先行車の右側を追い越す場合にのみ
作動します。

メモ :
車が右側通行の地域から左側走行の地域に移行する
場合、またはその逆の場合、ACC システムが通行の方
向を自動的に検出します。

警告およびメンテナンスの表示

「WIPE FRONT RADAR SENSOR（フロント・レー
ダ・センサを清掃してください）」警告

システムの性能が一時的に制限される条件になると、
「ACC/FCW Unavailable Wipe Front Radar Sensor（ACC
／FCW が無効のためフロント・レーダ・センサを清掃して
ください）」という警告が表示され、チャイムも鳴ります。

この警告は、多くの場合、雪や大雨などのため視界が悪
いときに発せられます。ACC システムは、泥、埃、氷など
の障害物によって一時的に利用できなくなる場合もあり
ます。このような場合、インストルメント・パネル・ディスプ
レイに上のメッセージが表示され、システムが無効にな
ります。

このメッセージは、反射率の高いエリア（反射タイルが使
用されたトンネル、氷雪など）の走行中に表示されること
があります。エリアを離れると、ACC システムは再び作動
します。まれに、レーダーが追跡する車両や物体が進路
上にない場合、この警告が一時的に表示される場合が
あります。

メモ :
「ACC/FCW Unavailable Wipe Front Radar Sensor（ACC
／FCW が無効のためフロント・レーダ・センサを清掃して

ください）」という警告が表示されている場合でも、定速ク
ルーズ・コントロールは使用できます。

天候状況が原因でない場合、センサを点検する必要が
あります。センサの清掃や障害物の除去が必要な場合
もあります。センサは、車両中央、ロア・グリルの背後に
取り付けられています。

ACC が正常に作動するために、以下のメンテナンス項目
に留意してください。

● センサを常にきれいにしておきます。柔らかい布でセ
ンサのレンズを丁寧に拭きます。センサのレンズに傷
を付けないように注意してください。

● センサのネジを取り外さないでください。ネジを外す
と、ACC システムが誤作動を起こしたり機能せず、セ
ンサの再調節が必要になる場合があります。

● 衝突によってセンサまたは車両の前部が損傷を受け
た場合、正規ディーラーで整備を受けてください。

● センサ付近には透明な部品や後付けグリルなどのア
クセサリをはめたり、取り付けたりしないでください。
アクセサリを付けると ACC が機能しなくなったり、誤作
動を起こす恐れがあります。

システムの作動を解除していた状況がなくなったとき、シ
ステムは「Adaptive Cruise Control Off（アダプティブ・クル
ーズ・コントロール - OFF）」状態になり、再起動するだけ
で再び機能するようになります。

メモ :
● 雪、雨、泥またはその他の障害物がないにもかかわ

らず「ACC/FCW Unavailable Wipe Front Radar Sensor
（ACC/FCW が無効のためフロント・レーダ・センサを清
掃してください）」というメッセージが頻繁に表示される
場合（1 回の走行に 2 度以上）、正規ディーラーでレ
ーダ・センサの再調節を行ってください。

● スノウプラウ、フロント・フェイス・カバーや後付けグリ
ルの取り付け、またはグリルの改造は推奨しません。
これらのパーツがセンサの障害となり、ACC/FCW が
機能しなくなる恐れがあります。

「CLEAN FRONT WINDSHIELD（フロントウィンド
ウの清掃が必要です）」警告

システムの性能が一時的に制限される条件になると、
「ACC/FCW Limited Functionality Clean Front Windshield
（ACC／FCW の機能が制限されているためフロントウィン
ドウの清掃が必要です）」という警告が表示され、チャイ
ムがなります。この警告は、多くの場合、雪または大雨
や曇りなどのため視界が悪いときに発せられます。ACC
システムは、フロントウィンドウ上の泥、埃、氷、さらには
ガラス内側の曇りなどの障害物によって一時的に利用
できなくなる場合もあります。このような場合、インストル
メント・パネル・ディスプレイに「ACC/FCW Limited
Functionality Clean Front Windshield（ACC/FCW の機能
が制限されているためフロントウィンドウの清掃が必要
です）」と表示され、システムは性能を低下させます。

悪天候条件での走行中、このメッセージが表示されるこ
とがあります。車両がこうしたエリアを離れると、
ACC/FCW システムは再び作動します。まれに、カメラが
進路上の車両や物体を追跡しない場合、この警告が一
時的に表示される場合があります。

天候条件が原因ではない場合、運転者はフロントウィン
ドウおよびルーム・ミラーの裏側にあるカメラを点検する
必要があります。清掃や障害物の除去が必要な場合も
あります。

機能の制限をもたらす状況がなくなると、システムの機
能は完全に元に戻ります。
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メモ :
雪、雨、泥またはその他の障害物がないにもかかわらず
「ACC/FCW Limited Functionality Clean Front Windshield
（ACC/FCW の機能が制限されているためフロントウィンド
ウの清掃が必要です）」というメッセージが頻繁に表示さ
れる場合（1 回の走行に 2 度以上）、正規ディーラーでフ
ロントウィンドウおよび前方向きカメラの点検を受けてく
ださい。

ACC/FCW 整備警告

システムがオフになり、インストルメント・パネル・ディスプ
レイに「ACC/FCW Unavailable Service Required
（ACC/FCW 利用不可、整備を受けてください）」または
「Cruise/FCW Unavailable Service Required（クルーズ／
FCW 利用不可、整備を受けてください）」と表示された場
合は、ACC の機能を制限する内部システム故障または
一時的な不具合が生じている恐れがあります。通常の
状態で走行することはできますが、ACC は一時的に利用
できなくなります。そのような場合は、後ほどイグニッショ
ン・サイクルに従って ACC を作動させてください。問題が
解決できない場合は、正規ディーラーにお問い合わせく
ださい。

ACC を作動させて運転する際の注意事項

運転状況によっては、ACC の検出に問題が生じることが
あります。そのような場合、ACC によってブレーキがかか
るのが遅かったり、不意にかかったりする可能性があり
ます。運転者は油断せず、場合によってはシステムの作
動に対し処置を講じることが必要なこともあります。以下
は、こうした種類の状況の例です。

トレーラのけん引

ACC の使用時、トレーラのけん引はお勧めしません。

車の位置のずれ

同じ車線に車がいても、運転している車の直線方向から
ずれている場合や、隣の車線から合流してくる車両の場
合、ACC は検出できないことがあります。また、先行車と
の距離を十分に保つことができないことがあります。そ
のような車は一定して走行軌跡に留まらないため、車の
ブレーキが不意にかかったり、加速したりすることがあり
ます。

車の位置のずれの例

曲がり角やカーブ

ACC を作動させてカーブを走行すると、前方の車両を検
知していない状態で、安定性確保のためにシステムが
車速を増減させる場合があります。車両がカーブを抜け
ると、システムは元の設定速度を復帰させます。これ
は、ACC システムの正常な機能の一部です。

メモ :
急カーブでは、ACC の作動が制限される場合がありま
す。

坂道での ACC の使用

坂道を走行中は、ACC の性能が十分に発揮されない恐
れがあります。速度、積載物の重量、交通状況、坂道の
勾配によっては、ACC が車線斜での車両を検出できない
ことがあります。

坂道での ACC の例

車線変更

ACC は、車線変更している車が同じ車線に完全に移るま
で車を検知しません。以下の車線変更の例では、ACC
は車線変更中の車両をまだ検出しておらず、ACC システ
ムは作動可能な時間内に車両を検出できないこと合が
あります。ACC は、車が同じ車線に完全に移るまで検知
しません。また、先行車との距離を十分に保つことがで
きないことがあります。常に注意を怠らず、必要に応じて
ブレーキをかけられるように準備をしておいてください。
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車線変更例

車幅の狭い車

車幅の狭い車が車線の外側ラインぎりぎりの位置を走
行している場合や、少しずつ同じ車線に移ってきている
場合、車線内に完全に入るまで検知されないことがあり
ます。また、先行車との距離を十分に保つことができな
いことがあります。

車幅の狭い車の例

静止物と車両

ACC は静止物または車両には反応しません。たとえば、
ACC は前方車両が現在走行中の車線から移動した、ま
たは前方車両が現在走行中の車線で停止したなどの状
況には反応しません。ACC は、相対的な動きを事前に検
出しなかったので、この停止した車両を静止物とみなし
ます。常に注意を怠らず、必要に応じてブレーキをかけ
られるように準備をしておいてください。

静止物と静止車両の例

カーブへの進入／退出

カーブへ進入／退出する際、ホスト車両が走行している
道路の曲率が予測曲率と異なる場合、システムは隣接
車線を制御対象として選択し、ホスト車線の先行車両を
見落とすことがあります。

カーブ走行の例

トラフィック・サイン・アシス
ト・システム — タイプ別装備
トラフィック・サイン・アシスト（TSA）システムは、フロント
ウィンドウに取り付けられたカメラを使用して、速度制限
など、認識可能な道路標識を検知します。

Uconnect 設定で TSA を作動すると、インストルメント・パ
ネル・ディスプレイに制限速度標識表示灯が表示され、
システムは利用可能な道路標識を常時モニタします。

メモ :
● TSA システムは、「Uconnect Settings（Uconnect 設

定）」またはインストルメント・パネル・ディスプレイ内で
選択した測定単位（km/h または mph）で検知した道
路標識を自動的に表示します。

● 速度制限標識が検知されない場合、システムはナビ
ゲーション・システムに保存された制限速度標識を表
示します。

● システムは常時、現在の制限速度標識を示す道路標
識を確認します。システムは 2 種類の異なる道路標
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識を認識することが可能で、それらをインストルメン
ト・パネル・ディスプレイ内に表示します。

作動／解除

TSA システムの作動／解除は、「Safety/Driver
Assistance（セーフィティ／運転者アシスト）」メニューの
Uconnect システム内で行うことができます。TSA システ
ムが作動していることは、インストルメント・パネルに表
示される道路標識で通知されます。

メモ :
TSA システムが作動していなくても、運転者が「HOME
（ホーム）」画面でシステムを選択すると、制限速度標識
が表示されます。

トラフィック・サイン・アシスト・モード

TSA の操作は、Uconnect システムで設定できます。

Traffic Sign Assist Warning（トラフィック・サイン・アシスト
警告）

Visual（視覚）

「Visual（視覚）」を選択すると、車両の現在の車速が検
知された速度制限を超えると、インストルメント・パネル・
ディスプレイのグラフィック表示により、システムによって
運転者に警告が発せられます。

Visual + Chime（視覚+チャイム）

Visual + Chime（視覚+チャイム）を選択すると、車両の
現在の車速が検知された速度制限を超えると、インスト
ルメント・パネル・ディスプレイのグラフィック表示と警報
音により、システムによって運転者に警告が発せられま
す。警報音は 10 秒間鳴動し、視覚警報は、速度制限の
超過が終了するまで表示されたままになります。

メモ :
TSA システムによって警報が発せられる場合は、必ずオ
ーディオの音量もミュートされます。

TSAOFF

TSA システムをオフにすると、システムによる道路標識
の表示は行われず（「HOME（ホーム）」画面で選択して、
検知された速度制限標識を表示する場合を除く）、運転
者に対する警告は行われません。

New Speed Zone Indication（新速度域指示）

新しい制限速度域が検出されると、運転者に警告が表
示されます。Uconnect 設定で指定できるオプションは
「Visual（視覚）」、「Visual + Chime（視覚とチャイム）」、ま
たは「Off（オフ）」です。「Off（オフ）」が選択されている場
合、運転者に警告は発せられません。

メモ :
TSA システムによって警報が発せられる場合は、必ずオ
ーディオの音量もミュートされます。

ディスプレイの表示

道路標識が検知されるとインストルメント・パネル・ディス
プレイに表示され、利用可能な情報に応じて、複数のあ
らゆる標識の組み合わせを一度に表示することができま
す（制限速度、制限速度および補助情報、横断禁止標
識など）。

新たに検知された制限速度が現在の制限速度より高い
場合、ディスプレイは「up（上）」矢印とともに更新されま
す。

新たに検知された制限速度が現在の制限速度より低い
場合、ディスプレイは「down（下）」矢印とともに更新され
ます。

メモ :
上矢印または下矢印は、最大 5 秒間表示されます。

認識された交通標識

1 — 補助情報（スクールゾーン）付きの現在の制限速
度
2 — 検知された次の制限速度
3 — 検知された追い越し禁止区間

補助情報

補助情報は、運転者が認識する必要のある特別な状況
を示す、新たに検知された制限速度とともに表示される
ことがあります。利用可能な補助情報は以下のとおりで
す。

● スクールゾーン

● 工事中

● 雨天

● 雪

● フォグ
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メモ :
GPS しか装備されていない車両の場合、補助情報は表
示されません。

Speed Limit Exceeded（制限速度超過）

車速が表示された制限速度を 5km/h（3mph)超過する
と、インストルメント・パネル・ディスプレイの制限速度標
識の輪郭が赤色になり、運転者に警告します。

注意!

● インド地域の交通標識認識は、規制基準に従って
設計された制限速度表示のみを検出します。

● センサが遮られていると、機能が制限されるか、シ
ステムが作動しない場合があります。

● 激しい雨、あられやひょう、濃霧などの天候条件に
よっては、システムの作動が制限されたり機能しな
い場合があります。光のコントラストが強いと、セン
サの認識能力に影響することがあります。

● センサ周辺領域は、ステッカや他の物体で覆わな
いでください。

● センサのすぐ周辺のフロント・ガラス部分は改造し
たり、物を取り付けたりしないでください。

● 鳥のふん、昆虫、雪または氷などのフロント・ガラス
上の異物は、きれいに取り除いてください。フロン
ト・ガラスに傷を付けないように、指定の洗剤および
清浄な布を使用してください。

ハイウェイ・アシスト・システ
ム – タイプ別装備

操作

ハイウェイ・アシスト・システム（HAS）は、アダプティブ・ク
ルーズ・コントロール（ACC）システムと連動し、145km/h
（90mph）までの速度で走行する際に走行車線の中央に
車両を維持します。

ACC システムの操作手順とシステムの制限事項につい
ては、ð ページ 99 を参照してください。

メモ :
● 運転者は必ず交通法規と制限速度に従ってください。

適用される制限速度を超えて走行しないでください。

● 運転者はブレーキをかけたり、加速したり、車両を操
舵したりすることで、いつでも HAS を無効にすること
ができます。

ACC 同様、HAS は、先行車と自車間の設定された車間
距離が維持されている限り、設定速度を維持します。
HAS は、ブラインド・スポット・モニタのセンサを使用し
て、左右の車線の中央に車両を維持し、隣の車線を走
行する他の車両を監視します。

HAS はステアリング・ホイール内のセンサーを使用して、
運転者が注意して運転しているかどうかを監視します。
HAS では、運転者は手を常時、ステアリング・ホイール
上に添えている必要があります。このシステムは通常、
車両をレーン中央に維持することを目的としています
が、運転者がステアリング・ホイールを回すと（隣のレー
ンを走行中の大型車両から遠ざかる場合など）、システ
ムはコントロールを低下させて「補助ステアリング」モード
になります。補助ステアリング・モードでは、システムは
ステアリング支援を低下させ、運転者が車両進路をコン

トロールできるようにします。運転者がステアリング・ホイ
ールの操作をやめた場合、システムがレーン中央の維
持（特に、カーブでの走行中）を完全に回復するには数
秒かかります。

警告!

ハイウェイ・アシスト・システムは利便性を追求したシ
ステムです。運転者による運転に代わるものではあり
ません。道路交通、天候条件、車速、車間距離、他の
車両に対するレーン内での位置、ブレーキ操作に注
意を払い、あらゆる路面状況において車両を安全に
運転することは、常にドライバーの責任です。安全運
転を行うためには、常に十分な注意力が欠かせませ
ん。ここに示す警告に従わないと、衝突事故や死亡ま
たは重傷につながる恐れがあります。

次のような状況では、ハイウェイ・アシスト・システムを
オフにしてください。

● 複雑な走行状況（都市環境、工事中現場など）、悪
天候または視界が悪い状況（雨、雪、霧、凍結路、
砂埃など）、または悪路状況（交通量の多い場所、
車線の摩耗または欠落など）で走行する場合。

● 高速道路出口ランプに進入する場合、凍結、積雪、
滑りやすい路面を走行する場合。

● 難しい、または不確かな状況で走行する場合。
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ハイウェイ・アシストのオン／オフの
切り替え

「Highway Assist On/Off（ハイウェイ・アシスト・オン/
オフ）」ボタン

ハイウェイ・アシスト・システムを有効にするには、次の
手順に従います。

1. ステアリング・ホイールの右側にある「Highway
Assist on/off（ハイウェイ・アシスト・オン/オフ）」ボタ
ンを押します。システムが作動するまでは、インスト
ルメント・パネル・ディスプレイにステアリング・ホイ
ールの画像が白く表示されます。以前に ACC を無
効にしていた場合、このボタンを押すと、ACC とハイ
ウェイ・アシストの両システムが作動します。

2. 「HAS on/off（ハイウェイ・アシスト・オン／オフ）」ボ
タンを押す前に ACC が有効で作動していた場合、
ACC は作動したままで、HAS が有効になって作動し
ます（他のすべての条件が満たされた時点で）。

3. 「HAS on/off（ハイウェイ・アシスト・オン／オフ）」」ボ
タンを押す前に ACC が有効でなかった場合、「SET
（設定）（+）」ボタンまたは「SET（設定）（-）」ボタンを

押して、インストルメント・パネル・ディスプレイに目
的の走行速度が表示されたときに放します。

次のセクション「システム作動条件」に記載されているす
べてのシステム条件が満たされると、システムが作動
し、ディスプレイ内のステアリング・ホイールの画像が緑
色に変わります。

ハイウェイ・アシスト作動時（ステアリング・ホイール
が緑色）

メモ :
HAS が作動すると、ステアリング・ホイールの画像の色
の変化に合わせて、インストルメント・パネル・ディスプレ
イの「輝く」効果も緑色に変化します。

システム作動条件

システムが作動するには、ハイウェイ・アシスト・システム
を有効にした後、次の条件が満たされる必要がありま
す。

● ハイウェイ・アシスト・システムが作動している

● 運転席のシートベルトが着用されている

● システムが車線区分線を検知する

● 車両が 145km/h（90mph）未満で走行している

● 車両がレーンの中央にいる

● 方向指示器が作動していない

● 車両が急なカーブに入っていない

● トレーラが連結されていない

● 運転者がステアリング・ホイールに両手を添えている

メモ :
運転者の両手がステアリング・ホイール上にあることを
システムが検出するには、運転者はステアリング・ホイ
ールの外側を握る必要があります。ステアリング・ホイー
ルの内側を握ると、システムが作動するための運転者
の手が添えられているという条件を満たしません。

ステアリング・ホイールの内側を握らないでください

システムの作動解除

次のいずれかの状況になった場合、システムの作動は
解除されます。

● システムが運転者の不注意を検出し、段階的な警告
の上限に達した場合
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● 車線区分線が検出されなくなった場合

● ブレーキ・ペダルを踏んでいるか、ACC システムを解
除した場合

● 方向指示器を使用した場合（方向指示器の作動と同
じ側の死角に対象車が入っている場合を除く）

● 運転者がステアリング・ホイールを十分に操作した場
合

● 運転席のシートベルトを外した場合

● 車速が 145km/h（90mph）を超えた場合

● 「Highway Assist system on/off（ハイウェイ・アシスト・
システム・オン／オフ）」ボタンを再び押した場合（HAS
がオフになる）

● 前面衝突警報（FCW）システムが有効になり、警告を
発している／ブレーキを適用している場合

メモ :
● 車両へのトレーラの連結をシステムが検知すると、

HAS は有効になりません。

● 「Highway Assist on/off（ハイウェイ・アシスト・オン/オ
フ）」ボタンを押すと、システムがオフになります。その
他すべての無効化条件により、システムは「有効」状
態に戻り（ステアリング・ホイール・インジケータが白
色で表示される状態）、すべての作動条件が再び満
たされるまでこの状態が続きます。

● システムを無効にすると、システム状態表示灯が消
灯し、アクティブ・レーン・マネジメントは前の状態に戻
り、ACC は無効になります。

ディスプレイの表示

「Highway Assist（ハイウェイ・アシスト）」システムの状態
は、インストルメント・パネル・ディスプレイに常時表示さ

れ、状態の変化はシステム表示灯の色の変化で示され
ます。

ð ページ 108 ですでに説明したように、システムが運

転者の注意力低下を検知すると、システム状態表示灯
が緑色から、黄色、赤色へと変化し、ディスプレイのステ
アリング・ホイールのアイコンが画面上で中央に上昇し
ます。運転者への警告度が上がるにつれ、表示灯が以
下のように変化します。

● 「Highway Assist Indicator（ハイウェイ・アシスト表示
灯）」（インストルメント・パネル・ディスプレイのステア
リング・ホイール・アイコン）

● インストルメント・パネル・ディスプレイの色の変化

運転者の注意力が低下して戻らないと、システムが作動
しなくなります。

「Highway Assist Indicator（ハイウェイ・アシスト表示灯）」
オフ

● 運転者が HAS をオンにしていない／運転者が起動し
ていない。

「Highway Assist Indicator（ハイウェイ・アシスト表示灯）」
白色

● 運転者が HAS をオンにしている／有効にしている
が、システムが車両のステアリングと速度制御をアク
ティブに行っていない。

「Highway Assist Indicator（ハイウェイ・アシスト表示灯）」
緑色

● システムが運転者の注意力を検知し、車両のステア
リングと速度制御をアクティブに行っている。

「Highway Assist Indicator（ハイウェイ・アシスト表示灯）」
黄色

● 運転者の注意力低下を検知し、ステアリング・ホイー
ルに両手を添えるように運転者に警告中である。

「Highway Assist Indicator（ハイウェイ・アシスト表示灯）」
赤色

● 運転者の注意力低下を検知した状態が継続してお
り、運転者による対応が要求されており、ステアリン
グ・ホイールに両手を添えるように運転者に警告中で
す。この警告は、システムが急なカーブを検出した場
合にも発出され、運転者が対応するように警告中で
す

メモ :
運転者がシステムを作動させていないときは、ステアリ
ング・ホイールに両手を添えて、車両の制御を行わなけ
ればなりません。

Highway Assist（ハイウェイ・アシスト）」が解除された
ことのメッセージ
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SYSTEM STATUS（システムの状態）

システムの表示灯の変化（緑色、黄色、赤色）に加えて、
システムはステアリング・ホイールに振動を発生させるこ
ともできます。この振動による警告は（有効な場合）、た
とえば急カーブ走行中など、車両が車線を逸脱したとき
に発生します。この機能は、Uconnect システム内でオン
／オフを切り替えることができますð ページ 136。

システムの作動／制限

警告!

ハイウェイ・アシストは、運転者の注意力が常時必要
な SAE レベル 2 の運転者アシスト機能です。重傷ま
たは死亡事故を防ぐため、次の事項を守ってくださ
い。

● ハイウェイ・アシスト・システムは、便利なシステム
ですが、あらゆる状況を正確に検出できるわけで
はないことを常に覚えておいてください。ハイウェ
イ・アシスト・システムを使用しているときでも、常に
最大限注意している必要があります。

● ハイウェイ・アシスト・システムを解除した場合、また
はこの説明の前後に記載されているように完全に
機能しなくなった場合、常に注意を怠らず、車両を
制御できるようにしておいてください。

● 「Highway Assist（ハイウェイ・アシスト）」システムを
作動させているときは、ステアリング・ホイールから
絶対に手を放さないでください。

● ハイウェイ・アシスト・システムが作動しているとき
は、携帯端末を使用しないでください。

(続き)

警告!

● 他の車両との安全な車間距離を維持し、交通状況
に注意を払ってください。ハイウェイ・アシスト・シス
テムは、安全上の危険、工事現場、障害物、または
路上の障害物を避けるための操舵をしません。そ
のような状況、また他の車に合流する、高速道路を
降りる、道路を横切るためにハンドルを切る、また
は交通制御装置があるため停止する場合、車両の
操舵を制御し、ブレーキをかける必要があります。

● ステアリング保持検出センサーに干渉しないよう
に、ステアリング・ホイールの上に異物（ステアリン
グ・ホイール・カバーなど）を被せないでください。

ハイウェイ・アシスト・システムは、次のことを行いませ
ん。

● 他車との衝突の警告および防止

● 停車した車両、速度の遅い車両、工事現場または建
設機械、歩行者、または動物の周辺での車両の操舵

● 交通信号または一時停止標識への対応

● 高速道路への合流またはランプからの退出

● 車線変更または方向転換

● 交差する交通への対応

メモ :
アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）は、ハイウェ
イ・アシスト・システムのコア・コンポーネントです。ACC シ
ステムの制限事項については、ð ページ 99 を参照し

てください。

ハイウェイ・アシスト・システムは、次のいずれかの状態
が発生すると機能を制限または低下させる場合がありま
す。

● （たとえば、泥、氷、雪などで）車両のレーダー・センサ
や前方向きカメラが損傷したり、覆われたり、位置が
ずれたり、遮られたりしている

● サスペンションのアライメントが正しくない場合、車両
の改造（サスペンションの上昇や下降、サイズの異な
るホイールやタイヤの装着など）を行った場合

● 高速道路の料金所ブースの近くを走行

メモ :
フロントウィンドウが損傷したら、できるだけ早く正規ディ
ーラーにフロントウィンドウの交換を依頼してください。

PARKSENSE フロント／リヤ・パ
ーク・アシスト・システム - タ
イプ別装備
ParkSense フロント・リヤ・パーク・アシストは、パーキン
グ操作などの車をバックまたは前進させるときに、リヤ／
フロント・フェイシア／バンパと検知された障害物との距
離を、視覚と音で示します。

このシステムの制限事項および推奨事項については、

ð ページ 115 を参照してください。

システムがオンになっている限り、ParkSense はすべて
のギヤ・セレクタ位置（「P（パーキング）」を除く）で作動し
ます。「D（ドライブ）」または「N（ニュートラル）」に入って
いる間、このシステムは、車速が約 11km/h（7mph）以
上になるまで作動したままになります。車速が約 9km/h
（6mph）未満になると、システムは再度作動状態になり
ます。「R（リバース）」に入っている間、このシステムは、
車速が約 11km/h（7mph）以上になるまで作動したまま
になります。シフト・レバーが「R（リバース）」位置でシス
テムの操作速度を超えると、インストルメント・パネル・デ
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ィスプレイに車速が速すぎることを知らせる警告が表示
されます。車速が約 9km/h（6mph）未満になると、シス
テムは再度作動状態になります。

PARKSENSE センサ

リヤ・バンパには、6 つの ParkSense センサ（フロント・セ
ンサが装備されていない場合は 4 つ）が内蔵されてお
り、また、フロント・バンパには 6 つの ParkSense センサ
が内蔵されており、車両前方と後方の、センサの検出エ
リア内に入る範囲をモニタします。フロント・センサは、フ
ロント・バンパから約 30cm（12 インチ）～120cm（47 イ
ンチ）の距離にある障害物を検知することができます。リ
ヤ・センサは、リヤ・バンパから約 30cm（12 インチ）～
200cm（79 インチ）の距離にある障害物を検知すること
ができます。これらの距離は、水平方向における障害物
の場所、種類、および方向に応じて異なります。

PARKSENSE 警告画面

ParkSense 警告画面は、Uconnect システムの「ユーザ
ー選択機能（Customer Programmable Features）」セク

ションで「Sound and Display（音と表示）」を選択している
場合のみ表示されますð ページ 136。

ParkSense 警告画面は、インストルメント・パネル・ディス
プレイ内にあります ð ページ 60。このシステムは、リ

ヤ・バンパまたはフロント・バンパ（あるいはその両方）と
検出された障害物との距離を、視覚による警告で伝えま
す。

ParkSense 警告画面がインストルメント・パネル・ディス
プレイに表示されると、別の画面に切り替えることはでき
ません。

PARKSENSE ディスプレイ

シフト・レバーが「R（リバース）」に入った状態または「D
（ドライブ）」に入った状態、あるいは「N（ニュートラル）」
に動かした状態で障害物が検知されると、警告ディスプ
レイが ON になり、システム・ステータスが表示されま
す。

システムは、車両に対する物体の距離と位置に基づき、
左前方および左後方、ならびに右前方および右後方の
領域のいずれかに 1 本の曲線を表示して、検知された
障害物を示します。

左後方と右後方の領域の両方か一方で物体が検知され
ると、ディスプレイに左後方と右後方の領域の両方か一
方に 1 本の曲線が表示され、システムが警告音を発し
ます。車両が障害物に近づくにつれて、ディスプレイに車
両へ近づいてくる 1 本の曲線が表示され、0.5 秒の警告
音が 1 回鳴った後音の間隔が低速から徐々に速くなり、
最終的に連続的な音になります。
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フロント／リヤ ParkSense の曲線

1 - 長い間隔の警告音／曲線が点灯 7 - 短い間隔の警告音／曲線が点滅
2 - 長い間隔の警告音／曲線が点滅 8 - 長い間隔の警告音／曲線が点灯
3 - 短い間隔の警告音／曲線が点滅 9 - 長い間隔の警告音／曲線が点灯
4 - 連続した音／曲線が点滅 10 - 長い間隔の警告音／曲線が点灯
5 - 連続した音／曲線が点滅 11 - 連続した音（車両の衝突が見込まれる場合）／曲線が点滅
6 - 短い間隔の警告音／曲線が点滅 12 - 短い間隔の警告音（車両の衝突が見込まれる場合）／曲線が点滅
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メモ :
下記の警告音表に掲載した曲線の番号は、前の画像の
曲線と一致しています。

車両が障害物に接近していると、インストルメント・パネ
ル・ディスプレイに 1 本の点滅する曲線が表示され、警

告音が連続して鳴ります。次の表は、障害物が検知され
たときの警告方法を示しています。

リヤの警告音

後方距離（cm／イ
ンチ）

200cm（79 インチ）
超

200～150cm（79
～59 インチ）

150～120cm（59
～47 インチ）

120～100cm（47～
39 インチ）

100～65cm（39～
25 インチ）

65～30cm（25～
12 インチ）

30cm（12 インチ）
未満

曲線 - 左 なし なし なし なし なし 6 本目が点滅 5 本目が点滅

曲線 - 中央 なし 10 本目が実線 9 本目が実線 8 本目が実線 7 本目が点滅 6 本目が点滅 5 本目が点滅

曲線 - 右 なし なし なし なし なし 6 本目が点滅 5 本目が点滅

警報チャイム なし 物体が車両に近づくにつれて、警報チャイムの間隔が短くなります 連続

オーディオの音量
低下

非作動 作動

フロントの警告音

前方距離（cm／インチ） 120cm（47 インチ）超 120～100cm（47～39 イン
チ）

100～65cm（39～25 イン
チ）

65～30cm（25～12 イン
チ）

30cm（12 インチ）未満

曲線 - 左 なし なし なし 3 本目が点滅 4 本目が点滅

曲線 - 中央 なし 1 本目が実践 2 本目が点滅 3 本目が点滅 4 本目が点滅

曲線 - 右 なし なし なし 3 本目が点滅 4 本目が点滅

警報チャイム なし 物体が車両に近づくにつれて、警報チャイムの間隔が短くなります 連続
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フロントの警告音

オーディオの音量低下 非作動 作動

メモ :
ParkSense が警告音を発している際にオーディオが ON
になっていると、システムがオーディオの音量を下げま
す。

フロントおよびリヤ・パーク・アシスト警報

ParkSense は、車両に一番近いゾーン内に障害物がな
い限り、障害物が検知され、車両が停止してから約 3 秒
後に、フロントまたはリヤ・パーク・アシスト警報（チャイ
ム）を OFF にします。

調整可能チャイム音量設定

フロントおよびリヤのチャイム音量設定は、Uconnect シ
ステムから選択できますð ページ 136。

チャイム音量設定には、「LOW（低）」、「MEDIUM（中）」、
「HIGH（高）」があります。

ParkSense は、イグニッション・スイッチを切り替えたとき
の最後の設定状態を保持します。

PARKSENSE の有効化と無効化

ParkSense は、Uconnect ディスプレイの下
部にあるスイッチ・パネル上の ParkSense ス
イッチで有効または無効にできます。

ParkSense スイッチを押してシステムを無効
にすると、インストルメント・パネル・ディスプレイに
「PARKSENSE OFF（ParkSense オフ）」というメッセージが
約 5 秒間表示されます。

ParkSense スイッチの LED は、ParkSense が無効の場
合、または整備が必要な場合に点灯します。システムが
有効になっているときは、ParkSense スイッチの LED は
消灯しています。ParkSense スイッチを押したときに、整
備が必要な状態であると、ParkSense スイッチの LED は
短く点滅してから点灯します。

ParkSense は、イグニッション・スイッチを「ON/RUN」位
置に切り替えたとき、最後にイグニッション・スイッチを切
り替えたときのシステムの状態（有効／無効）を維持しま
す。

PARKSENSE パーク・アシスト・システ
ムの整備

車両の始動中、ParkSense システムが故障状態を検出
すると、インストルメント・パネルはイグニッション・サイク
ルごとにチャイムを 1 回鳴らし、「PARKSENSE
UNAVAILABLE WIPE REAR SENSORS（ParkSense 使用不
可、リヤ・センサを清掃してください）」、「FRONT OR
REAR SENSEORS UNAVAILABLE（フロントまたはリヤ・セ
ンサ使用不可）」「PARKSENSE UNAVAILABLE WIPE
FRONT SENSORS（ParkSense 使用不可、フロント・セン
サを清掃してください）」、または「PARKSENSE
UNAVAILABLE SERVICE REQUIRED（ParkSense 使用不
可、整備が必要です）」というメッセージを 5 秒間表示し
ます。

インストルメント・パネル・ディスプレイに「PARKSENSE
UNAVAILABLE WIPE REAR SENSORS（ParkSense 使用不
可、フロント・センサを清掃してください）」または

「PARKSENSE UNAVAILABLE WIPE FRONT SENSORS
（ParkSense 使用不可、フロント・センサを清掃してくださ
い）」というメッセージが表示された場合は、リヤ・フェイシ
ア／バンパまたはフロント・フェイシア／バンパ（あるい
はその両方）の外面と下面が汚れておらず、雪、氷、泥、
汚れ、または異物が付着していないことを確認してから、
イグニションを切り替えてください。このメッセージが引き
続き表示される場合は、正規ディーラーにお問い合わせ
ください。

インストルメント・パネル・ディスプレイに「PARKSENSE
UNAVAILABLE SERVICE REQUIRED（ParkSense 使用不
可、整備が必要です）」というメッセージが表示された場
合は、正規ディーラーにお問い合わせください。

PARKSENSE システムの清掃

ParkSense センサは、水と洗車用の洗剤、および柔らか
い布で清掃します。生地の粗い布や固い布は使用しな
いでください。センサに引っかき傷を与えたり、たたいた
りしないでください。センサが破損する恐れがあります。

PARKSENSE システム使用上の注意事
項

メモ :
● ParkSense システムが正しく作動するように、フロント

およびリヤ・フェイシア／バンパに雪、氷、泥、汚れ、
ごみを付着させないようにしてください。

● 建設機器や大型トラック、その他の振動が、
ParkSense の作動に影響を与える場合があります。

始動と運転 115

4



● ParkSense を OFF にすると、インストルメント・パネ
ル・ディスプレイに「PARKSENSE OFF（ParkSense
OFF）」と表示されます。また ParkSense を OFF にす
ると、再び ON にするまでは、イグニッション・キーの
切り替えに関係なく、OFF の状態を保ちます。

● ParkSense が ON の場合、ParkSense が警告音を発
する際はオーディオの音量が下がります。

● センサに引っかき傷や損傷を与えないように注意しな
がら、ParkSense センサを定期的に清掃してくださ
い。センサに付着した氷や雪、泥、埃、堆積物を除去
してください。これを怠ると、システムが適切に機能し
ない場合があります。ParkSense システムがバンパ
の後方または前方の障害物を検知しなかったり、バ
ンパの後方または前方に障害物があると誤認する場
合があります。

● 自転車用キャリアなどの物体がリヤ・フェイシア／バ
ンパから 30cm（12 インチ）以内にある場合、
ParkSense スイッチで ParkSense システムをオフにし
てください。これを怠ると、システムが近くの物体をセ
ンサの不具合と誤認識し、インストルメント・パネル・
ディスプレイに「PARKSENSE UNAVAILABLE SERVICE
REQUIRED（PARKSENSE 使用不可、整備が必要で
す）」というメッセージが表示される場合があります。

メモ :
視界の 2m（6.5 フィート）以内で物体がフェイシア／
バンパにくっついていると、干渉が発生し、アラートが
誤作動し、障害物があると認識する可能性がありま
す。

● 物体が動いている場合、物体の検出速度が遅くなる
場合があります。

● 車両のトレーラ電気ソケットにトレーラの電気用プラグ
を挿入すると、リヤ・センサは自動的に解除されま
す。フロント・センサは作動したままなので、警告音や
警告表示を発することがあります。トレーラのケーブ

ル・プラグを取り外すと、リヤ・センサは自動的に再作
動します。

● 牽引に使用していないときは、着脱式牽引フック・ボ
ール・アセンブリやアタッチメントを車両に付けたまま
にしないでください。中央の ParkSense センサーが牽
引フックを障害物として検知する可能性があります。

● 日本の正規ディーラーでは ParkSense システムの更
新は行っておりません。

警告!

● 運転者は、ParkSense を使用している場合でも、バ
ックの際に注意を怠らないでください。常に車両の
後ろを注意深く確認し、自分の後方を見て、バック
する前に歩行者、動物、他の車両、障害物、および
死角を確認してください。安全な運転を心がけ、周
囲の確認を怠らないようにします。これを怠ると、重
傷や死亡事故につながる恐れがあります。

● 車両をけん引目的に使用していないときは、
ParkSense を使用する前に、ボール・マウントおよ
びヒッチ・ボールのアセンブリを取り外すことを強く
お勧めします。そうしないと、連続的な警告音が鳴
ったときにはヒッチ・ボールがリヤ・フェイシア／バン
パよりも障害物に近づいているため、負傷したり、
車両または障害物が破損したりする危険がありま
す。また、ボール・マウントおよびヒッチ・ボールのア
センブリのサイズと形状によっては、車両の後方に
ある障害物としてセンサが誤認する場合がありま
す。

注意!

● ParkSense は、あくまでも駐車をアシストするため
のものであり、小さな物体など、すべての障害物を
検知できるわけではありません。駐車用の縁石は、
一時的に検知されたり、まったく検知されなかった
りすることがあります。センサ上または下にある障
害物は、すぐそばにある場合は検知されません。

● 障害物が検知されたらすぐに停止できるように、
ParkSense 使用中はゆっくりと運転してください。
ParkSense の使用中でも、肩越しに後ろを確認しな
がら運転することをお勧めします。

側方距離警告システム

側方距離警告システムには、フロント・フェイシア／バン
パとリヤ・フェイシア／バンパにあるパーキング・センサ
を使用して、車両付近の側方障害物の存在を検知する
機能があります。

メモ :
側方距離警告は、フロント・センサとリヤ・センサ両方を
備えた車両でのみ利用できます。

側方距離警告表示

側方距離警告画面は、Uconnect 設定内でこの機能が
有効になっている場合のみ表示されます ð ページ

136。
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システムは警告音およびインストルメント・パネル・ディス
プレイ上の視覚的な表示（選択されている場合）で運転
者に警告します ð ページ 60。

警告方法

距離（cm／イン
チ）

76cm（30 イン
チ）未満

76～165cm（30
～65 インチ）

曲線 - 左 11 本目が点滅 12 本目が点滅

曲線 - 右 11 本目が点滅 12 本目が点滅

警報チャイム
車両の衝突が見込まれる場合の

み警報

オーディオの音
量低下

作動 作動

メモ :
● ParkSense が警告音を発している際にオーディオが

オンになっていると、システムがオーディオの音量を
下げます。

● 前述の警告音表に記載の曲線の番号は、フロント／
リヤ ParkSense の曲線の画像ð ページ 112 の曲

線番号と一致しています。

作動 — 解除

短距離の走行後であり、車速が 0～11km/h（0～
7mph）の場合にのみ、このシステムは作動します。シス
テムの作動／解除は、Uconnect システムの「Settings
（設定）」メニューから行うことができます。ParkSense シ
ステムが「ParkSense」ハード・スイッチを介して解除され

る場合、側方距離警告システムは自動的に解除されま
す。

側方距離警告システムの状態

1 — システムが作動していない
2 — システムが作動

メモ :
● トレーラが接続されると、側方距離警告システムが解

除されます。

● 側方距離警告システムを作動させるには、おおよそ
車両 1 台分の長さだけ車両を走行させる必要があり
ます。

ParkSense 使用上の注意事項

側方距離警告システムは、以下のような条件に影響さ
れることがあります。

メモ :
● ParkSense システムが正しく作動するように、フロント

およびリヤ・フェイシア／バンパに雪、氷、泥、汚れ、
ごみを付着させないようにしてください。

● 建設機器や大型トラック、その他の振動が、
ParkSense の作動に影響を与える場合があります。

● ParkSense をオフにすると、再びオンにするまでは、
イグニッションの切り替えに関係なく、オフの状態を保
ちます。

● ParkSense が ON の場合、ParkSense が警告音を発
する際はオーディオの音量が下がります。

● センサに引っかき傷や損傷を与えないように注意しな
がら、ParkSense センサを定期的に清掃してくださ
い。センサに付着した氷や雪、泥、埃、堆積物を除去
してください。これを怠ると、システムが適切に機能し
ない場合があります。ParkSense システムがバンパ
の後方または前方の障害物を検知しなかったり、バ
ンパの後方または前方に障害物があると誤認する場
合があります。

● トレーラがない状態でけん引フックが存在すると、パ
ーキング・センサの正常な作動を妨げる可能性があ
ります。車両をけん引作業用に使用していない場合、
ParkSense システムを使用する前に車両から着脱式
けん引フック・ボール・アッセンブリとすべてのアタッチ
メントを取り外すことをお勧めします。トレーラをけん
引しないときもけん引フックを装着しておく場合は、正
規ディーラーにお問い合わせいただき、ParkSense シ
ステムの更新作業を依頼してください。更新作業を行
わないと、中央部のセンサがけん引フックを障害物と
して検知する可能性があります。

警告!

● 運転者は、ParkSense を使用している場合でも、バ
ックの際に注意を怠らないでください。常に車両の
後ろを注意深く確認し、自分の後方を見て、バック
する前に歩行者、動物、他の車両、障害物、および
死角を確認してください。安全な運転を心がけ、周

(続き)
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警告!

囲の確認を怠らないようにします。これを怠ると、重
傷や死亡事故につながる恐れがあります。

● 車両をけん引目的に使用していないときは、
ParkSense を使用する前に、ボール・マウントおよ
びヒッチ・ボールのアセンブリを取り外すことを強く
お勧めします。そうしないと、連続的な警告音が鳴
ったときにはヒッチ・ボールがリヤ・フェイシア／バン
パよりも障害物に近づいているため、負傷したり、
車両または障害物が破損したりする危険がありま
す。また、ボール・マウントおよびヒッチ・ボールのア
センブリのサイズと形状によっては、車両の後方に
ある障害物としてセンサが誤認する場合がありま
す。

注意!

● ParkSense は、あくまでも駐車をアシストするため
のものであり、小さな物体など、すべての障害物を
検知できるわけではありません。駐車用の縁石は、
一時的に検知されたり、まったく検知されなかった
りすることがあります。センサ上または下にある障
害物は、すぐそばにある場合は検知されません。

● 障害物が検知されたらすぐに停止できるように、
ParkSense 使用中はゆっくりと運転してください。
ParkSense の使用中でも、肩越しに後ろを確認しな
がら運転することをお勧めします。

PARKSENSE アクティブ・パーク・
アシスト・システム - タイプ別
装備
ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムは、適
切な駐車スペースを見つけ、音と視覚による指示を与
え、ステアリング・ホイールを制御することで、縦列駐車、
車庫入れ、および出庫時に運転者を支援することを目的
としています。アクセル、ギヤ・セレクタ、ブレーキの制御
は運転者が行うため、ParkSense アクティブ・パーク・ア
シスト・システムは「半自動」として定義されています。運
転者が選択した駐車操作に応じて、ParkSense アクティ
ブ・パーク・アシスト・システムは、運転者または助手席
のいずれかの側での縦列駐車または車庫入れのスペー
スに、および縦列駐車からの出庫に車両を誘導すること
ができます。

メモ :
● 運転者は、車両を制御し、周囲の障害物を確認し、必

要に応じて介入する必要があることを常に認識してく
ださい。

● システムは、あくまでも運転者を支援するものであり、
運転者に代わって車両を操作するものではありませ
ん。

● 半自動操作中、ステアリング・ホイールから両手を放
すように指示された後で運転者がステアリング・ホイ
ールに触れると、システムは取り消されます。この場
合、運転者は駐車操作を自分で完了させる必要があ
ります。

● システムは状況によっては作動しないことがありま
す。たとえば、豪雨、雪などの環境下において、ある
いは周囲が超音波センサの音波を吸収するような駐

車スペースを探している場合などでは作動しないこと
があります。

● ディーラーから納車された新車では、ParkSense アク
ティブ・パーク・アシスト・システムが十分に補正され、
正確に機能するまでに、最低 48km（30 マイル）の走
行を重ねなければなりません。これはシステムによる
動的車両補正によるもので、これによって機能の性
能が向上します。

PARKSENSE アクティブ・パーク・アシス
ト・システムの有効化と無効化

ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・シス
テムは、Uconnect ディスプレイの下部のスイ
ッチ・パネル上にある ParkSense アクティブ・
パーク・アシスト・スイッチで有効および無効

にできます。

ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムを有効
または無効にするには、ParkSense アクティブ・パーク・
アシスト・スイッチを 1 回押します（LED が点灯します）。
このスイッチをもう一度押すと、システムが無効になりま
す（LED が消灯します）。

ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムは、次
のいずれかの状態になると自動的に OFF になります。

● 駐車動作を終えたとき。

● 駐車スペースを探す際に車速が 30km/h（18mph）を
超えたとき。

● アクティブ・ステアリングが車両を駐車スペースに誘
導している際に車速が 7km/h（5mph）を超えたとき。

● アクティブ・ステアリングが車両を駐車スペースに誘
導している際に運転者がステアリング・ホイールに触
れたとき。
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● 運転席ドアを開けたとき。

● リヤ・リフトゲートを開けたとき。

● エレクトロニック・スタビリティ・コントロール／アンチロ
ック・ブレーキ・システムが作動したとき。

ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムでは、
「D（ドライブ）」と「R（リバース）」の間で、一定の最大回
数、シフトすることができます。最大回数のシフトで操作
が完了しない場合は、システムがキャンセルされ、インス
トルメント・パネル・ディスプレイに操作を手動で完了させ
るよう運転者に促す指示が出されます。

ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムは、次
の条件すべてを満たす場合にのみ作動し、駐車スペー
スを探します。

● ギヤ・セレクタが「D（ドライブ）」に入っている。

● イグニッションが「RUN」位置にある。

● ParkSense アクティブ・パーク・アシストが作動してい
る。

● 運転者ドアを閉じている。

● リヤ・リフトゲートを閉じている。

● フロントおよびリヤ・バンパの外面と下面は常にきれ
いにしておいてください。雪、氷、泥や土などの異物
が付着したら、清掃してください。

● 車速が 25km/h（15mph）未満である。

メモ :
車速が約 25km/h（15mph）を超えると、インストルメ
ント・パネル・ディスプレイに速度を落とすように指示
するメッセージが表示されます。車速が約 30km/h
（18mph）を超えると、システムがキャンセルされま
す。この場合、運転者は ParkSense アクティブ・パー

ク・アシスト・スイッチを押してシステムを再び有効に
する必要があります。

前述の条件のうち 1 つでも満たされないものがある場
合、ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・スイッチを押
すと、ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・スイッチの
LED が短く点滅し、その後消灯します。

縦列／並列駐車スペース・アシスト
の操作

ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムを有効
にすると、インストルメント・パネル・ディスプレイに
「Active ParkSense Searching – Press  or  to
Switch Maneuver（アクティブ ParkSense 検出 – 操作を
切り替えるにはいずれかを押してください）」というメッセ
ージが表示されます。並列、縦列駐車、または縦列駐車
からの退出を選択できます。ステアリング・ホイールの左
側にある矢印ボタンを使用して、駐車時の操作を切り替
えることができます。

アクティブ ParkSense が探しています

メモ :
● 駐車スペースを探す際は、方向指示器を作動させて

車両のどちら側で駐車操作を行いたいのかを選択し
ます。方向指示器を作動させないと、ParkSense アク
ティブ・パーク・アシスト・システムは自動的に車両の
助手席側の駐車スペースを探します。

● 運転者は、駐車のために選択した駐車スペースが空
いていること、障害物（歩行者や自転車など）がない
ことを確認する必要があります。

● 選択した駐車スペースが駐車に適していること、周囲
に何もないこと（周囲の障害物や周囲の車両から、梯
子やテールゲートなどの駐車スペースへの飛び出し
がないこと）の確認は、運転者の責任で行います。

● 駐車スペースを探す際、運転者はできるだけ他の車
両と並行（縦列駐車の場合）または直角（並列駐車の
場合）に車両を移動させてください。

● この機能は、最後に検知した駐車スペースのみを示
します。たとえば、空いている駐車スペースをいくつか
通過した場合、システムは最後に検知した駐車スペ
ースのみを駐車用スペースとして示します。システム
が駐車スペースを検知するには、空いている駐車ス
ペースの片側に車両がなければなりません。

空いている駐車スペースが見つかっても車両が適切な
位置にないと、車両を前進させて並列駐車操作または
縦列駐車操作に適した位置（実施している操作の種類
によって異なります）に車両を位置づけるよう指示されま
す。
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駐車スペースが見つかりましたー前進移動を維持し
てください

車両が駐車できる位置にくると、車両を止めて、ステアリ
ング・ホイールから手を放すよう指示されます。車両が停
止すると、（まだ手がステアリング・ホイールから離れた
状態で）ギヤ・セレクタを「R（リバース）」位置にするよう
指示されます。

次にシステムは、周囲を確認し後退するように指示する
前に、運転者に操舵の完了を待つように指示する場合
があります。

縦列駐車スペースに後退

並列駐車スペースに後退

システムは、運転者に周囲の確認と駐車操作の完了を
指示する前に、さらに数回、手をステアリング・ホイール
から放した状態でギヤを「D（ドライブ）」または「R（リバー
ス）」にシフトするように指示する場合があります。

車両が駐車位置に収まると、駐車操作が完了しますが、
運転者は車両の駐車位置を確認し、続いて「P（パーキン
グ）」にシフトするように指示されます。「Active
ParkSense Complete – Check Parking Position（アクティ

ブ ParkSense が終了しました – 駐車位置を確認してくだ
さい）」というメッセージが短時間表示されます。

メモ :
● 半自動駐車操作中でのブレーキとアクセルの使用

は、運転者の責任で行います。

● 駐車操作中のギヤ操作（指示された場合）は、運転
者の責任で行います。

● ブレーキを使って車両を停車させるのは運転者です。
運転者は周囲を確認し、指示を受けたら、または運転
者の介入が必要な場合に車両を停止できるよう準備
をします。

● ステアリング・ホイールから両手を放すように指示さ
れたら、運転者は周囲を確認してゆっくり車両をバッ
クさせてください。

● ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムで
は、「D（ドライブ）」と「R（リバース）」で最大 6 回のシフ
トが可能です。6 回のシフトで操作が完了しない場合
は、システムがキャンセルされ、インストルメント・パネ
ル・ディスプレイに操作を手動で完了させるよう運転
者に促す指示が出されます。

● 駐車スペースへの車両の誘導中に車速が 7km/h
（5mph）を超えると、駐車操作はキャンセルされま
す。車速が 5km/h（3mph）になると、運転者は速度を
落とすように警告が出されます。システムがキャンセ
ルされた場合、その後の駐車操作の完了は、運転者
の責任で行います。

● 何らかの理由で駐車操作中にシステムがキャンセル
された場合は、運転者が車両を制御しなければなり
ません。
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警告!

● 運転者は、ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・
システムを使用している場合でも、縦列駐車や並
列駐車の際に注意を怠らないでください。車両を前
進またはバックさせる前に、常に車両の前後を注
意深く確認し、前後に歩行者、動物、他の車両、障
害物、および死角がないことを確認してください。安
全な運転を心がけ、周囲の確認を怠らないようにし
ます。これを怠ると、重傷や死亡事故につながる恐
れがあります。

● 車両をけん引目的に使用していないときは、
ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムを
使用する前に、ボール・マウントおよびヒッチ・ボー
ルのアセンブリを取り外すことを強くお勧めします。
そうしないと、連続的な警告音が鳴ったときにはヒッ
チ・ボールがリヤ・フェイシア／バンパよりも障害物
に近づいているため、負傷したり、車両または障害
物が破損したりする危険があります。また、ボール・
マウントおよびヒッチ・ボールのアセンブリのサイズ
と形状によっては、車両の後方にある障害物として
センサが誤認する場合があります。

注意!

● ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システム
は、あくまでも駐車をアシストするのであり、小さい
物体など、すべての障害物を認識できるわけでは
ありません。駐車用の縁石は、一時的に検知され
たり、まったく検知されなかったりすることがありま
す。センサ上または下にある障害物は、すぐそばに
ある場合は検知されません。

(続き)

注意!

● 障害物が検知されたらすぐに停止できるように、
ParkSense アクティブ・パーク・アシスト・システムの
使用中はゆっくりと運転してください。ParkSense ア
クティブ・パーク・アシスト・システムを使用している
場合でも、肩越しに後ろを確認しながら運転するこ
とをお勧めします。

駐車スペースからの退出

メモ :
この機能は縦列の駐車スペースから退出するときにの
み機能し、並列の駐車スペースから退出するときは機能
しません。

作動

この機能を作動させるには、「D（ドライブ）」にシフトし、
「ParkSense Active Park Assist（ParkSense アクティブ・
パーク・アシスト）」スイッチを押し、ステアリング・ホイー
ルの矢印ボタンを使用して、「Parallel Park Exit（縦列駐
車からの退出）」機能を選択します。選択後にシステム
が作動し、正しく運転するために必要な操作について、
運転者に向けた指示がインストルメント・パネル・ディス
プレイに表示されます。

運転操作の開始

運転操作を行なっている間、システムにより運転者が「R
（リバース）」へシフトするように要求されたら、方向指示
器を退出する方向に操作します。システムによりステア
リングが自動操作され車両が駐車スペースから退出して
いる間は、ステアリング・ホイールから手を放し、ブレー
キまたはアクセル・ペダルを使用します。故意かどうかに
かかわらず、退出の最中に運転者がステアリング・ホイ
ールを操作し続ける（ステアリング・ホイールに触ったり
握ったりして動きを妨げる）と、退出が中断されます。

「R（リバース）」にシフトしてから後退

「D（ドライブ）」にシフトしてから前進

退出の終了

退出の完了を伝えるメッセージがディスプレイに表示さ
れると、半自動退出が終了します。退出が終了すると、
車の制御がシステムから運転者に戻されます。
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メモ :
この操作を実行している場合、対向車は検知されませ
ん。駐車スペースから発進する前に対向車がないことを
確認するのは運転者の責任です。

重要情報

● 位置が変わるような衝撃がセンサに加わると、システ
ムの作動に大きく影響する可能性があります。

● パーキングに使用するダイナミックなタイヤ周囲計算
により、車両を約 50km（30 マイル）走行させると、セ
ンサは最高のパフォーマンスを発揮するようになりま
す。

● センサに引っかき傷や損傷を与えないように注意しな
がら、ParkSense センサを定期的に清掃してくださ
い。センサに付着した氷や雪、泥、埃、堆積物を除去
してください。これを怠ると、システムが適切に機能し
ない場合があります。ParkSense システムがバンパ
の後方または前方の障害物を検知しなかったり、バ
ンパの後方または前方に障害物があると誤認する場
合があります。

● 建設機器や大型トラック、その他の振動が、
ParkSense の作動に影響を与える場合があります。

● 洗車中や降雨、強風、ひょうの中を走行しているとき
などは、機械騒音が原因となり、センサが存在しない
障害物（エコー・ノイズ）を検知することがあります。

● センサは、特定の形状をした物体や特定の素材でで
きた物体（非常に細い柱、トレーラのビーム、パネル、
網、低木、駐車防止の柱、歩道、ごみ箱、自動車な
ど）を検知しないことがあります。システムが特定した
駐車スペースに対し、車両とその進路が実際に対応
しているか、常に細心の注意を払って確認してくださ
い。

● 標準装備とは異なるサイズのホイールとタイヤを使用
すると、システムの作動に影響する可能性がありま
す。

● 車両のけん引フック・ソケットにトレーラの電気用プラ
グを挿入すると、リヤ・センサの作動は自動的に解除
されますが、フロント・センサは作動したままになり、
警告音や警告表示を発することがあります。この状態
になると、アクティブ・パーク・アシストは作動しませ
ん。トレーラのケーブル・プラグを取り外すと、リヤ・セ
ンサは自動的に再作動します。

● 「Search in Progress（検索中）」モードでは、システム
が駐車操作を行う場所を誤って指定する可能性があ
ります（分岐合流点や私道、走行方向と交差する車
道の付近など）。

● 勾配がある道路で駐車操作を行う場合、システムの
性能が低下し、システムの作動が解除されることがあ
ります。

● 非常に急なカーブでの操作は、実行できない可能性
があります。

● 駐車操作の最中は、状況に変化がないか（駐車スペ
ースに人や動物がいないか、車両が進入してこない
かなどを）確認しながら、必要に応じてすぐに対処で
きるように、細心の注意を払ってください。

● 駐車操作の最中は、反対方向から接近する車両に注
意を払ってください。常に法律および交通規制に従っ
てください。

メモ :
● スノー・チェーンやコンパクト・スペア・タイヤを装着し

ている場合、システムが正しく動作しない可能性があ
ります。

● この機能では、パーキング・センサによって検知され
た、縦列駐車または並列駐車に適した最後の場所の
みが運転者に伝えられます。

● 表示されるメッセージによっては、警告音を伴うことが
あります。

アクティブ・レーン・マネジメ
ント・システム - タイプ別装
備

アクティブ・レーン・マネジメントの動
作

アクティブ・レーン・マネジメント（ALM）システムは、前方
向きカメラを使用して道路上の車線または道路端を検知
することで車線境界線内の車両位置を判定し、同時に、
ブラインド・スポット・モニタ・センサは車両が車線変更を
しようとする際に隣の車線の車両を検知します。

システムは、車速が 60km/h（37mph）～180km/h
（112mph）の範囲で作動します。

警告!

アクティブ・レーン管理は運転者アシスト・システムで
す。必ずステアリング・ホイールに両手を添えたままに
し、いつでも車両を制御できるようにしてください。この
警告に従わないと、衝突事故や死亡または重傷につ
ながるおそれがあります。

アクティブ・レーン・マネジメント・システムは、左右の道
路上の車線を検知し、運転者が意図せずに（方向指示
器を作動させずに）車線を逸脱した場合、インストルメン
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ト・パネルに視覚警告を表示すると同時に、ステアリング
にアシスト・トルクを加えて（Uconnect 設定で設定した場
合）、運転者に車線境界線内での走行を維持するよう促
します。運転者がそのまま車線の逸脱を続けた場合、車
両が車線境界を超えると、インストルメント・パネル・ディ
スプレイに視覚警告を点滅表示すると同時に、ステアリ
ング・ホイールに触覚振動を加えます（Uconnect 設定で
設定した場合）。

警告は、ステアリング・ホイールの振動や車両を車線の
中央方向に戻すための自動ステアリング・アシストの形
式で行います。

左右の道路上の車線を検知している状態で、運転者が
方向指示器を作動させて車線変更の意図を示したとき
に、システムがブラインド・スポット（死角）モニタリング・
ゾーンに別の車両を検知すると、アクティブ・レーン・マネ
ジメント・システムがステアリング・アシストやステアリン
グ振動の形式で警告を行い（オーディオ設定に応じて）、
車両が車線の中央に戻るように誘導します。

選択した警告の種類に応じて、システムは車線の中央
に車両を誘導する、またはステアリング・ホイールに振動
を与えるのいずれか、または両方を行います。

メモ :
アクティブ・レーン・マネジメント・システムが隣の車線の
目標車両に反応している状況下では、車両が走行して
いる車線の中央を離れると（車線マーカーを跨ごうとして
いるのではない状態）、直ちに振動が発生し、ミラーのブ
ラインド・スポット（死角）モニタリング表示 LED が点滅
し、ステアリング・ホイール・トルクが通常の車線変更（隣
の車線に車両がない場合）よりも大きくなります。

運転者は、ステアリング・ホイールに力をかけることによ
り、いつでもステアリング・アシスト警告を手動でオーバ
ーライドできます。

車線マーカーが 1 つしか検知されず、運転者が（方向指
示器を作動させずに）車線マーカーを越えた場合、アク
ティブ・レーン・マネジメント・システムは、インストルメン
ト・パネル・に視覚的な警告を表示し、同時にステアリン
グ・アシスト・トルクをかけて（Uconnect 設定で設定した
場合）運転者に車線内での走行を維持するよう促しま
す。運転者がそのまま車線の逸脱を続けた場合、車両
が車線境界を超えると、インストルメント・パネル・ディス
プレイに視覚警告を点滅表示すると同時に、ステアリン
グ・ホイールに触覚振動を加えます（Uconnect 設定で設
定した場合）。

メモ :
作動条件を満たした場合、アクティブ・レーン・マネジメン
ト・システムは運転者の両手がステアリング・ホイール上
にあるかどうか監視し、手が離れている場合は運転者に
対して警告音を発します。運転者が両手をステアリング・
ホイールに戻さない場合、システムは取り消されます。

アクティブ・レーン・マネジメントのオ
ン／オフの切り替え

「Active Lane Management（アクティブ・レー
ン・マネジメント）」ボタンは、Uconnect ディス
プレイの下にあるスイッチ・パネルにありま
す。

システムをオンにするには、「Active Lane Management
（アクティブ・レーン・マネジメント）」ボタンを押します（LED
は消灯します）。メッセージがインストルメント・パネル・デ
ィスプレイに表示されます。

システムをオフにするには、ボタンを 2 回押します（LED
は点灯します）。

メモ :
ボタンを 1 回だけ押した場合は、インストルメント・パネ
ル・ディスプレイにポップ・アップが表示され、ボタンを再
び押してシステムを無効にするよう運転者に指示しま
す。

アクティブ・レーン・マネジメント警告
メッセージ

アクティブ・レーン・マネジメント・システムでは、インスト
ルメント・パネル・ディスプレイを使用して現在の車線の
挙動
状況を表示します。

このシステムがオンの場合、いずれの車線境界線も検
知されないと、車線は灰色になります。

システムがオン（灰色の車線）

左車線の逸脱 - 左車線のみ検知

● システムがオンで左車線のみを検知し、その車線か
らの逸脱の発生時にインストルメント・パネル・ディス
プレイに視覚的警告を表示する準備が完了すると、
左車線は緑色になります。
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● 車線に近づいた（ただし越えていない）ことをシステム
が感知すると、左車線は黄色の実線に変化し、シス
テムは触覚に訴えるステアリング・ホイールの振動や
ステアリング・アシスト・トルク（「Uconnect Settings
（Uconnect 設定）」でプログラムされている場合）を発
生させます。

● 車線を逸脱していることをシステムが感知すると、左
車線は黄色の点滅に変化します。

車線の逸脱（点滅する黄色い車線）

メモ :
アクティブ・レーン・マネジメント・システムは、右車線の
みを検知したとき、右車線からの逸脱に対しても同様に
作動します。

左車線の逸脱 - 両側の車線を検知

● このシステムがオンの場合、車線が灰色から緑色に
変わり、両側の車線が検知されたことを示します。両
側の車線が検知されるとシステムの準備が完了し、
車線からの逸脱の発生時にインストルメント・パネル・
ディスプレイに視覚的警告を表示し、ステアリング・ホ

イールに振動やステアリング・アシストによる警告を
発生させることができるようになります。

車線の感知（緑色の車線）

● システムが車線の車両の挙動状況を感知すると、左
の車線は黄色の実線に変化します。このとき、ステア
リング・ホイールには車線の境界と反対方向にステア
リング・アシストによる警告が発生します。

たとえば、車両が左側の車線に近付いた場合、ステ
アリング・ホイールは右方向に向けられます。

車線での車両の挙動（黄色の実線）

● 車線を越えていることをシステムが感知すると、左車
線は黄色の実線から黄色の点滅に変化します(オン
／オフ）。このとき、ステアリング・ホイールには振動
が発生します。

たとえば、車両が左側の車線に近付いた場合、ステ
アリング・ホイールは右方向に向けられます。

車線の逸脱（点滅する黄色い車線）

メモ :
アクティブ・レーン・マネジメント・システムは、右車線から
の逸脱に対しても同様に作動します。

アクティブ・レーン・マネジメント・シ
ステムの状態の変更

アクティブ・レーン・マネジメント・システムの設定は、
Uconnect システムから行いますð ページ 136。

選択可能な警告タイプ：

● 振動のみ

● ステアリング・アシストのみ

● 振動およびステアリング・アシスト
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このシステムの他の設定可能な項目は、振動強度（高
／中／低）、ステアリング・アシスト強度（高／中／低）、
および警告ゾーン感度（早／中／遅）です。

メモ :
● アンチロック・ブレーキ、トラクション・コントロール・シ

ステム、エレクトロニック・スタビリティ・コントロール、
前面衝突警報などの安全システムが作動する場合は
常時、ステアリング・ホイールに振動／ステアリング・
アシストはかかりません。

● ブラインド・スポット（死角）モニタリング・システムは、
ALM を作動させると強制的にオンになります。

PARKVIEW リヤ・ビュー・カメラ -
タイプ別装備
ParkView リヤ・ビュー・カメラは、ギヤ・セレクタを「R（リバ
ース）」に入れるたびに車両後方の周辺画像を画面に表
示します。この画像は、「Navigation/Multimedia（ナビゲ
ーション／マルチメディア）」オーディオ・ディスプレイに表
示され、「Check Entire Surroundings（周囲全体を確認し
てください）」というメッセージが画面の上部に表示されま
す。5 秒後にこのメッセージは消えます。ParkView リヤ・
ビュー・カメラは、車両後方、リヤ・ナンバー・プレートの
上に取り付けられています。

ParkView リヤ・ビュー・カメラが表示されている間にリフト
ゲートが開いた場合、「Camera Not in Position（カメラが
所定の位置にない）」というメッセージが画面の上部に 5
秒間表示されます.

リヤ・ビュー・カメラの手動作動

1. Uconnect ディスプレイにある「Vehicle（車両）」ボタ
ンを押して、｢Controls（コントロール）｣メニューを選
択します。

2. リヤ・ビュー・カメラ・システムを ON にするには、
「Back Up Camera（リヤ・ビュー・カメラ）」ボタンを押
します。

メモ :
● リヤ・ビュー・カメラ画像はサラウンド・ビュー・カメラの

メニューからも選択できます（タイプ別装備）。

● ParkView リヤ・ビュー・カメラには、Uconnect システ
ムで選択可能な動作のプログラム・モードがあります

ðページ 136。

シフト・レバーを「R（リバース）」から別の位置に入れると
（カメラ・ディレイは「OFF（オフ）」）、リヤ・カメラ・モードが
終了し、直前の画面に戻ります。シフト・レバーを「R（リ
バース）」から別の位置に入れると（カメラ・ディレイは
「ON（オン）」）、カメラの画像は、シフト・レバーを「R（リバ
ース）」から別の位置に入れてから最大 10 秒間表示を
継続します。ただし、以下の状況が発生しない場合に限
ります。車速が 13km/h（8mph）を超える、シフト・レバー
を「P（パーキング）」に入れる、車両のイグニッションを
「OFF（オフ）」位置に入れる、またはタッチスクリーンの
「X」ボタンを押してリヤ・ビュー・カメラを終了すること。

カメラ画像の表示を有効にすると、アクティブ・ガイドライ
ンが画像に重なって表示され、車幅と、ステアリング・ホ
イール位置に基づいて予測された後退進路が示されま
す。重ねて表示される中心部の破線によって車両の中
心が示され、駐車したり、またはけん引接続部分の位置
を揃えたりすることを支援します。色分けされて表示され
たゾーンは、車両後方までの距離を示します。次の表
に、各ゾーンのおおよその距離を示します。

ゾーン 車両後方までの距離

赤 0～30cm（0～1 フィート）

ゾーン 車両後方までの距離

黄
30cm～2m（1～6.5 フィー

ト）

緑 2m（6.5 フィート）超

警告!

ParkView リヤ・ビュー・カメラを使用している場合でも、
車両をバックさせるときは注意が必要です。常に車両
の後ろを注意深く確認し、バックする前に歩行者や動
物、他の車両、障害物がないか注意し、死角を確認し
てください。周囲の安全に注意を払い、バックする際に
は常に注意する必要があります。これを怠ると、重傷
や死亡事故につながる恐れがあります。

注意!

● 車両の損傷を防ぐために、ParkView リヤ・ビュー・
カメラは駐車補助装置としてのみ使用してください。
ParkView リヤ・ビュー・カメラでは、進路上のすべて
の障害物や物体を検知できるわけではありませ
ん。

● 車両の損傷を防ぐため、ParkView リヤ・ビュー・カメ
ラ使用中は、障害物を検知した場合に停止できる
ようにゆっくり走行してください。ParkView リヤ・ビュ
ー・カメラ使用中でも、肩越しに後ろを頻繁に確認し
ながら運転することをお勧めします。
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メモ :
カメラに雪、氷、泥や異物が付着している場合は、レンズ
を洗浄して水ですすぎ、柔らかい布で拭いて乾かしま
す。レンズにカバーなどをかけないでください。

Zoom View（ズーム表示）

リヤ・ビュー・カメラ画像の表示中は、どのギヤに入って
いても車速が 13km/h（8mph）未満であれば、「Zoom
View（ズーム表示）」が利用可能です。ディスプレイ画面
左上の「magnifying glass（虫眼鏡）」アイコンを押すと、
画像が標準表示の 4 倍に拡大されます。このアイコンを
再度押すと、表示がリヤ・ビュー・カメラ・ディスプレイへ
戻ります。リヤ・ビュー・カメラ表示が有効な場合、入って
いるギヤに関係なく、デフォルト表示は標準表示になり
ます。

「Zoom View（ズーム表示）」を選択しているときに、シフ
ト・レバーが「R（リバース）」に入っている状態から「D（ド
ライブ）」または「N（ニュートラル）」にシフトすると、標準リ
ヤ・ビュー・カメラ表示が表示されます。ギヤを「R（リバー
ス）」に戻すと、自動的に「Zoom View（ズーム表示）」に
戻ります。

シフト・レバーを任意のギヤから N（ニュートラル）にシフ
トしても、車速が 13km/h（8mph）未満であれば、選択し
た表示（「Zoom（ズーム）」または「Standard（標準）」がそ
のまま維持されます。

シフト・レバーを「P（パーキング）」に入れると、ギヤ・セレ
クタを「D（ドライブ）」または「R（リバース）」に入れ、車速
が 13km/h（8mph）以上になるまでは「Zoom View（ズー
ム表示）」が利用可能です。

メモ :
● シフト・レバーが「D（ドライブ）」、「N（ニュートラル）」、

「R（リバース）」に入っており、車速が 13km/h
（8mph）以上の場合、「Zoom View（ズーム表示）」は
利用できず、アイコンがグレー表示になります。

● 「Zoom View（ズーム表示）」で表示されている間は、
ガイドラインは見えなくなります。

サラウンド・ビュー・カメラ・シ
ステム  タイプ別装備
この車両には、サラウンド・ビュー・カメラ・システムが装
備されている場合があります。このシステムを活用する
ことで、ギヤ・セレクタを「R（リバース）」に入れたときに必
ず車両の周囲の画像および上方からの画像を画面上で
確認できます。または、タッチスクリーン・ボタンにより別
の画像を選択できます。車両の上方からの画像により、
開いているドアがわかります。この画像は、タッチスクリ
ーンに表示され、「Check Entire Surroundings（周囲全体
を確認してください）」というメッセージが画面の上部に表
示されます。5 秒後にこのメッセージは消えます。サラウ
ンド・ビュー・カメラ・システムは、フロント・グリル、リヤ・リ
フトゲート、両サイド・ミラーにある一連のカメラ 4 台で構
成されています。

メモ :
サラウンド・ビュー・カメラ・システムにはプログラム可能
な設定があり、Uconnect システムにより選択可能です

ðページ 136。

タッチスクリーンでこのボタンを押すと、
Uconnect システムのサラウンド・ビュー・カメ
ラ・メニューに入ります。

シフト・レバーを「R（リバース）」にシフトしたと
きは、後方の画像および上方からの画像がシステムの
デフォルト画像です。

シフト・レバーを「R（リバース）」からシフトすると（カメラ遅
延はオンの状態）、このカメラ画像の表示は最長 10 秒
間継続されますが、車速が 13km/h（8mph）を超えた

り、車両を「P（パーキング）」にシフトしたり、イグニッショ
ンを「OFF（オフ）」位置にすると、画像は表示されなくなり
ます。タッチスクリーンには「X」ボタンがあり、これにより
カメラ画像の表示を無効にできます。

「R（リバース）」から別の位置にシフトすると（カメラ遅延
はオフの状態）、サラウンド・ビュー・カメラ・モードが終了
し、直前の画面が再び表示されます。

有効にすると、アクティブなガイドラインが画像に重ねて
表示され、車幅（サイド・ミラーを含む）と、ステアリング・
ホイール位置に基づいて予測された後退進路が示され
ます。

色分けされて表示されたゾーンは、車両後方までの距離
を示します。

次の表に、各ゾーンのおおよその距離を示します。

ゾーン 車両後方までの距離

赤 0～30cm（0～1 フィート）

黄 30cm～2m（1～6.5 フィー
ト）

緑 2m（6.5 フィート）超

動作モード

サラウンド・ビュー・カメラの手動作動を選択するには、
Uconnect システム内の「Controls（コントロール類）」メニ
ューにある「Surround View Camera（サラウンド・ビュー・
カメラ）」ボタンを押します。

上方からの画像

上方からの画像は、分割画面表示で、後方の画像と前
方の画像と合わせて Uconnect システムに表示されま
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す。画像には、車両の前部と後部に ParkSense の統合
された円弧が表示されます。これらの円弧は、接近中の
物体までの距離ゾーンに応じて、黄色から赤色まで変化
します。

サラウンド・ビュー・カメラの画像

メモ :
● フロント・タイヤを切ると、画像にタイヤが表示されま

す。

● ミラー内のカメラは広角なので、画像はゆがんで見え
ます。

● 上方からの画像により、開いているドアがわかりま
す。

● フロント・ドアを開けると、外側の画像はキャンセルさ
れます。

● リフトゲートを開けると、上方からの画像の表示中、
後方の画像はキャンセルされます。

後方の画像と上方からの画像

これは、「R（リバース）」時のシステムのデフ
ォルト画像で、必ず車両の上方からの画像と
組み合わせられ、オプションとして有効に設

定すると、予測経路のガイドラインが含まれます。

リヤ・クロス・パス画像

「Rear Cross Path（リヤ・クロス・パス）」ボタン
を押すと、リヤ・カメラ・システムの広角画像
が運転者に表示されます。これを選択する
と、上方からの画像が無効になります。

前方の画像と上方からの画像

前方の画像により、車両の直前にあるもの
が表示され、必ず車両の上方からの画像と
組み合わせられます。

「Front Cross Path（フロント・クロス・パス）」ボ
タンを押すと、フロント・カメラ・システムの広
角画像が運転者に表示されます。これを選
択すると、上方からの画像が無効になりま

す。

リヤ・ビュー・カメラ画像

「Back Up Camera（リヤ・ビュー・カメラ）」ボタ
ンを押すと、後方の画像が全画面で（ズーム
表示機能付き）表示されます。

メモ :
「Surround View Camera（サラウンド・ビュー・カメラ）」メ
ニューで「Rear View Camera（リヤ・ビュー・カメラ）」画像
を選択した場合、「Rear View（後方の画像）」画面を終了
させると「Surround View（サラウンド・ビュー）」メニューに
戻ります。Uconnect システムの「Controls（コントロー
ル）」メニューでリヤ・ビュー・カメラを手動で有効にした場
合、表示画面を終了させると「Controls（コントロール）」メ
ニューに戻ります。

無効化

このシステムは、次の条件下で無効になります。

● 車速が 13km/h（8mph）を上回る。

● 車両を「P（パーキング）」に入れた。

● シフト・レバーを「R（リバース）」以外のギヤに入れ、タ
ッチスクリーンの「X」ボタンを押す。

● カメラ遅延システムを「Uconnect Settings（Uconnect
設定）」メニューから手動でオフにしたð ページ

136。

メモ :
● カメラに雪、氷、泥や異物が付着している場合は、レ

ンズを洗浄して水ですすぎ、柔らかい布で拭いて乾か
します。レンズにカバーなどをかけないでください。

● システムに機能不全が発生した場合は、正規ディー
ラーにお問い合わせください。

警告!

サラウンド・ビュー・カメラを使用している場合でも、車
両をバックさせるときは注意が必要です。常に車両の
後ろを注意深く確認し、バックする前に歩行者や動
物、他の車両、障害物がないか注意し、死角を確認し
てください。周囲の安全に注意を払い、バックする際に
は常に注意する必要があります。これを怠ると、重傷
や死亡事故につながる恐れがあります。

注意!

● 車両の損傷を防ぐために、サラウンド・ビューは駐
車補助装置としてのみ使用してください。サラウン

(続き)
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注意!

ド・ビュー・カメラでは、進路上のすべての障害物や
物体を検知できるわけではありません。

● 車両の損傷を防ぐため、サラウンド・ビュー使用中
は、障害物を検知した場合に停止できるようにゆっ
くり走行してください。サラウンド・ビュー使用中で
も、肩越しに後ろを頻繁に確認しながら運転するこ
とをお勧めします。

ZOOM VIEW（ズーム表示）

リヤ・ビュー・カメラ画像の表示中は、どのギヤ・セレクタ
位置に入っていても速度が 13km/h（8mph）未満であれ
ば、「Zoom View（ズーム表示）」が利用可能です。

ディスプレイ画面左上の「magnifying glass
（虫眼鏡）」アイコンを押すと、画像が標準表
示の 4 倍に拡大されます。

このアイコンを再度押すと、表示がリヤ・ビュ
ー・カメラ・ディスプレイへ戻ります。

リヤ・ビュー・カメラ表示が作動している場
合、どのギヤに入っていても、デフォルト表

示は標準リヤ・ビュー・カメラ表示になります。「Zoom
View（ズーム表示）」を選択しているときに、シフト・レバ
ーが「R（リバース）」に入っている状態から「D（ドライブ）」
または「N（ニュートラル）」にシフトすると、標準リヤ・ビュ
ー・カメラ表示が表示されます。ギヤを「D（ドライブ）」ま
たは「N（ニュートラル）」から「R（リバース）」に戻すと、自
動的に「Zoom View（ズーム表示）」に戻ります。

シフト・レバーを任意のギヤから N（ニュートラル）にシフ
トしても、車速が 13km/h（8mph）未満であれば、選択し
た表示（「Zoom（ズーム）」または「Standard（標準）」がそ
のまま維持されます。

シフト・レバーを「P（パーキング）」に入れると、ギヤ・セレ
クタを「D（ドライブ）」または「R（リバース）」に入れ、車速
が 13km/h（8mph）以上になるまでは「Zoom View（ズー
ム表示）」が利用可能です。

メモ :
● シフト・レバーが「D（ドライブ）」、「N（ニュートラル）」、

「R（リバース）」に入っており、車速が 13km/h
（8mph）以上の場合、「Zoom View（ズーム表示）」は
利用できず、アイコンがグレー表示になります。

● 「Zoom View（ズーム表示）」で表示されている間は、
ガイドラインは見えなくなります。

車両への給油
キャップレス・フューエル・システムは、燃料タンクの給油
パイプにあるフラッパを使用します。このフラッパは、給
油ノズルの出し入れ時に自動で開閉します。キャップレ
ス・フューエル・システムは、誤った種類の燃料の補給を
防ぐための仕組みです。

1. キー・フォブまたは運転席ドア・トリム・パネルの「ロ
ック解除」ボタンを押して、フューエル・フィラ・リッド
のロックを解除します。

2. フューエル・リッドの外側の端を押して、フューエル・
フィラ・リッドを開きます。

フューエル・リッド

3. 給油口キャップはありません。パイプ内側のフラッ
プによってシステムは密閉されています。

4. 給油パイプの中に給油ノズルをいっぱいまで差し込
みます。給油中はノズルによりフラップが開かれ、
保持されます。

フューエル・フィラ

1 – AdBlue®（尿素水）フィラ・キャップ
2 – フューエル・フィラ
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5. 燃料を給油します。フューエル・ノズルからカチッと
いう音が聞こえるか、または給油が止まった時点で
燃料タンクは満タンです。

6. フューエル・ノズルを取り外す前に、10 秒待って燃
料をノズルから排出させます。

7. 給油ノズルを取り外して、給油口リッドを閉めます。

警告!

● フューエル・リッドが開いているときやタンクに給油
しているときには、決して車内や車周辺にタバコな
どの火気を近づけないでください。

● エンジン作動中は、絶対に給油しないでください。こ
れはほとんどの国で違法であるため、この行為を
行うと、「エンジン警告灯」が点灯します。

● 車内に置かれた携帯用容器に直接燃料を給油す
ると火事の原因になり、やけどをする恐れもありま
す。給油中はガソリン容器を車外に出し、地面に置
いてください。

注意!

ディーゼル・エンジンの場合、EN 590 欧州仕様に従っ
て、自動車用のディーゼル燃料のみ使用してくださ
い。他の製品や混合燃料を使用すると、修理できる範
囲を超えてエンジンが損傷し、発生した損傷によって
保証が無効になる恐れがあります。誤って他の種類
の燃料をタンクに入れてしまった場合、エンジンを始動
させないでください。タンクから燃料を完全に抜いてく
ださい。ごく限られた時間であってもエンジンを作動さ
せてしまった場合は、燃料タンクから燃料を抜くだけで
はなく、それ以外の供給回路からも燃料を抜く必要が
あります。

ADBLUE®（UREA：尿素） — タイプ
別装備
車両には、「UREA（尿素）」インジェクション・システムと選
択触媒還元脱硝装置が搭載されており、排出ガス規制
に適合しています。これら 2 つのシステムにより、ディー
ゼル排出ガス規制要件への準拠、そして同時に燃費の
改善、ハンドリング、トルク、出力の向上が実現していま
す。メッセージとシステム警告については、ð ページ

72。AdBlue®（UREA：尿素）は長期間在庫の可能な非常
に劣化の少ない製品です。32°C（90°F）未満の温度で
保存する場合、1 年間以上の品質保持期間がありま
す。AdBlue®液の種類の詳細については、ð ページ

251。車両には、自動 AdBlue®ヒータ・システムが装備さ
れており、-11°C（12°F）未満の気温におけるエンジン始
動時でもシステムが正常に作動するようになっていま
す。

メモ :
AdBlue®は-11°C（12°F）未満の温度で凍結します。

ADBLUE®（UREA：尿素）の保管

AdBlue®（UREA：尿素）は、長期保存可能な非常に安定
した製品とされています。AdBlue®（UREA：尿素）を-12°
～32°C（10°～90°F）の温度に保てば、1 年以上保存
できます。

AdBlue®（UREA：尿素）は、上記の最低温度では凍結し
ます。たとえば、AdBlue®（UREA：尿素）は-11°C（12°F）
以下で凍結することがあります。このシステムは、こうし
た環境でも作動するように設計されています。

メモ :
AdBlue®（UREA：尿素）を取り扱う際は、次の内容を認識
しておくことが重要です。

● AdBlue®（UREA：尿素）に接触する容器や部品は、
AdBlue®（UREA：尿素）に対応している必要がありま
す（プラスチックまたはステンレス鋼）。銅、黄銅、アル
ミニウム、鉄、ステンレス以外の鋼は AdBlue®
（UREA：尿素）で腐食するため、避ける必要がありま
す。

● AdBlue®（UREA：尿素）がこぼれた場合は、完全に拭
き取る必要があります。

ADBLUE®（UREA：尿素）の補充

予備条件

AdBlue®（UREA）は-11°C（12°F）未満の温度で凍結しま
す。長期間車両をこの温度で放置しておくと、補充が難
しくなることがあります。このため、車両をガレージまた
は暖かい環境に駐車して、補充前に尿素水が液体状態
に戻るまで待つことを推奨します。

以下の手順に従ってください。

● 車両を平坦な場所に駐車し、イグニッションを「OFF
（オフ）」位置にしてエンジンを停止させます。

始動と運転 129

4



● フューエル・リッドを開け、AdBlue®（UREA：尿素）フィ
ラからキャップを緩めて取り外します。

フューエル・フィラ

1 – AdBlue®（尿素水）フィラ・キャップ
2 – フューエル・フィラ

ノズルによる補充

どの AdBlue®（UREA：尿素）販売店でも補充できます。

以下の手順に従ってください。

● AdBlue®（UREA：尿素）ノズルをフィラに差し込み、補
充を開始し、最初に停止した時点で補充を終了させ
ます（この停止は、AdBlue®（UREA：尿素）タンクがい
っぱいになったことを示しています）。これ以上補充を
続けないでください。AdBlue®（UREA：尿素）がこぼれ
る恐れがあります。

● ノズルを引き抜きます。

容器による補充

以下の手順に従ってください。

● 使用期限を確認します。

● ボトルの中身を AdBlue®（UREA：尿素）タンクに注ぐ
前に、ラベルに記載されている使用上の注意を読ん
でください。

● ねじ込めないもの（たとえばタンク）を使用して補充す
る場合、インストルメント・パネル・ディスプレイに表示
が出た後ð ページ 72、AdBlue®（UREA：尿素）タン

クに 8L（2gal）を超えない範囲で補充します。

● フィラにねじ込める容器を使用する場合、リザーバが
いっぱいになると、容器内の AdBlue®（UREA：尿素）
レベルが減らなくなります。これ以上補充しないでくだ
さい。

補充後の作業

以下の手順に従ってください。

● キャップを時計回りいっぱいに回して、AdBlue®
（UREA：尿素）フィラに再び取り付けます。

● イグニッションを「RUN（走行）」にします（エンジンを始
動する必要はありません）。

● 車両を動かす前に、インストルメント・パネルの表示
がオフに切り替わるまで待ちます。この表示は、数秒
からおよそ 30 秒まで続くことがあります。エンジンを
始動して車両を動かすと、この表示はさらに長く続き
ます。これによりエンジンが作動しなくなることはあり
ません。

● タンクが空の状態から AdBlue®（UREA：尿素）をいっ
ぱいに補充した場合は、エンジン始動前に 2 分間待
機してください。

メモ :
● AdBlue®（UREA：尿素）がフィラ・ネックからこぼれた

ら、その部分をすぐきれいに清掃してから、補充を再
開してください。こぼれた液体が結晶化したら、スポン
ジと温水で取り除いてください。

● 最高レベルを超えないようにしてください。そうしない
と、リザーバが損傷する恐れがあります。AdBlue®
（UREA）は-11°C（12°F）未満で凍結します。このシス
テムは、尿素水の氷点未満で作動するように設計さ
れていますが、尿素水が凍結するとシステムが損傷
する恐れがあるため、タンクの最高レベルを超えて補
充しないことを推奨します。このセクションの指示に従
ってください。

● この車両には、自動 DEF ヒータ・システムが装備され
ています。これにより DEF インジェクション・システム
は、-11°C（12°F）の温度で正常に動作できます。車
両が-11°C（12°F）の温度で長時間動作していない場
合、タンクの DEF が凍結する場合があります。DEF タ
ンクから溢れるまでクーラントを補充しないでくださ
い。溢れるまで補充し、凍結すると、タンクが損傷する
おそれがあります。

● AdBlue®（UREA：尿素）が塗装面やアルミニウムにこ
ぼれたら、すぐにその部分を水で洗い流し、吸収剤を
使用して地面にこぼれた液体を回収してください。

● 誤って AdBlue®（UREA：尿素）をディーゼル燃料タン
クに入れてしまった場合は、エンジンを始動しようとし
ないでください。エンジンに重大な損傷が発生する恐
れがあります。正規ディーラーにお問い合わせくださ
い。

● AdBlue®（UREA：尿素）に添加剤や他の液体を加えな
いでください。システムが損傷する恐れがあります。

● 品質が不良または劣化した AdBlue®（UREA：尿素）を
使用すると、インストルメント・パネル・ディスプレイに
表示が出ることがありますð ページ 72。

● AdBlue®（UREA：尿素）は絶対に別の容器に注がない
でください。汚染の恐れがあります。
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● AdBlue®（UREA：尿素）を使い切った場合、ð ペー

ジ 72 を参照してください（車両を通常どおり使い続け
るため）。

車両積載量 
重量ラベル

地域の規則に定められているとおり、車両の運転席ドア
またはピラーには重量ラベルが貼付されています。

このラベルの記載内容は次のとおりです。

このラベルには、製造年月、車両定格総重量（GVWR）、
フロントとリヤの車軸定格総重量（GAWR）、および車両
識別番号（VIN）などが記載されています。このラベルに
記載されている月日時（MDH）番号は、製造された月、
日、時間を示します。ラベルの下部に記載されているバ
ーコードが VIN です。

車両定格総重量（GVWR） 
車両定格総重量（GVWR）とは、運転者、乗員、車両、装
備、および積荷を含む、車両の許容総重量を意味しま
す。ラベルには、フロントとリヤの車軸システムの最大許
容荷重（GAWR）も記載されています。総荷重は制限され
ているため、GVWR およびフロントとリヤの GAWR を超え
ないようにしてください。

最大積載量

車両の最大積載量とは、運転者、全乗員、装備、および
積荷を含む、車両が運搬可能な許容積載量を意味しま
す。

車軸定格総重量（GAWR)
GAWR とは、フロント・アクスルおよびリヤ・アクスルの最
大許容荷重を意味します。荷重はカーゴ・エリアで分散
して、各アクスルの GAWR を超えないようにしてくださ
い。

各アクスルの GAWR は、システムで荷重容量が最小で
ある構成部品（アクスル、ばね、タイヤ、またはホイール）
によって決まります。耐久性を高めるために購入時に重
いアクスルまたはサスペンション構成部品を指定しても、
車両の GVWR が増えるとは限りません。

タイヤ・サイズ

車両識別ラベルのタイヤ・サイズは、車両の実際のタイ
ヤ・サイズを示しています。交換タイヤの負荷性能は、こ
のタイヤ・サイズの負荷性能と同じである必要がありま
す。

リム・サイズ

記載されているタイヤ・サイズに合ったリム・サイズで
す。

空気圧

GAWR 限界までのすべての積載条件における車両の冷
間時のタイヤの空気圧です。

装備重量

車両の装備重量とは、乗員や積荷が積載されていない
状態で、すべてのフルード類（燃料を含む）を最大容量ま
で入れた状態の車両の総重量を意味します。フロントと

リヤの装備重量は、乗員または積荷を積載する前に、業
務用の重量計で車両の重量を測定することで求められ
ます。

積載方法

地上で車両の実際の総重量およびフロントとリヤの重量
を求めるには、積載済みの運転可能な状態で車両の重
量を測定することをお勧めします。

まず、車両全体の重量を業務用の重量計で測定して、
GVWR を超えていないことを確認します。次に、車両のフ
ロントとリヤの重量を別々に測定し、荷重がフロント・アク
スルとリヤ・アクスルに適切に分散されていることを確認
します。測定した結果、総重量は記載の GVWR 以内で
あるが、フロント・アクスルまたはリヤ・アクスルで GAWR
を超えている場合があります。その場合、必要に応じて
フロントからリヤ、またはリヤからフロントに荷重を移動し
て、記載の重量制限内に収まるようにします。重い荷物
を低い位置に配置し、荷重が均等に分散されるようにし
てください。運転前に、安定の悪い荷物を固定します。

不適切な荷重配分は、車両の操舵性およびブレーキ性
能に悪影響をおよぼすおそれがあります。

警告!

車両の積載量が、GVWR、またはフロントとリヤの
GAWR より重くならないようにしてください。重くなって
いる場合、車両の部品が破損したり、車両の操作性が
変化したりする場合があります。その結果、車が制御
できなくなる恐れがあります。また、過負荷によって車
両の寿命が短くなる可能性もあります。
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他の車での車両けん引

けん引の条件 地面から離れている車輪 前輪駆動（FWD） 4WD

4 輪すべてが地面に着いている状態でけ
ん引

なし 禁止 禁止

けん引用台車によるけん引
リヤ 禁止 禁止

フロント 可能 禁止

トレーラによるけん引 すべて 最適な方法 可能

メモ :
● 車両のけん引を行う場合は、適用される法令に必ず従ってください。詳細については、国または各都道府県の行政機関にお問い合わせください。

● 車両けん引時には自動パーキング・ブレーキ機能が解除されていることを確認し、エレクトロニック・パーキング・ブレーキが予期せずにかからないようにしてください。自動パー
キング・ブレーキ機能は、「Uconnect の設定」のユーザー選択機能で有効または無効にできます。

キャンピング・カーなどによるけん引
—前輪駆動車（FWD）モデル

キャンピング・カーなどでけん引される場合は、必ず前輪
が地面から離れた状態でなければなりません。このよう
なけん引は、けん引用台車を使用して前輪を持ち上げる
か、車両トレーラを使用して 4 輪すべてを持ち上げるこ
とで行えます。けん引用台車を使用する場合は、次の手
順を行ってください。

1. けん引用台車をけん引車両に確実に固定し、けん
引用台車のメーカの指示に従ってけん引を行ってく
ださい。

2. 前輪をけん引用台車に載せます。

3. エレクトロニック・パーキング・ブレーキ（EPB）を作動
させます。シフト・レバーを「P（パーキング）」に入れ
ます。エンジンを停止します。

4. 前輪をけん引用台車に確実に固定し、けん引用台
車のメーカの指示に従ってけん引を行ってくださ
い。

5. イグニッションを「ON/RUN」位置にします。ただし、
エンジンは始動させないでください。

6. ブレーキ・ペダルを踏み込んだままにします。

7. エレクトロニック・パーキング・ブレーキ（EPB）を解除
します。

8. イグニッションを「OFF」位置に回し、キー・フォブを抜
き、ブレーキ・ペダルを放します。

注意!

● 前輪を地面に着けてけん引すると、トランスミッショ
ンに重大な損傷が発生する恐れがあります。不適
切なけん引によって生じた損傷は、新車保証の対
象とはなりません。

● けん引中は、エレクトロニック・パーキング・ブレー
キを解除し、解除された状態が維持されていること
を確認してください。

● フェイシア／バンパ取り付けのクランプ式けん引バ
ーはこの車に取り付けないでください。フェイシア／
バンパ・フェースが損傷します。
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レクリエーションけん引 — 4X4 モデ
ル

レクリエーションけん引（4 輪すべてを接地させた状態、
またはけん引用台車を使用）は禁止です。この車両は、
4 輪すべてを持ち上げて、フラットベッド・トラックや車両ト
レーラに搭載して搬送してください。

注意!

いずれかのタイヤを地面に着けてこの車両をけん引
すると、トランスミッションやトランスファ・ケースに重大
な損傷が発生する恐れがあります。不適切なけん引
によって生じた損傷は、新車保証の対象とはなりませ
ん。

運転のアドバイス

オン・ロード走行について

多目的車両は、最低地上高が高くホイール・ベースが狭
く設計されています。これにより、オフ・ロード走行時の変
化に富んだ走行に幅広く対応できます。また、特有のデ
ザインにより重心が従来の乗用車よりも高くなっていま
す。

最低地上高が高いため、道路に対しての視野が広が
り、障害を事前に察知できます。車高の低いスポーツ・カ
ーでオフロードの軽快な走行ができないのと同じように、
この車では、従来の乗用車と同じ速度でコーナーを曲が
ることができません。急な旋回や操作は避けてください。
このタイプの他の車と同じく、適切な運転を心がけなけ
れば、制動不能または横転してしまう恐れがあります。

オフ・ロード走行について

4WD LOW を使用するケース

オフロード走行の際、滑りやすいまたは走行が困難な地
形での運転や急な坂道の上り下りで、より大きなトラクシ
ョンと制動力が必要な場面、および低速でより大きなけ
ん引力が必要な場合は、「4WD LOW」位置にシフトしま
す ð ページ 92。このレンジの使用は、低速の駆動力

を必要とする深雪、泥、砂利道などの悪路状況に限定し
てください。4WD LOW では、車の速度が 40km/h
（25mph）を超えないようにしてください。

水溜りでの走行

この車は水位が安全な深さの場合に水溜りの中を走行
することができますが、水に入る前に守らなければなら
ない多くの注意事項があります。

注意!

水溜りの中を走行する場合、速度は 8km/h（5mph）
以下にしてください。事前に水深を確認し、水溜りから
上がったらすべてのフルード類を点検してください。水
溜りでの走行では、新車限定保証の対象にならない
損傷を受ける場合があります。

数センチ以上の深さがある水溜りでの走行には、安全
の確認と車両の損傷防止のために細心の注意が必要
です。水溜りを走行しなければならない場合は、入る前
に深さと底の状態（および障害物の位置）を確認してくだ
さい。慎重に車を進め、深い所では 8km/h（5mph）未満
で一定の速度を維持し、波を立てないようにします。

流水

水が流れていたり、水かさが増えていたりする（洪水流
出など）場合は、水面が下がって流れが緩やかになるま

で水溜まりに入るのは避けてください。流水のある場所
を走行する場合、水深が 22cm（9 インチ）を超える所は
避けてください。水が河床を浸食し、車がより深い場所
にはまる恐れがあります。流された場合を考慮して、進
入場所の下流にある脱出場所を決めておきます。

よどみ

水深が 40.5 cm（16 インチ）を超える水溜りでの走行は
避け、速度を抑えて波を立てないようにします。水深
40.5 cm（16 インチ）での最高速度は、8km/h（5 mph）
未満です。

（Trailhawk のみ）：水深が 48cm（19 インチ）を超えるよ
どみでの走行は避け、速度を抑えて波を立てないように
します。水深 48cm（19 インチ）での最高速度は、8km/h
（5 mph）未満です。

注意!

交通の流れがあっても、浸水している場所、水が留ま
っていたり、流れている場所で車両を走行させないでく
ださい。浸水した場所では、他車の相対的な動きによ
り大量の水が動かされ、異常に高い波が発生します。
水の中を走行すると、車両が損傷するおそれがあるた
め、安全を確保し損傷を防止するため、十分に注意し
てください。

お手入れ

深い水溜りを走行した後は、車のフルードおよび潤滑油
（エンジン、トランスミッション、パワー・トランスファ・ユニ
ット、リヤ・ドライブ・モジュール）を点検し、汚れがないこ
とを確認します。フルードや潤滑油が汚れている（乳白
色になっていたり、泡立っていたりする）場合、部品の損
傷を防ぐために、速やかにフルードや潤滑油を洗い流し
て交換します。

始動と運転 133

4



雪、泥、砂地道での走行

大雪の中を走行したり、貨物をけん引したり、低速時の
強い制御力を必要とするときには、シフトを低速ギヤに
入れ、必要に応じて 4WD システムを「4WD LOW」にして
適切な地形モードにシフトします ð ページ 92。前進を

続けるために必要なときのみ、低速ギアにシフトしてくだ
さい。エンジンの回転数を上げ過ぎると車輪が空転し、ト
ラクションが失われます。

凍結路や滑りやすい道路ではシフトダウンを避けてくだ
さい。エンジン・ブレーキがかかって、横滑りや制動不能
が起きる危険があります。

登坂走行

メモ :
坂道を登る前に、頂上および反対側の状態を判断しま
す。

急な坂道を登る前に、トランスミッションを低速ギヤに切
り替え、4WD システムを「4WD LOW」にします。さらに急
な坂道では、1 速ギヤと「4WD LOW」を使用します。

メモ :
スリップが大きくなった場合は停止してしまう前にブレー
キを掛けて、トラクションの得られない路面にもぐり込ん
だり、車両が立ち往生したり、動けなくなったりしないよう
にしてください。

登坂中にエンストを起こしたり、前進したりできなくなった
場合は、停止してすぐにブレーキをかけてください。停止
したら、R（リバース）にシフトします。坂をゆっくりと後退
し、エンジン・ブレーキを使用して一定の速度を維持しま
す。ブレーキ・ペダルで速度を落とす場合は軽く踏み、タ
イヤのロックや横滑りが起こらないように注意してくださ
い。

警告!

急坂でエンストしたり、前進できなくなったり、または頂
上まで到達できなくなったら、絶対に方向転換しない
でください。車が傾き、横転する危険があります。坂道
は、シフト・レバーを「R（リバース）」レンジに入れて慎
重に後退して、必ずまっすぐ下ってください。ブレーキ
だけに頼って、坂道を「N（ニュートラル）」で下りるのは
絶対に行わないでください。

メモ :
坂道では斜めに横切りながら運転するのではなく、常に
まっすぐ上り下りしてください。

坂道の頂上に近づくにつれタイヤがスリップする場合
は、アクセルを緩め、ステアリング・ホイールをゆっくりと
左右に回しながら前進を続けます。これにより路面にタ
イヤが食い込み、坂道を上りきるトラクションが生じるこ
とがあります。

下り坂でのトラクション

トランスミッションを低速ギヤに入れ、4WD システムを
「4WD LOW」レンジに入れるか、ヒル・ディセント・コントロ
ール（タイプ別装備）を選択します。4 つの車輪すべてに
エンジン・ブレーキによるトラクションをかけながら、ゆっ
くりと降坂します。これによって車速と方向を制御できま
す。

山道などの下り走行時に繰り返しブレーキを使用すると
ブレーキが過熱し、ブレーキが効かなくなる恐れがあり
ます。できるだけシフトダウンを行い、ブレーキに負担を
かけないようにしてください。

オフロード走行後

オフロード走行は道路での走行に比べて車にかかる負
担が大きくなります。オフロード走行の後は損傷がない
か点検することをお勧めします。

● アンダーボディをよく点検してください。タイヤ、ボディ
構造、ステアリング、サスペンションおよび排気装置
の破損を点検します。

● ラジエータに泥やごみなどが堆積していないか確認
し、必要に応じて清掃してください。

● シャーシ、駆動系、ステアリングおよびサスペンション
のファスナの締付け／取付け部が緩んでいないか確
認します。緩んでいる場合は、サービス・マニュアル
に規定されているトルクで締め直します。

● 草や枝が引っ掛かっていないか点検します。雑草な
どは火災を起こす危険性があります。草や枝に隠れ
て、フューエル・ライン、ブレーキ・ホース、アクスル・ピ
ニオン・シール、プロペラ・シャフトの損傷がわからな
い場合もあります。

● 泥、砂、水など汚れた状態の道を長時間走行した後
は、ラジエータ、ファン、ブレーキ・ロータ、ホイール、
ブレーキ・ライニング、アクスル・ヨークを直ちに点検し
て清掃してください。
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● 異物があるとホイールのバランスが崩れる恐れがあ
ります。ホイールから異物を除去すると、バランスの
崩れを修正できることがあります。
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警告!

ブレーキ・システムに研磨作用のある物質が付着し
ていると、過度に摩耗してブレーキ性能が予期でき
なくなるおそれがあります。衝突を避ける際にフル・
ブレーキが効かなくなる場合があります。汚れた状
態で車両を運転していた場合、できるだけ早くブレ
ーキ構成部品を点検して、清掃してください。



マルチメディア

UCONNECT システム 
Uconnect 5 NAV システム（10.1 インチ・ディスプレイ装
備）の詳細は、Uconnect ラジオ取扱説明書を参照してく
ださい。

メモ :
Uconnect 画面の画像は例示にすぎず、車両のソフトウ
ェアそのものを反映していない場合があります。

サイバーセキュリティ
適合性に応じて、車両は有線ネットワークまたはワイヤ
レス・ネットワークから情報を送受信できるようになりま
す。この情報の活用により、車両のシステムおよび機能
の正常な動作が可能になります。

車両システムやワイヤレス通信への不正アクセスの危
険を低減するために、この車両に特定のセキュリティ機
能が装備されていることがあります。車両ソフトウェア技
術は、刻々と進化し続けているため、FCAIO はサプライ
ヤと協同で評価を実施し、必要に応じて適切な処置を講
じています。今までどおり、異常な車両動作を感じた場
合、すぐに正規ディーラーまたは Jeep®フリー・ダイヤル
にお問い合わせください（ð ページ 253）。

最新バージョンの車両ソフトウェア（Uconnect ソフトウェ
アなど）がインストールされていても、お客様の車両シス
テムへの不正アクセスの危険性は依然として存在しま
す。

警告!

● 信頼できるメディア機器／コンポーネントのみを車
両に挿入してください。出所が不明なメディアには
悪質なソフトウェアが含まれる場合があり、車両に
インストールすると、車両システムが侵害される可
能性が高まります。

● 今までどおり、異常な車両動作を感じた場合、すぐ
に正規ディーラーにお問い合わせください。

UCONNECT の設定
Uconnect システムでは、インストルメント・パネルの中央
にあるタッチスクリーンのボタンとフェイスプレートのボタ
ンを組み合わせて使用します。これらのボタンを使用し
て、選択機能にアクセスして変更できます。機能の多く
は、車両やパッケージによって異なることがあります。

フェイスプレートのボタンは、インストルメント・パネルの
中央の Uconnect システムの下または横（あるいはその
両方）にあります。さらに、｢SCROLL/ENTER（スクロール
／入力）」コントロール・ノブが画面の右下にあります。コ
ントロール・ノブを回してメニューをスクロールし、設定を
変更します。コントロール・ノブの中央を 1 回以上押して
設定を選択または変更できます。

Uconnect システムには、フェイスプレートに「SCREEN
OFF（画面オフ）」と「MUTE（ミュート）」ボタンを備えている
ものもあります。

フェイスプレートの「SCREEN OFF（画面オフ）」ボタンを押
すと、Uconnect 画面がオフになります。ボタンを再度押
すか、画面をタップして画面をオンにします。

タッチスクリーンの「戻る矢印」ボタンを押すと、Uconnect
システムのメニューまたは特定のオプションを終了でき
ます。

オーディオのフェイスプレートにある「Power（電源）」ボタ
ンを 15 秒間以上押し続けると、オーディオがリセットさ
れます。

ユーザー選択機能

10.1 インチ・ディスプレイ装備の Uconnect 5 NAV の
フェイスプレートのボタンとタッチスクリーンのボタン

1 — タッチスクリーンのボタン
2 — フェイスプレートのボタン
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「Vehicle（車両）」ボタンを押してから、タッチスクリーン上
部の「Settings（設定）」タブを押します。このメニューで
は、Uconnect システムを使用して、利用可能なすべての
ユーザー選択機能にアクセスできます。

メモ :
● 一度に選択できるタッチスクリーン領域は 1 つだけで

す。

● 車両オプションによって、機能設定が異なることがあ
ります。

選択をする際は、タッチスクリーンのボタンを押して、希
望のメニューに入ってください。希望のメニューにアクセ
スしたら、目的の設定オプションを押し続け、その設定の
横にチェックマークが表示されて設定が選択されたこと

が示されたら放します。設定が完了したら、「Vehicle（車
両）」ボタンを押して元の画面に戻ります。画面右側の上
矢印または下矢印ボタンを押して、使用可能な設定を上
下にスクロールできます。

スクリーン表示

タッチスクリーンの「Display（表示）」ボタンを押すと、タッチスクリーンのテーマ（タイプ別装備）、明るさ、色合いに関連するオプションが表示されます。利用可能な設定は以下のと
おりです。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

Language（言語） この設定では、Uconnect システムおよびインストルメント・パネル・ディスプレイの言語を
変更します。選択可能な言語は英語と日本語です。

Display Mode（表示モード） この設定では、明るさを手動で設定するか、システムが自動的に設定するかを設定しま
す。「Auto（自動）」設定では、ディスプレイの明るさが自動的に調整されます。「Manual
（手動）」設定では、ディスプレイの明るさを手動で調整することができます。

Night Time Display Brightness（画面の輝度：夜間モード） この設定では、ヘッドライト点灯時のディスプレイの明るさを設定します。この設定にアク
セスするには、ディスプレイ・モードを「Manual（手動）」に設定する必要があります。「+」
設定で明るくなり、「-」設定で暗くなります。

Daytime Display Brightness（画面の輝度：昼間モード） この設定では、ヘッドライト消灯時のディスプレイの明るさを設定します。この設定にアク
セスするには、ディスプレイ・モードを「Manual（手動）」に設定する必要があります。「+」
設定で明るくなり、「-」設定で暗くなります。
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設定名 説明

Set Theme（テーマの設定） この設定では、ディスプレイのテーマを変更することができます。

Units（単位） この設定では、単位表示を変更することができます。使用可能なオプションは、「Speed
（速度）」（mph または km/h）、「Distance（距離）」（mi または km）、「Fuel Consumption
（燃料消費）」（MPG［米］、MPG［英］、L/100km、または km/L）、「Pressure（空気圧）」
（psi、kPa、または bar）、「Temperature（温度）」（°C または°F）という測定単位です。

Theme Mode（テーマ・モード） この設定を使用すると、特定のテーマの明るさを調節できます。設定オプションは「Light
（明）」、「Dark（暗）」、「Auto（自動）」です。「Light（明）」または「Dark（暗）」を選択すると、
テーマがそのように表示されます。「Auto（自動）」では、テーマはヘッドライトに応じて変
化します。

Touchscreen Beep（タッチパネル操作音） この設定では、タッチスクリーンのビープ音のオン／オフを行うことができます。

Navigation Turn-by-Turn Displayed In Cluster（ナビの経路指示をメーターに表示） この設定では、インストルメント・パネル・ディスプレイにナビゲーションのメッセージが表
示されます。

Show Main Category Bar Labels（カテゴリーバーラベル表示） この設定では、メイン・カテゴリ・バー・ラベルの表示／非表示を選択することができま
す。

My Profile（個人設定）

タッチスクリーンの「My Profile（個人設定）」ボタンを押すと、車両のプロファイルに関連するオプションが表示されます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。
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設定名 説明

Language（言語） この設定では、Uconnect システムおよびインストルメント・パネル・ディスプレイの言語を
変更します。選択可能な言語は英語と日本語です。

Display Mode（表示モード）
この設定では、オーディオの表示を「Auto（自動）」または「Manual（手動）」に設定しま
す。「Manual（手動）」にすると、オーディオ・ディスプレイの詳細なカスタマイズが可能で
す。

Night Time Display Brightness（画面の輝度：夜間モード）
この設定では、ヘッドライト点灯時のディスプレイの明るさを設定します。この設定にアク
セスするには、ディスプレイ・モードを「Manual（手動）」に設定する必要があります。「+」
設定で明るくなり、「-」設定で暗くなります。

Daytime Display Brightness（画面の輝度：昼間モード）
この設定では、ヘッドライト消灯時のディスプレイの明るさを設定します。この設定にアク
セスするには、ディスプレイ・モードを「Manual（手動）」に設定する必要があります。「+」
設定で明るくなり、「-」設定で暗くなります。

Set Theme（テーマの設定） この設定では、ディスプレイのテーマを変更することができます。

Units（単位） この設定では、単位表示を変更することができます。使用可能なオプションは、「Speed
（速度）」（mph または km/h）、「Distance（距離）」（mi または km）、「Fuel Consumption
（燃料消費）」（MPG［米］、MPG［英］、L/100km、または km/L）、「Pressure（空気圧）」
（psi、kPa、または bar）、「Temperature（温度）」（°C または°F）という測定単位です。

Touchscreen Beep（タッチパネル操作音） この設定では、タッチスクリーンのビープ音のオン／オフを行うことができます。

Show Main Category Bar Labels（カテゴリーバーラベル表示）
この設定では、メイン・カテゴリ・バー・ラベルの表示／非表示を選択することができま
す。

Time Format（時刻表示形式）

この設定では、時刻の表示形式（AM/PM）を設定します。この設定を使用するには、
「Sync Time With GPS（GPS 時刻と同期）」がオフになっている必要があります。「12 hrs
（12 時間）」設定では、時刻は 12 時間形式に設定されます。「24 hrs（24 時間）」設定
では、時刻は 24 時間形式に設定されます。
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設定名 説明

Voice Options（音声オプション）
この設定では、オーディオ用の音声を「Male（男性）」または「Female（女性）」に変更でき
ます。

Voice Barge-in（音声割込） この設定では、音声の割り込みをオン／オフすることができます。

Show Command List（コマンド・リストを表示） この設定では、コマンド・リストの表示／非表示を選択することができます。

App Drawer Favoriting Pop-ups（お気に入りアプリ登録時ポップアップ）
この設定では、「On／Off（オン／オフ）」オプションでアプリ・ドロワ・ポップアップのお気
に入り追加を行うことができます。

App Drawer Unfavoritings Pop-ups（お気に入りアプリ削除時ポップアップ）
この設定では、「On／Off（オン／オフ）」オプションでアプリ・ドロワ・ポップアップのお気
に入り解除を行うことができます。

New Text Message Pop-ups（新着テキスト・メッセージ・ポップアップ）
この設定では、新着テキスト・メッセージのポップアップ通知を設定することができます。
この設定オプションは、「On（オン）」と「Off（オフ）」です。

Missed Calls Message（不在着信メッセージ）
この設定では、応答できなかった通話のポップアップ通知を設定することができます。こ
の設定オプションは、「On（オン）」と「Off（オフ）」です。

Navigation Pop-Up（ナビゲーション・ポップアップ） この設定では、ナビゲーションに関するポップアップ通知を設定することができます。こ
の設定オプションは、「On（オン）」と「Off（オフ）」です。

Key Off Power Delay（キー・オフ時電源遮断遅延） この設定により、エンジンをオフにした後に特定の電装品がそのまま動作するようにな
ります。いずれかのドアを開けると、その電装品の動作は停止します。利用可能な設定
値は「0 min（0 分）」と「20 min（20 分）」です。

Audio Settings（オーディオ設定） この設定では、車両プロファイルに関するオーディオ設定を行うことができます。

Reset App Drawer To Default Order（アプリドロワーの配置をリセット） この設定では、アプリ・ドロワを工場出荷時のレイアウトへリセットすることができます。

Restore Settings to Default（工場出荷時設定にリセット） この機能を選択すると、これまで変更した設定が工場出荷時の設定に戻ります。
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設定名 説明

More Profile Options（詳細なプロファイル・オプション） この設定では、詳細なプロファイル・オプションにアクセスすることができます。

Safety/Driving Assistance（安全&ドライブ アシスト）

タッチスクリーンで「Safety/Driving Assistance（安全&ドライブアシスト）」ボタンを押すと、車両の安全設定に関連するオプションが表示されます。これらのオプションは、車両に装
備されている機能によって異なります。設定は、リスト形式で表示される場合と、画面のサブフォルダ内に表示される場合とがあります。サブフォルダにアクセスするには、希望の
フォルダを選択すると、画面にその機能に関連する利用可能なオプションが表示されます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

Forward Collision Warning（前面衝突警報） - 「Automatic Emergency Braking（衝突被害
軽減ブレーキ）」サブメニュー内

この設定では、「Forward Collision Warning (FCW)（前面衝突警報）」システムのオン／
オフを行います。「Off（オフ）」に設定すると、FCW システムが停止します。「Warning
Only（警告のみ）」に設定すると、衝突を検知するとチャイムだけが鳴ります。「Warning
+ Active Braking（警告+アクティブブレーキ）」の設定では、衝突を検知するとチャイムが
鳴り、規定のブレーキ圧がかかります。

Forward Collision Warning Sensitivity（前面衝突の感度） - 「Automatic Emergency
Braking（衝突被害軽減ブレーキ）」サブメニュー内

この設定では、前面衝突警報（FCW）の鳴動する距離を変更します。「Medium（中間）」
の設定では、物体が視野に入り、衝突の可能性があることを検知すると FCW システム
が信号を送出します。「Near（近い）」の設定では、物体が車両に接近中であると FCW
システムが信号を送出します。「Far（遠い）」設定では、物体が車両から離れた距離にあ
る場合に FCW システムが信号を送出します。

Lane Management（レーン・マネジメント） - 「Active Lane Management（アクティブ・レー
ン・マネジメント）」サブメニュー内

この設定では、車線逸脱が検知された場合に運転者に警告するシステムを作動させま
す。選択すると、ステアリング・アシストを使用できます。設定可能なオプションは
「Vibration Only（振動のみ）」、「Steering Assist Only（ステアリング・アシストのみ）」、およ
び「Vibration + Steering Assist（振動+ステアリング・アシスト）」です。
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設定名 説明

Lane Warning（レーン警告） - 「Active Lane Management（アクティブ・レーン・マネジメン
ト）」サブメニュー内

この設定では、LaneSense 警告灯の警告の種類を設定します。設定可能なオプション
は、「Early（短い）」、「Medium（中）」、「Late（長い）」です。

Vibration Strength（振動強度） - 「Active Lane Management（アクティブ・レーン・マネジメ
ント）」サブメニュー内

この設定では、ステアリング・ホイールの振動の強度を設定します。設定可能なオプショ
ンは、「Low（低）」、「Medium（中）」、「High（高）」です。

Steering Assist Strength（ステアリング・アシスト強度） - 「Active Lane Management（アク
ティブ・レーン・マネジメント）」サブメニュー内

この設定では、車線逸脱が検知された場合にステアリング・ホイールを引く強度を設定
します。設定可能なオプションは、「Low（低）」、「Medium（中）」、「High（高）」です。

LaneSense Warning（LaneSense 警告灯） - 「LaneSense」サブメニュー内 この設定では、LaneSense の警告の種類を設定します。設定可能なオプションは、
「Early（短い）」、「Medium（中）」、「Late（長い）」です。

LaneSense Strength（LaneSense 強度） - 「LaneSense」サブメニュー内 この設定では、LaneSense システムの強度を設定します。設定可能なオプションは、
「Low（低）」、「Medium（中）」、「High（高）」です。

ParkSense（パークセンス） この設定では、近くに物体が検知されたときの ParkSense 警告の種類を変更します。
「Sound Only（警告音のみ）」に設定すると、物体の検出時にチャイムが鳴ります。
「Sound and Display（警告音と表示）」に設定すると、物体の検出時にチャイムが鳴ると
同時に視覚表示が行われます。

Front ParkSense Volume（フロントパークセンス音量） この設定では、フロント ParkSense システムの音量を調整します。設定は、「Low（低）」、
「Medium（中間）」、「High（高）」の中から選択します。

Rear ParkSense Volume（リアパークセンス音量） この設定では、リヤ ParkSense システムの音量を調整します。設定は、「Low（低）」、
「Medium（中間）」、「High（高）」の中から選択します。

Blind Spot Alert（ブラインドスポットアラート） この設定では、車両の死角において物体が検知された場合の警告の種類を変更しま
す。「Off（オフ）」設定では、ブラインド・スポット・アラートがオフになります。「Lights（ライ
ト）」設定では、ドア・ミラーのブラインド スポット・アラート・ライトが点灯します。「Lights &
Chime（ライト+チャイム）」設定では、ドア・ミラーのライトとチャイムの両方が作動しま
す。
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設定名 説明

Traffic Sign Assist（トラフィック・サイン・アシスト） この設定では、トラフィック・サイン・アシストのオン／オフを設定します。

Traffic Sign Assist Warning（トラフィック・サイン・アシスト警告） この設定では、交通標識に関する警告の種類を設定できます。設定可能なオプション
は、「Off（オフ）」、「Visual（視覚）」、「Visual + Chime（視覚とチャイム）」です。

New Speed Zone Indication（新速度域指示） この設定では、特定の領域での速度制限の変化をシステムが警告するかどうかを設定
できます。設定可能なオプションは、「Off（オフ）」、「Visual（視覚）」、「Visual + Chime（視
覚とチャイム）」です。

Drowsy Driver Alert（運転者居眠り警告） この設定では、運転者の運転傾向を監視し、運転者が眠気を感じている可能性を示す
変化があれば、警告を発します。設定可能なオプションは「On（オン）」と「Off（オフ）」で
す。

Side Distance Warning（側方距離警告） この設定では、側方距離警告のオン／オフを行います。「Off（オフ）」に設定すると、シス
テムが停止します。「On（オン）」に設定すると、チャイムが鳴ると同時に視覚表示が行
われます。

Side Distance Warning Volume（側方距離警告音量） この設定により、側方距離警告の音量を調節します。設定可能なオプションは、「Low
（低）」、「Med（中）」、「High（高）」です。

Clock（時計）

タッチスクリーンの「Clock（時計）」ボタンを押すと、車両の内部時計に関連するオプションが表示されます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。
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設定名 説明

Sync Time With GPS（GPS 時刻と同期） この設定では、システム内の GPS 受信機に時刻を同期させます。システムは、GPS の
位置情報により時刻を制御します。

Time Format（時刻表示形式） この設定では、時刻の表示形式（AM/PM）を設定します。この設定を使用するには、
「Sync Time With GPS（GPS 時刻と同期）」がオフになっている必要があります。「12 hrs
（12 時間）」設定では、時刻は 12 時間形式に設定されます。「24 hrs（24 時間）」設定
では、時刻は 24 時間形式に設定されます。

Set Time Hours（時間の設定） この設定では、時間を設定します。この設定を使用するには、「Sync Time With GPS
（GPS 時刻と同期）」がオフになっている必要があります。「+」設定では時間が増加しま
す。「-」設定では時間が減少します。

Set Time Minutes（分の設定） この設定では、分を設定します。この設定を使用するには、「Sync Time With GPS（GPS
時刻と同期）」がオフになっている必要があります。「+」設定では分が増加します。「-」設
定では分が減少します。

Show Time in Status Bar（ステータスバーに時刻を表示） この設定では、ラジオのステータス・バーに時刻を表示します。

Set Date（日付設定） この設定では、日付を設定できます。

Show Time And Date During Off Screen（画面 OFF 中に日付と時刻を表示する） この設定により、システムがオフのときでも Uconnect のタッチスクリーンに時刻と日付
が表示されます。

Phone/Bluetooth®（電話/Bluetooth®）

タッチスクリーンの「Phone/Bluetooth®（電話／Bluetooth®）」ボタンを押すと、外部オーディオ機器またはスマートフォンからの Bluetooth®の接続性に関連するオプションが表示
されます。このメニューからペアリングされたオーディオ機器やスマートフォンのリストにアクセスすることができます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。
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設定名 説明

Device Manager（ペアリング済みデバイスの管理） この設定では、デバイス・マネージャ・タブが開きます。

Enable Two Active Phones（電話機 2 台の同時使用を有効にする） この設定により、Uconnect システムで 2 台の電話をアクティブにすることができます。

Do Not Disturb（応答拒否） この設定では、「Do Not Disturb（応答拒否）」設定メニューが開きます。設定は次のとお
りです。「Auto Reply（自動応答）」（both, text, call（両方、テキスト、通話））、「Auto Reply
Message（自動応答メッセージ）」（custom, default（カスタム、デフォルト））、および
「Custom Auto Reply Message（カスタム自動応答メッセージ）」（create message（メッセ
ージの作成））。

音声 - タイプ別装備

タッチスクリーンの「Voice（音声）」ボタンを押すと、車両の音声認識機能に関連するオプションが表示されます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

Wake Up Word（ウェイク・アップ・ワード） この設定では、音声認識の「Wake Up（ウェイク・アップ）」ワードのオン／オフを行うこと
ができます。「Wake Up（起動）」には「Hey Uconnect（ヘイユーコネクト）」と「Hey Jeep®
（ヘイジープ）」があります。

Voice Options（音声オプション）
この設定では、オーディオ用の音声を「Male（男性）」または「Female（女性）」に変更でき
ます。

Voice Barge-in（音声割込） この設定では、音声認識の割り込み機能のオン／オフを行うことができます。
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設定名 説明

Show Command List（コマンド・リストを表示） この設定では、コマンド・リストをオンまたはオフにできます。「Always（常時）」の設定で
は、常時、コマンド・リストが表示されます。「With Help（ヘルプ付き）」の設定では、コマ
ンド・リストが表示され、コマンドの機能についての簡単な説明が表示されます。「Never
（なし）」の設定では、コマンド・リストがオフになります。

Navigation（ナビゲーション）

タッチスクリーンの「Navigation（ナビゲーション）」ボタンを押すと、車両の内蔵ナビゲーション・システムに関連するオプションが表示されます。この設定では、マップ上で表示する
アイコン、「到着時間の計算」、ルートの種類を変更することができます。

ナビゲーションの詳細については、Uconnect ラジオ取扱説明書を参照してください。

Camera（カメラ）

タッチスクリーンの「Camera（カメラ）」ボタンを押すと、車両のカメラ機能に関連するオプションが表示されます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

ParkView Backup Camera Delay（パークビューカメラ遅延） この設定では、「R（リバース）」から他のギヤにシフトしたときに、ParkView リヤ・ビュー・
カメラに遅延が加味されます。

ParkView Backup Camera Active Guide Lines（パークビューカメラアクティブガイドライ
ン）

この設定では、アクティブ ParkView リヤ・ビュー・カメラ・ガイドラインのオン／オフを設
定します。

Surround View Camera Delay（サラウンド・ビュー・カメラ遅延） この設定では、「R（リバース）」から他のギヤにシフトしたときに、サラウンド・ビュー・カメ
ラに遅延を追加します。
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設定名 説明

Surround View Camera Guidelines（サラウンド・ビュー・カメラ・ガイドライン） この設定では、サラウンド・ビュー・カメラ・ガイドラインのオン／オフを切り替えます。

Mirrors & Wipers（ミラー&ワイパー）

タッチスクリーンの「Mirrors & Wipers（ミラー&ワイパー）」ボタンを押すと、ミラーおよびワイパに関連するオプションが表示されます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

Rain Sensing Auto Wipers（雨量感知オートワイパ） この設定では、雨量感知式オートワイパのオン／オフを設定します。

Auto Folding Side Mirrors（ドア・ミラーの自動折りたたみ） この設定では、車両の電源がオフになっているとき、ドアがロックされているとき、または
キー・フォブ・ボタンが押されたときに、サイド・ミラーを自動的に折りたたんだり広げたり
します。設定可能なオプションは「On（オン）」と「Off（オフ）」です。

Lights（ライト）

タッチスクリーンの「Lights（ライト）」ボタンを押すと、車両の車外灯および車内灯に関連するオプションが表示されます。

メモ :
● 「Daytime Running Lights（デイタイム・ランニング・ランプ）」機能を選択すると、デイタイム・ランニング・ランプをオンまたはオフにできます。この機能は、車を購入した国の法規

で認められている場合のみ使用できます。

● 車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。
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設定名 説明

Interior Ambient Lighting（車内のアンビエント・ライト） この設定では、室内周囲照明の設定を調整できます。「+」または「-」を使用して、明るさ
を増減させます。

Headlight Sensitivity（ヘッドライトの感度） この設定により、可視光の量によってヘッドライトの感度を設定できます。設定する感度
が高いほど、周囲の明るさが少し暗くなっただけでライトが点灯するようになります（たと
えば、日没時にレベル 3 を設定すると、レベル 1 や 2 の場合よりも早くヘッドライトが点
灯します）。設定レベルには、「Level 1（レベル 1）：最低感度」、「Level 2（レベル 2）：中
間感度」、「Level 3（レベル 3）：最高感度」があります。

Greeting Lights（グリーティング・ライト） この設定では、グリーティング・ライトのオン／オフを設定します。

Cornering Lights（コーナリング・ライト） この設定を選択しているときに、ステアリング・ホイールを大きく回転させたり方向指示
器を点灯させたりすると、夜間の視界が改善されるように、該当する側のフォグ・ランプ
に内蔵されたライトが点灯します。

Flash Lights With Lock（ドアロック時にライト点滅） この設定では、キー・フォブのロック・ボタンを押したときのライトの点滅をオンまたはオ
フにすることができます。

Headlight Off Delay（ヘッドライト遅延消灯） この設定では、車両のエンジンを切った後、ヘッドライトが消灯するまでの時間を設定で
きます。設定は、「0 秒」、「30 秒」、「60 秒」、「90 秒」のいずれかを選択します。

Daytime Running Lights（デイタイム・ランニング・ランプ） この設定では、デイタイム・ランニング・ランプのオン／オフを行います。

Auto High Beams（オート・ハイ・ビーム） この設定では、Auto High Beams（オート・ハイ・ビーム）のオン／オフを行うことができま
す。
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ブレーキ

タッチスクリーンの「Brakes（ブレーキ）」ボタンを押すと、次の設定を利用できます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

Auto Park Brake（自動パーキング・ブレーキ） この設定では、「Auto Park Brake（自動パーキング・ブレーキ）」のオン／オフを設定しま
す。

Doors & Locks（ドア&ロック）

タッチスクリーンの「Doors & Locks（ドア&ロック）」ボタンを押すと、車両のドアのロック／ロック解除に関連するオプションが表示されます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

Auto Unlock On Exit（降車時に自動解錠） この設定では、ドアのいずれかが内側から開かれたときにドアのロック解除が行われま
す。

Flash Lights With Lock（ドアロック時にライト点滅） この設定では、キー・フォブのロック・ボタンを押したときのライトの点滅をオンまたはオ
フにすることができます。

Sound Horn With Lock（施錠時にホーンを鳴らす） この設定では、キー・フォブの「Lock（ロック）」ボタンを押したときにホーンを鳴らすことが
できます。「Off（オフ）」の設定では、「Lock（ロック）」ボタンを押してもホーンは鳴りませ
ん。「1st Press（1 回押し）」の設定では、「Lock（ロック）」ボタンを 1 回押すと、ホーンが
鳴ります。「2nd Press（2 回押し）」の設定では、「Lock（ロック）」ボタンを 2 回押すと、ホ
ーンが鳴ります。
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設定名 説明

Sound Horn With Remote Start（リモート始動でホーンを鳴らす） この設定では、キー・フォブでリモート始動を起動したときにホーンを鳴らすことができま
す。

Remote Door Unlock, Door Lock/1st Press Of Key Fob Unlocks（リモート・ドア解錠、ド
ア・ロック／キーフォブの 1 回押しでロック解除）

この設定では、すべてのドアのロックを解除するのに必要なキー・フォブのロック解除ボ
タンを押す回数を変更します。「Driver Door（運転席ドア）」の設定では、「Unlock （ロック
解除）」ボタンを 1 回押した場合、運転席ドアのロックのみが解除されます。「All Doors
（すべてのドア）」の設定では、「Unlock（ロック解除）」ボタンを 1 回押すだけで、全てのド
アのロックが解除されます。

Passive Entry（パッシブエントリー） この設定では、「Passive Entry（パッシブエントリー）」機能（Keyless Enter-N-Go™）のオン
／オフを設定します。

Personal Settings Linked To Key Fob（キー・フォブによる個人設定の呼び出し） この設定により、キー・フォブにリンクされているプリセット・ラジオ局や運転席位置が呼
び出されます。

設定名 説明

Hands-Free Power Liftgate（ハンズ・フリー・パワー・リフトゲート） この設定では、ハンズ・フリー技術を使用して、パワー・リフトゲート開閉を自動的に行う
ことができます。選択可能なオプションは、「On（オン）」と「Off（オフ）」です。

Seats & Comfort（シート&コンフォート）

タッチスクリーンの「Seats & Comfort（シート&コンフォート）」ボタンを押すと、リモート始動起動時や車両始動時の車両のコン・フォート・システムに関連するオプションが表示され
ます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。
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設定名 説明

Auto-On Driver Heated/Ventilated Seat & Steering Wheel With Vehicle Start（自動 ON
設定／ベンチレーションおよびステアリング・ホイールのヒータの自動オン）

この設定では、車両のリモート始動時またはイグニッション始動時に、車両のコンフォー
ト・システムとシート・ヒータ（タイプ別装備）またはヒーテッド・ステアリング・ホイール（タ
イプ別装備）が作動します。「Off（オフ）」設定では、コンフォート・システムは作動しませ
ん。「Remote Start（リモート始動）」設定では、リモート始動を使用している場合のみ、コ
ンフォート・システムが作動します。「All Start（すべて始動）」設定では、車両始動時には
常時、コンフォート・システムが作動します。

Key Off Options（キー OFF オプション）／ Engine Off Options（エンジン・オフのオプ ション）
タッチスクリーンの「Key Off Options/Engine Off Options（キー OFF オプション／エンジン・オフのオプション）」ボタンを押すと、システムにより車両停止に関連するオプションが表
示されます。これらの設定は、イグニッションを「OFF（オフ）」に設定したときのみ有効になります。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

Radio Off Delay（ラジオの停止遅延） この設定により、エンジンをオフにした後にラジオがそのまま動作するようになります。
いずれかのドアを開けると、その電装品の動作は停止します。利用可能な設定値は「0
min（0 分）」と「20 min（20 分）」です。

Radio Off With Door（ドアに連動してラジオをオフにする） この設定により、ドアを開けるとラジオがオフになります。利用可能な設定値は「On（オ
ン）」と「Off（オフ）」です。

Headlight Off Delay（ヘッドライト遅延消灯） この設定により、車両をオフにした後にヘッドライトがそのままオンになっている時間を
設定できます。「+」を押すと、時間が増えます。「-」を押すと、時間が減ります。
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Audio（オーディオ）

タッチスクリーンの「Audio（オーディオ）」ボタンを押すと、車両のサウンド・システムに関連するオプションが表示されます。この設定を使用すると、車両内の音声の「Balance/Fade
（バランス／フェード）」、「BASS（低音）」または「TREBLE（高音）」の調整、オーディオ装置またはスマートフォンの自動再生設定を変更することができます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

Balance/Fade（バランス／フェード） この設定では、車両のフロント／リヤおよび左右に配置されている特定のスピーカーか
らの音量を調整します。「Speaker（スピーカー）」アイコンを移動させると、バランス／フェ
ードを調整することができます。

Equalizer（イコライザー） この設定では、オーディオの「BASS（低音）」、「Mid（中音）」、または「TREBLE（高音）」を
調整します。

Speed Adjusted Volume（速度による音量調整） この設定では、車速が上がったときのオーディオ音量を調整します。設定を上げると、
車速が上がったときの音量増加が大きくなります。利用可能な設定値は、「Off」、「1」、
「2」、「3」です。

Surround Sound（サラウンド・サウンド） この設定では、「Surround Sound（サラウンド・サウンド）」システムのオン／オフを行い
ます。

AUX Volume Offset（AUX 音量調整） この設定では、「AUX」ポートに接続した機器の音量を調整します。利用可能な設定値
は、「+」と「-」です。

Auto Play（自動再生） この設定では、接続した機器の音声が自動的に再生されます。

Auto On Radio（自動作動オーディオ） この設定では、車両始動時にオーディオがオンになります。

Radio Off With Door（ドアに連動してラジオをオフにする） この設定により、ドアを開けるとラジオがオフになります。利用可能な設定値は「On（オ
ン）」と「Off（オフ）」です。

152 マルチメディア



設定名 説明

Volume Adjustment（音量調節） この設定では、さまざまなオーディオ・システムと接続したデバイスの音量を調節しま
す。

Notifications（お知らせ）

タッチスクリーンの「Notifications（お知らせ）」ボタンを押すと、システムの通知機能に関連するオプションが表示されます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。

設定名 説明

App Drawer Favoriting Pop-ups（お気に入りアプリ登録時ポップアップ）
この設定では、「App Favorited（お気に入りに追加したアプリ）」のポップアップのオン／
オフを行うことができます。

App Drawer Unfavoritings Pop-ups（お気に入りアプリ削除時ポップアップ）
この設定では、「App Unfavorited（お気に入りを解除したアプリ）」のポップアップのオン
／オフを行うことができます。

New Text Message Popups（新着テキストメッセージポップアップ）
この設定では、接続したすべての電話の新着テキスト・メッセージについて、ポップアッ
プの受信／保存のオン／オフを行うことができます。

Missed Calls Message（不在着信メッセージ) この設定では、接続したすべての電話の応答できなかった通話について、ポップアップ
の受信／保存のオン／オフを行うことができます。

Notification Sounds（通知音） この設定では、ポップアップ時の通知音をオンまたはオフにします。

Navigation Pop-Up（ナビゲーション・ポップアップ）
この設定では、予測型「Navigation（ナビゲーション）」のポップアップの受信／保存のオ
ン／オフを行うことができます。

マルチメディア 153

5



設定名 説明

Restore Settings（設定の復元） この機能を選択すると、これまで変更した設定が工場出荷時の設定に戻ります。

Reset App Drawer（アプリ・ドロワのリセット） この設定では、アプリ・ドロワを工場出荷時のレイアウトへリセットすることができます。

Clear Personal Data（個人データを消去） この設定では、ポップアップが表示され、Bluetooth®機器やプリセットをなど、すべての
個人データがシステムから消去されます。

メモ :
この機能を実行するのに数分かかる場合があります。
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「Clear Personal Data/Restore Settings （個人データを消去／設定の復元）」
タッチスクリーンの「Clear Personal Data/Restore Settings（個人データを消去／設定の復元）」ボタンを押すと、Uconnect システムを工場出荷時の設定に復帰するオプションが
表示されます。この設定により、個人データの消去や他のメニューにより選択した設定のリセットを行うことができます。

メモ :
車両オプションによって、機能設定が異なることがあります。



ステアリング・ホイール・オ
ーディオ・コントロール
Uconnect システムのリモート・スイッチは、ステアリング・
ホイールの背面の 3 時と 9 時の位置にあります。

ステアリング・ホイール・オーディオ・コントロール

右側のロッカ・タイプ・スイッチの中央にはプッシュ・ボタ
ンがあり、システムの音量とモードを制御できます。ロッ
カ・スイッチの上側を押すと音量が上がり、ロッカ・スイッ
チの下側を押すと音量が下がります。

右側コントロールの中央のボタンを押すと、利用可能な
モードがプリセットに対応している場合、ラジオ・スイッチ
でさまざまなプリセット間を切り替えることができます。欧
州および日本市場では、中央のボタンを押すとラジオの
音がミュート（消音）されます。

左側のロッカ・タイプ・スイッチの中央にはプッシュ・ボタ
ンがあります。左側スイッチの機能は、そのときのモード
によって変わります。

以下に左側スイッチのモードごとの動作を説明します。

ラジオの操作

スイッチの上側を押すと、次に受信可能な周波数の高い
放送局を探し、スイッチの下側を押すと、次に使用可能
な周波数の低い放送局を探します。

左側スイッチの中央にあるボタンを使用すると、ラジオの
モードがさまざまに切り替わります（AM/FM またはメディ
アなど）。

メディア・モード

スイッチの上側を 1 回押すと、選択したメディア
（AUX/USB/Bluetooth®）の次のトラックを再生します。ス
イッチの下側を 1 回押すと、現在の曲の最初に戻るか、
または現在の曲が始まってから 8 秒以内であれば前の
曲の最初に戻ります。

ラジオ操作と携帯電話
特定の状況では、車両で携帯電話を使用すると、ラジオ
の受信が不規則になったり、ノイズが発生することがあ
ります。これは、携帯電話の車内での位置を変えると、
軽減されたり、解消される場合があります。この状態が
ラジオに支障をきたすことはありません。携帯電話の位
置を変えても、ラジオの音が十分に改善されない場合、
Uconnect システムを使用せずに携帯電話を使用する際
には、ラジオの音量を下げるか、または電源を切ること
をお勧めします。

マルチメディア 155

5



安全について

安全装置

アンチロック・ブレーキ・システム
（ABS） 
ABS は大抵の制動状態で、車両安定性と制動性能を向
上させます。このシステムは、ホイールのロックを自動的
に防ぎ、ブレーキ中でも車を制御しやすくします。

車両の始動および走行を行うごとに、システム自身がセ
ルフチェックを行い、ABS が正しく作動しているか点検し
ます。このセルフチェックが行われている最中は、モータ
音とともに小さなカチッという音が聞こえることがありま
す。

ABS は、1 つ以上のホイールがロックし始めたことを検
出すると、ブレーキ中に作動します。ABS が作動する可
能性は、氷、雪、砂利、凹凸路、鉄道軌、岩屑などの路
面状況や急制動を行うことにより高まります。

ABS が作動すると、次のようなことも発生する可能性が
ありますが、これは正常です。

● ABS のモータ音またはカチカチ音（停止後も若干作動
し続けることがあります）

● ブレーキ・ペダルの脈動

● 停止する際のブレーキ・ペダル力のわずかな低下

ABS は、Original Equipment Manufacturer（OEM）のタイ
ヤで作動するように設計されています。改造を行うと、
ABS の性能が低下するおそれがあります。

警告!

● ABS には、不適切な取り付けや高出力の無線送信
装置によって生じる干渉の影響を受けやすい、精
密な電子機器が装備されています。この障害によ
り、アンチロック・ブレーキ・システムの機能が損な
われることがあります。無線送信機などを取り付け
る場合は専門家にご相談ください。

● アンチロック・ブレーキ・システムは、ブレーキ・ペダ
ルをポンピングすると性能が低下し、衝突事故につ
ながる恐れがあります。ブレーキ・ペダルのポンピ
ングにより、停止するまでの距離が長くなります。
車を減速または停止させるときには、ブレーキ・ペ
ダルをしっかりと踏み込んでください。

● ABS は、物理的法則が車両に働くのを防いだり、車
両のブレーキとタイヤまたはトラクションの状態で決
まる性能以上にブレーキ性能やステアリング性能
を高めることはできません。

● ABS は、カーブでの速度の出しすぎや、車間距離
の詰めすぎ、ハイドロプレーニング現象などが原因
の衝突事故は、防ぐことができません。

● 車両に搭載された ABS の機能を、むやみにまたは
危険な方法で利用することは絶対にしないでくださ
い。運転者本人や第三者を危険にさらすことになり
ます。

アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）警
告灯

黄色の ABS 警告灯は、イグニッションを「ON/RUN（オン
／走行）」モードにすると点灯し、約 4 秒後に消灯しま
す。

運転中に ABS 警告灯が点灯し続ける場合、または走行
中に点灯する場合、ブレーキ・システムの ABS 装置が機
能しておらず、修理が必要です。しかし、ABS 警告灯が
点灯していなければ、通常のブレーキ・システムはその
まま正常に作動します。

ABS 警告灯が点灯したときは、できるだけ早くブレーキ・
システムの修理を行い、その機能が正常に作動するよう
にしてください。イグニッションを「ON/RUN（オン／走
行）」モードにしても ABS システム警告灯が点灯しない場
合、できるだけ早く警告灯の修理を依頼してください。

リヤ・シート警告アラーム（RSRA） –
タイプ別装備

RSRA は、リヤ・シートに物が置かれていたり、乗員やペ
ットがいたりする可能性がある場合に、視覚と聴覚を通
して警告を発します。システムが作動している場合、運
転者が車両から降りるためにイグニッションを「OFF（オ
フ）」位置にしたときに、メッセージ「Check Rear Seat（リ
ヤ・シートを点検してください）」がインストルメント・パネ
ル・ディスプレイに表示され、警告音が鳴ります。このシ
ステムは、イグニッションを「ON/RUN（オン／走行）」位置
にしてから 10 分以内にリヤ・ドアが開いた場合に自動
的に作動します。RSRA は、リヤ・シートを点検する際の

156 安全について



注意喚起として使用するためのもので、物体や同乗者、
ペットを直接検知するものではなく、前述の条件が満た
された場合にのみ作動します。

警告!

● 車両から離れる前に、必ず完全に停車して、オート
マチック・トランスミッションを「P（パーキング）」に入
れ、パーキング・ブレーキをかけてください。

● 必ずキーレス・イグニッション・ノードを「OFF（オフ）」
位置にし、キー・フォブを車両から取り出し、車両を
ロックしてください。

● お子さまだけを車内に残して車を離れないでくださ
い。またお子さまが、ロックされていない車に触れる
ことのないようにしてください。お子さまを車内に残
して車から離れることは、非常に危険です。お子さ
まだけでなく第三者にもけがを負わせる恐れがあり
ます。お子さまがパーキング・ブレーキ、ブレーキ・
ペダルまたはギヤ・セレクタに触れないように注意
してください。

● 高温時には、駐車した車内にお子さまやペットを残
さないでください。車内の温度が上がり、重傷また
は死亡事故につながる恐れがあります。

DROWSY DRIVER DETECTION (DDD)（運転
者居眠り検知）—タイプ別装備

DDD は、運転者が疲労を検知感じたときにはそれを検
知し、路肩に停止し、休憩を取るように警告します。

作動／停止するには

DDD は、以下の項目を順番に選択することで、
Uconnect システムから起動／停止することができます。

1. 「Safety/Driving Assistance（セーフティ／ドライビン
グ・アシスト）」

2. 「Drowsy Driver Detection（運転者居眠り検知）」

警告!

DDD システムは運転を支援するものであり、運転者
が車両を運転する責任を軽減するものではありませ
ん。運転中に疲れを感じた場合は、DDD の警告を待
たずに、安全な場所に車両を停めて休憩してくださ
い。ご自分や他の運転者を危険にさらさないようにす
るため、身体と精神状態が正常な状態になるまで、道
路に戻らないでください。

System Warnings（システム警告）

DDD システムは、運転者と車両からの入力情報を基に
運転者が眠くなっているかどうかを判定します。システム
が運転者が眠くなっていることを検知すると、チャイムが
鳴り、DDD の画像がインストルメント・パネルの画面に表
示されます。

運転者がステアリング・ホイールの「OK」ボタンを押して
システムの発信する注意を確認すると、メッセージがディ
スプレイに表示されなくなります。

運転者がシステムの発信する警告を確認しない場合
は、メッセージが画面に 1 分間表示されたままになりま
す。

メモ :
● DDD システムの不具合の場合、黄色の記号と専用メ

ッセージがインストルメント・パネル・ディスプレイに表
示されます。

● ABS が作動すると、「ABS ACTIVE（ABS 作動）」というメ
ッセージが DDD 記号の場所に表示され、ABS の作動
が解除されるまで表示されたままになります。

DDD の警告メッセージ

エレクトロニック・ブレーキ・コントロ
ール（EBC）システム

車両には高度なエレクトロニック・ブレーキ・コントロール
（EBC）システムが装備されています。このシステムに
は、アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）、ブレーキ・ア
シスト・システム（BAS）、電子ブレーキ・フォース・ディスト
リビューション（EBD）、エレクトロニック・ロール・ミティゲ
ーション（ERM）、エレクトロニック・スタビリティ・コントロー
ル（ESC）、ヒル・スタート・アシスト（HSA）、トラクション・コ
ントロール・システム（TCS）が含まれます。これらのシス
テムは連動して、さまざまな運転状況での車両安定性や
コントロールを向上させます。

この車両には、ダイナミック・ステアリング・トルク（DST）、
ヒル・ディセント・コントロール（HDC）、レイン・ブレーキ・
サポート（RBS）、レディ・アラート・ブレーキ（RAB）、トレー
ラ・スウェイ・コントロール（TSC）も装備されていることが
あります。

安全について 157

6



ブレーキ・アシスト・システム（BAS）- タイ
プ別装備

BAS は急ブレーキをかけた際に、車の制動力が最適な
状態になるように設計されています。このシステムは、ブ
レーキ・ペダルの踏力と踏み込み量を感知して急ブレー
キ状況を検出し、ブレーキに最適なプレッシャをかけま
す。これにより、制動距離の短縮が図られます。BAS
は、アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）を補完してい
ます。勢いよくブレーキを踏むと、BAS 補助による最大の
効果が得られます。システムの効果を得るには、停止時
にポンピング・ブレーキをかけるのではなく、ブレーキを
継続してかけ続けなければなりません。ブレーキが不要
になるまでは、ブレーキ・ペダルにかけた力を弱めない
でください。ブレーキ・ペダルをいったん放すと、BAS は
解除されます。

警告!

ブレーキ・アシスト・システム（BAS）は、車両に働く物理
的法則を回避したり、一般的な路面状態で発生するト
ラクションを向上させることはできません。BAS は、カ
ーブでのスピードの出しすぎや、非常に滑りやすい路
面での運転、ハイドロプレーニング現象などによる衝
突事故を防止することはできません。BAS 搭載車両の
機能を無謀または危険な方法で利用することは絶対
にしないでください。運転者本人や第三者を危険にさ
らすことになります。

ブレーキ・システム 警告灯

赤色の「ブレーキ・システム警告灯」は、イグニッションを
「ON/RUN」モードにすると点灯し、約 4 秒後に消灯しま
す。

運転中にブレーキ・システム警告灯が点灯し続ける場
合、または走行中に点灯する場合、ブレーキ・システム

が適切に機能しておらず、直ちに修理が必要なことを示
しています。イグニッションを「ON/RUN（オン／走行）」モ
ードにしてもブレーキ・システム警告灯が点灯しない場
合、できるだけ早く警告灯の修理を依頼してください。

ダイナミック・ステアリング・トルク（DST)
DST は、エレクトロニック・スタビリティ・コントロール
（ESC）モジュールと電動パワー・ステアリング（EPS）モジ
ュール機能の 1 つで、ESC モジュールが車両の不安定
な走行状況を検知すると、その走行状態に対しステアリ
ング・ホイールにトルクをかけます。ステアリング・ホイー
ルにかかるトルクは、運転者が車両安定性を確保し維
持するために最適なステアリング操作を行うことを支援
するだけのものです。この機能が作動したことを運転者
が知るのは、ステアリング・ホイールにトルクがかかった
場合のみです。

メモ :
DST 機能は、ステアリング・ホイールにわずかなトルクを
かけることで、運転者が適切な操作を行うのを支援する
ためのものです。つまり、DST 機能の効果は、運転者の
感性と、かかったトルクに対する全体的な反応に大きく
依存します。重要なのは、車両の操舵はあくまで運転者
が行うもので、この機能が行うものではないということで
す。

電子ブレーキ・フォース・ディストリビュー
ション（EBD）
EBD は、リヤ・アクスルにかかるブレーキ圧を制限するこ
とによって、フロント・アクスルとリヤ・アクスルへ分配す
るブレーキ・トルクを制御します。これにより、リヤ・ホイ
ールの空転が防止されて車両の安定性が保たれるほ
か、ABS がフロント・アクスルより先にリヤ・アクスルに作
動することが防がれます。

エレクトロニック・ロール・ミティゲーション
（ERM）

ERM は、運転者によるステアリング・ホイールからの入
力と車速をモニタし、ホイール・リフトの可能性を早く発見
します。ERM は、ステアリング・ホイール角の変化率と車
速によってホイール・リフトが発生する可能性が大きいと
判断すると、ホイール・リフトが発生する可能性を減らす
ために適切にブレーキをかけ、必要に応じてエンジン出
力を下げます。ERM は、激しい運転操作や回避的な運
転操作を行っている間に、ホイール・リフトの可能性を減
らすことのみ可能です。路面状況、脱輪、物や他車との
衝突など、他の要因によって発生するホイール・リフトを
防止することはできません。

警告!

車両への積載状況、路面状況、運転状況などの多く
の要因が、ホイール・リフトや横転の発生する可能性
に影響します。ERM は、特に道路からの逸脱、物や他
車との衝突などに関連する、すべてのホイール・リフト
や横転を防止することはできません。車両に搭載され
た ERM の機能を無謀または危険な方法で利用するこ
とは絶対にしないでください。運転者本人や第三者を
危険にさらすことになります。

緊急停止信号（ESS） – タイプ別装備

強いブレーキ圧がかけられると、ESS によりハザード警
告灯が通常より速く点滅します。ESS は、速度が
50km/h（31mph）を超える場合のみ作動します。ESS
は、他のライトと関係なく作動し、自動的にオン／オフに
なります。これにより、この車両が急停止していることを
周囲に知らせます。

158 安全について



メモ :
● インストルメント・パネル内で 1 つの警告灯が点灯し、

ESS 機能が作動したことを運転者に知らせます。

● トレーラけん引時には、ESS によりトレーラのリヤ表示
灯も点灯されます。

エレクトロニック・スタビリティ・コントロー
ル（ESC）
ESC は、さまざまな運転状況における直進安定性や車
両の安定性を高めます。ESC は、オーバーステアまたは
アンダーステア状態に対応するために、適切なホイール
にブレーキをかけ、車の以前の状態を補正します。さら
に、目的の進行方向を維持するために、必要に応じてエ
ンジン出力を下げます。

● オーバーステア — ステアリング・ホイールの位置に対
して、車両が必要以上に曲がっていく状態。

● アンダーステア — ステアリング・ホイールの位置に対
して、車が必要以上に曲がっていかない状態。

ESC では、車両のセンサを使用して、運転者が意図して
いる進行方向を判断し、それを車の実際の進行方向と
比較します。実際の進行方向が意図している進行方向
と一致しない場合、ESC はアンダーステアまたはオーバ
ーステア状態に対応するために、適切なホイールにブレ
ーキをかけます。

ESC システムが作動すると、インストルメント・パネルに
配置された「ESC 作動／エンジン警告灯」がすぐに点滅
します。「ESC 作動／エンジン警告灯」は、TCS が作動し
たときも点滅します。加速時に「ESC 作動／故障表示灯」
が点滅を始めたら、アクセル・ペダルの踏み込みを緩め
て、できる限り軽く踏むようにしてください。走行速度や
運転方法は、必ずその時点の路面状況に合わせるよう
にしてください。

警告!

● エレクトロニック・スタビリティ・コントロール（ESC）
は、車両に働く物理的法則を回避したり、一般的な
路面状態で発生するトラクションを向上させること
はできません。ESC は、カーブでのスピードの出し
すぎや、非常に滑りやすい路面での運転、ハイドロ
プレーニング現象などによる事故を防止することは
できません。また、ESC は、状況に不適切な操作を
行ったために車両をコントロールできなくなり、それ
により発生した事故を防止することもできません。
安全を重視し、注意を怠らない、優れた運転技術を
有する運転者だけが事故を防ぐことができます。車
両に搭載された ESC の機能を、無謀または危険な
方法で利用することは絶対にしないでください。運
転者本人や第三者を危険にさらすことになります。

● 車両を改造したり、車両を正しくメンテナンスしなか
ったりすると、車両のハンドリング特性が変化し、
ESC システムに悪影響を及ぼす場合があります。
ステアリング・システム、サスペンション、ブレーキ・
システム、タイヤ・タイプ／サイズ、またはホイール・
サイズを変更すると、ESC の性能に悪影響を及ぼ
す場合があります。空気圧が間違っていたり、偏摩
耗しているタイヤも ESC の性能を悪化させる場合
があります。車両を改造したり、車両を正しくメンテ
ナンスしなかったりすると、ESC システムの効果が
減少し、車両のコントロール性の喪失、車両の横
転、けが、死亡事故の危険が増大します。

ESC 作動モード

ESC システムは、モデルおよび作動モードに応じて、複
数の作動モードを備えています。

ESC ON

これは、ESC システムの標準操作モードです。車を始動
すると、ESC システムは必ずこのモードになります。通常
の運転状況では、このモードを使用します。次の段落に
記載する特定の理由がある場合のみ ESC モードの切り
替えを行ってください。

パーシャル OFF

このモードは、車両がスタックしたときに有効な場合があ
ります。このモードでは、TCS および ESC 作動のしきい
値が上がり、通常許可されるより多くのホイールの空転
を可能にします。

「パーシャル OFF」モードにするには、オーディオの下に
ある「ESC OFF（ESC オフ）」ボタンを一瞬の間押します。
ESC OFF 表示灯が点灯します。ESC を再び ON にするに
は、「ESC OFF（ESC オフ）」ボタンを短く押します。「ESC
OFF 表示灯」が消灯します。

メモ :
スノー・チェーンを装着して走行しているときや、深い雪
や砂、砂利から動き出そうとするときは、ホイールがより
多く空転できる方が望ましいことがあります。この状態に
するには、「ESC OFF（ESC オフ）」ボタンを短く押して
「Partial Off（パーシャル・オフ）」モードにします。ESC を
「パーシャル OFF」モードに切り替える必要がなくなった
ら、「ESC OFF」ボタンを短く押して ESC を再び ON にしま
す。この操作は、走行中に行うことができます。

警告!

● 「パーシャル OFF」モードでは、TCS のセクションに
記載のリミテッド・スリップ機能を除き、ESC の TCS
機能は無効になり、「ESC OFF 表示灯」が点灯しま
す。「パーシャル OFF」モードにすると、TCS のエン

(続き)
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警告!

ジン出力減少機能が無効になり、ESC システムに
よる車両安定性向上機能が低下します。

● ESC システムが「パーシャル OFF」モードに入ってい
るときは、トレーラ・スウェイ・コントロール（TSC）は
無効になります。

フル OFF（4WD モデルのみ）

このモードは、幹線道路以外の道やオフ・ロードのトレー
ル状態で ESC 安定性機能によって車両の操縦性に影
響がある場合を想定しています。停車中でエンジンがか
かっているときに、「ESC OFF」ボタンを 5 秒間押したまま
にすると、このモードに入ります。5 秒後、「ESC OFF 表
示灯」が点灯し、「ESC OFF（ESC オフ）」メッセージがイン
ストルメント・パネル・ディスプレイに表示されます。

このモードでは、TCS のセクションに記述されている「リミ
テッド・スリップ」機能を除いて、ESC および TCS は車速
が 64km/h（40mph）に達するまで OFF になります。車
速が 64km/h（40mph）に達すると、前述のような
「Partial Off（パーシャル・オフ）」モードに戻ります。TCS
はオフのままです。車速が 48km/h（30mph）未満にな
ると、ESC システムは OFF になります。ESC はオフ・ロー
ド走行を妨げないように車両が低速走行している場合は
OFF になります。ただし、車速が 64km/h（40mph）を超
えると、ESC 機能は車両を安定させるために再度作動し
ます。「ESC OFF 表示灯」は ESC が OFF のときは常に点
灯します。

ESC を再び ON にするには、「ESC OFF（ESC オフ）」ボタ
ンを短く押します。これにより、「ESC ON」モードに戻りま
す。

「ESC OFF」ボタンは、のラジオ下のフェイスプレートにあ
ります。

警告!

「フル OFF」モードの場合、エンジン・トルク軽減機能お
よびスタビリティ機能は無効になります。緊急回避操
作において、ESC システムは安定性の維持を補助しま
せん。「ESC OFF」モードは幹線道路以外の道またはオ
フ・ロードでのみ使用するためのものです。

ESC 作動／故障警告灯と ESC OFF 表示
灯

インストルメント・パネル内の「ESC 作動／故
障表示灯」は、イグニッションを ON モードに
したときに点灯します。この表示灯は、エン
ジンが始動すると消灯します。エンジンがか

かっても「ESC 作動／エンジン警告灯」が点灯し続ける
場合は、ESC システムに故障があることを意味します。
イグニッション操作が数回行われ、48km/h（30mph）以
上の速度で数キロ運転した後も警告灯が点灯し続ける
場合、直ちに正規ディーラーで診断および修理を受けて
ください。

タイヤがトラクションを失い、ESC システムが作動する
と、インストルメント・パネルに配置された「ESC 作動／エ
ンジン警告灯」がすぐに点滅します。「ESC 作動／エンジ
ン警告灯」は、TCS が作動したときも点滅します。加速時
に「ESC 作動／故障表示灯」が点滅を始めたら、アクセ
ル・ペダルの踏み込みを緩めて、できる限り軽く踏むよう
にしてください。走行速度や運転方法は、必ずその時点
の路面状況に合わせるようにしてください。

「ESC OFF 表示灯」は、ユーザーがエレクトロ
ニック・スタビリティ・コントロール（ESC）を低
減モードにしたことを示します。

メモ :
● 「ESC 作動／エンジン警告灯」と「ESC OFF 表示灯」

は、イグニッション・スイッチを「ON（オン）」にするたび
に一時的に点灯します。

● イグニッション・スイッチを「ON（オン）」位置にするたび
に、以前 OFF にしていた場合でも、ESC システムは
ON になります。

● ESC システムの作動中は、ブンブンまたはカチッとい
う音を発します。これは通常の状態であり、ESC を作
動させた操作が終了して ESC が作動しなくなると、音
はしなくなります。

ヒル・ディセント・コントロール（HDC） — タ
イプ別装備

HDC は、「4WD LOW」での低速のオフ・ロー
ド走行専用です。HDC は、様々な走行状態
で坂を下る場合に、必要に応じてブレーキを
かけ、車速を維持します。HDC は、積極的に

ブレーキを制御することで、車速を制御します。

HDC には次の 3 つの状態があります。

1. オフ（機能は無効で作動しません）。

2. 有効（機能は有効で作動可能な状態ですが、作動
条件が満たされていないか、運転者がブレーキや
アクセルを能動的に操作しています）。

3. 作動中（機能は有効で、車速を能動的に制御してい
ます）。

HDC を有効にする

HDC は、ギヤ・セレクタの前にある HDC ボタンを押すと
有効になります。HDC を有効にするには、次の条件を満
たさなければなりません。

● 駆動系が「4WD LOW」になっている。
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● 車速が 12km/h（7.5mph）未満である。

● エレクトロニック・パーキング・ブレーキ（EPB）が解除
されている。

● 運転席側のドアが閉まっている。

HDC を作動させる

HDC を有効にすると、約 8%を超える坂を下る場合、
HDC は自動的に作動します。HDC の設定速度は運転者
が選択します。HDC の設定速度はアクセルまたはブレ
ーキを踏んで、設定値内で調整できます。

運転者によるオーバーライド

運転者は、アクセルやブレーキを操作して、いつでも
HDC の作動速度をオーバーライドできます。

HDC を解除する

以下のいずれかの状況になったときは、HDC は解除さ
れます。

● 12km/h（7.5mph）を超え、40km/h（25mph）を下回
る速度で運転者が HDC の設定速度を無効にした場
合。

● 車両が約 8%未満の勾配しかない下り坂にあるか、
平坦な路面にあるか、上り坂にある場合。

● 車両のシフト・レバーが「P（パーキング）」に入った場
合。

HDC を無効にする

次のいずれかの状況になった場合、HDC は解除され無
効になります。

● 運転者が HDC スイッチを押した場合。

● 運転者が「4WD LOW」以外にシフトした場合。

● 運転席ドアが開いている場合。

● 車両が 40km/h（25mph）を超える速度で走行した場
合（HDC は直ちに解除）。

運転者への通知：

インストルメント・パネルに HDC アイコンが表示され、
HDC ボタンの LED が点灯し、HDC 状態になったことを運
転者に知らせます。

● HDC が有効または作動しているときには、インストル
メント・パネルのアイコンとスイッチの LED が点灯し続
けます。これは、HDC の標準作動モードです。

● 有効となる条件が満たされていない状態で運転者が
HDC スイッチを押した場合、スイッチの LED が数秒間
点滅してから消灯します。

HDC スイッチは、ギヤ・セレクタ・ノブの下にあるセンタ・
コンソールにあります。

警告!

HDC は、坂を下るときに車速をコントロールするため
の補助を意図したものです。運転者は、運転条件に常
に注意を払い、安全な車速を維持しなければなりませ
ん。

ヒル・スタート・アシスト（HSA）
HSA は、坂道で車を完全停止状態から発進させるときに
後退の発生を抑えるように設計されています。坂道で停
止している場合、運転者がブレーキを放しても、HSA は
短時間ブレーキ圧をかけ続けます。この時間が終了す
る前に運転者がスロットルをかけない場合、システムは
ブレーキ圧を解放し、車両は通常どおりに斜面を下りま
す。

HSA が作動するには、次の条件を満たさなければなりま
せん。

● 機能が有効にされている。

● 車が停止している。

● パーキング・ブレーキがかかっていない。

● 運転席ドアが閉まっている。

● 車両が急な坂にある。

● 選択するギヤが、車両の上り方向に合致している（つ
まり、坂を上る場合は前進ギヤ、登り坂を背にしてバ
ックする場合は「R（リバース）」ギヤ）。

● HSA は「R（リバース）」ギヤとすべての前進ギヤで作
動します。トランスミッションが「P（パーキング）」また
は「N（ニュートラル）」位置にある場合は、このシステ
ムは作動しません。マニュアル・トランスミッション装
備車の場合、クラッチが踏まれていると HSA は作動
したままになります。

警告!

勾配が緩やかな坂や、車に荷物を積んでいる場合
や、トレーラけん引をしている場合は、ヒル・スタート・
アシスト（HSA）が動作せず、少し車が下がる恐れがあ
ります。HSA は、ドライバー自身による運転に代わるも
のではありません。車間距離、歩行者、対象物に注意
し、なによりもあらゆる道路状況でブレーキを操作し安
全に運転することは、運転者の責任です。安全運転を
行うためには、常に十分な注意力が欠かせません。こ
こに示す警告に従わないと、衝突事故や重傷につな
がる恐れがあります。
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HSA を無効または有効にする

この機能は ON にも OFF にもできます。インストルメント・
パネル・ディスプレイから現在の設定を変更するには、

ðページ 60 で詳細を確認してください。

レイン・ブレーキ・サポート（RBS）
RBS は、濡れた路面でのブレーキ性能を向上させます。
定期的に少量のブレーキ圧をかけて、フロント・ブレー
キ・ロータに付いている水滴を取り除きます。フロントウィ
ンドウ・ワイパが「LO」または「HI」速度の場合に機能しま
す。レイン・ブレーキ・サポートの作動時に運転者に対す
る通知はありません。また、運転者による、レイン・ブレ
ーキ・サポートを作動させるための操作は不要です。

レディ・アラート・ブレーキ（RAB）
RAB により、急ブレーキ時にフル・ブレーキになるまでの
時間を短縮できます。運転者がどの程度速くスロットル
を戻したかを監視して、急ブレーキをかける状況がいつ
発生するかを事前に察知します。エレクトロニック・ブレ
ーキ・コントローラ（EBC）が急制動に対してブレーキ・シ
ステムを準備します。

トラクション・コントロール・システム（TCS）
TCS は、各駆動輪のホイールの空転の量を監視します。
ホイールの空転が検出されると、TCS が空転しているホ
イールにブレーキ圧をかけたり、車両の出力を低下させ
たりすることにより、加速性と安定性を向上させます。ブ
レーキ・リミテッド・ディファレンシャル（BLD）である TCS
の機能は、リミテッド・スリップ・ディファレンシャルのよう
に機能し、駆動アクスルでのホイールの空転を制御しま
す。駆動アクスルの 1 つのホイールの回転がもう 1 つ
のホイールよりも高速である場合、回転しているホイー
ルにブレーキがかけられます。これにより、車両のトルク
が回転していないホイールにより大きくかかります。TCS

や ESC が低減作動モードになっている場合でも、BLD は
作動し続けます。

ドライビング・アシスト・シス
テム

ブラインド・スポット・モニタ（BSM）-
タイプ別装備

BSM は、リヤ・フェイシア／バンパの内側に取り付けら
れている 2 つのレーダー・センサを使用して、車両の後
方／前方／側面の死角に入り込んだ高速道路を走行可
能な車両（自動車、トラック、オートバイなど）を検知しま
す。

後方検知ゾーン

車両を始動させると、左右のドア・ミラーの BSM 警告灯
が一瞬点灯して、システムが作動していることを運転者
に知らせます。BSM システムのセンサは、シフト・レバー
が任意の前進ギヤに入っているときに作動し、「P（パー
キング）」に入っているときにはスタンバイ・モードになり
ます。

BSM 検知ゾーンは、車両の両側約 1 車線幅分で、3.8m
（12 フィート）です。前後の長さはドア・ミラーの位置から
車両のリヤ・バンパ後方約 3m（10 フィート）までです。
BSM システムは、車速が約 10km/h（6mph）以上になる
と車両の左右の検知ゾーンを監視し、これらのゾーンに
車両が存在している場合、そのことを運転者に警告しま
す。

メモ :
● BSM システムは、検知ゾーン外の急速に接近してい

る車両については警告しません。

● BSM システムの検知ゾーンは、トレーラをけん引して
いる場合も同じです。このため、車線変更する前に、
隣の車線に他の車両が存在しないことを目視確認
し、車両とトレーラが安全に車線変更できることを確
かめてください。トレーラまたはその他の物体（自転車
やスポーツ用品など）が車両の左右からはみ出して
いる場合、前進ギヤに入っている間は BSM 警告灯
が点灯し続けます。誤検知回避のため、BSM システ
ムを手動で解除しなければならない場合があります

ðページ 136。

● オートバイや小型の物体が自車の横に長時間（数秒
間以上）留まると、ブラインド・スポット・モニタ（BSM）
システムが途中で機能しなくなり、ドア・ミラーの警告
灯が点滅を繰り返すことがあります。

リヤ・フェイシア／バンパのレーダ・センサが取り付けら
れている部分に雪、氷、泥などの道路汚染物質がたまる
と、BSM システムが妨害されることがあります。また、砂
漠などレーダーからの反射がきわめて少ない場所や、
標高差の大きい道路を走行する場合にも障害を検知す
ることがあります。障害を検知すると、「Blind Spot
Temporarily Unavailable, Wipe Rear Corners（ブラインド・
スポットが一時的に利用不可、リヤ・コーナーの拭き取り
清掃を行ってください）」というメッセージがインストルメン
ト・パネル内に表示され、左右のミラー警告灯が点灯し、
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BSM と RCP の警告は発生しません。これは正常な動作
です。そのような状態ではなくなると、機能が自動的に回
復し、システムが復帰します。システムの妨害をできるだ
け少なくするため、リヤ・フェイシア／バンパのレーダー・
センサが取り付けられている部分を異物（バンパ・ステッ
カ、自転車用ラックなど）で覆わないようにし、道路汚染
物質がない状態に維持してください。

レーダー・センサの位置（図は右側）

BSM システムは検知された物体に基づいて、左側また
は右側のドア・ミラーに視覚警報を発します。その後、運
転者が方向指示器を作動させ、その方向が警告対象が
存在する側と同じである場合は、チャイムが鳴ります。方
向指示器を作動させたときに物体が検知され、それらが
同じ側である場合は、視覚と音の両方による警告が発
せられます。警報に加え、オーディオがオンになっている
場合にはオーディオの音量もミュートされます。

警告灯の位置

走行中、BSM システムは、3 つの方向（側方、後方、前
方）からの進入に対して検知ゾーンを監視して、警告が
必要かどうかを判断します。BSM システムは、次のよう
なゾーン侵入状況の時に警告を発します。

側方からの侵入

車両の左右の隣の車線に入ってくる車両。

側方監視

後方からの侵入

車両の左後方または右後方から近づき、相対速度
48km/h（30mph）未満で後方検知ゾーンに入ってくる車
両。

後方監視

追い抜き

自車が相対速度 16km/h（10mph）未満で別の車両をゆ
っくりと追い抜き、その車両が死角に 1.5 秒入っていた
場合、警告灯が点灯します。速度差が 16km/h
（10mph）以上の場合、警告灯は点灯しません。
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追い抜き／接近

追い抜き／通過

BSM システムは、ガードレール、ポスト、壁、草木、土手
などの静止物に対しては、警告を発しないように設計さ
れています。ただし、まれにそのような物体に対して警告
を発することもあります。これは正常な動作で整備の必
要はありません。

BSM システムは、隣の車線を車両と反対方向に走行し
ている物体に対しては警告を発しません。

メモ :
オートバイや小型の対象車が自車の B ピラーの位置に
長時間（数秒間以上）留まると、BSM システムが途中で
機能しなくなり、ドア・ミラーの LED アイコンが点滅を繰り
返すことがあります。

対向車

警告!

ブラインド・スポット（死角）モニタリング・システムは、
死角ゾーンに存在する物体を検知しやすくするための
補助機能です。BSM システムは、歩行者、自転車、ま
たは動物を検知するようには設計されていません。車
両に BSM システムが装備されている場合でも、必ず
車両のミラーを確認し、振り返って目視確認し、車線
変更前に方向指示器を使用してください。これを怠る
と、重傷や死亡事故につながる恐れがあります。

リヤ・クロス・パス・ディテクション（RCP）
RCP 機能は、駐車スペースからバックで出るときに接近
している車両が見えない場合に、運転者を補助すること
を目的としています。車両の後端が少し出るまで注意し
てゆっくりとバックします。これでリヤ・クロス・パス・ディ

テクションは接近している車両を検知でき、車両を検知し
た場合はそのことを運転者に警告します。

リヤ・クロス・パス・ディテクションの検知ゾーン

リヤ・クロス・パス・ディテクションは、車両の左右の後方
検知ゾーンを監視し、側方から最低速度約 5km/h
（3mph）、最大速度約 32km/h（20mph）で接近してくる
物体を検知します。これは、駐車場での状況を想定した
ものです。

リヤ・クロス・パス・ディテクションがオンになっていて、シ
フト・レバーが「R（リバース）」に入っている場合、視覚と
音による警告と、オーディオの音量低下によって運転者
に警告を発します。

メモ :
駐車場では、左右に駐車している車両によって、接近し
ている車両が遮られることがあります。センサが他の構
造物や車両によって遮られた場合、システムは運転者
に警告を発することはできません。
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警告!

リヤ・クロス・パス・ディテクション（RCP）は、後退操作
支援システムではありません。駐車場において、接近
している車両を運転者が検知できるように補助するこ
とを目的としています。運転者は、RCP を使用している
場合でも、バックの際に注意を怠らないでください。常
に車両の後ろを注意深く確認し、自分の後方を見て、
バックする前に歩行者、動物、他の車両、障害物、お
よび死角を確認してください。これを怠ると、重傷や死
亡事故につながる恐れがあります。

ブラインド・スポット・モード

ブラインド・スポットには、Uconnect システムで利用でき
る 3 つの選択可能な動作モードがあります。

ブラインド・スポット・アラート警告灯のみ（工場出荷時の
設定）

ブラインド・スポット・モニタが警告灯モードで作動してい
る場合、BSM システムは検知された物体に基づいて、
左側または右側のドア・ミラーに視覚警報を発します。た
だし、システムがリヤ・クロス・パス・ディテクション・モード
で動作している場合、物体が検知されると、システムは
視覚と音の両方による警告を発します。警報が発せられ
る場合は、オーディオがミュート（無音）になります。

ブラインド・スポット・アラート警告灯／チャイム

ブラインド・スポット・モニタが警告灯／チャイム・モードで
作動している場合、BSM システムは検知された物体に
基づいて、左側または右側のドア・ミラーに視覚警報を
発します。その後、運転者が方向指示器を作動させ、そ
の方向が警告対象が存在する側と同じである場合は、
チャイムが鳴ります。方向指示器を作動させたときに物
体が検知され、それらが同じ側である場合は、視覚と音
の両方による警告が発せられます。警報に加え、オーデ

ィオがオンになっている場合にはオーディオの音量もミュ
ートされます。

メモ :
BSM システムによって警報が発せられる場合は、必ず
オーディオの音量もミュートされます。

システムがリヤ・クロス・パス・ディテクションで作動して
いる場合、物体が検知されると、システムは視覚と音の
両方による警告を発します。音による警報が発せられる
場合は、オーディオの音量が下がります。方向指示器／
非常点滅灯の状態は無視されます。リヤ・クロス・パス・
ディテクションの場合は、常にチャイムが鳴ります。

ブラインド・スポット・アラート・オフ

BSM システムがオフの場合、BSM システムまたはリヤ・
クロス・パス・ディテクション・システムの視覚または聴覚
による警報は発せられません。

メモ :
BSM システムは、イグニッション・スイッチを切ったときに
現在の動作モードを保存します。車両を始動させるたび
に、以前に保存されたモードが呼び出されて使用されま
す。

センサへの障害物の付着

システムが汚れや異物による性能の低下を検知すると、
センサに障害物が付着していることを伝える警告メッセ
ージが表示され、ドア・ミラーの警告灯が点灯します。こ
の警告灯は、障害物が取り除かれたと認識されるまで
点灯し続けます。まず、センサの周辺のフェイシア／バ
ンパ・エリアから障害物を取り除きます。障害物を取り除
いたら、イグニッションを「ON（オン）」から「OFF（オフ）」に
回し、もう一度「ON（オン）」に戻してシステムをリセットし
ます。

軽減動作を伴う前面衝突警報
（FCW）- タイプ別装備

FCW は、前方衝突の可能性を検出した場合に、警告音
と視覚的な警告（インストルメント・パネル・ディスプレイ
内）を発し、またときには急ブレーキをかけて運転者に警
告します。こうした警告および限定的なブレーキの目的
は、運転者が衝突の可能性に対応し、回避し、軽減動作
を行うための十分な時間が得られるようにすることです。

メモ :
FCW は、前方検知センサやエレクトロニック・ブレーキ・
コントローラ（EBC）からの情報を監視して、前方衝突の
可能性を計算します。前方衝突の可能性があるとシステ
ムが判断すると、運転者に聴覚と視覚による警告が発
せられ、さらに急ブレーキを行うべき警告が発せられる
場合があります。

運転者がこうした段階的な警告に基づく対応を行わない
と、次にシステムは限定的なレベルの自動ブレーキ作動
で車両を減速させ、前方衝突の可能性に対して軽減動
作を行います。運転者が警告に反応してブレーキを踏ん
でも、その制動力が衝突を回避するのに不十分であると
システムが判断すると、システムは必要に応じて補正を
行い制動力を増やします。

車速が 42km/h（26mph）未満で軽減操作を伴う前面衝
突警報が開始した場合、前方衝突の可能性を軽減する
ために、システムが最大限のブレーキをかけることがあ
ります。軽減動作を伴う前面衝突警報イベントにより車
両が完全に停止すると、システムは 2 秒間車両を停止
状態に維持し、その後でブレーキを解除します。
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FCW メッセージ

前方車両と衝突する可能性がなくなったとシステムが判
断すると、警告メッセージが表示されなくなります。

メモ :
● FCW の最低作動速度は 1 mph (2 km/h)です。

● コース予測に基づいて、ガードレールまたは道路標識
などの車以外の物体に対して、FCW 警報が作動する
ことがあります。これは予想範囲内の作動であり、正
常な FCW の作動および機能の一部です。

● FCW システムのテストを行うのは危険です。こうした
システムの誤用を防止するため、1 回のキー・サイク
ル内で 4 回の自動的なブレーキ動作が発生すると、
FCW の自動ブレーキの作動は次のキー・サイクルま
で無効化されます。

● FCW システムはオン・ロード専用です。車両がオフ・ロ
ードを走行する場合、FCW システムを無効化して、不
要な警告を防止する必要があります。

警告!

前方衝突警告（FCW）は、衝突を回避したり、あらゆる
種類の衝突可能性を検知したりする機能ではありま
せん。運転者は、ブレーキとステアリングによって車両
をコントロールし、衝突を回避しなければなりません。
ここに示す警告に従わないと、大きなけがや死亡事故
につながる恐れがあります。

FCW の設定

FCW メニュー設定は Uconnect 設定にあります ð ペ
ージ 136。

メモ :
FCW の初期設定のステータスは「Full On（フル ON）」に
なっています。この設定では、前方衝突のおそれがある
とシステムが警告を発し、自動的にブレーキをかけま
す。

FCW のステータスを「Warning Only（警告のみ）」に変更
すると、前方衝突のおそれがあるときに運転者が十分に
ブレーキをかけない場合、システムは自動的にブレーキ
をかけなくなるか、補助のブレーキ・サポートを加えなく
なります。

FCW のステータスを OFF にするとシステムの作動が解
除されるので、衝突のおそれがあるときでも警告や自動
ブレーキが一切行われなくなります。

メモ :
FCW システムのステータスは一度エンジンを切ると「Full
On（フル ON）」に戻ります。つまり FCW システムを OFF
にしても、エンジンを再始動すると「Full On（フル ON）」に
再設定されます。

FCW の感度と動作ステータスの変更

FCW の感度および作動の設定は、Uconnect システムに
よりプログラムできます ð ページ 136。

FCW の初期設定のステータスは「Medium（中間）」で、
FCW は「Full On（フル ON）」に設定されています。こうす
ることで、警告音と警告表示を使用して前方車両との衝
突のおそれをドライバーに警告し、自動ブレーキ作動を
行います。

FCW のステータスを「Far（遠い）」設定に変更すると、
「Medium（中間）」設定の距離よりも前方車両がより遠く
にあるときでも、警告音と警告表示を使用して前方車両
との衝突のおそれをドライバーに警告します。この設定
では、運転者の反応時間を長く確保し、衝突の可能性を
回避します。

メモ :
「Far（遠い）」設定では、FCW による衝突のおそれに対す
る警告の発生数が増加することがあります。

FCW ステータスを「Near（近い）」に変更すると、前方車
両との車間距離が近くなった時点で、衝突のおそれにつ
いて警告します。この設定では、運転者の反応時間は
「Far（遠い）」や「Medium（中間）」の場合よりも短くなり、
よりダイナミックなドライビングが可能になります。

メモ :
「Near（近い）」設定では、FCW による衝突のおそれに対
する警告の発生数が現象することがあります。

メモ :
● イグニッションを OFF にした場合、システムは運転者

が前回選択した感度設定（「Near（近い）」、「Medium
（中間）」、「Far（遠い）」）を維持します。車両を再始動
すると、FCW「Full On（フル ON）」設定にリセットされま
す。
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● FCW は、頭上の物体、地面の反射、車両の進路にな
い物体、遠方の静止物、対向車、同じ速度以上の速
度で走行している前方車両など、無関係な物体には
反応しない場合があります。

● FCW が無効の場合、利用不可能な画面が表示され
ます。

FCW 制限警告

インストルメント・パネル・ディスプレイに「ACC/FCW
Limited Functionality（ACC/FCW の機能が制限されてい
ます）」または「ACC/FCW Limited Functionality Clean
Front Windshield（ACC/FCW の機能が制限されているた
めフロントウィンドウの清掃が必要です）」と一時的に表
示される場合は、FCW の機能が制限される状況が発生
している恐れがあります。車両は通常の状態で走行する
ことはできますが、自動ブレーキが十分に使用できない
場合があります。システムの性能を制限する状況がなく
なると、システムは完全に性能を発揮する状態に戻りま
す。問題が解決できない場合は、正規ディーラーにお問
い合わせください。

FCW 整備警告

システムがオフになり、インストルメント・パネル・ディスプ
レイに「FCW Unavailable Service Required（FCW 利用不
可能。整備が必要です）」と表示された場合、これはシス
テム内部に故障があることを示しています。通常の状態
で走行することはできますが、正規ディーラーで点検を
受けてください。

歩行者エマージェンシ・ブレーキ（PEB）- タ
イプ別装備

PEB は、FCW システムのサブシステムです。インストルメ
ント・パネル・ディスプレイを介して聴覚的および視覚的
に警告を運転者に与えます。歩行者／自転車との正面

衝突の可能性を検知すると、自動ブレーキをかけること
があります。

PEB の作動が 60km/h（37mph）未満の速度で始まる
と、歩行者との衝突の可能性を軽減するためシステムは
ブレーキをかけることがあります。PEB の作動により車
両が完全に停止すると、システムは 2 秒間車両を停止
状態に維持し、その後でブレーキを解除します。前方の
歩行者／自転車と衝突する可能性がなくなったとシステ
ムが判断すると、警告メッセージは表示されなくなりま
す。

PEB の最低作動速度は 3 mph (5 km/h)です。

警告!

歩行者エマージェンシ・ブレーキ（PEB）は衝突を回避
するのではなく、PEB は歩行者とのあらゆる種類の衝
突可能性を検知できるものではありません。運転者
は、ブレーキとステアリングによって車両をコントロー
ルし、衝突を回避しなければなりません。ここに示す警
告に従わないと、大きなけがや死亡事故につながる恐
れがあります。

メモ :
PEB の初期設定のステータスは「On（オン）」です。この
設定では、歩行者／自転車との正面衝突の可能性につ
いて警告されます。

TIRE PRESSURE MONITORING SYSTEM（タイ
ヤ空気圧モニタ・システム）（TPMS）
タイヤ空気圧モニタ・システム（TPMS）は、プラカードに
記載された冷間時の推奨タイヤ空気圧に基づいて、運
転者にタイヤの空気圧が低くなっていることを警告しま
す。

タイヤ空気圧は、外気温が 6.5°C（12°F）変わるごとに
約 7kPa（1psi）変動します。つまり、外気温が下がると、
タイヤ空気圧は低下します。タイヤ空気圧は、必ず冷間
時のタイヤ空気圧に基づいて設定してください。冷間時
のタイヤ空気圧とは、車両が 3 時間以上停車している
状態のタイヤ空気圧、または 3 時間が経過した後で走
行した距離が 1.6km（1 マイル）未満の空気圧を意味し
ます。冷間時のタイヤ空気圧は、タイヤの側面に記載さ
れた最大空気圧を超えないようにしてください。また、タ
イヤ空気圧は車両走行中に上昇します。これは正常な
ので、上昇した空気圧を調整しないでください。

車のタイヤに適切に空気を入れる方法については、「タ
イヤ」を参照ください。

TPMS は、低温の影響や自然なタイヤ空気圧の損失な
ど、何らかの理由でタイヤ空気圧が低タイヤ空気圧警告
灯を下回る場合に、運転者にタイヤ空気圧が低くなって
いることを警告します。そのような状況である限り、TPMS
は運転者にタイヤ空気圧が低いことを警告し続けます。
タイヤ空気圧がプラカード記載の冷間時の推奨タイヤ空
気圧以上になるまで、警告は OFF になりません。

メモ :
低タイヤ空気圧警告（TPMS 警告灯）が点灯したら、この
TPMS 警告灯灯を消灯するためには、タイヤ空気圧をプ
ラカード記載の冷間時の推奨タイヤ空気圧まで上げる
必要があります。

メモ :
暖まっているタイヤに空気を入れる場合、TPMS 警告灯
を消灯するために、タイヤ空気圧をプラカードに記載され
た冷間時の推奨タイヤ空気圧よりさらに最大 28kPa
（4psi）上昇させる必要があります。

システムが自動的に更新され、更新されたタイヤ空気圧
をシステムが受信すると、TPMS 警告灯が消灯します。
TPMS がこの情報を受信するには、車両を約 24km/h
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（15mph）を超える速度で最長 10 分間走行させてくださ
い。

たとえば、車両のプラカード記載の冷間時の推奨タイヤ
空気圧（3 時間以上停車）が 227kPa（33psi）であるとし
ます。周囲温度が 20°C（68°F）で測定タイヤ空気圧が
193kPa（28psi）のとき、気温が-7°C（20°F）に下がると、
タイヤ空気圧は約 165kPa（24psi）に低下します。このタ
イヤ空気圧は、TPMS 警告灯が点灯するのに十分低い
です。車両を走行させると、タイヤ空気圧が約 193kPa
（28psi）に上昇する場合がありますが、TPMS 警告灯は
まだ点灯したままです。この状況で、TPMS 警告灯を消
灯するには、車両のプラカードに記載の冷間時の推奨タ
イヤ空気圧の値までタイヤに空気を入れるしかありませ
ん。

注意!

● TPMS は、純正タイヤとホイール用に最適化されて
います。TPMS の空気圧と警告は、車両に取り付け
られたタイヤ・サイズに対して設定されています。サ
イズ、タイプ、またはスタイル（あるいはそのすべ
て）が同じでない交換タイヤを使用すると、好ましく
ないシステム操作が発生したり、センサが損傷した
りする場合があります。TPMS センサは、市販のホ
イールを使用するように設計されておらず、そうす
ることでシステム性能が全般に低下したり、センサ
が損傷する可能性があります。お客様は TPMS 機
能が適切に作動するように必ず純正装着（OEM）を
使用するようにしてください。

● 市販のタイヤ・シーラントを使用すると、タイヤ空気
圧モニタ・システム（TPMS）のセンサが作動しなくな
る場合があります。市販のタイヤ・シーラントの使用
後は、お近くのジープ正規ディーラーに車両をお持

(続き)

注意!

ちいただき、センサ機能の点検を受けることをお勧
めします。

● タイヤ空気圧を点検して調節したら、必ずバルブ・
ステム・キャップを取り付けてください。このキャップ
は、水分や汚れのバルブ・ステムへの混入を防ぎ
ます。水分や汚れが入ると、TPMS センサが損傷す
ることがあります。

メモ :
● TPMS は、タイヤの通常のお手入れおよびメンテナン

スに代わるものではなく、タイヤの破損または状態を
警告するためのものです。

● タイヤ空気圧の調節時に、TPMS をタイヤ空気圧ゲー
ジとして使用しないでください。

● タイヤ空気圧が著しく低下している状態で走行する
と、タイヤが過熱し、タイヤの不具合につながるおそ
れがあります。タイヤ空気圧が低いと燃費も低下し、
タイヤ・トレッドの寿命も短くなります。さらに、車の操
作や制動能力にも影響が出る可能性があります。

● TPMS は通常のタイヤのメンテナンスに代わるもので
はないことに注意してくだい。空気圧の低下が TPMS
警告灯が点灯するレベルに達していない場合でも、
正確なタイヤ空気圧ゲージを使用して、タイヤ空気圧
を正しく保つのは運転者の責任です。

● 季節的な温度変化はタイヤ空気圧に影響を与えま
す。TPMS は実際のタイヤ空気圧を監視します。

プレミアム・システム

タイヤ空気圧モニタ・システム（TPMS）は、無線技術を使
用して、ホイール・リムに装着された電子センサでタイヤ
空気圧レベルを監視しています。バルブ・ステムの一部

として各ホイールに取り付けられたセンサによって、タイ
ヤ空気圧の値がレシーバ・モジュールに送信されます。

メモ :
月 1 回車両のすべてのタイヤの空気圧を確認して適正
な空気圧に保つことは、特に重要です。

TPMS は、下記の部品で構成されます。

● レシーバ・モジュール

● 4 つのタイヤ空気圧モニタ・システム・センサ

● インストルメント・パネル・ディスプレイに表示される各
種タイヤ空気圧モニタ・システムのメッセージ

● タイヤ空気圧モニタ・システム警告灯

タイヤ空気圧モニタ・システム低圧警告

使用中のロード・タイヤ 4 本のうち 1 本以上
のタイヤ空気圧が低下した場合に、タイヤ空
気圧モニタ・システム警告灯がインストルメン
ト・パネルで点灯し、チャイムが鳴ります。ま

た、インストルメント・パネルに「Tire Low（タイヤ空気圧が
低い）」メッセージと、低タイヤ圧の値が反転表示または
異なる色になったタイヤごとの圧力値を示す図が表示さ
れます。

168 安全について



タイヤ空気圧モニタ・システム低圧警告

この警告が発生した場合、できるだけ早く停止し、圧力
が低いタイヤ（インストルメント・パネル・ディスプレイの図
に反転表示または異なる色で示されているタイヤ）に、プ
ラカードに記載された冷間時の推奨タイヤ空気圧まで空
気を入れます。更新したタイヤ空気圧が受信されると、
システムが自動的に更新されます。インストルメント・パ
ネルのグラフィック表示にある圧力値は反転表示でなく
なるか元の色に戻り、タイヤ空気圧モニタ・システム警告
灯は消灯します。

メモ :
暖まっているタイヤに空気を入れる場合、タイヤ空気圧
モニタ・システム警告灯を消灯するために、タイヤ空気圧
をプラカードに記載された冷間時の推奨タイヤ空気圧よ
りさらに最大 28kPa（4psi）上昇させる必要があります。

TPMS がこの情報を受信するには、車両を約 24km/h
（15mph）を超える速度で最長 10 分間走行させてくださ
い。

TPMS 整備警告

システム故障が検知されると、タイヤ・プレッシャ・モニタ
リング・システム警告灯が 75 秒間点滅し、その後点灯し

た状態になります。また、チャイムも鳴ります。さらに、イ
ンストルメント・パネルに「SERVICE TPM SYSTEM（TPM シ
ステムの整備が必要です）」というメッセージが 5 秒間以
上表示され、空気圧値の代わりにダッシュ（- -）が表示さ
れ、どのセンサが受信していないか示します。

イグニッション・キーを回してこれが繰り返される場合、シ
ステム故障がまだ解消されていません。システム故障が
解消されると、タイヤ・プレッシャ・モニタリング・システム
警告灯が点滅しなくなり、「SERVICE TPM SYSTEM（TPM
システムの整備が必要です）」メッセージが表示されなく
なり、ダッシュの代わりに圧力値が表示されます。システ
ムの故障は、以下のいずれかの場合に発生する可能性
があります。

● 電子装置による妨害電波または TPMS センサと同じ
周波数の電波を発生する施設付近を走行した場合

● 電波に影響を与えるアクセサリ部品のカー・フィルム
を何らかの形で設置した場合。

● ホイールやホイール・ハウス周りに大量の雪や氷が
付いた場合。

● タイヤ・チェーンを装着した場合。

● TPMS センサが装備されていないホイールまたはタイ
ヤを使用している場合

コンパクト・スペア・タイヤまたは不適合フル・サイズ・ス
ペア・タイヤを装着している車両

1. コンパクト・スペア・タイヤまたは不適合フル・サイ
ズ・スペア・タイヤには、タイヤ・プレッシャ・モニタリ
ング・システム・センサはありません。そのため、
TPMS では、コンパクト・スペア・タイヤまたは不適合
フル・サイズ・スペア・タイヤの空気圧はモニタされ
ません。

2. ロード・タイヤの代わりに、空気圧が低圧警告灯を
下回るコンパクト・スペア・タイヤまたは不適合フル・
サイズ・スペア・タイヤを装着している場合、次回イ
グニッション・キーを回したときにタイヤ・プレッシャ・
モニタリング・システム警告灯は点灯したままにな
り、チャイムが鳴ります。また、インストルメント・パ
ネルの図には、圧力値が異なる色または反転表示
で表示されます。

3. 24km/h（15mph）を超える速度で最長 10 分間車
両を走行させると、タイヤ・プレッシャ・モニタリング・
システム警告灯が 75 秒間点滅した後、点灯したま
まの状態になります。さらに、インストルメント・パネ
ルに「SERVICE TPM SYSTEM（TPM システムの整備
が必要です）」というメッセージが 5 秒間表示され、
空気圧値の代わりにダッシュ（- -）が表示されます。

4. その後、イグニッション・キーを回すたびにチャイム
が鳴り、タイヤ・プレッシャ・モニタリング・システム警
告灯が 75 秒間点滅した後に点灯したままになりま
す。さらに、インストルメント・パネルに「SERVICE
TPM SYSTEM（TPM システムの整備が必要です）」と
いうメッセージが 5 秒間表示され、圧力値の代わり
にダッシュ（- -）が表示されます。

5. 元のロード・タイヤを修理または交換し、コンパクト・
スペア・タイヤの代わりに再度取り付けると、TPMS
が自動的に更新されます。また、使用中のロード・
タイヤ 4 本のいずれも低圧警告灯を下回っていな
ければ、タイヤ・プレッシャ・モニタリング・システム
警告灯が消灯し、インストルメント・パネルの図にダ
ッシュ（-　-）の代わりに新しい圧力値が表示されま
す。TPMS がこの情報を受信するには、車両を約
24km/h（15mph）を超える速度で最長 10 分間走
行させてください。
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TPMS 作動解除 — タイプ別装備

冬用ホイールとタイヤ・アセンブリを車両に取り付けた場
合など、4 本すべてのホイールとタイヤ・アセンブリ（ロー
ド・タイヤ）を TPMS センサを装備していないホイールと
アセンブリに交換すると、TPMS を作動解除できます。

TPMS を作動解除するには、まず、4 本すべてのホイー
ルとタイヤ・アセンブリ（ロード・タイヤ）をタイヤ空気圧モ
ニタ・システム（TPMS）センサを装備していないタイヤに
交換します。次に、車両を 24km/h（15mph）を超える速
度で 10 分間走行させます。TPMS のチャイムが鳴り、タ
イヤ空気圧モニタ・システム警告灯が 75 秒間点滅した
後、点灯したままの状態になります。インストルメント・パ
ネルに「SERVICE TPM SYSTEM（TPM システムの整備が
必要です）」というメッセージが表示され、空気圧値の代
わりにダッシュ（- -）が表示されます。

次回イグニッション・キーを回したとき、TPMS はチャイム
を鳴らしたり、インストルメント・パネルに「SERVICE TPM
SYSTEM（TPM システムの整備が必要です）」というメッセ
ージを表示したりすることはありませんが、空気圧値の
代わりにダッシュ（- -）が表示されたままになります。

TPMS を再作動させるには、4 本すべてのホイールとタ
イヤ・アセンブリ（ロード・タイヤ）を TPMS センサを装備し
ているタイヤに交換します。次に、車両を 24km/h
（15mph）を超える速度で最長 10 分間走行させます。
TPMS のチャイムが鳴り、タイヤ空気圧モニタ・システム
警告灯が 75 秒間点滅した後、消灯します。インストルメ
ント・パネルに「SERVICE TPM SYSTEM（TPM システムの
整備が必要です）」というメッセージが表示され、ダッシュ
の代わりに空気圧値が表示されます。次にイグニッショ
ン・スイッチを回したときに、システム故障は存在しない
ため「SERVICE TPM SYSTEM（TPM システムの整備が必
要です）」というメッセージは表示されません。

乗員保護拘束装置 
最も重要な安全装置の 1 つに乗員を拘束するシートベ
ルトとエアバッグがあります。

乗員保護拘束装置の機能

● シートベルト・システム

● 補助拘束装置（SRS）エアバッグ

● チャイルド・シート

このセクションで説明されている一部の安全機能は、一
部のモデルでは標準装備されていますが、オプション装
備のモデルもあります。標準装備されているか不確かな
場合は、ジープ正規ディーラーでご確認ください。

安全に関する重要な注意事項

このセクションの説明は特に注意してお読みください。運
転者と乗員の安全を守るためのシートベルト／エアバッ
グ・システムの正しい使用方法を説明しています。

次の要領で、エアバッグの作動により生じる危険を最小
限にとどめてください。

1. 12 歳以下のお子さまには必ずシートベルトを着用
させ、リヤ・シート付き車両のリヤ・シートに乗車させ
てください。

助手席サンバイザに貼付されている警告ラベル

2. 車両のシートベルトを適切に着用できるほど大きく
ないお子さまは、適切なチャイルド・シート、または
リヤ・シート位置のブースタ・シートを使用する必要
があります ð ページ 188。

3. やむをえず 2～12 歳のお子さまを（後ろ向きチャイ
ルド・シートを使用せずに）助手席に座らせる場合
には、シートをできるだけ後ろに移動させ、フロント・
シートでの使用に適したチャイルド・シートを使用し
てください ð ページ 188。

4. 肩部分のベルトをお子さまの背後や腕の下に絶対
に通さないでください。

5. チャイルド・シートやジュニア・シートを適切に使用
するため、添付されている製造メーカの説明書をお
読みください。
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6. 乗員は、必ず全員 3 点式シートベルトを正しく着用
してください。

7. 運転席および助手席は、フロント・エアバッグが膨
張するスペースを確保するために、運転に差し支え
ない程度に、できるだけ後方に移動させてください。

8. ドアまたはウインドウに寄りかからないでください。
サイド・エアバッグ装備車の場合、その展開時に
は、乗員とドアの間のスペースでサイド・エアバッグ
が強い力で膨らみます。これにより乗員が負傷する
ことがあります。

警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手席に
は、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを使用しな
いでください。お子様の死亡または重傷を負う原因
となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り
付けたチャイルド・シートに座らせてください。これ
が衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、助手席側
フロント・エアバッグの作動を解除する必要があり
ます。チャイルド・シートを使用する場合は、エアバ
ッグ作動解除表示灯が点灯していることを必ず確
認してください。助手席をできるだけ後方に下げ、
チャイルド・シートがダッシュボードに接触しないよ
うにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートのお子さまなど、12 歳以下
のお子さまに重傷事故または死亡事故が起きる恐
れがあります。

シートベルト・システム

運転に自信がある方も、短い距離を走行する場合も、シ
ートベルトを使用してください。未熟なドライバーの起こし
た事故に巻き込まれることもあります。事故は、近距離、
長距離にかかわらず発生する可能性があります。

交通事故の調査によって、シートベルトが衝突時に人命
を救い、事故による傷害の程度を軽減していることがわ
かっています。車外へ投げ出されてしまうような事故で
は、重傷を負う可能性が高くなります。シートベルトはこ
うした車外への投げ出しから乗員を守り、車内での打撲
傷の危険を低減します。車内のすべての乗員が常にシ
ートベルトを使用していることを確認してください。

シートベルト非着用高度警告システム

フロント／リヤ・シート BeltAlert - タイプ別装備

フロント・シート BeltAlert

BeltAlert は、運転者と助手席ドア側の乗員
にシートベルトの着用を警告する機能です。
シートベルト警告機能は、イグニッション・ス
イッチが「START」位置または「ON/RUN」位置

になっているときに作動します。

初期通知

イグニッション・スイッチを最初に「START（始動）」位置ま
たは「ON/RUN（オン／走行）」位置にしたときに運転者
がシートベルトを着用していない場合、チャイムが数秒
間鳴ります。イグニッション・スイッチを最初に「START」位
置または「ON/RUN」位置にしたときに運転者または助手
席の乗員がシートベルトを着用していない場合、各シー
トベルト警告灯が赤色で点灯し、シートベルトが着用され
るまで赤色のままで点灯し続けます。それぞれのシート
ベルト警告灯は、それぞれのシートベルトがバックルに
差し込まれると、緑色に変わります。運転者または助手

席乗員がシートベルトを着用すると、すべてのシートベ
ルト警告灯が消灯します。助手席に乗員がいない場合、
助手席シートベルト警告は作動しません。

BeltAlert 警告シーケンス

車両の走行速度が規定の車速範囲を超えた状態で運
転者または助手席乗員がシートベルトを外すと、シート
ベルト警告作動が開始します（助手席乗員のシートベル
ト警告は、助手席に乗員がいない場合は作動しませ
ん）。各シートベルト警告灯の点滅と断続的なチャイムに
よるシートベルト警告作動が開始します。シートベルト警
告作動が完了すると、シートベルト警告灯が赤色で点灯
し、運転者または助手席乗員がシートベルトを着用する
まで消灯しません。シートベルト警告の警告作動は、運
転者または助手席に着座している乗員のシートベルトの
バックルが差し込まれるまで、車速に応じて繰り返し作
動することがあります。運転者はすべての乗員にシート
ベルトを着用するよう指示してください。

着用状態の変化

車両走行中に運転者または助手席乗員がシートベルト
を外した場合、シートベルトのバックルが再度差し込まれ
るまでシートベルト警告作動が行われます。

助手席に乗員がいない場合、助手席シートベルト警告は
作動しません。シートベルト警告は、ペットまたはその他
の物体を助手席に載せた場合や、シートを折りたたんだ
場合（タイプ別装備）に作動することがあります。ペット
は、ペット・ハーネスでリヤ・シート（タイプ別装備）に拘束
するか、ペット・キャリヤに入れシートベルトで固定するこ
とをお勧めします。また、荷物は正しく収納してください。

リヤ・シート BeltAlert

リヤ・シートベルト警告は、リヤ・シートのシートベルトの
バックルが差し込まれているか、外れているかを運転者
に伝えます。イグニッション・スイッチが「START」または
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「ON/RUN」位置のとき、各リヤ・シートの位置に対応する
シートベルト警告灯が点灯します。シートベルトがバック
ルに差し込まれると、その座席のシートベルト警告灯が
緑色に点灯します。シートベルトのバックルが外される
と、その座席のシートベルト警告灯が赤色に点灯しま
す。走行し始めたときに差し込まれていた後部座席のシ
ートベルトのバックルが外されると、チャイムが 1 回鳴
り、その座席に対応するシートベルト警告灯の表示が緑
色の点灯から赤色の点滅に変わります。これにより、後
部座席のシートベルトのバックルが再び差し込まれるま
で車両を停止するよう、運転者に警告します。運転者ま
たは助手席乗員がシートベルトを着用すると、すべての
シートベルト警告灯が消灯します。

ラップ／ショルダ・ベルト

すべてのフロントおよびリア・シートには 3 点式シートベ
ルトが装備されています。

シートベルト・ウェビングのリトラクタがロックされるのは、
急停止や衝撃を受けたときのみです。通常の状態では、
肩部分のシートベルトは、自由に引き出すことができま
す。しかし衝突時にはシートベルトがロックし、車内で衝
突したり車外に投げ出されたりする危険を低減します。

警告!

● エアバッグだけでは衝突の際に重傷を負う恐れが
あります。エアバッグは、シートベルトと共に使用し
たときに初めて効果をもたらします。エアバッグが
まったく展開しない衝突もあります。エアバッグが装
備されていても、必ずシートベルトを使用してくださ
い。

● シートベルトを正しく使用していないと、衝突の際に
運転者および乗員が重傷を負う恐れがあります。

(続き)

警告!

事故の状況によっては、車内各部や他の乗員にぶ
つかったり、車外に放り出されることも考えられま
す。運転者やすべての乗員が、シートベルトを正し
く使用していることを常に確認してください。

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は危
険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗っていると、
重傷または死亡事故につながる危険性が高くなり
ます。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。運転者を含む
乗員は、エアバッグの有無に関わらず、常にシート
ベルトを着用し、衝突した場合に重傷を負う、ある
いは死亡する危険性を最小限にする必要がありま
す。

● シートベルトの着用が適切でないと、衝突の際に大
けがをする恐れがあります。内臓に傷害を受けた
り、体がシートベルトからすり抜けてしまうことがあ
ります。安全にシートベルトを使用し、乗員の安全
を守るためにも、ここでの説明に従ってください。

● 1 本のシートベルトを 2 人で使用しないでください。
1 本のベルトを 2 人で使用すると、衝突の際お互
いにぶつかり合い、双方とも重傷を負うことがあり
ます。3 点式シートベルトまたはラップ・ベルトは、
体の大きさに関係なく、必ず 1 人でご使用くださ
い。

警告!

● 腰を通るベルトの位置が高すぎると、衝突の際にけ
がをする危険性が高くなります。シートベルトの衝
撃を丈夫な腰と骨盤ではなく、腹部で受けることに
なります。シートベルトはできるだけ低い位置に、ぴ
ったりと着用してください。

● シートベルトがねじれていると乗員が正しく保護さ
れないことがあります。衝突の際などベルトが体に
食い込むことがあります。シートベルトがねじれて
おらず、体に対して平らになっていることを確認して
ください。シートベルトのねじれが直らない場合は、
直ちにジープ正規ディーラーで修理を受けてくださ
い。

● シートベルトを間違ったバックルに留めると、体が
正しく保護されません。腰を通るベルトが高くなり、
内臓に傷害を与える恐れがあります。シートベルト
は、正しいバックルに差し込んでください。

● シートベルトが緩すぎると正しく保護されません。突
然の停止時に体が大きく前方に移動して、けがを
する恐れが高くなります。シートベルトは、体に密着
するように使用してください。

● 脇の下でシートベルトを使用するのは危険です。衝
突の際に体が車内で叩き付けられ、頭部や首にけ
がをする危険性が高くなります。また、脇の下に通
したシートベルトによって内臓に傷害を負う恐れも
あります。肋骨は、肩の骨ほど強くありません。衝
突の力を最も強い肩の骨で受け止めるように、シー
トベルトは肩の上を通してください。

● 肩を通るベルト部分を体の後ろにまわすと、衝突の
際にけがから身を守ることができません。肩を通る
ベルトを使用していない場合、衝突の際に頭部を

(続き)
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警告!

打ちつける危険が高くなります。3 点式シートベルト
は、必ず腰回りと肩にかけて使用してください。

● 磨耗したり、切れかかったりしているシートベルトは
衝突の際に破断し、乗員を保護できません。シート
ベルトは定期的に点検し、切れや磨耗、緩んだ部
品などがないことを確認してください。損傷している
部品は、直ちに交換してください。シートベルト・シ
ステムを分解したり、改造したりしないでください。
車両が衝突事故に遭った場合、またはシートベルト
やリトラクタの状態に疑問がある場合は、ジープ正
規ディーラーで車両の検査を受けてください。

ラップ／ショルダ・ベルトの使い方

1. 車に乗って、ドアを閉めます。シートに深く座り、シ
ートの位置を調節します。

2. シートベルト・ラッチ・プレートは、フロント・シートの
背もたれの側方上部、およびリヤ・シートの横にあ
ります。ラッチ・プレートを持ち、シートベルトを引き
出します。シートベルトが腰を覆うのに十分なだけラ
ッチ・プレートをシートベルト上でスライドさせます。

ラッチ・プレートの引き出し

3. シートベルトの長さが十分になったら、ラッチ・プレ
ートをカチッという音がするまでバックルに差し込み
ます。

バックルへのラッチ・プレートの差し込み

4. ラップ・ベルトを、腹部の下の腰の低い位置に密着
するように使用します。ラップ・ベルトの緩みをなくす
には、ショルダ・ベルトを少し引き上げます。ラップ・
ベルトがきつすぎるときに緩めるには、ラッチ・プレ
ートを傾けてラップ・ベルトを引っ張ります。シートベ
ルトをぴったりと使用することにより、衝突の際に体
がシートベルトをすり抜けてしまう危険性が低くなり
ます。

ラップ・ベルトの位置調整

5. 肩を通るベルトは肩と胸のまわりの隙間が最小限
になるように使用してください。緩みは苦しくない程
度にし、首にかからないようにします。リトラクタが
肩を通るベルトの余分な緩みを巻き取ります。

6. シートベルトを外すには、バックルの赤いボタンを押
します。シートベルトは、自動的に収納位置に引き
込まれます。シートベルトが完全に戻らない場合
は、ラッチ・プレートを一度下に引いてから放すとき
れいにベルトが巻き取られます。

ラップ／ショルダ・ベルトのねじれ修正手
順

次の手順に従って、3 点式シートベルトのねじれを修正
します。

1. ラッチ・プレートをできるだけアンカ・ポイントの近く
へ移動させます。

2. ラッチ・プレートから約 6～12 インチ (15～30 cm)
上を持ち、シートベルト・ウェビングを 180 度ねじっ
てラッチ・プレートのすぐ上に折り目を付けます。

3. ラッチ・プレートを上方へスライドさせ、ベルトの折れ
た部分を通過させます。ベルトの折れた部分は、ラ
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ッチ・プレートの上端部にあるスロットに入らなけれ
ばいけません。

4. ラッチ・プレートを、ベルトの折れた部分が通過し、
シートベルトにねじれがなくなるまでスライドさせてく
ださい。

アジャスタブル上部ショルダ・ベルト・アン
カ

運転席シートおよび助手席シートのショルダ・ベルトで
は、その上部を上下に調節することによって、首から離
れた位置でシートベルトを着用することができます。アン
カ・ボタンを押すか強く握ってアンカを緩め、次にアンカを
上下に動かして最適な位置に調節します。

アジャスタブル・アンカ

目安として、平均よりも身長が低い場合はショルダ・ベル
ト・アンカを低めに、身長が高い場合は高めに調節する
ことをお勧めします。アンカ・ボタンを緩めた後は、アンカ
を上下方向に軽く引っ張り、固定されていることを確認し
てください。

メモ :
アジャスタブル上部ショルダ・ベルト・アンカには、イージ
ー・アップ機能が備わっています。この機能により、リリ
ース・ボタンを押したり強く握ったりしなくても、ショルダ・
ベルト・アンカを上の位置に調整できます。ショルダ・ベ
ルト・アンカが固定されているかを確認するには、ロック
される位置までベルト・アンカを下方向に引っ張ります。

警告!

● シートベルトの着用が適切でないと、衝突の際に大
けがをする恐れがあります。内臓に傷害を受けた
り、体がシートベルトからすり抜けてしまうことがあ
ります。安全にシートベルトを使用し、乗員の安全
を守るためにも、ここでの説明に従ってください。

● 肩を通るベルトは肩と胸のまわりの隙間が最小限
になるように使用してください。緩みは苦しくない程
度にし、首にかからないようにします。リトラクタが
肩を通るベルトの余分な緩みを巻き取ります。

● シートベルトを正しく着用しないと、衝突時の安全ベ
ルトの有効性を損ないます。

● 必ず車両が停止しているときに、シートベルトの高
さを調整してください。

2 列目中央シート・ベルトの操作方法

2 列目中央シート・シートベルトには、ミニ・ラッチ・プレー
トとバックルの付いたシートベルトが使われていることが
あります。ミニ・ラッチ・プレートとバックルが装備されてい
る場合、常につないだままにしておく必要があります。ミ
ニ・ラッチ・プレートがバックルから外れている場合は、乗
員がリヤ中央シートベルトを使用する前に適切につなぎ
直してください。

1. ミニ・ラッチ・プレートを掴み、シートベルトをシートの
上に引き出します。

ラッチ・プレートの引き出し

2. シートベルトの長さが十分になったら、ミニ・ラッチ・
プレートをカチッという音がするまでミニ・バックルに
差し込みます。

ミニ・ラッチ・プレートをミニ・バックルに差し込む

3. シートに深く座ります。シートベルトが腰を覆うのに
十分なだけラッチ・プレートをベルト上でスライドさせ
ます。
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4. シートベルトの長さが十分になったら、ラッチ・プレ
ートをカチッという音がするまでバックルに差し込み
ます。

バックルへのラッチ・プレートの差し込み

バックルへのラッチ・プレートの差し込み

5. ラップ・ベルトを、腹部の下の腰の低い位置に密着
するように使用します。ラップ・ベルトの緩みをなくす
には、ショルダ・ベルトを少し引き上げます。ラップ・
ベルトがきつすぎるときに緩めるには、ラップ・ベル
トを引っ張ります。シートベルトをぴったりと使用す
ることにより、衝突の際に体がシートベルトをすり抜
けてしまう危険性が低くなります。

6. ショルダ・ベルトは首にかからないように、胸部の苦
しくならない位置に使用します。リトラクタがシートベ
ルトの余分な緩みを巻き取ります。

7. シートベルトを外すには、バックルの赤いボタンを押
します。

8. ミニ・バックルからミニ・ラッチ・プレートを外すには、
標準ラッチ・プレートをミニ・バックルの中央の赤い
スロットに差し込みます。

シートベルトの凸部を使ってミニ・バックルを外
す

警告!

● 乗員がシートベルトを使用する際にミニ・ラッチ・プ
レートとミニ・バックルを正しく留めなかった場合、シ
ートベルトによる適切な拘束力を得ることができ
ず、衝突時に負傷する危険性が高まります。

● ミニ・ラッチ・プレートとミニ・バックルを留め直す場
合は、ベルト・ウェビングがねじれていないことを確
認してください。ベルトがねじれている場合は、前述
の手順に従ってミニ・ラッチ・プレートとミニ・バック
ルを外して、ベルトのねじれを修正し、ミニ・ラッチ・
プレートとミニ・バックルを留め直してください。

妊娠中の方のシートベルト着用

妊娠中の方のシートベルト着用

妊娠中の方を含め、シートベルトはすべての乗員が着用
するようにしてください。万が一事故に遭った場合でも、
シートベルトを着用することによって母親と胎児への負
傷の可能性が低減されます。

ラップ・ベルトは、下腹部に密着させ、強固な腰骨部に当
たるように着用してください。ショルダ・ベルトは、胸部を
横切るように、首から離して着用してください。ショルダ・
ベルトは、絶対に背中の後ろに回したり、腕の下に通し
たりしないでください。

シートベルト・プリテンショナ

フロントシートのシートベルト・システムにはプリテンショ
ナ装置が装備されており、衝突時にシートベルトのたる
みを取り除くように設計されています。この装置は、衝突
時に早めにシートベルトのたるみを取り除くことによって
シートベルトの性能を向上させます。プリテンショナは、
チャイルド・シートに座っているお子さまを含むあらゆる
体形の人に対して有効です。
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メモ :
これらの装置は、乗員による正しいシートベルトの使用
に代わるものではありません。シートベルトは、必ず正し
い位置で体に密着させて使用してください。

プリテンショナは、乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）
により作動します。エアバッグ同様、プリテンショナは 1
回の使い切り部品です。作動したプリテンショナまたはエ
アバッグは、すぐに交換する必要があります。

衝突エネルギー低減機能

フロントシートのシートベルト・システムには衝突エネル
ギー低減機能があり、衝突時にけがをする危険性をさら
に低減させるのに役立ちます。シートベルト・システムは
リトラクタ・アセンブリを備えており、ベルトを緩める力を
制御するように設計されています。

補助拘束装置（SRS）
このセクションで説明されている一部の安全機能は、一
部のモデルでは標準装備されていますが、オプション装
備のモデルもあります。標準装備されているか不確かな
場合は、ジープ正規ディーラーでご確認ください。

エアバッグ・システムは衝突時に乗員を保護します。乗
員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、エアバッグ・シス
テムの電気構成部品に関係する内部回路と相互接続配
線を監視します。お客様の車両には、以下のエアバッ
グ・システム構成部品が装備されている場合がありま
す。

エアバッグ・システムの構成部品

● 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

● エアバッグ警告灯

● ステアリング・ホイールおよびコラム

● インストルメント・パネル

● ニー・インパクト・ボルスタ - タイプ別装備

● 運転席および助手席エアバッグ

● シートベルト・バックル・スイッチ

● サプリメンタル・サイド・エアバッグ

● 正面および側面衝突センサ

● シートベルト・プリテンショナ

● シート・レール位置センサ

エアバッグ警告灯

乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、イ
グニッション・スイッチが「START（始動）」位置
または「ON/RUN（オン／走行）」位置になっ
ているときに、エアバッグ・システムの電子部

品の作動可能状態をモニタします。イグニッション・スイッ
チが「OFF」位置のときは、エアバッグ・システムは作動せ
ず、膨らみません。

ORC に内蔵されたバックアップ電源供給システムによ
り、バッテリが上がったり、エアバッグの展開前に切り離
されたりした場合でも、エアバッグ・システムを展開させ
ることが可能です。

ORC は、イグニッション・スイッチが最初に「ON/RUN（オ
ン／走行）」位置になったときに、約 4～8 秒間インスト
ルメント・パネルのエアバッグ警告灯を点灯させて自己
点検を行います。自己点検後、エアバッグ警告灯は消灯
します。ORC がシステム内のどこかに不具合を検知する
と、エアバッグ警告灯は瞬間的または継続的に点灯しま
す。最初の始動後に警告灯が再度点灯した場合は、チ
ャイムを 1 回鳴らして警告を発します。

ORC には診断機能も備わっており、エアバッグ・システム
に影響を与える可能性のある不具合が検出された場合

はインストルメント・パネル内のエアバッグ警告灯が点灯
します。この診断機能は、不具合の性質の記録も行いま
す。エアバッグ・システムはメンテナンス・フリーですが、
次のような場合には直ちにジープ正規ディーラーにて点
検を受けてください。

● イグニッション・スイッチが最初に「ON/RUN（オン／走
行）」位置になったときに、エアバッグ警告灯が 4～8
秒間点灯しない場合

● イグニッションを「ON」位置にした後 4～8 秒経っても
エアバッグ警告灯が点灯したままの場合

● 運転中、エアバッグ警告灯が断続的に点滅または点
灯する場合

メモ :
スピードメータやタコメータなどエンジン関連の計器が機
能しない場合、乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）も
無効になっていることがあります。その場合、エアバッグ
が作動せず、衝突時に乗員が守られない危険がありま
す。直ちにジープ正規ディーラーでエアバッグ・システム
を適切に整備してください。

警告!

インストルメント・パネルのエアバッグ警告灯が点灯し
ていると、衝突時にエアバッグ・システムによる保護が
得られない場合があります。イグニッション・スイッチを
最初に ON にしたときに、警告灯が点灯（電球点検の
ため）しなかったり、車両始動後も点灯し続けたり、運
転中に点灯したときには、直ちにジープ正規ディーラ
ーでエアバッグ・システムの点検を受けてください。
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エアバッグ予備警告灯

エアバッグ警告灯に異常が検知され、それ
が補助拘束装置（SRS）に影響を与える可能
性があると、インストルメント・パネルのエア
バッグ予備警告灯が点灯します。エアバッグ

予備警告灯は、異常が解消されるまで点灯し続けます。
さらに、エアバッグ予備警告灯が点灯し、異常が検知さ
れていることを運転者に警告するチャイムが 1 回鳴りま
す。走行中、エアバッグ予備警告灯が断続的に点灯ま
たは点灯し続ける場合は、直ちに正規ディーラーで車両
の整備を受けてくださいð ページ 59。

フロント・エアバッグ

この車両には、運転席および助手席の両方にフロント・
エアバッグとラップ／ショルダ・ベルトが装備されていま
す。フロント・エアバッグは、拘束装置であるシートベルト
を補助するものです。運転席のフロント・エアバッグは、
ステアリング・ホイールの中心に内蔵されています。助
手席のフロント・エアバッグは、グローブ・ボックスの上の
インストルメント・パネルに内蔵されています。「SRS
AIRBAG」または「AIRBAG」という文字がエアバッグ・カバ
ーの上に浮き彫り加工されています。

フロント・エアバッグ／ニー・ボルスタの位置

1 - 運転席および助手席のフロント・エアバッグ
2 - 助手席ニー・インパクト・ボルスタ（タイプ別装備）
3 - 運転席ニー・インパクト・ボルスタ（タイプ別装備）

警告!

● ステアリング・ホイールやインストルメント・パネルに
接近し過ぎると、フロント・エアバッグが展開した際
に重傷または死亡事故につながるおそれがありま
す。エアバッグが膨らむには、ある程度の空間が必
要です。ステアリング・ホイールやインストルメント・
パネルに向かってゆったりと腕を伸ばせるくらいに
深く座ってください。

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手席に
は、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを使用しな
いでください。お子様の死亡または重傷を負う原因
となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り
付けたチャイルド・シートに座らせてください。これ
が衝突時に最も保護される位置です。

(続き)

警告!

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、助手席側
フロント・エアバッグの作動を解除する必要があり
ます。チャイルド・シートを使用する場合は、エアバ
ッグ作動解除表示灯が点灯していることを必ず確
認してください。助手席をできるだけ後方に下げ、
チャイルド・シートがダッシュボードに接触しないよ
うにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートのお子さまなど、12 歳以下
のお子さまに重傷事故または死亡事故が起きる恐
れがあります。

運転席および助手席のフロント・エアバッ
グ機能

運転席および助手席フロント・エアバッグ・システムで
は、乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）が正面衝突セ
ンサ（タイプ別装備）または他のシステム構成部品から
情報を受信して、衝突の程度と種類に応じて展開するよ
う設計されています。

警告!

● インストルメント・パネルまたはステアリング・ホイー
ルのエアバッグ・カバーの上または近くに物を置か
ないでください。衝突時にエアバッグが膨張した際
に、これらの物によってけがをする恐れがありま
す。

● エアバッグ・カバーの周辺やその上に物を置かない
でください。またエアバッグ・カバーを手で開けない
でください。エアバッグを傷つけるだけでなく、万一

(続き)
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警告!

の際に機能せず負傷する恐れがあります。エアバ
ッグ・クッションの保護用カバーは、エアバッグが作
動した場合のみ開く設計になっています。

● エアバッグだけでは衝突の際に重傷を負う恐れが
あります。エアバッグは、シートベルトと共に使用し
たときに初めて効果をもたらします。エアバッグが
まったく展開しない衝突もあります。エアバッグが装
備されていても、必ずシートベルトを使用してくださ
い。

フロント・エアバッグの作動

フロント・エアバッグは、シートベルトを補助することによ
り、保護効果を高めるように設計されています。フロント・
エアバッグでは、後面衝突、側面衝突、または横転の際
の負傷の危険性を減らす効果は期待できません。フロン
ト・エアバッグは、すべての正面衝突で作動するわけで
はありません。このような衝突には、ポールとの衝突、ト
ラックへのもぐりこみ、斜めオフセット衝突など、車両に
かなりの損傷が生じる衝突などがあります。

その一方で、衝撃の種類と位置によっては、車両前部の
損傷が軽微でも初期減速度が著しい衝突においては、
フロント・エアバッグが作動することもあります。

エアバッグ・センサは時間に対する車両の減速度を計測
するため、車速および損傷だけで、エアバッグ展開の要
否を判断することはできません。

シートベルトは、あらゆる衝突で乗員を保護するためだ
けでなく、膨張するエアバッグから離れた位置に乗員を
保持するためにも必要です。

乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）がフロント・エアバ
ッグの作動に必要な衝撃を検知すると、インフレータ・ユ

ニットに信号を送ります。フロント・エアバッグは、大量の
無害なガスにより膨張します。

エアバッグが完全に膨張すると、ステアリング・ホイー
ル・ハブのトリム・カバーとインストルメント・パネルの助
手席側上部が外れて分離します。フロント・エアバッグ
は、まばたきよりも短時間で完全に膨らみます。膨張し
たフロント・エアバッグは、運転者と助手席の乗員を受け
止めた後、直ちに収縮します。

助手席側エアバッグ無効機能 — タイプ別
装備

フロント・シートにチャイルド・シートを取り付けなければ
ならない場合、このシステムでは助手席側フロント・エア
バッグを無効（OFF）にできます。助手席側フロント・エア
バッグを無効（OFF）にするのは、どうしてもフロント・シー
トにチャイルド・シートを取り付けなければならない場合
のみにしてください。12 歳以下のお子さまは、できるだ
けリヤ・シートでシートベルトを正しく使用させるようにし
てください。衝突事故の統計によると、お子さまはフロン
ト・シートよりもリヤ・シートでチャイルド・シートに座らせ
たほうが、より安全であることが確認されています ð
ページ 188。

警告!

● 「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」では、助手席側フ
ロント・エアバッグは作動解除され、衝突時に展開
しません。

● 「DISABLED (OFF)（無効（オフ））」では助手席側フロ
ント・エアバッグは、シートベルトを補助することで
助手席の保護効果を高めることはしません。

(続き)

警告!

● センタ・スタックの助手席側エアバッグ「DISABLED
(OFF)（無効（オフ））」表示灯 が点灯し、助手席側

フロント・エアバッグが「DISABLED (OFF)（無効（オ
フ））」であることを示していない限り、フロント・シー
トにチャイルド・シートを装着しないでください。

● シートベルトを正しく使用していないと、衝突の際に
運転者および乗員が重傷を負う恐れがあります。
事故の状況によっては、車内各部や他の乗員にぶ
つかったり、車外に放り出されることも考えられま
す。運転者やすべての乗員が、シートベルトを正し
く使用していることを常に確認してください。

助手席側フロント・エアバッグは、インストルメント・パネ
ル・ディスプレイ・メニューの該当する設定を選択するこ
とによって、有効（ON）または無効（OFF）にできます。イ
ンストルメント・パネル・ディスプレイへのアクセス方法の
詳細については、ð ページ 59 を参照してください。

助手席側エアバッグ無効機能には、以下のものが含ま
れます。

● 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

● 助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯 - センタ・ス

タックにある黄色の表示灯

● 助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯 - センタ・ス

タックにある黄色の表示灯

● エアバッグ警告灯 - インストルメント・パネル・ディ

スプレイにある黄色の警告灯

乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、イグニッショ
ン・スイッチが「START（始動）」位置または「ON/RUN（オ
ン／走行）」位置になっているときに、エアバッグ・システ
ムの電子部品の作動可能状態をモニタします。ORC は、
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イグニッション・スイッチを最初に「START（始動）」または
「ON/RUN（オン／走行）」位置にしたとき、センタ・スタッ
クの助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯と助手席側
エアバッグ有効（ON）表示灯を約 5～8 秒間点灯させ、
自己点検を行います。自己点検が終わると表示灯が点
灯し、助手席側フロント・エアバッグの状態を運転者と助
手席乗員に伝えます。次のような場合、直ちに正規ディ
ーラーでエアバッグ・システムを適切に整備してくださ
い。

● イグニッションを最初に「START（始動）」または
「ON/RUN（オン／走行）」位置にしたとき、どちらの表
示灯も自己点検のために点灯しない。

● 車両を始動した後、両方の表示灯が点灯し続ける。

● 車両を始動した後、両方の表示灯が消灯し続ける。

● 走行中に両方の表示灯が点灯する。

● 走行中に両方の表示灯が消灯する。

自己点検が終了すると、どちらかの助手席側エアバッグ
表示灯のみが点灯します。

警告!

助手席側エアバッグ表示灯に問題があることを示す
上記のいずれかの状況が発生している場合、助手席
側高度フロント・エアバッグは最後に選択されていた
状態（無効または有効）のままになります。

 助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯

助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯（センタ・スタック
にある黄色の表示灯）は、助手席側フロント・エアバッグ
が解除されていることを運転者と助手席乗員に伝えま
す。センタ・スタックの助手席側エアバッグ無効（OFF）表
示灯 が点灯している場合、衝突時に助手席側フロン

ト・エアバッグが展開しないことを示しています。センタ・
スタックの助手席側エアバッグ無効（OFF）表示灯 が

点灯していない場合は、助手席側フロント・エアバッグが
無効であると思わないでください。

 助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯

助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯（センタ・スタックに
ある黄色の表示灯）は、助手席側フロント・エアバッグが
作動可能な状態であることを運転者と助手席乗員に伝
えます。センタ・スタックの助手席側エアバッグ有効（ON）
表示灯 が点灯している場合、エアバッグの展開を要

する衝撃が発生すると助手席側フロント・エアバッグが
展開することを示しています。センタ・スタックの助手席
側エアバッグ有効（ON）表示灯 が点灯していない場

合は、助手席側フロント・エアバッグが有効であると思わ
ないでください。

警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手席に
は、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを使用しな
いでください。お子様の死亡または重傷を負う原因
となります。

(続き)

警告!

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り
付けたチャイルド・シートに座らせてください。これ
が衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、助手席側
フロント・エアバッグの作動を解除する必要があり
ます。チャイルド・シートを使用する場合は、エアバ
ッグ作動解除表示灯が点灯していることを必ず確
認してください。助手席をできるだけ後方に下げ、
チャイルド・シートがダッシュボードに接触しないよ
うにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートのお子さまなど、12 歳以下
のお子さまに重傷事故または死亡事故が起きる恐
れがあります。

● 12 歳以下のお子さまには必ずシートベルトを着用
させ、リヤ・シート付き車両のリヤ・シートに乗車さ
せてください。

助手席側フロント・エアバッグを無効（OFF）にする

助手席側フロント・エアバッグを無効（OFF）にするには、
ステアリング・ホイールの上下矢印ボタンを押して、イン
ストルメント・パネルにあるインストルメント・パネル・ディ
スプレイのメイン・メニューにアクセスし、以下の作業を
行います。

アクション 情報

「Vehicle Set-Up（車両設定）」まで上下にスクロールします
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アクション 情報

車両のステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Vehicle Settings（車両設定）」を
開きます

ステアリング・ホイールの矢印ボタンを使って上下にスクロールし、「Security（セキュリテ
ィ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Security（セキュリティ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Passenger AIRBAG（助手席側エアバッ
グ）」を選択します

「Passenger AIRBAG OFF（助手席側エアバッグ OFF）」（ OFF）まで上下にスクロールし

ます

メモ :
以前に助手席側フロント・エアバッグを有効（ON）にしていた場合は初期設定で「ON（オ
ン）」になるため、下にスクロールして「OFF（オフ）」を選択する必要があります。

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Passenger AIRBAG OFF（助手席側エア
バッグ OFF）」（ OFF）を選択します

上下にスクロールして、確定するために「YES（はい）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「YES（はい）」を選択します メモ :
この操作を 1 分以内に行わないと、この選択内容が無効になり、手順を最初から繰り
返さなければならなくなります。

チャイムが 1 回鳴り、助手席側エアバッグ無効（OFF） 表示灯が 4～5 秒間点灯し、

助手席側フロント・エアバッグが無効になったことを通知します。

助手席側エアバッグ無効（OFF） 表示灯はセンタ・スタック内で常時点灯し続け、助手

席側フロント・エアバッグが無効（OFF）になっていることを運転者と助手席乗員に伝えま
す。
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側エアバッグ無効（OFF）表示灯 が点灯している場

合、衝突時に助手席側フロント・エアバッグが展開しない
ことを示しています。

助手席側フロント・エアバッグを有効（ON）にする

ステアリング・ホイールの上下矢印ボタンを押して、イン
ストルメント・パネルにあるインストルメント・パネル・ディ

スプレイのメイン・メニューにアクセスし、以下の作業を
行ないます。

アクション 情報

「Vehicle Set-Up（車両設定）」まで上下にスクロールします

車両のステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Vehicle Settings（車両設定）」を
開きます

ステアリング・ホイールの矢印ボタンを使って上下にスクロールし、「Security（セキュリテ
ィ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Security（セキュリティ）」を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Passenger AIRBAG（助手席側エアバッ
グ）」を選択します

「Passenger AIRBAG ON（助手席側エアバッグ ON）」（ 〓 ON）まで上下にスクロールし

ます

メモ :
以前に助手席側フロント・エアバッグを無効（OFF）にしていた場合は初期設定で「OFF
（オフ）」になるので、下にスクロールして「ON（オン）」を選択する必要があります。

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Passenger AIRBAG ON（助手席側エアバ
ッグ ON）」（ ON）を選択します

ステアリング・ホイールの OK ボタンを押して、「Yes（はい）」を選択します メモ :
この操作を 1 分以内に行わないと、この選択内容が無効になり、手順を最初から繰り
返さなければならなくなります。
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アクション 情報

チャイムが 1 回鳴り、助手席側エアバッグ有効（ON） 表示灯が 4～5 秒間点灯し、助

手席側フロント・エアバッグが有効になったことを通知します。

助手席側エアバッグ有効（ON）表示灯 はセンタ・スタック内で常時点灯し続け、助手

席側フロント・エアバッグが有効（ON）になっていることを運転者と助手席乗員に伝えま
す。

上記の表の作業に従うことで、助手席側フロント・エアバ
ッグが有効（ON）になります。センタ・スタックの助手席側
エアバッグ有効（ON）表示灯 が点灯している場合、エ

アバッグの展開を要する衝撃が発生すると助手席側フ
ロント・エアバッグが展開することを示しています。

警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手席に
は、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを使用しな
いでください。お子様の死亡または重傷を負う原因
となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り
付けたチャイルド・シートに座らせてください。これ
が衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、助手席側
フロント・エアバッグの作動を解除する必要があり
ます。チャイルド・シートを使用する場合は、エアバ
ッグ作動解除表示灯が点灯していることを必ず確
認してください。助手席をできるだけ後方に下げ、
チャイルド・シートがダッシュボードに接触しないよ
うにしてください。

(続き)

警告!

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートのお子さまなど、12 歳以下
のお子さまに重傷事故または死亡事故が起きる恐
れがあります。

● 12 歳以下のお子さまには必ずシートベルトを着用
させ、リヤ・シート付き車両のリヤ・シートに乗車さ
せてください。

ニー・インパクト・ボルスタ

ニー・インパクト・ボルスタは、運転者と助手席乗員の膝
を保護するとともに、フロント・エアバッグの効果を高める
姿勢に保ちます。

警告!

● ニー・インパクト・ボルスタにドリルで穴を開けたり、
切断したり、改造したりすることは絶対にしないでく
ださい。

● ニー・インパクト・ボルスタに警告灯やステレオ、CB
無線などのアクセサリ類を取り付けないでください。

Supplemental Seat-Mounted Side Air
Bags(サプリメンタル・シート・マウント・サ
イド・エアバッグ)（SAB） - タイプ別装備

この車両には、モデルによってサプリメンタル・シート・マ
ウント・サイド・エアバッグ（SAB）が装備されています。サ
プリメンタル・シート・マウント・サイド・エアバッグ（SAB）
が装備されている場合、以下の情報を参照してくださ
い。

サプリメンタル・シート・マウント・サイド・エアバッグ
（SAB）はフロント・シートのドア側に内蔵されています。
SAB が装備されている場合、シートのドア側のラベルま
たはシート・トリムに、「SRS AIRBAG」または「AIRBAG」と
いうマークが縫い付けられています。
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フロントのサプリメンタル・シート・マウント・サイド・エ
アバッグ

SAB が装備されている場合は、SAB はシートベルトやボ
ディ構造による負傷の軽減に加え、特定の側面衝突時
に乗員が負傷する危険性を低減するのに役立ちます。

SAB が展開するときは、シート・バックのトリム・カバーの
ドア側の縫い目が開きます。SAB は、シートの縫い目を
裂いて展開し、乗員とドアの間の空間で膨張します。
SAB は非常に速く強烈な力で作動するため、乗員が正し
く座っていなかったり、SAB が膨張する空間に物が置い
てある場合は、乗員が負傷する恐れがあります。お子さ
まの場合は、エアバッグの展開による負傷の危険性がさ
らに高まります。

警告!

後付けのシート・カバーを使用したり、体とサイド・エア
バッグの間に物を置かないでください。十分な性能が
得られなかったり、置いてあった物が身体に当たって
負傷する恐れがあります。

サプリメンタル・シート・マウント・サイド・エアバッグ・イン
フレータブル・カーテン（SABIC）- タイプ別装備

この車両には、モデルによってサプリメンタル・サイド・エ
アバッグ・インフレータブル・カーテン（SABIC）が装備され
ています。サプリメンタル・サイド・エアバッグ・インフレー
タブル・カーテン（SABIC）が装備されている場合、以下の
情報を参照してください。

サプリメンタル・サイド・エアバッグ・インフレータブル・カ
ーテン（SABIC）はウィンドウ上部に内蔵されています。
SABIC を覆うトリムには、「SRS AIRBAG」または「AIRBAG」
というラベルが付いています。

サプリメンタル・サイド・エアバッグ・インフレータブル・
カーテン（SABIC）のラベル位置

SABIC（タイプ別装備）は、シートベルトや車体構造による
潜在的な負傷の軽減に加え、特定の側面衝突時におけ
るフロントおよびリヤ・シートのドア側乗員の頭部などへ
の負傷の危険性を軽減するうえで役立ちます。

SABIC は下向きに展開され、ドアウィンドウを覆います。
膨張した SABIC は、ヘッドライナの周囲を外に向かって
押し出し、窓を覆います。SABIC は強い力で膨張するた
め、乗員がシートベルトを着用せず正しく座っていなかっ

たり、SABIC が膨張する空間に物が置いてある場合は、
乗員が負傷する恐れがあります。お子さまの場合は、エ
アバッグの展開による負傷の危険性がさらに高まりま
す。

SABIC（タイプ別装備）は、特定の側面衝突時にドアウィ
ンドウから車両の乗員の体の一部またはすべてが飛び
出す危険性を軽減するうえで役立ちます。

警告!

● SABIC の展開を妨げる高さに装置を取り付けたり、
物や荷物を積み重ねたりしないでください。SABIC
が収納されており SABIC 展開範囲となるドアウィン
ドウ上を覆うトリム付近には、障害物を置かないで
ください。

● SABIC が意図されたとおりに機能するように、車両
のルーフを変形させるようなアクセサリを取り付け
ないでください。車両には後付サンルーフを取り付
けないでください。車両ルーフに設置する際に、固
定用部品（ボルトまたはスクリュ）を必要とするよう
なルーフ・ラックを取り付けないでください。車両ル
ーフには、絶対に穴をあけないでください。

側面衝突

サイド・エアバッグは、特定の側面衝突時に起動するよう
設計されています。乗員保護拘束装置コントローラ
（ORC）は、特定の側面衝突時におけるサイド・エアバッ
グの展開が適切であるかどうかを、衝突の程度と種類に
応じて判断します。ORC は側面衝突センサを使用して、
発生した衝突に対して適切な応答を決定します。システ
ムは、サイド・エアバッグによる乗員保護が必要な衝撃
に対して、車両の衝突した側のサイド・エアバッグを作動
させるよう調整されています。側面衝突では、サイド・エ
アバッグはそれぞれ独立して展開します。左側の衝突で
は左側のサイド・エアバッグのみが展開し、右側の衝突

安全について 183

6



では右側のサイド・エアバッグのみが展開します。車両
の損傷自体は、サイド・エアバッグが展開するべきかどう
かの十分な指標とはなりません。

サイド・エアバッグは、すべての側面衝突で展開するわ
けではありません。車内に影響を及ぼさないような特定
の角度での衝突や一部の側面衝突では、サイド・エアバ
ッグは展開しません。サイド・エアバッグは、フロント・エ
アバッグが展開する場合でも、角度のあるまたはオフセ
ットした正面衝突の際に展開する場合があります。

サイド・エアバッグは、シートベルトの補助的な拘束装置
です。サイド・エアバッグは、人間が 1 回まばたきをする
時間もかからずに展開します。

警告!

● 乗員またはお子さまがサイド・エアバッグに接近し
過ぎていると、重傷を負ったり、死にいたる恐れが
あります。乗員とお子さまがドア、ドアウィンドウ、ま
たはサイド・エアバッグが膨らむ範囲に寄りかかっ
たり眠ったりしないようにしてください。お子さまをチ
ャイルド・シートに座らせている場合も寄りかからな
いように注意してください。

● シートベルト（および適切な場合はチャイルド・シー
ト）はあらゆる衝突から乗員を保護するために必要
です。また、シートベルトは膨張するサイド・エアバ
ッグから離れた位置に乗員を保持するためにも役
立っています。サイド・エアバッグから最大限保護さ
れるように、乗員はシートベルトを必ず適切に着用
し、シートに背中を付けてまっすぐ座ってください。
お子さまは、お子さまの体格に合ったチャイルド・シ
ートまたはブースタ・シートに必ず正しく座らせてく
ださい。

警告!

● サイド・エアバッグが膨らむにはある程度の空間が
必要です。ドアまたはウインドウに寄りかからない
でください。シートの中央にまっすぐ座ってください。

● 展開中、サイド・エアバッグのすぐ近くにいると、重
傷や死亡事故につながる恐れがあります。

● サイド・エアバッグだけでは衝突の際に重傷を負う
恐れがあります。サイド・エアバッグは、シートベル
トを適切に着用しているときに初めて効果をもたら
します。サイド・エアバッグがまったく展開しない衝
突もあります。サイド・エアバッグが装備されていて
も、必ずシートベルトを使用してください。

メモ :
エアバッグのカバーは周囲の内装と見分けがつきませ
んが、万一のときには開いてエアバッグが展開します。

エアバッグ・システムの構成部品

メモ :
乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）は、電動エアバッ
グ・システムの電気構成部品に関係する内部回路と相
互接続配線を監視します。

● 乗員保護拘束装置コントローラ（ORC）

● エアバッグ警告灯

● ステアリング・ホイールおよびコラム

● インストルメント・パネル

● ニー・インパクト・ボルスタ - タイプ別装備

● 運転席および助手席エアバッグ

● シートベルト・バックル・スイッチ

● サプリメンタル・サイド・エアバッグ

● 正面および側面衝突センサ

● シートベルト・プリテンショナ

● シート・レール位置センサ

エアバッグが作動したとき

フロント・エアバッグは、展開後すぐに収縮するように設
計されています。

メモ :
フロントまたはサイド・エアバッグは、衝突のレベルによ
っては作動しないことがあります。これはエアバッグ・シ
ステムの故障ではありません。

衝突によりエアバッグが作動すると、次のような事態が
起こることがあります。

● エアバッグが膨張するとき、エアバッグの素材により
乗員がすり傷を負ったり、皮膚が赤くなったりすること
があります。エアバッグによるすり傷は、ロープなどに
よる摩擦で起きるもの、またはカーペットや体育館の
床で滑ったときにできるもの（擦過傷）と同じもので
す。化学物質との接触によるものではありません。一
時的なもので、通常は短期間で治癒するものです。た
だし、数日たっても良くならないときや水ぶくれができ
たときには、直ちに医師の診察を受けてください。

● エアバッグが収縮するとき、煙のような粉末が発生す
ることがあります。この粉末は、エアバッグ膨張のた
めに無害なガスが発生するときの副産物です。この
粉末が、皮膚、目、鼻、のどなどを刺激することがあり
ます。皮膚や目に刺激を感じたら、冷水で洗い流して
ください。鼻やのどがひりひりするときは、空気が新鮮
な場所に移動してください。それでも刺激を感じるよう
であれば、医師の診察を受けてください。粉末が衣服
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に付着した場合は、衣服の表示に従ってクリーニング
してください。

エアバッグが作動した後は、その車を運転しないようにし
てください。次に衝突に巻き込まれた際に、エアバッグが
機能を果たしません。

警告!

一度作動したエアバッグおよびシートベルト・プリテン
ショナは、次の衝突時には作動しません。直ちにエア
バッグ、シートベルト・プリテンショナ、シートベルト・リト
ラクタ・アセンブリをジープ正規ディーラーで交換してく
ださい。乗員保護拘束装置コントローラの整備も受け
てください。

メモ :
● エアバッグのカバーは周囲の内装と見分けがつきま

せんが、万一のときには開いてエアバッグが展開しま
す。

● 衝突した場合には、直ちにジープ正規ディーラーに整
備を依頼してください。

高度事故時反応システム

衝突時に、車両通信ネットワークおよび電源には問題が
ない場合、衝撃の性質に応じて、乗員保護拘束装置コン
トローラ（ORC）は高度事故時反応システムを作動して次
の機能を実行するかどうかを判断します。

● エンジンへの燃料供給停止（タイプ別装備）。

● 電動モータへのバッテリ電力供給の停止（タイプ別装
備）。

● ハザード警告灯の点滅（バッテリ電力が切れるま
で）。

● 室内灯の点灯。室内灯は、バッテリ電源がなくなるま
で、または高度事故時反応システムの介入から 15
分間点灯し続けます。

● パワー・ドア・ロックの解錠。

ご使用の車両は、高度事故時反応システムに反応して
以下の他の機能のいずれかを実行するように設計され
ていることもあります。

● フューエル・フィルタ・ヒータをオフにする、HVAC ブロ
ア・モータをオフにする、HVAC サーキュレーション・ド
アを閉じる

● 以下のコンポーネントへのバッテリ電力供給を停止す
る。

○ エンジン

○ 電動モータ（タイプ別装備）

○ 電動パワー・ステアリング

○ ブレーキ・ブースタ

○ 電動パーキング・ブレーキ

○ オートマチック・トランスミッション・ギヤ・セレクタ

○ ホーン

○ フロント・ワイパ

メモ :
事故の後は、バッテリーの消耗を避けるために、必ずイ
グニッションを停止 (オフ/ロック) 位置にしてください。シ
ステムをリセットしてエンジンを始動する前に、エンジン・
ルーム内やエンジン・ルームおよび燃料タンク付近の地
面に燃料漏れがないか、車両を十分に点検してくださ
い。燃料漏れがなく、車両の電気装置（ヘッドライトなど）
に損傷がない場合は、以下の手順でシステムをリセット
してください。疑わしい場合は、ジープ正規ディーラーに
お問い合わせください。

高度事故時反応システムのリセット手順

事故発生後にシステムが有効な場合、燃料のカットオフ
に関するメッセージが表示されます。イグニッション・スイ
ッチを「AVV/START（AVV／始動）」または「MAR/ON/RUN
（MAR／オン／走行）」から「STOP/OFF/LOCK（停止／オ
フ／ロック）」に回します。システムをリセットしてエンジン
を始動する前に、エンジン・ルーム内やエンジン・ルーム
および燃料タンク付近の地面に燃料漏れがないか、車
両を十分に点検してください。

事故の種類に応じて、インストルメント・パネルにある左
右両方の方向指示器が点滅していることがあり、その後
も点滅を続けます。車両を路肩に寄せるには、システム
のリセット手順に従う必要があります。
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お客様の作業内容 車両の反応

メモ :
それぞれの手順は 2 秒以上行う必要があります

1.イグニッションを「STOP/OFF/LOCK（停止／オフ／ロック）」に回します。（方向指示器ス
イッチはニュートラル状態にしておく必要があります。）

2.イグニッションを「MAR/ON/RUN（MAR／オン／走行）」に回します。 右側の方向指示器が点滅します。

左側の方向指示器は消灯します。

3.右側の方向指示器スイッチを ON にします。 右側の方向指示器が常時点灯します。

左側の方向指示器は点滅します。

4.方向指示器をニュートラル状態にします。 右側の方向指示器が消灯します。

左側の方向指示器は点滅します。

5.左側の方向指示器スイッチを ON にします。 右側の方向指示器が点滅します。

左側の方向指示器が常時点灯します。

6.方向指示器をニュートラル状態にします。 右側の方向指示器が点滅します。

左側の方向指示器は消灯します。

7.右側の方向指示器スイッチを ON にします。 右側の方向指示器が常時点灯します。

左側の方向指示器は点滅します。

8.方向指示器をニュートラル状態にします。 右側の方向指示器が消灯します。

左側の方向指示器は点滅します。
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お客様の作業内容 車両の反応

メモ :
それぞれの手順は 2 秒以上行う必要があります

9.左側の方向指示器スイッチを ON にします。 右側の方向指示器が常時点灯します。

左側の方向指示器が常時点灯します。

10.左側の方向指示器スイッチを OFF にします。（方向指示器スイッチはニュートラル状
態にしておく必要があります。）

右側の方向指示器が消灯します。

左側の方向指示器は消灯します。

11.イグニッションを「STOP/OFF/LOCK（停止／オフ／ロック）」に回します。

12.イグニッションを「MAR/ON/RUN（MAR／オン／走行）」に回します。（一連の手順は
1 分以内に完了する必要があります。1 分を超えると、手順を最初から繰り返さなけれ
ばならなくなります。）

これでシステムがリセットされ、エンジンの始動が可能になります。

非常点滅表示灯を手動で OFF にします。

リセット手順を 60 秒以内に完了できなかった場合、方
向指示器が点滅し、正常な状態に戻すために手順を最
初から繰り返さなければならなくなります。

エアバッグ・システムのメンテナンス

警告!

● エアバッグ・システムを改造すると、万一のときに作
動しない恐れがあります。必要なときにエアバッグ・
システムが作動せず、負傷する恐れがあります。ス
テアリング・ホイール・ハブ・トリム・カバーやインスト
ルメント・パネルの助手席側上部にバッジやステッ

(続き)

警告!

カーなどを貼ったり、構成部品や配線を改造しない
でください。フロント・バンパまたは車体構造を改造
したり、アクセサリ部品のサイド・ステップまたはラ
ンニング・ボードを装着したりしないでください。

● お客様自身の手でエアバッグ・システムを修理する
ことは危険です。車の整備を依頼するときは、整備
士などにエアバッグ・システムが装備されているこ
とを必ず伝えてください。

● エアバッグ・システムの部品は改造しないでくださ
い。改造を加えると、エアバッグが誤って膨張したり

(続き)

警告!

正常に機能しなかったりすることがあります。エア
バッグ・システムの修理は正規ディーラーにご依頼
ください。トリム・カバーやクッションなど、シートの
整備（シート取り付けボルトの取り外しや緩め／締
め付けを含む）が必要な場合は、正規ディーラーに
作業をご依頼ください。使用できるシート・アクセサ
リは、メーカ認定済みのものだけです。

事象データ・レコーダ（EDR）
この車は、事象データ・レコーダ（EDR）を装備していま
す。EDR の主な目的は、衝突または衝突に近い状況（エ
アバッグの展開または道路の障害物に当たるなど）が起
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こった際、車両のシステム作動状況を把握するのに役立
つデータを記録することです。EDR は、車両のダイナミッ
クスと安全システムに関連するデータを短時間（通常、
30 秒以下）の間記録するように設計されています。この
車の EDR は、次のデータを記録するように設計されてい
ます。

● 車両の各種システムの作動状況

● 運転席または助手席シートベルトがバックルに差し込
まれていた（着用されていた）かどうか

● 運転者がアクセル・ペダルやブレーキ・ペダルをどの
程度踏み込んでいたか、またはまったく踏み込んでい
なかったかどうか

● 車両の走行速度

これらのデータにより、衝突やけがの発生時の状況がわ
かりやすくなります。

メモ :
EDR データは、重要な衝突状況が発生した場合のみ車
両で記録されます。通常の運転条件下ではデータは記
録されません。また、個人情報（氏名、性別、年齢、衝突
の場所）などは記録されません。ただし、法的機関など
の他の関係者は事故調査中に通常取得される個人識
別データと組み合わせてこの EDR データを使用する場
合があります。

EDR に記録されたデータを読み取るには、専用の装置
が必要で、車両または EDR にアクセスする必要もありま
す。車のメーカに加え、専用の装置を持っている法的機
関などの他の関係者は、車両または EDR にアクセスで
きる場合に情報を読み取ることができます。

チャイルド・シート — お子さまを安全
に乗せるために

助手席サンバイザに貼付されている警告ラベル

車内では、乳幼児も含めて全員が常にシートベルトを着
用してください。EC 指令 2003/20/EC では、すべての
EC 諸国に対し、シートの適切な使用を求めています。

身長が 1.5m に満たない 12 歳以下のお子さまは、でき
るだけリヤ・シートでシートベルトを正しく締めて乗車させ
るようにしてください。衝突事故の統計によると、お子さ
まはフロント・シートよりもリヤ・シートでチャイルド・シート
に座らせたほうが、より安全であることが確認されていま
す。

警告!

● 作動可能なエアバッグで保護されている助手席に
は、絶対に後ろ向きのチャイルド・シートを使用しな
いでください。お子様の死亡または重傷を負う原因
となります。

● お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・シートに取り
付けたチャイルド・シートに座らせてください。これ
が衝突時に最も保護される位置です。

● 助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シート
にお子さまを乗せる必要がある場合は、助手席側
フロント・エアバッグの作動を解除する必要があり
ます。チャイルド・シートを使用する場合は、エアバ
ッグ作動解除表示灯が点灯していることを必ず確
認してください。助手席をできるだけ後方に下げ、
チャイルド・シートがダッシュボードに接触しないよ
うにしてください。

● 助手席のフロント・エアバッグが展開すると、後ろ向
きのチャイルド・シートのお子さまなど、12 歳以下
のお子さまに重傷事故または死亡事故が起きる恐
れがあります。

● 衝突の際には、チャイルド・シートなどにより保護さ
れていないお子さまは、一瞬のうちに車内で放り出
された状態になってしまう恐れがあります。衝突時
にお子さまをひざの上で抱いて支えるには想像以
上の力が必要となるため、どんなに力が強い方で
も、お子さまを抱えきれません。お子さまのみなら
ず他の乗員も重傷を負ったり死亡にいたる恐れが
あります。お子さまの大きさに合った適正なチャイ
ルド・シートで保護してください。

チャイルド・シートには、幼児用からある程度大きなお子
さま用まで、様々なサイズとタイプがあります。お子さま
はできる限り後ろ向きにお乗せください。後ろ向きは、衝
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突の際にお子さまをもっとも保護します。必ずチャイル
ド・シートの取扱説明書を読んで、お子さまに適切なシー
トかどうかを確認してください。チャイルド・シートの取扱
説明書とチャイルド・シートに貼り付けられているすべて

のラベルに記載された指示事項と注意事項すべてを十
分に読んで従ってください。

欧州では、チャイルド・シートは ECE R44 基準によって
定義されています。この中でチャイルド・シートは、次の
5 つの体重グループに分類されています。

グループ 年齢 体重グループ サイズ・クラス／固定

グループ 0 9 か月までの表示 10 kg まで ISO/L1

ISO/L2

ISO/R1

グループ 0+ 2 歳までの表示 13kg まで ISO/R1

ISO/R2

ISO/R3

グループ 1 8 か月～4 歳までの表示 9～18 kg ISO/R2

ISO/R3

ISO/F2

ISO/F2X

ISO/F3

グループ 2 3～7 歳までの表示 15～25 kg —

グループ 3 6～12 歳までの表示 22～36 kg —

i-Size が装備されている場合、ECE R44 規格は ECE
R-129 規定を補足するもので、i-Size チャイルド・シート
の特性を定義しています（詳細については、「i-Size チャ
イルド・シートの使用に適した助手席」の項目を参照して
ください）。すべての拘束装置は、チャイルド・シートにし
っかりと固定され絶対に外れることがないラベル上に、

管理マークと一緒に型式認定データが記載されている
必要があります。Jeep®の車両向けに特別に設計されて
いるこれらの装置を推奨します。Lineaccessori Mopar®
では、各体重グループ向けのチャイルド・シートを用意し
ています。

警告!

非常に危険です！作動可能なエアバッグの前に後ろ
向きのチャイルド・シートを取り付けないでください。詳

(続き)
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警告!

細については、サンバイザに貼られたラベルを参照し
てください。衝突の度合いに関係なく、事故時のエア
バッグの展開により乳幼児が重傷を負ったり死亡する
恐れがあります。お子さまを乗せる場合は、必ずリヤ・
シートに取り付けたチャイルド・シートに座らせてくださ
い。これが衝突時に最も保護される位置です。

警告!

助手席に取り付けた後ろ向きのチャイルド・シートにお
子さまを乗せる必要がある場合は、「Setup（セットアッ
プ）」メニューから助手席側フロント・エアバッグとサイ
ド・バッグ（バージョン／市場に応じてタイプ別装備）の
作動を解除する必要があります。作動解除はインスト
ルメント・パネルに点灯した警告灯によって確認できま
す。助手席をできるだけ後方に下げ、チャイルド・シー
トがダッシュボードに接触しないようにしてください。

「ユニバーサル」チャイルド・シード

チャイルド・シートをこの車両に取り付ける場合は、事前
にチャイルド・シート・システム情報一覧表を参照して、
使用するチャイルド・シートの種類がシート位置に適合す
るかどうか確認してくださいð ページ 194。

● 以下のセクションの図は、ユニバーサル・チャイルド・
シートの各タイプの例です。一般的な取り付け方法が
示されています。チャイルド・シートを取り付ける際
は、このタイプのシートに添付されているメーカの説
明書に必ず従ってください。

● ISOFIX アンカ付きのチャイルド・シートは、車両のシー
トベルトを使用せずに、車両に取り付けることができ
ます。

グループ 0 および 0+

図 A

安全に関する専門家は、できるだけお子さまを車両内で
後ろ向きに座らせることを推奨しています。体重が 13kg
未満の幼児は、図 A に示すチャイルド・シートのような後
ろ向きシートに座らせる必要があります。このタイプのチ
ャイルド・シートは、幼児の頭部をサポートし、急な減速
や衝突時に首にストレスがかかりません。

後ろ向きチャイルド・シートは、図 A に示すにように車両
のシートベルトで固定します。お子さまは、チャイルド・シ
ート自体のハーネスで拘束します。

警告!

● 作動可能なエアバッグの前に後ろ向きのチャイル
ド・シートを取り付けないでください。助手席のフロ
ント・エアバッグが展開すると、後ろ向きのチャイル
ド・シートに座っているお子さまを含む、12 歳以下
のお子さまが重傷を負ったり、死亡したりするおそ
れがあります。

(続き)

警告!

● フロント・シートで後ろ向きのチャイルド・シートを使
用する場合は、必ずフロント・エアバッグの作動を
解除してください。

グループ 1

図 B

体重が 9kg～18kg のお子さまは、図 B に示すようなグ
ループ 1 の前向きシートに乗せることができます。このタ
イプのチャイルド・シートは、グループ 0 または 0+のチャ
イルド・シートが小さすぎる大きなお子さま向けです。
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グループ 2

図 C

体重が 15kg～25kg で、グループ 1 のチャイルド・シー
トを使用するには大きすぎるお子さまは、グループ 2 の
チャイルド・シートを使用することができます。

図 C に示すよう、グループ 2 のチャイルド・シートを使用
することにより、ショルダ・ベルトがお子さまの首ではなく
胸にかかり、ラップ・ベルトが腹部ではなく骨盤に密着す
るようにシートベルトを装着できます。

グループ 3

図 D

体重が 22kg～36kg で、大人用ショルダ・ベルトを無理
なく着用できるだけの身長があるお子さまは、グループ
3 のチャイルド・シートを使用することができます。グルー
プ 3 のチャイルド・シートでは、お子さまの骨盤の位置に
ラップ・ベルトを使用します。お子さまの身長は、ショル
ダ・ベルトが首ではなく、胸部にかかるだけの高さが必
要です。

図 D は、グループ 3 チャイルド・シートのリヤ・シートで
の正しい使用例を示しています。

警告!

● チャイルド・シートは、正しく取り付けないと機能しま
せん。衝突の際にチャイルド・シートが外れ、お子さ
まが重傷を負ったり、死亡にいたる恐れがありま
す。チャイルド・シートの取り付けは、必ずチャイル
ド・シート・メーカの指示に従ってください。

(続き)

警告!

● 車両にチャイルド・シートを取り付けたら、車両のシ
ートを前後に移動させないでください。これにより、
チャイルド・シートの取り付け部が緩むことがありま
す。車両シートの位置を調整する場合は、チャイル
ド・シートを外してから行ってください。車両シートの
位置を調整してから、チャイルド・シートを取り付け
てください。

● チャイルド・シートをご使用にならない場合は、シー
トベルトまたは ISOFIX アンカで確実に固定するか、
または車から降ろしてください。固定していない状
態で車内にそのままにしないでください。急停止ま
たは事故の際に、シート・バックや乗員にぶつか
り、乗員がけがをする恐れがあります。

大きなお子さまのシートベルトの使用

身長が 1.5m 以上あるお子さまは、チャイルド・シートで
はなくシートベルトを着用することができます。

以下の簡単な 5 段階のテストを使用して、お子さまがシ
ートベルトを適切に使用できるか、またはシートベルトを
正しく装着するにはまだグループ 2 または 3 のチャイル
ド・シートを使用する必要があるかご判断ください。

1. お子さまは、車のシート・バックに対していっぱいま
で奥に座れますか？

2. お子さまの膝は、奥いっぱいに座ったままで車のシ
ート前部を越えて無理なく曲がりますか？

3. ショルダ・ベルトは、お子さまの首と腕の間で肩を横
切りますか？

4. ベルトのラップ部分はなるべく低い位置にあって、
お子さまの腹部ではなく大腿部に触れています
か？

安全について 191

6



5. お子さまは、全行程中このような状態で座っていら
れますか？

これらの質問に対する回答に「いいえ」がある場合、お
子さまはまだこの車ではグループ 2 または 3 のチャイル
ド・シートを使用する必要があります。お子さまが 3 点式
シートベルトを使用している場合、ときどきベルトの状態
を点検し、シートベルト・バックルが固定されていることを
確認して下さい。お子さまが動いたりかがんだりするとベ
ルトの位置がずれます。ショルダ・ベルトがお子さまの顔
や首にあたる場合は、お子さまを車の中央寄りに座らせ
るようにしてください。または、ブースタ・シートを使用して
お子さまが正しくシートベルトを着用できるようにしてくだ
さい。

警告!

ショルダ・ベルトをお子さまの脇の下に通したり、背中
の後ろに回したりすることは絶対に避けてください。衝
突の際、ショルダ・ベルトはお子さまを適切に守ること
ができず、重傷を負うまたは死亡する場合がありま
す。お子様は必ず 3 点式シートベルトの肩と腰の部分
を正しく装着しなければなりません。

ISOFIX チャイルド・シート

図 E

車両には ISOFIX というチャイルド・シート・アンカ機構が
装備されています。このシステムにより、ISOFIX を備えた
チャイルド・シートを車両のシートベルトを使用せずに取
り付けることができます。ISOFIX システムには、シート・ク
ッションの奥、シート・バックと接する位置にある 2 つの
ロア・アンカとシート位置の後ろにある 1 つのトップ・テザ
ー・アンカが備わっています。

体重グループ 1 のユニバーサル ISOFIX チャイルド・シ
ートの例が図 E に示されています。他の体重グループ
用の ISOFIX チャイルド・シートもご利用頂けます。

ISOFIX アンカの配置

ロア・アンカは丸いバーで、シート・バックとシート・クッシ
ョン後部の境目にあり、シート・クッションのアンカ記号の
上にあります。チャイルド・シートを取り付けるためにリ
ヤ・シートを見ると、すぐに目に入ります。シート・バックと
シート・クッション間のすき間に指を差し込むと、すぐに見
つかります。

2 列目ロア・アンカ位置

2 列目テザー・アンカの配置

各リヤ・シートの後ろにはテザー・ストラップ・
アンカがあり、背もたれに位置しています。

ISOFIX チャイルド・シートには、両側に堅い
バーが付いています。それぞれ、ロア・アン

カに取り付けるコネクタが付いており、アンカへの取り付
け具合を締めることができます。前向きチャイルド・シー
トおよび一部の後ろ向きのチャイルド・シートには、テザ
ー・ストラップが備えられている場合もあります。テザー・
ストラップには、端部にトップ・テザー・アンカに取り付け
るフックが付いており、アンカへの取り付け後にストラッ
プを締めることができます。
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2 列目テザー・アンカ位置

センタ・シートの ISOFIX

警告!

● センタ位置には、ISOFIX システムを使用してチャイ
ルド・シートを取り付けないでください。どのタイプの
ISOFIX チャイルド・シートについても、この位置への
取り付けは認められていません。

● センタ・テザー・アンカのみを使用して ISOFIX チャイ
ルド・シート・システムを取り付けないでください。セ
ンタ・シート位置にチャイルド・シートを取り付けるに
は、シートベルトを使用してください。

● 複数のチャイルド・シートの取り付けに同一のロア・
アンカを使用しないでください。一般的な取扱説明
書はð ページ 193 を参照ください。

ISOFIX チャイルド・シートの取り付け

チャイルド・シートを取り付ける際には、必ずチャイルド・
シート・メーカの指示に従ってください。すべてのチャイル

ド・シートが上述のように取り付けられるわけではありま
せん。

ユニバーサル ISOFIX チャイルド・シートを使用する場
合、ECE R44 基準（リリース R44/03 またはそれ以上）
「Universal ISOFIX（ユニバーサル ISOFIX）」と印されてい
る、認定チャイルド・シートのみをご使用いただけます。

1. 車両のアンカにコネクタを簡単に付けられるように、
チャイルド・シートのロア・コネクタとテザー・ストラッ
プのアジャスタを緩めます。

2. チャイルド・シートをそのシート位置のロア・アンカの
間に置きます。2 列目シートがリクライニングできる
場合は、収まりを良くするためにシートをリクライニ
ングさせたり、ヘッド・レスト（調節可能な場合）を上
げたりしてもかまいません。リヤ・シートを車内で前
後に動かせる場合、最後方に動かしてチャイルド・
シートのための空間を作ることができます。また、フ
ロント・シートを前方に動かして、チャイルド・シート
のための空間を広げることもできます。

3. チャイルド・シートのコネクタを、選択したシート位置
のロア・アンカに取り付けます。

4. チャイルド・シートにテザー・ストラップが付いている
場合は、それをトップ・テザー・アンカに接続します。
テザー・アンカーの取り付け方法については、 ð
ページ 193 を参照してください。

5. チャイルド・シートをシートの後方および下方へ押し
ながら、ストラップをすべて締め付けます。チャイル
ド・シート・メーカの指示に従い、ストラップのたるみ
を取り除きます。

6. ベルトを取りまわしているところでチャイルド・シート
を前後に引っ張って、チャイルド・シートがしっかりと
取り付けられているかテストします。いずれの方向
にも、25mm を超えて動いてはいけません。

警告!

● チャイルド・シートは ISOFIX アンカへ正しく取り付け
ないと、機能しません。お子さまが重傷を負ったり、
死亡にいたる恐れがあります。チャイルド・シートの
取り付けは、必ずチャイルド・シート・メーカの指示
に従ってください。

● チャイルド・シート・アンカは、正しく取り付けられた
チャイルド・シートの荷重のみを支えるよう設計され
ています。大人用シートベルトやハーネスに使用し
たり、車両に他の部品や装置を取り付ける目的で
は絶対に使用しないでください。

● チャイルド・シートは、車両が停止しているときに取
り付けてください。ISOFIX チャイルド・シートがブラケ
ットに正しく固定されると、カチッという音がします。

トップ・テザー・アンカによるチャイルド・シ
ートの取り付け

1. チャイルド・シートを取り付けようとしているシート位
置の背面を見て、テザー・アンカを見つけます。シ
ートが移動可能な場合、シートを前に移動させて、
テザー・アンカに手が届きやすいようにシートを前に
移動させる必要がある場合があります。そのシート
位置にトップ・テザー・アンカがない場合、車の別の
位置が利用可能ならば、チャイルド・シートをその位
置に移動します。

2. テザー・ストラップを、アンカとチャイルド・シートの間
の最短距離を通して取り回します。後席に調整機
能付きヘッド・レストが装備された車両の場合、ヘッ
ド・レストを持ち上げ、可能な場合は、テザー・ストラ
ップをヘッド・レストの下、および 2 本の支柱の間に
通します。それができない場合、ヘッド・レストを下
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げ、テザー・ストラップをヘッド・レストのドア側に通し
ます。

3. 図に示すように、チャイルド・シートのテザー・ストラ
ップ・フックをトップ・テザー・アンカに取り付けます。

4. チャイルド・シート・メーカの指示に従い、テザー・ス
トラップのたるみを取り除きます。

2 列目テザー・アンカ

警告!

● テザー・ストラップの取り付け方法を誤ると、頭部の
動きが大きくなりお子さまのけがの原因となる場合
もあります。チャイルド・シートの上部テザー・ストラ
ップを固定するには、お子さまの座席の真後ろにあ
るアンカのみに取り付けるようにしてください。

● 車両に分割リヤ・シートが装備されている場合は、
ストラップのたるみを取り除くときに、テザー・ストラ
ップが背もたれの間に入り込まないように注意して
ください。

シート位置ごとのチャイルド・シート使用法

この表には、特にチャイルド・シート・メーカを対象とした技術情報が記載されているため、各国言語に翻訳する必要はありません。

H6 7 人乗り、60/40 2 列目ベンチ・シート装備

取り付け位置

シート位置番号 1. 2 3. 4 5. 6 7.

前向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（○適／×不適） × × ○ × ○ × ×

後ろ向き汎用ベルト取り付けに適したシート位置（○適／×不適） × × ○ × ○ × ×
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取り付け位置

シート位置番号 1. 2 3. 4 5. 6 7.

i-Size シート位置（○適／×不適） × × ○ × ○ × ×

横方向固定具取り付けに適したシート位置（L1/L2） × × × × × × ×

後ろ向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）（R1/R2X/R2/R3） × × R2 × R2 × ×

前向き固定具取り付けに適したシート位置（最大）（F1/F2X/F2/F3） × × F2X × F2X × ×

補助チャイルド・シートに適したシート（B2/B3） × × × × × × ×

*適したシート位置を使用する際は、シートを最後方位置に調整してください。 **大きいチャイルド・シートを使用する場合は、前方のシートの位置を変更してくださ
い。

シート位置：

1.運転席

2.助手席

3.2 列目左

4.2 列目中央

5.2 列目右

6.3 列目左

7.3 列目右

チャイルド・シートを取り付ける際には、必ずチャイルド・シート・メーカの指示に従ってください。すべてのチャイルド・シートが上述のように取り付けられるわけではありません。ユ
ニバーサル ISOFIX チャイルド・シートを使用する場合、ECE R44 基準（リリース R44/03 またはそれ以上）「Universal ISOFIX（ユニバーサル ISOFIX）」と印されている、認定チャイ
ルド・シートのみをご使用いただけます。

ヘッド・レストがチャイルド・シート取り付けの邪魔になる場合は、ヘッド・レストを調節します（調節可能な場合）。
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警告!
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警告!

● 高温時には、駐車した車内にお子さまやペットを残
さないでください。車内の温度が上がり、重傷また
は死亡事故につながる恐れがあります。

● 車の内外に関係なく、カーゴ・エリアへの乗車は非
常に危険です。衝突の際にカーゴ・エリアに乗って
いると、重傷または死亡事故につながる危険性が
高くなります。

● シートとシートベルトがない場所には人を乗せない
でください。

● すべての乗員がシートベルトを正しく使用してシート
に座っていることを確認してください。

ペットを乗せる場合

ペットをフロント・シートに乗せていると、エアバッグが作
動した際にけがをする場合があります。ペットを正しく拘
束していないと、急停止や衝突などの場合に車内で投げ
出され、ペットや乗員がけがをする恐れがあります。

ペットは、ペット・ハーネスでリヤ・シート（タイプ別装備）
に拘束するか、ペット・キャリヤに入れシートベルトで固
定してください。

コネクテッド・カー

無線および有線通信のプライバシーは保証できません。
第三者が、同意なく情報および個人の通信を不正に傍
受することがありますð ページ 81。

警告!

車両システムが侵害された場合に考えられる結果を
すべて予測することは不可能です。安全関連システム
を含む車両システムに障害が発生したり、車の制御が
失われ、重傷または死亡に至る事故を引き起こす可
能性があります。

車内の安全点検

シートベルト

定期的にシートベルト・システムを点検し、切れや摩耗、
たるみなどがないか確認してください。損傷している部品
は、直ちに交換してください。システムを分解したり、改
造したりしないでください。

車両が衝突事故に遭った場合、またはシートベルトやリ
トラクタの状態に疑問がある場合は、正規ディーラーで
車両の検査を受けてください。

エアバッグ警告灯

エアバッグ警告灯は、イグニッション・スイッ
チを初めて「ON/RUN（オン／走行）」位置に
したとき、電球を点検するために 4～8 秒間
点灯します。エンジン始動時にこの警告灯が

点灯しなかったり、点灯したままの状態になったり、また
は運転中に点灯した場合は、直ちに正規ディーラーで点
検を受けてください。電球点検後、この警告灯は、エア
バッグ・システムの故障が検出された場合にチャイム 1
回とともに点灯します。故障が解消されるまで点灯した
ままになります。走行中、この警告灯が断続的に点灯ま
たは点灯し続ける場合は、直ちに正規ディーラーで車両
の整備を受けてくださいð ページ 170。

デフロスタ

デフロスタ・モードを選択し、ファンを高速に設定して作
動状態を点検します。空気がフロントウィンドウに向かっ
て流れているのが感じられます。デフロスタが作動しな
い場合、正規ディーラーで整備を受けてください。

フロア・マットに関する安全情報

必ずお使いの車に適合するよう開発されたフロア・マット
を使用してください。必ず、アクセル・ペダル、ブレーキ・
ペダル、またはクラッチ・ペダルに干渉しないフロア・マッ
トを使用してください。必ず、フロア・マットをフロア・マット
固定具を使用してしっかりと固定し、所定の位置からず
れたり、アクセル・ペダル、ブレーキ・ペダル、クラッチ・ペ
ダルに干渉したり、それ以外の形で車両の安全な操作
を妨げたりすることのないようにしてください。

警告!

フロア・マットの誤った取り付け、損傷、折り畳み、また
は積み上げ、または損傷したフロア・マット固定部によ
り、フロア・マットがアクセル・ペダル、ブレーキ・ペダ
ル、またはクラッチ・ペダルの邪魔になるおそれがあ
り、車両のコントロールが失われます。重傷または死
亡事故を防ぐため、次の事項を守ってください。

● 必ずフロア・マット・ファスナを使用して、
フロア・マットを確実に取り付けてくださ
い。フロア・マットを上下逆さまに取り付
けたり、フロア・マットを裏返しにしたりし

ないでください。軽く引っ張って、フロア・マット固定
部でマットが固定されていることを定期的に確認し
ます。

(続き)
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乗員を乗せる場合

カーゴ・エリアには決して乗員を乗せないでください。
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警告!

● 他のフロア・マットを取り付ける場合は、
必ず車両から既存のフロア・マットを取
り外してください。既存のフロア・マット
の上にフロア・マットを追加で取り付け

たり、積み上げたりしないでください。

● 車両に合うよう設計されたフロア・マットのみを取り
付けてください。正しく取り付けたり、車両に固定し
たりできないフロア・マットは取り付けないでくださ
い。フロア・マットを交換する必要がある場合、車両
の適合したメーカー、モデル、年式の FCA 認定フロ
ア・マットのみ使用してください。

● 運転席のフロア・マットは、運転席のフロア部分の
みに使用してください。邪魔になっているかどうか
確認するには、車両を正しく駐車してエンジンを切
り、アクセル・ペダル、ブレーキ・ペダル、クラッチ・
ペダル（ある場合）をいっぱいまで踏んで邪魔かど
うか確認します。フロア・マットがペダルの操作の邪
魔になっている、またはフロアに固定されていない
場合、フロア・マットを車両から取り外し、トランクに
置きます。

● 助手席のフロア・マットは、助手席のフロア部分の
みに使用してください。

● 車両が移動したときに、物が運転席のフロア部分
に落ちたり、転がったりしないことを必ず確認しま
す。物がアクセル・ペダル、ブレーキ・ペダル、また
はクラッチ・ペダルの後ろに挟まると車の制御が失
われます。

● 物（タオル、キーなど）をフロア・マットの下に置かな
いでください。こうした物によってフロア・マットの位
置が変わる可能性があり、アクセル・ペダル、ブレ

(続き)

警告!

ーキ・ペダル、またはクラッチ・ペダルの邪魔になる
場合があります。

● 車両のカーペットを取り外し、取り付け直した場合、
必ずカーペットを正しくフロアに取り付け、フロア・マ
ット固定部がカーペットに固定されていることを確認
します。各ペダルをいっぱいまで踏み込み、アクセ
ル・ペダル、ブレーキ・ペダル、またはクラッチ・ペダ
ルの邪魔になっていないか確認し、フロア・マットを
取り付け直します。

● フロア・マットの洗浄は、中性洗剤のみ使用するこ
とをお勧めします。洗浄後、フロア・マットが正しく取
り付けられ、フロア・マット固定部で車両に固定され
ていることを、マットを軽く引っ張って必ず確認しま
す。

定期的な車外の安全点検

タイヤ

タイヤのトレッド面に過度の摩耗や偏摩耗がないか点検
します。また、石、釘、ガラスなどの異物がトレッドとサイ
ドウォール（側面）に突き刺さっていないか点検します。
タイヤのトレッドに亀裂や損傷がないか点検します。タイ
ヤのサイドウォール（側面）に亀裂、損傷、ふくらみがな
いか点検します。ホイール・ナット／ボルトのトルクの締
め具合を点検します。タイヤ（スペアも含む）の冷間時の
空気圧が適切かどうか点検します。

ライト

各スイッチ類を操作しながら、誰かに車外からストップ・
ライトと外部ライトが正しく点灯していることを確認しても
らいます。インストルメント・パネルの方向指示器表示灯
とハイビーム表示灯を点検します。

ドア・ラッチ

しっかりと閉じ、ラッチがかかり、施錠されることを点検し
ます。

液漏れ

一晩駐車していた地面にガソリン、クーラント、オイルな
ど液漏れの跡がないか点検します。ガソリン蒸気が検出
された場合または燃料やブレーキ・フルードの漏れの疑
いがある場合は、直ちに修理が必要です。

排気ガス

警告!

排気ガスは、けがまたは死に至る危険性のある有毒
なガスです。排気ガスには、無色無臭の一酸化炭素
（CO）が含まれています。一酸化炭素を吸引すると、意
識を失うなど人体に有害な影響を与えます。一酸化炭
素の吸引を防ぐために、次の安全事項を遵守してくだ
さい。

● 狭いガレージや密閉された場所では、車を出入りさ
せるのに必要な時以外はエンジンをかけないでくだ
さい。

● トランク／リフトゲート／リヤ・ドアを開けて走行する
ときは、窓がすべて閉まっていて、ヒータ／エアコン
のファン・スピード調整スイッチが高速にセットされ
ていることを確認してください。内気循環モードは使
用しないでください。

● エンジンをかけたまま駐車した車内にいなければな
らない場合は、空調装置を調節して、外気を車内に
取り込みます。ファン・スピードを高速に設定してく
ださい。
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一酸化炭素が車内に侵入するのを防ぐ上で最も効果的
な方法は、エンジン排気装置を適切に点検整備すること
です。

排気装置の音が変化した場合、車内に排気ガスが入り
込んでいる場合、または車の下やリヤ側が破損している
場合、正規ディーラーの整備士によって排気装置および
隣接したボディ部に欠陥、損傷、劣化、またはアライメン
ト不良部品があるかどうかの点検を受けてください。継
ぎ目が開いていたり、接続部が緩んでいると、排気ガス
が車内に侵入する恐れがあります。また、潤滑やオイル
交換で車を持ち上げるたびに排気装置を点検してくださ
い。必要に応じて部品を交換してください。

一酸化炭素に関する警告

警告!

排気ガスに含まれる一酸化炭素（CO）は極めて有害で
す。一酸化炭素中毒を防ぐため、次の注意事項を必
ず守ってください。

● 排気ガスを吸い込まないでください。排気ガスに
は、致死性の無色無臭のガスである一酸化炭素が
含まれています。絶対にガレージなどの密閉された
場所でエンジンをかけたままにしないでください。ま
た、エンジンをかけたまま駐車した車の室内に、絶
対に長時間留まらないでください。屋外でエンジン
をかけたまましばらく車を停止させる場合は、車内
に新鮮な外気を取り入れるよう空調装置を調節し
てください。

● 適切なメンテナンスを行い、一酸化炭素に十分注
意してください。メンテナンスで車がリフトアップされ
る毎に、必ず排気装置を点検してください。異常が
あれば、直ちに修理してください。修理が完了する

(続き)

警告!

まで、すべてのドア・ウインドウを完全に開けて運転
するようにしてください。
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緊急時

非常点滅表示灯
非常点滅灯ボタンは、インストルメント・パネルの下部中
央部にあります。

メモ :
この車両には、緊急停止信号（ESS）が装備されている
場合があります ð ページ 158。

非常点滅表示灯ボタン

非常点滅表示灯を点灯するには、ボタンを押します。ボ
タンを押すと、すべての方向指示器が点滅し、接近する
周囲の車両に非常事態を知らせます。もう一度ボタンを
押すと非常点滅灯は消灯します。

非常点滅灯は緊急時の警報システムです。走行中は使
用しないでください。車両が走行不能になった場合、また
は他の車両の運転者に向けて安全上の非常警告を発
信する場合にのみ、非常点滅灯を使用してください。

助けを呼びに車を離れる場合、イグニッションが「OFF」
位置にあっても非常点滅表示灯は作動し続けます。

メモ :
非常点滅表示灯を使いすぎると、バッテリが放電がされ
ることがあります。

ジャッキ・アップとタイヤ交換

警告!

● 車道側にあるタイヤの交換は行わないでください。
ジャッキ操作やタイヤ交換は、作業中に事故に遭
わないよう、車道から十分離れた安全な場所で行
ってください。

● ジャッキで持ち上げられた車の下にいるのは危険
です。車がジャッキからすべり落ち、押し潰される恐
れがあります。ジャッキで持ち上げられた車の下に
は絶対に入らないでください。入る必要がある場合
は、リフトが設置されているガソリン・スタンドなどを
ご利用ください。

● ジャッキで持ち上げた車のエンジンは始動させない
でください。

● ジャッキはタイヤ交換専用の工具です。整備のた
めに車を持ち上げる目的では使用しないでくださ
い。ジャッキを使用して車を持ち上げる場合は、固く
平らな地面でのみ行ってください。凍結していたり、
滑りやすい場所は避けてください。

ジャッキ作業の準備

1. 車両をなるべく道路から離れた固く平らな場所に停
車させます。凍結していたり、滑りやすい場所は避
けてください。

警告!

車道側にあるタイヤの交換は行わないでくださ
い。ジャッキ操作やタイヤ交換は、作業中に事故
に遭わないよう、車道から十分離れた安全な場
所で行ってください。

2. 必要に応じて、車両後方に三角表示板を設置しま
す。

3. 非常点滅表示灯を点灯します。

4. エレクトロニック・パーキング・ブレーキを作動させま
す。

5. ギヤ・セレクタを｢P（パーキング）｣にします。

6. イグニッションを「OFF（オフ）」位置にします。
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7. ジャッキで持ち上げるタイヤの対角線上に位置する
タイヤの前後をブロックで輪留めします。たとえば、
左フロント・ホイールを交換する場合は、右リヤ・ホ
イールをブロックで輪留めします。

ブロックによるホイールの輪留め例

メモ :
車を持ち上げる時は、乗員に車から降りてもらってくださ
い。

ジャッキと工具の位置 - 5 シート車
両

シザータイプのジャッキ・アップとタイヤ交換用工具は、リ
ヤ・カーゴ・エリアにあるバッグに入っています。

ジャッキと工具の説明

1 - ジャッキ・ハンドル／ホイール・ナット・ホイール・レ
ンチ
2 - ジャッキ
3 - 緊急燃料ファネル
4 - ドライバ
5 - アライメント・ピン
6 - ホイール・レンチ・エクステンション
7 - けん引フック
8 - 輪留め（タイプ別装備）

ジャッキと工具の位置 - 7 シート車
両

パンタグラフ・ジャッキおよびタイヤ交換用の工具は、リ
ヤ・カーゴ・エリアのロード・フロアの下に収納されていま
す。

1. リフトゲートを開けます。

2. ハンドルを使用してロード・フロアを持ち上げます。

ラゲッジ・フロア・ハンドル

3. ジャッキと工具の収納部にアクセスします。

4. ジャッキと工具を取り外します。

ジャッキと工具の位置
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5. ジャッキと工具の説明については以下を参照してく
ださい。

ジャッキと工具の説明

1 - ジャッキ・ハンドル／ホイール・ナット・ホイー
ル・レンチ
2 - ジャッキ
3 - 緊急燃料ファネル
4 - ドライバ
5 - アライメント・ピン
6 - ホイール・レンチ・エクステンション
7 - けん引フック
8 - 輪留め（タイプ別装備）

スペア・ホイールの収納

車両には省スペースのスペア・ホイールが装備されてい
ます。スペア・ホイールは車両の他のホイールと同じ仕
様またはサイズではないので、緊急時にのみ使用してく
ださい。詳細については、以下を参照してください ð
ページ 242

スペア・ホイールは、車両の後部下にケーブル・ウインチ
を使用して収納されています。スペア・タイヤの取り出し
や収納には、正方形のソケット・エクステンションに接続

したジャッキ・ハンドル／ホイール・ナット・レンチを使用し
て、「スペア・タイヤ・ドライブ」ナットを回転させます。この
ナットは、カーゴ・フロア・エリアの後部にあるプラスチッ
ク・カバーの下（リフトゲート開口部内側）にあります。

スペア・ホイールの位置

注意!

ウインチ機構は、ジャッキ・レンチ・エクステンション・ツ
ールでの使用のみを想定して設計されています。エ
ア・レンチまたは電動工具を使用すると、ウインチが破
損する可能性があります。

スペア・タイヤの取り外し

車両をジャッキ・アップしようとする前に、スペア・タイヤを
取り外します。

1. 3 列目シートを平らになるまで下げます。リヤ・ロー
ド・フロアを持ち上げて、スペア・タイヤ・ウインチに
手が届くようにします。ストレージ・コンパートメント
のウインチ穴アクセス・カバーを見つけて取り外し、
ウインチ穴をむき出しにします。

ウインチ・アクセス・カバーの位置

ウィンチ・ドライブ・ナットの位置
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2. ジャッキ・ハンドル・エクステンションをウィンチ・ドラ
イブ・ナットに取り付けます。ホイール・ナット・レンチ
とエクステンションを使用して、スペア・タイヤを完全
に下げます。ウィンチが止まるまで、ハンドルを時計
回りに回し続けます。

注意!

ウインチ機構は、ジャッキ・レンチ・エクステンショ
ン・ツールでの使用のみを想定して設計されてい
ます。エア・レンチまたは電動工具を使用すると、
ウインチが破損する可能性があります。

スペア・ホイールの下降

3. 車両の下からタイヤを滑らせて出し、リヤ・フェイシ
ア／バンパの後方で回して直立させます。

スペア・ホイールの取り外し

4. 金属製のリテーナを手前に引いて解除します。

スペア・タイヤ・リテーナ

5. リテーナをスチール・エクステンション・チューブとウ
ィンチ・ケーブルの上に滑らせます。リテーナを回し
て、ホイールの穴を通して押し出します。

リテーナの解除

ジャッキ作業の手順

警告!

人身事故または物損事故を防ぐためにタイヤ交換時
の警告に従ってください。

● 車道脇からできるだけ離れた固く平らな地面に駐
車してから、車を持ち上げるようにしてください。

● 非常点滅表示灯を点灯します。

● 持ち上げる車輪の対角線上に位置する車輪をブロ
ックで輪留めします。

● トランスミッションを「P（パーキング）」に入れ、エレク
トロニック・パーキング・ブレーキを作動させてくださ
い。

● ジャッキで持ち上げた車両のエンジンは始動させな
いでください。

● ジャッキで持ち上げられた車には人がいないように
してください。

(続き)
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警告!

● ジャッキで持ち上げられた車の下に入らないように
してください。入る必要がある場合は、リフトが設置
されているガソリン・スタンドなどをご利用ください。

● ジャッキは指定された位置に設置し、本車両を持ち
上げてタイヤを交換する場合にのみ使用してくださ
い。

● 車道またはその近辺で作業を行う場合は、交通に
十分注意してください。

● スペア・タイヤは空気圧の状態にかかわらず確実
に固定されるように、バルブ・ステムを下向きにして
収納する必要があります。

● ジャッキは緊急用の工具ですので、メンテナンスの
ために使用しないでください。ジャッキ・ハンドルを
無理に回すと、ジャッキ・ハンドル・バーとジャッキ
の接続部が外れて車両を損傷する恐れがありま
す。ゆっくり、慎重に作業してください。

ジャッキ警告ラベル

1. ジャッキと必要な工具を取り外します。

2. ホイール・ボルトを覆うセンタ・キャップが付いている
アルミ・ホイールが装着されている場合は、車両を

上げる前にホイール・ナット・ホイール・レンチを使
用して慎重にセンタ・キャップを外します。

3. 車両を上げる前に、ホイール・ナット・ホイール・レン
チを使用してパンクしたタイヤのホイール・ボルトを
緩めます。ただし、取り外さないでください。ホイー
ルが地面に着いている状態で、ボルトを反時計回り
に１回転させて緩めます。

メモ :
フロントおよびリヤのジャッキ配置場所は非常に重
要です。正しいジャッキ位置については、下図を参
照してください。

リフト・ポイント

注意!

この車のジャッキ作業の手順で指定されている
位置以外にジャッキを置いて車両を持ち上げな
いでください。

4. パンクしたタイヤになるべく近いリフト・ポイントの下
にジャッキを置きます。ジャッキ・スクリュを時計回り
に回して、ジャッキ・サドルとリフト・ポイントのシル・
フランジがしっかりとはまるようにしてください。この

とき、シルの凸部の切り込み部分の内側にジャッ
キ・サドルを合わせます。

フロント側ジャッキ・アップ・ポイント

フロント側ジャッキ位置
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リヤ側ジャッキ・アップ・ポイント

リヤ側ジャッキ位置

5. 車体はパンクしたタイヤを取り外すために必要な高
さだけ持ち上げてください。

警告!

車体を必要以上に高く持ち上げると不安定にな
り、ジャッキからずり落ちるので危険です。車がジ
ャッキから滑り落ちて、近くにいる人がけがをする
恐れがあります。車体はタイヤを取り外すために
必要な高さだけ持ち上げてください。

6. ホイール・ボルトとタイヤを取り外します。

7. アライメント・ピンをホイール・ハブにねじ込み、スペ
ア・タイヤを取り付けます。

8. スペア・タイヤを取り付けます。

注意!

スペア・タイヤは、バルブ・ステムが外側にくるよ
うに取り付けてください。スペア・タイヤが正しく取
り付けられていないと、車両が損傷することがあ
ります。

スペア・タイヤの取り付け

メモ :
● センタ・キャップやホイール・カバーが装備されて

いる場合、それらはコンパクト・スペアには取り付
けないでください。

● スペア・タイヤとその使用方法、取り扱い方法な
どに関する他の警告、注意、情報については、

ð ページ 237 を参照してください。

9. ホイール・ボルトを取り付け、軽く締めます。

警告!

力を加えると車がジャッキから滑り落ちる恐れが
あるため、車体を降ろすまでホイール・ナットは完
全に締め付けないでください。この警告に従わな
いと、重傷を負う恐れがあります。

10. ジャッキ・ハンドルを反時計回りに回して車両を降ろ
します。

11. ホイール・ボルトを締め付けます。力を加えやすい
ように、ハンドルの端を持ってレンチを押し下げま
す。ホイール・ボルトを対角順に 2 回に分けて締め
付けます。トルク値が正しいかどうか不安な場合
は、正規ディーラーまたはガソリン・スタンドで、トル
ク・レンチを使用して点検してください。

12. ジャッキが自由に動くまで下げます。輪留め用のブ
ロックを取り外します。

13. 3 列目シートを後ろの最も低いリクライニング角度
にリクライニングします。ジャッキおよび工具を収納
部に戻します。
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14. 損傷したタイヤを車両のリヤ・カーゴ・エリア内のス
トレージ・ビンに置きます（これにより走行中にタイ
ヤが動かないようにします）。走行前にパーキング・
ブレーキを解除します。

損傷したタイヤの収納

警告!

タイヤまたはジャッキが固定されていないと、衝
突または急停止の際に前方へ投げ飛ばされ、乗
員がけがをする危険性があります。ジャッキ部品
およびスペア・タイヤは、必ず指定の場所に収納
してください。空気の抜けた（パンクした）タイヤ
は、すぐに修理または交換してください。

15. 40km（25 マイル）走行後に、トルク・レンチを使用し
て、ホイール・ボルトのトルクを点検し、すべてのホ
イール・ボルトがホイールに正しく装着されているこ
とを確認してください。

ジャンプ・スタート
バッテリが放電した場合には、ジャンパ・ケーブルを他の
車両のバッテリに接続するか、補助バッテリを使用して、

ジャンプ・スタートを行うことができます。ジャンプ・スター
トは正しく行わないと危険です。このセクションの手順を
遵守してください。

メモ :
補助バッテリを使用する場合は、メーカの取扱説明なら
びに注意事項を遵守してください。

警告!

バッテリが凍結している場合は、ジャンプ・スタートを
行わないでください。バッテリが破裂または爆発してけ
がをする恐れがあります。

注意!

12V を超える補助バッテリや他の補助電源を使用しな
いでください。使用した場合、バッテリ、スタータ・モー
タ、オルタネータ、または電気系統が損傷する恐れが
あります。

ジャンプ・スタートの準備

バッテリは、エンジン・ルームの前方、左ヘッドライト・アッ
センブリの後ろにあります。

バッテリのプラス（+）端子

メモ :
バッテリのプラス端子には保護キャップが付いていま
す。端子の作業をするときは、キャップを持ち上げます。

注意!

● 車両の電子システムが損傷するおそれがあるた
め、エンジンを始動するときに、急速バッテリ充電
器を使用しないでください。

● 電気系統への損傷を回避するため、ジャンプ・スタ
ートの準備を行っている間は、すべてのドアと電動
リフトゲート（タイプ別装備）が閉まっていることを確
認します。

以下の手順を参照してジャンプ・スタートの準備を行いま
す。

1. パーキング・ブレーキをかけ、オートマチック・トラン
スミッションを「P（パーキング）」位置（マニュアル・ト
ランスミッションの場合は「N（ニュートラル）」）にシフ
トして、イグニッション・スイッチを「OFF」位置にしま
す。

2. ヒータ、ラジオなど、電装品をすべて OFF にします。
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3. 他の車両のバッテリに接続してジャンプ・スタートを
行う場合は、ジャンパ・ケーブルが届く位置に救援
車両を停車してパーキング・ブレーキをかけ、必ず
イグニッション・スイッチを「LOCK」位置にします。

警告!

アースがつながって、けがを負う恐れがあるの
で、車両同士が接触しないように注意してくださ
い。

警告!

● ボンネットが開いているときは、ラジエータの冷却フ
ァンに触れないように気を付けてください。イグニッ
ション・スイッチが ON になると、直ちに始動します。
回転するファン・ブレードで、けがをする恐れがあり
ます。

● 感電の恐れのある腕時計およびブレスレットなどの
金属製装身具は外してください。重傷につながる恐
れがあります。

● バッテリには、皮膚および目に触れるとやけどの原
因となる硫酸が含まれています。また硫酸は、可燃
性および爆発性の水素ガスを発生させる恐れもあ
ります。バッテリの近くに火または火気を近づけな
いでください。

ジャンプ・スタートの手順

警告!

このジャンプ・スタート手順に従わないと、バッテリが
爆発してけがを負うか、物損事故につながる恐れがあ
ります。

注意!

この手順に従わないと、救援車両または故障車両の
充電系統を損傷する恐れがあります。

ジャンパ・ケーブルの接続

1. ジャンパ・ケーブルのプラス（+）側を、故障車両の
バッテリのプラス（+）端子に取り付けます。

2. プラス（+）のジャンパ・ケーブルのもう一方を、補助
バッテリのプラス（+）端子に接続します。

3. ジャンパ・ケーブルのマイナス（-）側を、補助バッテ
リのマイナス（-）端子に取り付けます。

4. マイナス（-）のジャンパ・ケーブルのもう一方の端部
を、エンジン・アースに正しく取り付けます。アースと
は、アクセサリ・ブラケットや大径ボルトなどエンジ
ン、フレーム、シャーシの露出した金属／未塗装の
部分のことです。アースは、バッテリーや燃料噴射
システムから離れていなければなりません。

適切なエンジン・アース（例）

警告!

放電したバッテリのマイナス（-）端子にジャンパ・
ケーブルを接続しないでください。電気火花が発
生するとバッテリが爆発してけがを負う恐れがあ
ります。

5. 救援車のエンジンを始動させ、エンジンを数分間ア
イドリングします。次にバッテリが放電した車両のエ
ンジンを始動します。

6. エンジンが始動したら、ジャンパ・ケーブルを逆の順
序で取り外します。

ジャンパ・ケーブルの取り外し

1. ジャンパ・ケーブルのマイナス（-）側を、故障車両の
エンジン・アース部から取り外します。

2. マイナス（-）ジャンパ・ケーブルの反対側を、補助バ
ッテリのマイナス（-）端子から取り外します。

3. ジャンパ・ケーブルのプラス（+）側を、補助バッテリ
のプラス（+）端子から外します。

4. プラス（+）ジャンパ・ケーブルの反対側を、救援車
両のバッテリのプラス（+）端子から外し、保護キャッ
プを再度取り付けます。

ジャンプ・スタートを頻繁に行う必要がある場合は、正規
ディーラーでバッテリおよび充電系統の点検を受けてく
ださい。

注意!

車両の電源コンセントに接続するタイプのアクセサリ
（携帯機器など）は、使用していなくてもバッテリ電源を
消耗します。エンジンがかかっていない状態で長時間

(続き)
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注意!

プラグを差し込んだままにしておくと、車のバッテリが
放電してバッテリの寿命を縮めたり、エンジン始動に
支障をきたすことがあります。

緊急時の給油 
この車両には、キャップレス・フューエル・システム用の
緊急給油ファネルが装備されています。フューエル・ファ
ネルは、リヤ・カーゴ・エリアのロード・フロアの下にあり
ます。認定ガソリン缶を使用中に給油が必要な場合、給
油ファネルをフィラ・ネック開口部に挿入してください。こ
ぼれないように注意して、ファンネルで両方のフラッパを
開けてください ð ページ 128。

給油ファネル

メモ :
ある程度の低温条件では、給油口リッドが凍りついて開
かない場合があります。こうした場合、給油口リッドを軽
く押して蓄積した氷を砕き、室内のリリース・ボタンを使
用して給油口リッドを再び解除してください。リッドをこじ
開けないでください。

緊急用ガソリン缶での給油

ほとんどのガソリン缶では、フラッパ・ドアは開きません。
緊急時にガソリン缶から給油できるように、ファネルが用
意されています。

給油については次の手順を参照してください。

1. リヤ・カーゴ・ストレージ・スペースからファネルを取
り出します ð ページ 200。

2. 給油ノズルと同じように、ファネルを給油パイプの開
口部に差し込みます。

ファネルの挿入

3. ファネルがいっぱいに差し込まれ、フラッパ・ドアが
開いた状態に保持されていることを確認します。

4. 燃料をファネル開口部に注ぎます。

注意!

ガソリンが飛び散ったり溢れたりしないように、給
油の際には燃料タンクの給油口いっぱいまでガ
ソリンを入れないでください。

5. ファネルを給油パイプから取り外し、きれいに清掃
してからスペア・タイヤ収納部に戻します。

警告!

● フューエル・リッドが開いているときやタンクに給油
しているときには、決して車内や車周辺にタバコな
どの火気を近づけないでください。

● エンジン作動中は、絶対に給油しないでください。こ
れはほとんどの国で違法であるため、この行為を
行うと、「エンジン警告灯」が点灯します。

● 車内に置かれた携帯用容器に直接燃料を給油す
ると火事の原因になり、やけどをする恐れもありま
す。給油中はガソリン容器を車外に出し、地面に置
いてください。

注意!

ディーゼル・エンジンの場合、EN 590 欧州仕様に従っ
て、自動車用のディーゼル燃料のみ使用してくださ
い。他の製品や混合燃料を使用すると、修理できる範
囲を超えてエンジンが損傷し、発生した損傷によって
保証が無効になる恐れがあります。誤って他の種類
の燃料をタンクに入れてしまった場合、エンジンを始動
させないでください。タンクから燃料を完全に抜いてく
ださい。ごく限られた時間であってもエンジンを作動さ
せてしまった場合は、燃料タンクから燃料を抜くだけで
はなく、それ以外の供給回路からも燃料を抜く必要が
あります。

エンジンがオーバーヒートし
た場合
車両がオーバーヒートしている場合は、正規ディーラー
での整備が必要です。
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車両オーバーヒートの潜在的な兆候として、次のものが
挙げられます。

● 水温計が「H（高温）」

● クーラントの強いにおい

● エンジンや排気系からの白煙

● クーラント・ボトルのクーラントに泡がある

警告!

ラジエータから出る高温のエンジン・クーラント（不凍
液）または蒸気でやけどを負う恐れがあります。ボンネ
ットの下から蒸気が見える、または音がする場合は、
ラジエータが冷えるまでボンネットを開けないでくださ
い。ラジエータやクーラント・ボトルが熱い時は、絶対
にラジエータ・キャップを開けないでください。

水温計が「H（高温）」位置に向かって動いているか、近く
にある状況が見られる場合、適切に対応することでオー
バーヒートになる可能性を低減できます。

● 高速道路走行時 — 速度を抑えてください。

● 市街地走行時  車両を停止させている間は、ブレーキ
で車両を停止させながら、シフト・レバーを「N（ニュー
トラル）」に入れてください。エンジンのアイドリング回
転数は上げないでください。

● エアコン（A/C）をオフにします。A/C システムは、エン
ジンの冷却装置を加熱させる作用があり、OFF にする
ことにより、この熱を除去できます。

● 温度コントロールをヒーター最大に、ファン・スピード・
スイッチを高速にします。これによってヒータ・コアがラ
ジエータの補助として作動し、エンジン冷却装置の熱
を取り除く手助けをします。

注意!

冷却装置が過熱した状態で運転すると、車が損傷す
ることがあります。水温計が「H」（HOT）を示している場
合は、車を路肩に寄せ、停止させてください。エア・コ
ンディショナを切り、針が通常温度範囲に下がるまで
アイドリングします。針が「H」を指したままチャイムが
鳴り続ける場合は、直ちにエンジンを止めて正規ディ
ーラーに連絡してください。

ギヤ・セレクタ・オーバーラ
イド
故障が発生し、ギヤ・セレクタを「P（パーキング）」位置か
ら動かせない場合は、以下の手順を使用して一時的に
ギヤ・セレクタを動かすことができます。

1. エンジンを停止します。

2. パーキング・ブレーキをかけます。

3. ギヤ・セレクタ後方のブーツをつかんで引き上げ、
センタ・コンソールからギヤ・セレクタ・ベゼルとブー
ツ・アッセンブリを慎重に離します。

ギヤ・セレクタ・ベゼル

4. ブレーキ・ペダルを強く踏み込んだままにします。

5. ギヤ・セレクタ・アッセンブリの右後ろ隅にあるギヤ・
セレクタ・オーバーライド・アクセス・ホールにドライ
バなど小型工具を入れて、オーバーライド・リリー
ス・レバーを下に押し続けます。

ギヤ・セレクタ・オーバーライド・アクセス・ホール

6. ギヤ・セレクタを「N（ニュートラル）」位置に動かしま
す。

7. エンジンは「N（ニュートラル）」位置で始動できます。

8. ギヤ・セレクタ・ブーツを取り付けなおします。
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スタックからの脱出
泥、砂、または雪の中で動きが取れない場合、車を前後
に揺り動かすと脱出できることがよくあります。ステアリ
ング・ホイールを左右に回して、フロント・タイヤ周辺から
障害物を取り除きます。オートマチック・トランスミッション
装備車の場合、ギヤ・セレクタのロック・ボタンを押し続け
ます。次に、アクセル・ペダルを少し踏み込みながら、「D
（ドライブ）」と「R（リバース）」（オートマチック・トランスミッ
ションの場合）の間、または 2 速ギヤと「R（リバース）」
（マニュアル・トランスミッションの場合）の間でシフトをくり
返します。

メモ :
オートマチック・トランスミッション装備車の場合、「D（ドラ
イブ）」と「R（リバース）」間のシフトは、ホイール速度が
8km/h（5mph）以下でのみ可能です。トランスミッション
が 2 秒間を超えて「N（ニュートラル）」に入っている場合
は、必ずブレーキ・ペダルを踏んで「D（ドライブ）」または
「R（リバース）」に入れなければなりません。

タイヤを空転させたり、エンジンを空吹かししないで車両
を前後に揺り動し続けることができるように、少しだけア
クセル・ペダルを踏みます。

警告!

タイヤの高速空転は危険です。過度のホイール回転
速度によって生じる力でアクスルおよびタイヤの破損
または故障が発生する恐れがあります。タイヤが破裂
し、人にけがを負わせる場合もあります。ぬかるみな
どで動かなくなった場合は、車のタイヤを 48km/h
（30mph）を超える速度で、または 30 秒以上連続して
空転させないでください。また、回転速度に関係なく、
空転しているタイヤ付近に人が近づかないようにしてく
ださい。

メモ :
車両を揺り動かす前に、必要に応じて、「ESC OFF（ESC
オフ）」ボタンを押し、エレクトロニック・スタビリティ・コント
ロール（ESC）システムを「パーシャル OFF」モードに切り
替えます ð ページ 159。車両がスタックから脱出した

ら、「ESC OFF（ESC オフ）」ボタンをもう一度押して、「ESC
ON」モードに戻します。

注意!

● エンジンの高回転やタイヤの空転は、トランスミッシ
ョンの過熱および故障の原因になる恐れがありま

(続き)

注意!

す。この前後に揺する動きを 5 回行う度に、トラン
スミッションを「N（ニュートラル）」に入れて、1 分以
上、エンジンをアイドリングさせてください。これによ
り、立ち往生した車を長時間かけて脱出させる場合
に、クラッチやトランスミッションが過熱したり、故障
したりする危険性を低減します。

● 立ち往生した車を、「D（ドライブ）」/2 速ギヤと「R（リ
バース）」を交互にシフト・チェンジしながら「揺り動
かして」スタック状態から脱出させる場合、24km/h
（15mph）以上の速度で車輪を回転させないでくだ
さい。駆動装置が破損する恐れがあります。

● エンジンの高回転やタイヤの空転は、トランスミッシ
ョンの過熱および故障につながる恐れがあります。
また、タイヤの損傷の原因にもなります。ギヤを入
れた状態で 48km/h（30mph）を超える速度でタイ
ヤを空転させないでください（トランスミッションは変
速しません）。

走行不能車両のけん引
このセクションでは、走行不能車両を一般のけん引サー
ビスを使用してけん引する手順について説明します。

けん引の条件 地面から離れている車輪 FWD モデル 4x4 モデル

4 輪すべてが地面に着いている状態でけ
ん引

なし 禁止 禁止

ホイール・リフト装置またはけん引用台車
リヤ 禁止 禁止

フロント 可能 禁止
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けん引の条件 地面から離れている車輪 FWD モデル 4x4 モデル

フラットベッド すべて 最適な方法 最適な方法

車両の損傷を防ぐには、適切なけん引またはリフト装置
を使用する必要があります。専用のけん引バーおよび
他の装置のみを装置メーカの指示に従って使用してくだ
さい。必ず安全チェーンを使用します。けん引バーまた
は他のけん引装置を、車両の主要構造部材に取り付け
ます。フェイシア／バンパや関連するブラケットには取り
付けないでください。車両のけん引に関する法令を遵守
してください。

メモ :
● 車両けん引時には、不用意にエレクトロニック・パー

キング・ブレーキが作動しないように、自動パーキン
グ・ブレーキ機能が解除されていることを必ず確認し
てください。自動パーキング・ブレーキ機能は、
「Uconnect Settings（Uconnect の設定）」のユーザー
選択機能で有効または無効にすることができます。

● バッテリが放電した車両、またはエレクトロニック・パ
ーキング・ブレーキ（EPB）が作動しているときに電気
系統全体に及ぶ不具合が発生した車両をフラットベッ
ドに載せるには、けん引用台車またはジャッキを使用
して後輪を持ち上げる必要があります。

けん引中にアクセサリ（ワイパ、デフロスタなど）の使用
が必要な場合、イグニッションは「ON/RUN（オン／走
行）」モードにしてください。

運転席ドアが開いていると（バッテリが接続され、イグニ
ッションが「ON」位置にあり、トランスミッションが「P（パー
キング）」に入っておらず、ブレーキ・ペダルが踏まれて
いない場合）、常にセーフホールド機能が作動するので
注意してください。イグニッションを「ON/RUN（オン／走
行）」モードにしてこの車両をけん引する場合、運転席ド

アを開けるたびにブレーキ・ペダルを踏み、EPB を解除
して、エレクトロニック・パーキング・ブレーキを手動で無
効にする必要があります。

車両のバッテリが放電してしまった場合、車両を動かせ
るようにオートマチック・トランスミッションを「P（パーキン
グ）」からシフトする手順について、ð ページ 209。

注意!

● けん引時は、スリング・タイプの装備を使用しない
でください。車両が損傷する恐れがあります。

● 車両をフラット・ベッド・トラックに固定する場合は、
フロントまたはリヤ・サスペンション構成部品で固定
しないでください。不適切にけん引すると、車両を損
傷する恐れがあります。

● けん引中は、エレクトロニック・パーキング・ブレー
キを解除し、解除された状態が維持されていること
を確認してください。

● フェイシア／バンパ取り付けのクランプ式けん引バ
ーはこの車に取り付けないでください。フェイシア／
バンパ・フェース・バーが損傷します。

イグニッション・キー・フォブがない
場合

イグニッションをオフ・モードにして車をけん引する場合
は、特別な注意が必要です。キー・フォブがない場合、フ
ラット・ベッド・トラックを使用する以外のけん引方法は認

められません。車両への破損を防ぐには、適切なけん引
装備を使用する必要があります。

前輪駆動車（FWD）モデル - キー・フ
ォブ付き

FCAIO では、フラットベッドを使用し、4 輪すべてを地面に
接触させないでけん引することを推奨します。

フラットベッド装置を利用できない場合は、車両は必ず前
輪を持ち上げて（けん引用台車またはホイール・リフト装
置を使用して前輪を持ち上げた状態で）けん引してくださ
い。

けん引中は、エレクトロニック・パーキング・ブレーキを解
除し、解除された状態が維持されていることを確認してく
ださい。4 輪がすべて接地していない場合は、エレクトロ
ニック・パーキング・ブレーキを解除する必要はありませ
ん。

注意!

上記の要件に反してこの車両をけん引すると、エンジ
ンやトランスミッションに重大な損傷が発生する恐れが
あります。不適切なけん引によって生じた損傷は、新
車保証の対象とはなりません。

4X4 モデル

FCAIO では、必ず 4 つの車輪すべてを持ち上げてけん
引することを推奨しています。
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けん引の正しい方法は、車両をフラットベッド・トラックに
載せるか、または車両の片方を持ち上げ、もう片方をけ
ん引用台車に載せて行います。

注意!

● 残りのホイールが接地している状態で、フロントま
たはリヤ・ホイール・リフトは使用しないでください。
けん引時にフロントまたはリヤ・ホイール・リフトを使
用すると、トランスミッションまたはトランスファ・ケー
スの内部を損傷します。

● 上記の要件に反してこの車両をけん引すると、トラ
ンスミッションやトランスファ・ケースに重大な損傷
が発生する恐れがあります。不適切なけん引によ
って生じた損傷は、新車保証の対象とはなりませ
ん。

● 車両の損傷を防ぐには、適切なけん引またはリフト
装置を使用する必要があります。専用のけん引バ
ーおよび他の装置のみを装置メーカの指示に従っ
て使用してください。

● 必ず安全チェーンを使用します。けん引バーまたは
他のけん引装置を、車両の主要構造部材に取り付
けます。フェイシア／バンパや関連するブラケットに
は取り付けないでください。

けん引フックの使用法

この車両には、走行不能車両の移動に使用できるけん
引フックが装備されています。

けん引フックを使用するときは、次の注意事項に従ってく
ださい。

けん引フック

けん引フックの使用上の注意事項

注意!

● けん引フックを車両にしっかりと固定し、車両を安
全にフラット・ベッド・トレーラに積載する必要があり
ます。車両をトレーラへ積載しているときに損傷しな
いよう、車両とフラット・ベッド・トレーラは平坦面に
置く必要があります。

● けん引フックは道路上で発生した緊急の場合にの
み使用してください。交通規則に従った適切なデバ
イス（リジッド・バーまたはロープ）を用いて、けん引
トラックによる輸送準備のため車両を操作します。

● けん引フックは、車両を道路以外または障害物の
ある場所に移動するのに使用しないでください。

● けん引フックをけん引トラックでの吊り上げ、または
高速道路でのけん引には使用しないでください。

● 立ち往生した車を脱出させる場合は、けん引フック
を使用しないでください。

(続き)

注意!

● これらのガイドラインに従わない場合、車両を損傷
する恐れがあります。

けん引フック警告ラベル

警告!

けん引フックでけん引する場合は、車両から離れてく
ださい。

● けん引フックでのけん引には、チェーンを使用しな
いでください。チェーンが切れて、重傷または死亡
事故につながる恐れがあります。

● けん引フックでのけん引には、けん引ストラップを
使用しないでください。ストラップが切れる、または
外れて、重傷または死亡事故につながる恐れがあ
ります。

● 正しいけん引フックの使用方法に従わないと、構成
部品が破損し、重傷または死亡事故につながる恐
れがあります。

● 車両がけん引されている間は、ブレーキおよびステ
アリング・パワー・アシスト・システムは機能しませ
ん。したがって、より大きな力をブレーキ・ペダルお

(続き)
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警告!

よびステアリング・ホイールに加える必要がありま
す。けん引の際には柔軟なロープは使用せず、急
激な動きは避けてください。車両をけん引している
ときは、エンジンを始動しないでください。リングを
締め付ける前に、ネジ付きハウジングをしっかり清
掃してください。車両をけん引する前に、リングがハ
ウジングに完全にネジ留めされていることを確認し
てください。

けん引フックの取り付け

フロントけん引フック

フロントけん引フックのソケットは、フロント・フェイシア／
バンパの助手席側にある小さなアクセス・カバーの裏に
あります。

けん引フックを取り付けるには、車両のキーまたは小さ
いドライバを使用してカバーを開けます。けん引フックを
ソケットにねじ込み、完全に締め付けられていることを確
認します。

けん引フックは、フロント・バンパー内部のブラケットにし
っかりと取り付けてください。けん引フックがブラケットに
しっかりと取り付けられていない場合、車両を移動させな
いでください。

フロントけん引フック・アクセス・ドア

フロントけん引フックを取り付けた状態

リヤけん引フック

リヤけん引フックのソケットは、リヤ・フェイシア／バンパ
の助手席側にある小さなアクセス・カバーの裏にありま
す。

けん引フックを取り付けるには、車両のキーまたは小さ
いドライバを使用してカバーを開けます。けん引フックを
ソケットにねじ込み、完全に締め付けられていることを確
認します。

けん引フックは、フロント・バンパー内部のブラケットにし
っかりと取り付けてください。けん引フックがブラケットに
しっかりと取り付けられていない場合、車両を移動させな
いでください。

リヤけん引フック・アクセス・ドア

リヤけん引フックの位置
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高度事故時反応システム
（EARS）
この車両には、高度事故時反応システムが搭載されて
います。

この機能は衝突時に有効になる通信ネットワークです

ðページ 185。

事象データ・レコーダ（EDR）
この車は、事象データ・レコーダ（EDR）を装備していま
す。EDR の主な目的は、衝突または衝突に近い状況（エ
アバッグの展開または道路の障害物に当たるなど）が起
こった際、車両のシステム作動状況を把握するのに役立
つデータを記録することですð ページ 187。

緊急装備 – タイプ別装備
車両のグレードによっては、次の緊急装備が備えられて
いる場合があります。

● 赤色緊急信号灯

● 三角停止表示板

赤色緊急信号灯

赤色緊急信号灯（懐中電灯タイプ）が装備されている場
合、運転席側か助手席側のドア・ポケット内にあります。
この信号灯は、昼夜を問わず後続車両への警告に使用
することができます。この信号灯は、緊急の目的でのみ
使用してください。

使用方法

1. 底部（発光部の反対側）を反時計回りに回すと、赤
色灯が点滅します。

2. さらに反時計回りに回すと、底部が外れて電池を取
り出すことができます。

3. 底部を時計回りいっぱいに回すと点滅が止まりま
す。

4. この信号灯には底部に磁石が埋め込まれており、
金属面に取り付けることができます。

注意!

● エマージェンシ・ライト・マグネットをスライドさせる
と、車体が傷つきます。

● エマージェンシ・ライトを車体に取り付けたまま車両
を運転しないでください。
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整備およびお手入れ
エンジン・ルーム

2.0L ディーゼル・エンジン

1 - エンジン・エアクリーナ、フィルタ 5 - パワー ディストリビューション・センタ（ヒューズ）
2 - ブレーキ・フルード・リザーバ・キャップ 6 - エンジン・オイル・レベル・ゲージ
3 - エンジン・オイル・フィラ 7 - エンジン・クーラント・リザーバ圧力キャップ
4 - バッテリ 8 - ウォッシャ・フルード・リザーバ・キャップ
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オイル・レベルの点検

エンジンを適切に潤滑するためには、エンジン・オイルを
適切なレベルに保つ必要があります。オイルのレベル
を、燃料補給の度など定期的な間隔で点検してくださ
い。エンジン・オイル・レベルを点検するのに最適なの
は、十分に暖機したエンジンを停止してから約 5 分後で
す。

車が水平な場所にあるときにオイルを点検すると、オイ
ル量の測定精度が増します。

レベル・ゲージには次の 4 種類があります。

● 範囲マークが網目模様。

● 範囲マークが網目模様で「SAFE（安全）」とマークされ
ている。

● 範囲マークが網目模様で、範囲の一番下に「MIN（最
低）」とマークされ、範囲の一番上に「MAX（最高）」と
マークされている。

● 範囲マークが網目模様で、範囲の「MIN（最低）」と
「MAX（最高）」の端にくぼみがマークされている。

メモ :
オイル・レベルは常にレベル・ゲージの網目模様の範囲
内を保つようにしてください。

読み取り値がレベル・ゲージ範囲マークの一番下の位
置にあるときにオイルを 1.0L（1qt）加えると、オイル・レ
ベルが範囲マークの一番上までいっぱいになります。

注意!

クランクケースへ補充が多すぎる、または少なすぎる
と、空気混入や油圧不足を招きます。これによりエン
ジンを損傷することもあります。

ウォッシャ液の補給

ウォッシャ液リザーバは、エンジン・ルーム前方にありま
す。ウォッシャ液リザーバの液量を定期的に点検してくだ
さい。リザーバにフロントウィンドウ・ウォッシャ液（ラジエ
ータ不凍液ではなく）をいっぱいまで注ぎ、システムを 2
～3 秒機能させて、残っているウォッシャ液を使い切りま
す。

ウォッシャ液リザーバを補充する際に、ウォッシャ液を布
またはタオルに少し付けてワイパ・ブレードを拭くと、ブレ
ードの性能が向上します。

寒冷時のフロントウィンドウ・ウォッシャ・システムの凍結
を防ぐには、お住まいの気候の気温範囲に適合するか、
またはそれ以上の気温範囲に対応する液または混合液
を選択してください。この規格情報は、ほとんどのウォッ
シャ液の容器に記載されています。

警告!

市販のフロントウィンドウ・ウォッシャ液は可燃性です。
点火して、やけどをする恐れがあります。ウォッシャ液
の補充または周辺での作業には特に注意してくださ
い。

メンテナンス・フリー・バッテリ

この車には、メンテナンス・フリー・バッテリが装備されて
います。水の補充や定期的なメンテナンスは必要ありま
せん。

警告!

● 液量の少ないバッテリを使用すると、修復不能なほ
どバッテリを損傷し、爆発を招くことがあります。

(続き)

警告!

● バッテリに対して、またはその近くで作業をする場
合、必ず保護メガネを着用して目を保護してくださ
い。

● バッテリには、環境にとって非常に危険な物質が含
まれています。バッテリの交換については、正規デ
ィーラーにお問い合わせください。

● バッテリ液は腐食性のある希硫酸なので、やけど
や失明の恐れがあります。バッテリ液が目、皮膚ま
たは衣服に付かないようにしてください。クランプを
取り付けるときには、バッテリの上にかがみ込まな
いでください。万一バッテリ液が目に入ったり皮膚
に付いたりしたときには、大量の水で直ちに洗い流
してください。

● バッテリから発生するガスは可燃性で爆発性があ
ります。バッテリの近くに火または火気を近づけな
いでください。12V を超える電圧の補助バッテリや
他の補助電源は使用しないでください。ケーブル・
クランプ同士が接触しないようにしてください。

● バッテリ端子、その他のバッテリ部品には鉛および
鉛の化合物が含まれます。バッテリを取り扱った後
は、手を洗ってください。

注意!

● バッテリのケーブルを交換するときは、必ずプラス・
ケーブルをプラス（+）端子に、マイナス・ケーブルを
マイナス（-）端子に取り付けてください。バッテリ・ケ
ース上にあるバッテリ・ポストには、プラス（+）およ
びマイナス（-）のマークが付けられ、識別することが
できます。ケーブル・クランプを端子にしっかりと固
定し、腐食を防いでください。

(続き)
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注意!

● バッテリを車に搭載したまま「急速充電器」を使用
する場合、充電器をバッテリに接続する前に車の
両方のバッテリ・ケーブルを切り離してください。車
両の始動に「急速充電器」を使用しないでください。

高圧洗浄

エンジン・ルームを高圧ウォッシャで洗浄することはお勧
めしません。

注意!

すべての部品および接続部を保護するように注意が
施されていますが、これらの機械による圧力による水
の侵入から完全に保護できる保証はありません。

車両のメンテナンス
正規ディーラーでは、あらゆる整備に高度な技術で対応
するために、資格を持った整備士、専用工具および装置
を用意してお待ちしております。整備に関する情報を詳
細に記載したサービス・マニュアルも用意しております。
ご自分で整備を試みられる前に、サービス・マニュアル
を参照してください。

メモ :
排気装置を故意に改造すると、保証が無効になることが
あり、また法律で罰せられることがあります。

警告!

車や車の周りでの作業は、大けがをする危険を伴い
ます。お客様ご自身での整備は、整備についての正し
い知識と適切な器具のある場合に限り行ってくださ
い。整備に自信がない場合は、資格のある整備士に
整備をご依頼ください。

エンジン・オイル

エンジン オイルの選択

エンジン・オイルの選択については、ð ページ 251。

American Petroleum Institute（API）認定
エンジン・オイル

これらのシンボルは、オイルが API に認定されているこ
とを示すものです。当社は、API 商標の付いたオイルの
みの使用を推奨いたします。

API Starburst 商標は、0W-20、0W-30、およ
び 5W-30 の各エンジン・オイルを認定しま
す。

API Donut 商標は 0W-40 および 5W-40 の
エンジン・オイルを認定します。

注意!

エンジン・オイルには、化学洗浄剤は使用しないでくだ
さい。化学洗浄剤によりエンジンを損傷する恐れがあ
ります。このような損傷は、新車限定保証の対象とは
なりません。

合成エンジン・オイル

エンジンは合成エンジン・オイルを使用するように設計さ
れています。合成 API 認定エンジン・オイルのみご使用く
ださい。

適正な API 商標と適正な SAE 粘度グレード番号の両方
がついていない合成エンジン・オイルは使用しないでくだ
さい。

エンジン・オイルの添加剤

当社は、オイル漏れ検出用の染料を除き、エンジン・オ
イルへの添加剤の注入は推奨しません。エンジン・オイ
ルは加工製品であり、補助的な添加剤によって性能が
劣化する可能性があります。

使用済みエンジン・オイルおよびオイル・
フィルタの廃棄

使用済みエンジン・オイルおよびオイル・フィルタの廃棄
には注意が必要です。使用済みオイルおよびオイル・フ
ィルタを無分別に廃棄すると環境問題につながります。
使用済みオイルおよびオイル・フィルタをお住まいの地
域で安全に廃棄する方法と場所については、お近くの正
規ディーラー、ガソリン・スタンド、または行政機関にお問
い合わせください。

エンジン・オイル・フィルタ

エンジン・オイル・フィルタは、オイル交換と同時に新しい
フィルタと交換してください。

エンジン・オイル・フィルタの選択

交換用としては、使い捨てのフルフロー型オイル・フィル
タを使用してください。交換フィルタの品質は大きく異なり
ます。Mopar®認定高品質フィルタのみをご使用くださ
い。Mopar®エンジン・オイル・フィルタが使用できない場
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合は、必ず SAE/USCAR-36 のフィルタ性能要件以上に
合致するフィルタを使用してください。

エンジン・エア・クリーナフィルタ

適切な交換間隔については、「メンテナンス・ノート」を参
照してください。

警告!

エア・インダクション・システム（エア・クリーナ、ホース
など）は、エンジンがバックファイヤを起こしたときに保
護する機能があります。修理またはメンテナンスが必
要な場合を除き、エア・インダクション・システム（エア・
クリーナ、ホースなど）は外さないでください。エア・イン
ダクション・システム（エア・クリーナ、ホースなど）を外
した状態でエンジンを始動する際は、エンジン・ルーム
の近くに人がいないことを確認してください。確認を怠
ると、大けがにつながる恐れがあります。

エンジン・エアクリーナ・フィルタの選択

交換フィルタの品質は大きく異なります。Mopar®認定高
品質フィルタのみをご使用ください。

エアコンのお手入れ

エアコンが最高の性能を発揮するために、夏季の前に
は正規ディーラーでの点検整備を受けてください。その
際には、コンデンサ・フィンの清掃および性能の点検も行
ってください。同時に、ドライブ・ベルトの張りも必ず点検
してください。

警告!

● エアコン・システムには当社が認可した冷媒および
コンプレッサ潤滑油のみを使用してください。認可さ
れていない冷媒には可燃性のものがあり、爆発し
てけがをする恐れがあります。その他の認可されて
いない冷媒やコンプレッサ潤滑油を使用すると、シ
ステムを破損して、高額の修理費が必要になる場
合があります。

● エアコン・システムには高圧の冷媒が使用されてい
ます。人身事故やシステムの損傷を防ぐため、冷
媒補充やシステムの配管を切り離す必要がある整
備は必ず資格のある整備士に依頼してください。

注意!

エアコン・システムには、化学洗浄剤は使用しないでく
ださい。化学洗浄剤によりエアコンの部品が損傷する
恐れがあります。このような損傷は、新車限定保証の
対象とはなりません。

冷媒（R-1234yf）の回収とリサイクル - タ
イプ別装備

R-1234yf エアコン冷媒は、ハイドロフルオロオレフィン
（HFO）であり、米国環境保護局が推奨する地球温暖化
係数の小さいオゾン保護物質です。当社では、回収およ
びリサイクル（再生利用）設備の整った正規ディーラーで
エアコンの整備を行うことをお勧めしています。

メモ :
当社が認可したエアコン・システム PAG コンプレッサ・オ
イルおよび冷媒のみを使用してください。

室内エア・フィルタ

正規ディーラーで整備を受けてください。

ボディ系の潤滑

シート・レール、ドア・ヒンジの開閉部およびローラ、リフト
ゲート、テールゲート、デッキ・リッド、スライディング・ド
ア、およびボンネット・ヒンジなどの部品を含め、ロック部
やボディの開閉部は、Mopar®スプレー・ホワイト・グリー
スなどのリチウムベースのグリースを使用して定期的に
潤滑する必要があります。これにより静粛性や操作性が
向上し、錆や摩耗を防ぐことができます。潤滑油を塗布
する前は、関連部品をきれいに拭いて埃やごみを取り除
き、塗布後は余分なオイルやグリースを取り除いてくださ
い。また、ボンネット・ラッチ部品には特に注意し、適切に
機能することを確認してください。他のエンジン・ルーム
の点検整備を行う場合、ボンネット・ラッチ、リリース・メカ
ニズムおよび安全装置をきれいにして潤滑する必要が
あります。

外部ロック・シリンダは、年に 2 回程度（春と秋）潤滑を
行ってください。Mopar®ロック・シリンダ・オイルなどの高
品質の潤滑油を少量ロック・シリンダに直接塗布します。

ワイパ・ブレード

研磨剤の入っていない洗剤と柔らかい布またはスポンジ
で、定期的にワイパ・ブレードのゴム製エッジとフロントウ
ィンドウおよびリヤ・ウィンドウを掃除してください。これに
よって付着した塩分や油膜などを取り除き、視界を良好
に保てます。

表面が乾いた状態のフロントウィンドウで長時間ワイパ
を作動させると、ワイパ・ブレードが劣化する恐れがあり
ます。乾いたフロントウィンドウまたはリヤ・ウィンドウか
らワイパで塩分や汚れを取り除く場合は、必ずウォッシャ
液を使用してください。
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フロントウィンドウまたはリヤ・ウィンドウの霜または氷の
除去には、ワイパ・ブレードを使用しないでください。ブレ
ードの損傷を避けるため、動かす前にワイパ・ブレードが
ガラスに凍り付いていないか確認してください。ワイパ・
ブレードのゴム部分にはエンジン・オイルやガソリンなど
の石油製品を付着させないでください。

メモ :
ワイパ・ブレードの寿命は、地理的条件や使用頻度によ
って異なります。ブレードの性能が低下すると、カタカタ
音、マーク、スジ、または拭きむらが発生します。このよ
うな状態が見られたら、ワイパ・ブレードを清掃するか、
必要に応じて交換してください。

ワイパ・ブレードの取り外し／取り付け

注意!

ワイパ・ブレードを所定の位置にしない状態で、ワイ
パ・アームをウィンドウに勢いよく戻さないでください。
ウィンドウが損傷するおそれがあります。

1. ワイパ・アームが一番上の位置になるまで、ワイ
パ・アームを持ち上げてワイパ・ブレードをガラスか
ら上げて離します。

フロントウィンドウ・ワイパ・アーム

1 - ワイパ
2 - ロッキング・タブ
3 - ワイパ・アーム

2. ワイパ・ブレードをワイパ・アームから切り離すに
は、ロッキング・タブをはね上げます。

ワイパ・ロッキング・アセンブリ

1 - ワイパ
2 - ロッキング・タブ

3. ワイパ・ブレードの下端を傾けてアームから離し、指
1 本でリリース・タブをワイパ・アームの方へ押しま
す。

ワイパの切り離し

1 - ロッキング・タブ
2 - ワイパ
3 - リリース・タブ

4. ワイパ・ブレードをワイパ・アームのベースに向かっ
てスライドさせます。
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5. ワイパ・ブレードを切り離した状態で、ワイパ・アー
ムを片手で押さえ、もう一方の手でワイパ・ブレード
をワイパ・アームから切り離して、ワイパ・ブレードを
ワイパ・アームから取り外します（ワイパ・ブレードを
ワイパ・アームのベースに向けて動かし、ワイパ・ア
ームの端部の J フックから離します）。

ワイパ・アームからのワイパの取り外し

1 - ワイパ
2 - ロッキング・タブ
3 - ワイパ・アーム・J・フック

6. ワイパ・アームをゆっくりとガラスに下げます。

フロント ワイパの取り付け

1. ワイパ・アームが一番上の位置になるまで、ワイ
パ・アームを持ち上げてガラスから離します。

2. ワイパ・ロッキング・タブを開いた状態で、ワイパ・ア
ームの先端のフックの下にワイパ・ブレードを配置
します。

3. ロッキング・タブ下のワイパ・ブレードの開口部から
アームの先端のフックにワイパ・アセンブリのレシー
バ・ブラケットを挿入します。

4. ワイパ・ブレードをワイパ・アーム上のフックにスライ
ドさせると、「カチッ」という音がして、ラッチがかかり
ます。ラッチ・リリース・タブを下げて、ロック位置に
しっかり留めて取り付けます。

5. ワイパ・ブレードをゆっくりとガラスに下げます。

排気装置

一酸化炭素が車内に侵入するのを防ぐ上で最も効果的
な方法は、エンジン排気装置を適切に点検整備すること
です。

排気装置の音の変化、車内の排気臭、または車の下部
または後部に損傷がある場合、排気装置全体および隣
接したボディ部に破損、損傷、劣化または取付不良の部
品がないかどうか、認定を受けた整備士により点検を受
けてください。継ぎ目が開いていたり、接続部が緩んで
いると、排気ガスが車内に侵入する恐れがあります。ま
た、潤滑やオイル交換で車を持ち上げるときに排気装置
の点検も依頼してください。必要に応じて部品を交換して
ください。

警告!

● 排気ガスは、けがまたは死に至る危険性のある有
毒なガスです。排気ガスには、無色無臭の一酸化
炭素（CO）が含まれています。一酸化炭素を吸引す
ると、意識を失うなど人体に有害な影響を与えま
す。一酸化炭素（CO）を吸引しないために、ð ペ
ージ 198。

● 可燃物の上に駐車すると、排気装置が熱を持ち、
火災が発生する恐れがあります。たとえば、草や葉
などが車両の排気装置に接触すると火災の原因に
なります。そのような可燃物が排気装置に接触する

(続き)

警告!

ような場所に車両を駐車したり、そのような場所で
車両を整備しないでください。

注意!

● 触媒コンバータ装備車には、無鉛レギュラー・ガソリ
ンのみを使用してください。有鉛ガソリンを使用する
と、排気装置としての触媒の効果が失われ、エンジ
ン性能が著しく低下してエンジンに重大な損傷を与
えることがあります。

● 車両を適切に走行できる状態を維持しておかない
と、触媒コンバータを損傷します。エンジンの点火
不良や、著しい性能低下などエンジン不良が起き
た場合は、直ちに車両の整備を受けてください。そ
のまま運転し続けるとコンバータがオーバーヒート
して、コンバータおよび車両に損傷を与える恐れが
あります。

● バイオディーゼル・ブレンドまたは高硫黄ディーゼ
ルを使用すると、ディーゼル微粒子フィルタ（DPF）
が詰まる可能性があります。

通常の走行状態では、触媒コンバータを整備する必要
はありません。ただし、触媒を適切に機能させ触媒の損
傷を防ぐために、適切にエンジンを調整しておくことが重
要です。

メモ :
排気装置を故意に改造すると法律で罰せられることがあ
ります。

エンジンの異常作動が著しい場合は、焦げた臭いがす
るため、触媒のオーバーヒートが深刻かつ異常な状態に
あることを察知できます。その場合は車を停止してエン
ジンを切り、冷却してください。その後、すぐに整備を受
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け、メーカの仕様に合わせたエンジン調整も行うようにし
てください。

触媒コンバータの損傷を最小限にするために、次の注
意事項を守ってください。

● トランスミッションのギヤが入っていて車両が走行中
の場合は、イグニッション・スイッチを操作しないでくだ
さい。

● 押しがけ、またはけん引によって車両を始動させない
でください。

● 診断テスト中など、イグニッション系部品の接続を外
したり、取り外しているときにエンジンをアイドリングし
ないでください。また、アイドリングが非常に不安定な
とき、または故障しているときに、アイドリングを長時
間行わないでください。

冷却装置

警告!

● ラジエータから出る高温のエンジン・クーラント（不
凍液）または蒸気でやけどを負う恐れがあります。
ボンネットの下から蒸気が見える、または音がする
場合は、ラジエータが冷えるまでボンネットを開け
ないでください。ラジエータやクーラント・ボトルが熱
い時は、絶対にラジエータ・キャップを開けないでく
ださい。

● ボンネットを開いているときは、手、工具、衣類、お
よび装身具をラジエータ冷却ファンに近づけないで
ください。ファンは自動的に起動し、エンジンが作動
中かどうかにかかわらず、いつでも起動することが
あります。

(続き)

警告!

● ラジエータ冷却ファン付近で作業するときは、ファ
ン・モータ・ハーネスを切り離すか、イグニッションを
「OFF（オフ）」位置にしてください。ファンは温度によ
って制御されており、イグニッションが「ON（オン）」
のときは、常に始動可能な状態にあります。

クーラントの点検

エンジン・クーラント（不凍液）の状態を 12 ヵ月毎（凍結
シーズンが始まる前の適切な時期）に点検してください。
エンジン・クーラントに汚れや錆が見受けられる場合、シ
ステムから抜き取って流洗し、新しいエンジン・クーラント
と入れ替えます。A/C コンデンサの前側に虫や落葉など
がたまっていないか点検し、汚れていたらコンデンサの
表面にホースで上から下へ軽く水をかけて洗い流しま
す。

冷却装置  抜き取り、洗浄、注入

メモ :
一部の車両では、クーラントを正しく補給するために特
殊工具が必要です。これらのシステムに正しく補給しな
いと、エンジン内部の重大な損傷に至る恐れがありま
す。システムにクーラントを補給する必要がある場合は、
正規ディーラーにお問い合わせください。

エンジン・クーラント（不凍液）が汚れていたり、目視でき
る沈殿物が含まれている場合は、正規ディーラーに、
OAT（Organic Additive Technology）クーラント（MS.90032
に適合）の洗浄および流洗を依頼してください。

適切な交換間隔については、「メンテナンス・ノート」を参
照してください。

クーラントの選択

当社の推奨クーラントのみを使用してくださいð ペー

ジ 251。

メモ :
● 指定された OAT（Organic Additive Technology）エンジ

ン・クーラント（不凍液）以外のクーラントを混合使用
すると、エンジンが損傷したり、腐食防止効果が下が
る場合があります。成分が異なるため、OAT エンジン・
クーラントと HOAT（Hybrid Organic Additive
Technology）エンジン・クーラントまたは何らかの「汎
用的に互換性のある」クーラントを混ぜないでくださ
い。緊急時に非 OAT エンジン・クーラントをクーリン
グ・システムに入れた場合、なるべく早く正規ディーラ
ーにクーリング・システムの排出、洗浄、新しい OAT ク
ーラント（MS.90032 に準拠）の充填を依頼する必要
があります。

● アルコールが主成分のエンジン・クーラント製品また
は真水のみを使用しないでください。防錆剤は、ラジ
エータのエンジン・クーラントに合わず、ラジエータを
詰まらせることがあるので添加しないでください。

● 本車両は、プロピレン・グリコール製のエンジン・クー
ラントを使用するように設計されていません。プロピレ
ン・グリコール製のエンジン・クーラントの使用は推奨
しません。

● 一部の車両では、クーラントを正しく補給するために
特殊工具が必要です。これらのシステムに正しく補給
しないと、エンジン内部の重大な損傷に至る恐れがあ
ります。システムにクーラントを補給する必要がある
場合は、正規ディーラーにお問い合わせください。

クーラントの補充

本車両は、メンテナンス間隔を長くする改良されたエンジ
ン・クーラント（MS.90032 に適合した OAT クーラント）を
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使用しています。このエンジン・クーラント（不凍液）は、
交換まで最長 10 年、または 240,000km（150,000 マイ
ル）の走行が可能です。メンテナンス間隔を短縮させな
いために、常に同じエンジン・クーラント（MS.90032 に
適合した OAT クーラント）を使用することが重要です。

メーカの材料規格 MS.90032 に適合した OAT（Organic
Additive Technology）エンジン・クーラントの使用に関す
る推奨事項を確認してください。エンジン・クーラントを補
充するとき

● メーカの材料規格 MS.90032 の要件に適合した
Mopar®不凍液／クーラント、10 年／240,000km
（150,000 マイル）フォーミュラ OAT（Organic Additive
Technology）の使用をお勧めします。

● メーカの材料規格 MS.90032 に適合した OAT エンジ
ン・クーラントを蒸留水で 50%以上に希釈して、エンジ
ン・クーラント溶液を作ります。気温が-37℃（-34°F）
を下回るような場合は、より濃度の高いクーラント（最
大 70%）を使用してください。正規ディーラーにお問い
合わせください。

● 水とクーラントを混合するときは、蒸留水や脱イオン
水など高純度の水のみを使用してください。品質の悪
い水を使用すると、エンジン冷却装置の腐食防止効
果が下がります。

メモ :
● 気温が著しく低い地域では、お客様の判断で凍結に

対する適切な対策を行ってください。

● 一部の車両では、クーラントを正しく補給するために
特殊工具が必要です。これらのシステムに正しく補給
しないと、エンジン内部の重大な損傷に至る恐れがあ
ります。システムに補給するクーラントが必要な場合
は、正規ディーラーにお問い合わせください。

● 異なる種類のエンジン・クーラントを混合して使用する
ことは推奨しません。システムの損傷を招く恐れがあ

ります。緊急時に HOAT および OAT クーラントを混合
した場合は、なるべく早く正規ディーラーに OAT クーラ
ント（MS.90032 に適合）の排出、洗浄、充填を依頼し
てください。

冷却装置 ラジエータ・キャップ

キャップはエンジン・クーラント（不凍液）が漏れないよう
に、またエンジン・クーラントがクーラント・エクスパンショ
ン・ボトル／リカバリ・タンク（タイプ別装備）からラジエー
タに戻るようにしっかりと締めます。

ラジエータ・キャップの密封面に異物が付着していない
か点検し、きれいな状態にしておいてください。

警告!

● 熱くなったエンジン冷却装置は開けないでください。
エンジンのオーバーヒート時は、絶対にエンジン・ク
ーラント（不凍液）を補充しないでください。オーバ
ーヒートしたエンジンを冷やすために、キャップを緩
めたり外したりしないでください。熱により冷却装置
内の圧力が高まります。やけどやけがをしないため
に、システム内が高温または高圧の間はラジエー
タ・キャップを外さないでください。

● 車両に指定されたラジエータ・キャップ以外は使用
しないでください。人身事故やエンジンの損傷につ
ながる恐れがあります。

使用済みクーラントの廃棄

使用済みのエチレン・グリコール系クーラント（不凍液）
は産業廃棄指定物です。最寄りの行政機関に問い合わ
せ、その地域の廃棄規則を確認してください。ペットやお
子さまによる誤飲を防ぐため、エチレン・グリコール系ク
ーラントを口の開いた容器に保存したり、地面にたまっ
たままにしたりせず、地面にこぼれた場合はすぐに拭き

取ってください。お子さまやペットが誤って口にした場合
は、直ちに医師の診察を受けてください。

クーラントの量

クーラント・エクスパンション・ボトルは、クーラントの量が
適量かどうか一目でわかるようになっています。エンジン
を停止して冷めた状態で、ボトル内のエンジン・クーラン
ト（不凍液）の量が「MIN（最低）」および「MAX（最高）」の
マークの間にあるようにしてください。

エンジン作動温度が正常な限り、クーラント・ボトルは 1
ヵ月に 1 度点検すれば問題ありません。

エンジン・クーラントの補充が必要な場合は、クーラント・
ボトルにクーラントを入れます。フルードを入れ過ぎない
よう注意してください。

クーリング・システムの注意

メモ :
2～3km 走行した後に停止すると、エンジン・ルーム前
面から蒸気が立ち昇ることがあります。これは通常ラジ
エータ外面に雨や雪、湿気などの水分が蓄積し、サーモ
スタットを開いたときにラジエータ内部に温度の上昇した
エンジン・クーラント（不凍液）が流入して蒸発したもの
で、異常ではありません。

エンジン・ルームの点検でラジエータまたはホースに漏
れが見られなければ、安全に走行できます。蒸気はしば
らくすると消えます。

● クーラント・エクスパンション・ボトルにクーラントを補
充し過ぎないでください。

● ラジエータとクーラント・エクスパンション・ボトル内の
クーラントの濃度を調べてください。エンジン・クーラン
トを補充する必要がある場合、エクスパンション・ボト
ル内のクーラントも凍結から防ぐ必要があります。
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● エンジン・クーラントの補充が頻繁に必要な場合、漏
れていないかどうか冷却装置の圧力を点検してくださ
い。

● エンジンにはアルミ製部品が使用されているため、
OAT クーラント（材料規格 MS.90032 に適合）と蒸留
水との混合濃度を 50%以上に保つことによって、エン
ジンを腐食から保護します。

● クーラント・エクスパンション・ボトルのオーバーフロ
ー・ホースがねじれたり、詰まっていないか点検してく
ださい。

● ラジエータの前面は清潔に保ってください。車両にエ
アコンが装備されている場合、コンデンサの前面も清
潔にしてください。

● サーモスタットを夏用もしくは冬用に変更しないでくだ
さい。交換する必要がある場合は、適切なタイプのサ
ーモスタットのみを取り付けてください。異なるタイプ
のものを使用するとエンジン冷却性能の低化、燃費
の悪化および排気ガスの増加につながる恐れがあり
ます。

ブレーキ・システム

ブレーキ・システム性能を維持するため、すべてのブレ
ーキ・システム構成部品は定期的に点検してください。
適切な交換間隔については、「メンテナンス・ノート」を参
照してください。

警告!

ブレーキをかけ続けるとブレーキの故障、さらには衝
突事故の原因になります。ブレーキ・ペダルの上に足
を置いたまま運転したり、ブレーキ・ペダルを踏み続け
て運転したりすると、ブレーキが熱を持ち、ライニング

(続き)

警告!

を過度に摩耗して、ブレーキを破損する恐れがありま
す。万一のとき、ブレーキの性能を完全に発揮させる
ことができなくなります。

ブレーキ・マスタ・シリンダ

マスタ・シリンダ内のフルードは、エンジン・ルームの整
備時に点検してください。また、ブレーキ警告灯が点灯し
た場合は、直ちに点検してください。

キャップを取り外す前に、マスタ・シリンダの上部をきれ
いに拭いてください。必要に応じて、ブレーキ・フルード・
リザーバに示されている規定レベルまでフルードを補充
します。ディスク・ブレーキの場合、フルード量はブレー
キ・パッドが摩耗するにつれて下がります。ブレーキ・フ
ルード・レベルはパッド交換時に確認してください。ただ
し、漏れによってフルードのレベルが低くなる恐れもある
ため点検が必要です。

当社の推奨するブレーキ・フルード ð ページ 251 の

みを使用してください。

警告!

● 当社の推奨するブレーキ・フルード ð ページ

251 のみを使用してください。不適切な種類のブレ
ーキ・フルードを使用すると、ブレーキ・システムに
重大な損傷が発生したり、ブレーキの性能が低下
したりすることがあります。工場出荷時に取り付け
られた油圧マスタ・シリンダ・リザーバのラベルに
も、車両に適したブレーキ・フルードの種類が記載
されています。

(続き)

警告!

● 異物や水分による汚染を防ぐために、新品のブレ
ーキ・フルードまたは密閉容器に入っているブレー
キ・フルードのみを使用してください。マスタ・シリン
ダ・リザーバのキャップは常にしっかりと閉めてくだ
さい。容器が密閉されていないと、ブレーキ・フルー
ドは空気中の水分を吸収し、沸点温度が下がりま
す。これにより、急ブレーキをかけたり、長時間ブレ
ーキをかけたときにブレーキ・フルードが沸騰して、
突然ブレーキがきかなくなることがあります。その
結果、衝突につながる恐れがあります。

● ブレーキ・フルード・リザーバにブレーキ・フルードを
入れすぎると、ブレーキ・フルードが高温のエンジン
部品の上にこぼれ落ち、ブレーキ・フルードが発火
することがあります。ブレーキ・フルードは塗装面や
ビニール面も損傷させる場合があります。ブレー
キ・フルードがこれらの面に接触しないように十分
注意してください。

● ブレーキ・フルードが石油基剤のフルードで汚染さ
れないようにしてください。ブレーキ・シール部品が
損傷すると、ブレーキが部分的または完全にきか
なくなる恐れがあります。その結果、衝突につなが
る恐れがあります。

オートマチック・トランスミッション —
タイプ別装備

特別添加剤

当社はトランスミッションにいかなる添加剤も使用しない
よう推奨しています。オートマチック・トランスミッション・フ
ルード（ATF）は加工製品であり、補助添加剤により性能
が劣化する可能性があります。したがって、トランスミッ
ション・フルードには添加剤を入れないでください。また、
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トランスミッション・シーラは、シール類に悪影響を与える
場合があるので使用しないでください。

注意!

トランスミッションには、化学洗浄剤は使用しないでく
ださい。化学洗浄剤によりトランスミッション・コンポー
ネントを損傷する恐れがあります。このような損傷は、
新車限定保証の対象とはなりません。

フルード量の点検

フルード量は工場で事前に設定されているので、通常の
操作状況では調節は不要です。フルード量の定期的な
点検は不要なため、トランスミッションにディップスティッ
クはありません。正規ディーラーは、整備用の特殊な工
具を使用して、トランスミッションのフルード量を点検でき
ます。フルードの漏れやトランスミッションの不具合に気
付いたときは直ちに、正規ディーラーでフルード量の点
検を受けてください。フルード量が適正でない状態で走
行すると、トランスミッションの重大な損傷につながる恐
れがあります。

注意!

トランスミッション・フルードが漏れた場合、すぐに正規
ディーラーへお越しください。トランスミッションに重大
な損傷が発生する恐れがあります。正規ディーラーで
は、正確にフルード量を調節する適切な工具および設
備をご用意しています。

フルードおよびフィルタの交換

通常の走行状態であれば、工場で充填されたフルードで
車両は十分に潤滑されます。

フルードおよびフィルタの定期的な交換は不要です。た
だし、フルードが（水などで）汚染したり、何らかの理由で
トランスミッションを分解した場合は、フルードおよびフィ
ルタを交換してください。

潤滑油の選択

トランスミッションの最適な性能と寿命を確保するには、
正しいトランスミッション・フルードを使用することが重要
です。当社指定のトランスミッション・フルードのみを使用
してくださいð ページ 251。トランスミッション・フルー

ドには推奨フルードを使用し、規定のレベルに維持する
ことが重要です。

メモ :
トランスミッションには、化学洗浄剤は使用しないでくださ
い。認可されている潤滑油のみをご使用ください。

注意!

当社が推奨する以外のトランスミッション・フルードを
使用すると、トランスミッション・シフトの性能の低下、
またはトルク・コンバータの振動の原因になることがあ
りますð ページ 251。

ヒューズ

一般情報

警告!

● 焼損したヒューズを交換する場合は、必ず元のヒュ
ーズと同一電流定格の適切な交換用ヒューズを使
用してください。絶対に高い定格電流の別のヒュー
ズに交換しないでください。絶対に焼損したヒュー

(続き)

警告!

ズを金属線や他の素材に置き換えないでください。
ヒューズを回路ブレーカのキャビティ内に置かない
でください。その逆も同様です。適切なヒューズを使
用しないと、重大なけが、火災、物損事故に至る恐
れがあります。

● ヒューズを交換する前に、イグニッションがオフであ
ること、および他のすべての作動がオフまたは解除
されていることを確認してください。正規ディーラー
でのヒューズ交換をお勧めします。

● 交換したヒューズが再び焼損した場合は、正規ディ
ーラーにご連絡ください。

● 安全システム（エアバッグ・システム、ブレーキ・シ
ステム）、パワー・ユニット・システム（エンジン・シス
テム、トランスミッション・システム）またはステアリン
グ・システム用の全般的な保護ヒューズが焼損した
場合は、正規ディーラーにご連絡ください。

ヒューズは電気系統に過大な電流が流れないように保
護します。

動作しない機器がある場合は、ブレード・ヒューズ内部の
ヒューズ・エレメントに破損／熔解がないか点検してくだ
さい。

また、エンジンを停止した状態で長時間電源アウトレット
を使用すると、車両バッテリが放電してしまうことがあり
ます。

注意!

エンジン・ルームを洗浄する必要がある場合は、ヒュ
ーズ・ボックスおよびフロントウィンドウ・ワイパ・モータ
に直接水をかけないように注意してください。
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ブレード・ヒューズ

1 — ヒューズ・エレメント
2 – ヒューズ・エレメントが良好な／機能しているブレ
ード・ヒューズ
3 – ヒューズ・エレメントが不良な／機能していないブ
レード・ヒューズ（ヒューズが切れている）

パワー ディストリビューション・センタ／ヒ
ューズ

パワー・ディストリビューション・センタ（PDC）は、エンジ
ン・ルームの運転席側のヘッドランプの後方にあります。
このセンタには、カートリッジ・ヒューズ、マイクロ・ヒュー
ズ、リレーおよびサーキット・ブレーカが収納されていま
す。次の表に、内部のヒューズが記載されています。

注意!

パワー・ディストリビューション・センタのカバーを取り
付ける際には、カバーの位置が正しく、しっかりとはま
っていることを確認してください。カバーがしっかりと取
り付けられていないと、パワー・ディストリビューション・
センタ内に水が浸入し、電気系統の不具合が生じる恐
れがあります。

ヒューズ・パネルとカバーの位置

キャビティー カートリッジ・ヒューズ ミニ・ヒューズ 説明

* タイプ別装備

F01 60A/黄 – グロー・プラグ

F02 – – スペア

F03 40A/緑 – PTC 供給電源 1*

F04 30A/ピンク – リヤ・デフロスタ（EBL）*

F05 – – スペア
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ ミニ・ヒューズ 説明

* タイプ別装備

F06 40A/緑 – トレーラけん引モジュール（TTM）*

F07 40A/緑 – SCR*

F08 20A/青 – SLM 供給電源 LT*

F09 30A/ピンク – AGSM/TCM/SCCM

F10 20A/青 – SLM 供給電源 RT*

F11 20A/青 – BCM 供給電源 3（Run/Start & FB リレーおよび Start/Stop & FB リレ
ー（BCM 内）)

F12 40A/緑 – BSM ポンプ

F13 40A/緑 – BSM バルブ

F14 40A/緑 – ディーゼル・フィルタ・ヒータ*

F15 – – スペア

F16 40A/緑 – スタータ・モータ・ソレノイド*

F17 40A/緑 – エアコンディショナーファン

F18 – – スペア

F19 – 2A／ヒューズ灰色 ステアリング・コラム・コントロール・モジュール（SCCM）
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ ミニ・ヒューズ 説明

* タイプ別装備

F20 – 7.5A／茶
エンジン・コントロール・モジュール（ECM）／ラジエータ・ファン・リレ
ー・コイル

F21 – – スペア

F22 – 7.5A／茶 AC コンプレッサ

F23 – – スペア

F24 – 7.5A／茶 サイド・ミラー・デフロスタ*

F25 – – スペア

F26 – 20A/黄 ランバ調節（運転席のみ）

F27 – 25A/透明色
エンジン・コントロール・モジュール（ECM） - UREA：尿素／パワートレ
イン・コントロール・モジュール（PCM） - UREA：尿素

F28 – 7.5A／茶 ブロー・バイ・ヒータ

F29A & B – – スペア

F30 – – スペア

F31 – 15A/青 ワイヤレス・チャージング・パッド／SW バンク下側 2／SW バンク下側
LT & RT
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ ミニ・ヒューズ 説明

* タイプ別装備

F32 – 15A/青

UEGO（02）センサ – 上流側および下流側／グロー・プラグ・モジュー
ル／オイル・ポンプ／マス・エアフロー・センサ／EGR クーリング・バイ
パス／スワール・アクチュエータ／SNSR UEGO DSL 上流側／ポンプ
UREA 冷却

F33 – – スペア

F34A & B – – スペア

F35 – – スペア

F36 – 10A/赤 ポート UCI2／Mod CVPM

F37 – 10A/赤 パワートレイン・コントロール・モジュール（PCM）

F38 – 10A/赤 ECM/TCM/AGSM

F39 – – スペア

F40 – – スペア

F41 – – スペア

F42 – 20A/黄 RR 荷室電源アウトレット - イグニッション電源

F43 – – RR 荷室電源アウトレット（F42 直接バッテリ電源で、20A ヒューズと置
き換え可能）

F44 – – スペア
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ ミニ・ヒューズ 説明

* タイプ別装備

F45 – – スペア

F46 – 30A/緑 ドライブトレイン・コントロール・モジュール（DTCM）AWD 電源

F47 – 30A/緑 フロント・ガラス・デフロスタ*

F48 – – スペア

F49 – 15A/青 トランスミッション・コントロール・モジュール（TCM）

F50 – 5A/黄褐色 駆動系コントロール・モジュール（DTCM）ECU 電源

F51 – 20A/黄 NOX SNSR フィード

F52 – 5A/黄褐色 オートマチック・ギヤボックス・シフタ・モジュール（AGSM）

F53 – – スペア

F54 – – スペア

F55 – – スペア

F56 – 10A/赤 PM SNSR

F57 – 20A/黄 RR 電源アウトレット（12V APO）

F58 – – スペア
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キャビティー カートリッジ・ヒューズ ミニ・ヒューズ 説明

* タイプ別装備

F59 – – スペア

F60 – – スペア

F61 – 20A/黄 フューエル・ポンプ

F62 – 5A/黄褐色 インテリジェント・バッテリ・センサ（IBS）

F63 – 15A/青 SCR

F64 – 10A/赤 MOD DCSD／ハンズ・フリー・リフトゲート／UCI + USB ポート／HRLS

F65 – 20A/黄 ホーン

F66 – 20A/黄 シガー・ライタ*

F67 – 10A/赤 エンジン・コントロール・モジュール（ECM）

車内のヒューズ

インテリア・ヒューズ・パネルはボディ・コントロール・モジ ュール（BCM）の一部で、助手席側のグローブ・ボックスの下にあります。

キャビティー ブレード・ヒューズ 説明

F31 7.5A／茶 乗員保護拘束装置コントローラ
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キャビティー ブレード・ヒューズ 説明

F33 20A/黄 助手席パワーウィンドウ

F34 20A/黄 ウインドウ・モータ、運転席

F36 20A/黄
侵入防止モジュール／サイレン、ラジオ、VSU、ヒータ／エアコン、エレクトロニック・ステ
アリング・ロック、電動格納式ミラー、セキュリティ・ゲートウェイ／一体型センタ・スタッ
ク、ELTM モジュール／クランク抑制リレー、ポート診断

F37 10A/赤 インストルメント・パネル・クラスタ、ドライブトレイン・コントロール・モジュール、アダプテ
ィブ・クルーズ、ECC（エアコンディショナー）ファン

F38 20A/黄 ドア・ロック／ロック解除、リフトゲート・リリース、フューエル・リッド・ロック解除

F42 7.5A／茶 ブレーキ・システム・モジュール／電動パワー・ステアリング

F43 20A/黄 ウォッシャ・ポンプ、フロントおよびリヤ

F47 20A/黄 リヤ左パワーウィンドウ

F48 20A/黄 リヤ右パワーウィンドウ

F49 7.5A／茶
パーク・アシスト、ブラインド・スポット、電圧安定装置、湿度センサ、エレクトロニック・ス
テアリング・ロック、温度センサ、シート・ヒータ、レイン・ライト・センサ、「Start/Stop」スイ
ッチ、ゲートウェイ・セキュリティ・モジュール、ルーム・ミラー

F50 7.5A／茶 乗員保護拘束装置コントローラ

F51 7.5A／茶
電子式ヒータ／エアコン、乗員分類、リヤ・ビュー・カメラ、ヘッドライト・レベリング、
Terrain Select、ヒーテッド・リヤ・ウィンドウ、トレーラけん引、触覚レーン
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キャビティー ブレード・ヒューズ 説明

F53 7.5A／茶
キーレス・イグニッション・ノード・モジュール、エレクトロニック・パーキング・ブレーキ、RF
ハブ、クラスタ

F94 20A/黄 ランバ調節（運転席）、電源アウトレット、DTV

リヤ・カーゴのヒューズ／リレー配電ユニ
ット  タイプ別装備

リヤ・パワー・ディストリビューション・センタは、リヤ・カー
ゴ・エリアの助手席側にあります。リヤ・パワー・ディスト
リビューション・センタにアクセスするには、リヤ・カーゴ・
ロード・フロアを持ち上げ、リヤ・パワー・ディストリビュー
ション・センタ・アクセス・ドア・パネルを見つけて取り外し
ます。

リヤ・パワー・ディストリビューション・ユニットの位置

メモ :
ヒューズはインライン・ヒューズ・ホルダに入っており、リ
ヤ・パワー・ディストリビューション・センタを交換します
（すべてのリヤ・パワー・ディストリビューション・コンポー
ネントのうちサンルーフのみ、またはパワー・インバータ・
モジュールのみ装備している場合）。

インライン・ヒューズ・ホルダ
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キャビティー ミニ・ヒューズ 説明

* タイプ別装備

F1 30A/緑 パワー インバータ

F2 30A/緑 メモリ・シート*

F3 20A/黄 サンルーフ*

F4 30A/緑 パワー・シート（助手席側）*

F5 – 未使用

F6 7.5A／茶 パワー・ランバ・サポート（パワー・シート）*

F7 15A/青 ヒーテッド・ステアリング・ホイール／ベンチレーテッド・シート*／コンフォート・シートおよ
びホイール・モジュール（CSWM）*

F8 20A/黄 シート・ヒータ*／コンフォート・シートおよびホイール・モジュール（CSWM）*

リヤ・カーゴ・ヒューズ／リレー配電ユニットのブラケットには、パワー・リフトゲート用のマキシ・ヒューズ・ホルダ と HIFI オーディオ・システム用の ATO/Uni Val ヒューズ・ホルダがあ
ります。

キャビティー マキシ・ヒューズ 説明

* タイプ別装備

F01B 30A/緑 パワー・リフトゲート*
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* タイプ別装備

キャビティー ATO/Uni-Val ヒューズ 説明

F01C 25A/透明色 HIFI オーディオ・システム*

電球（バルブ）の交換

交換用電球、名称、部品番号

電球を交換する必要がある場合は、このセクションに電
球の説明と交換部品の番号を記載しているので参考に
してください。

メモ :
LED 電球の交換については、正規ディーラーにお問い
合わせください。

車内の電球

ライト 電球の種類

室内灯／マップ・ランプ／
読書灯（OHC）

T10 W5W

サンバイザーの照明 MBL（Festoon）

リヤ車内灯 T10 W5W

カーゴ・ライト HT-168

収納ライト（グローブ・ボッ
クス）

MBL（Festoon）

車外の電球

ライト 電球の種類

ロー・ビーム・ヘッドライト LED

ハイ・ビーム・ヘッドライト LED

フロント車幅灯／デイタイ
ム・ランニング・ランプ
（DRL）

LED

フロント方向指示灯 LED

フロント・フォグ・ランプ LED

サイド・インジケータ（ド
ア・ミラー）

LED

尾灯／ブレーキ・ランプ LED

方向指示器 LED

ハイ・マウント・ストップ・ラ
ンプ

LED

車外の電球

ライト 電球の種類

ナンバー・プレート・ランプ LED

リフトゲート・ランプ（リバ
ース）

LED

リフトゲート・ランプ（尾灯） LED

車外電球の交換

車外灯は LED です。LED ランプの交換については、正
規ディーラーにご依頼ください。

車内の電球の交換

フロント車内灯

以下の手順に従って電球を交換してください。
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1. 適切な工具を使用して、フロント車内灯アセンブリを
取り外します。

フロント車内灯

2. 図に示されているように、固定クリップと電球ハウジ
ングを外します。

フロント車内灯の電球ハウジング

1 — 固定クリップ
2 — 電球ハウジング

3. 電球ハウジングから電球を引き出して、電球を交換
します。

フロント車内灯の電球ハウジング

4. 新品の電球を挿入して、正しく固定されていることを
確認します。

5. 電球ハウジングと車内灯ハウジングを組み立て直
し、正しく固定されていることを確認します。

6. フロント車内灯を取り付け、正しく固定されているこ
とを確認します。

バニティ・ミラーの照明 - タイプ別装備

以下の手順に従って電球を交換してください。

1. ミラーのカバーを持ち上げ、ミラー・ライトのカバーを
取り付けた状態でミラー・フレームを引き出します。

2. 電球を側面の端子から外し、新品の電球を挿入し
ます。交換を終えたら、電球が接触部の間に正しく
固定されていることを確認します。

バイザ

1 — バイザ・ミラー・カバー
2 — バイザ・ミラー・ライト

3. バイザ・ミラー・ライトのカバーを取り付け直し、正し
く固定されていることを確認します。

4. 最後に、バイザ・ミラー・カバーをミラーまで下しま
す。

グローブ・ボックスの収納ランプ

以下の手順に従って電球を交換してください。

1. グローブ・ボックスを開きます。
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2. ライト・アッセンブリの内側に指を入れて、電球を引
き抜いて交換します。

電球の取り外し／取り付け

3. 新品の電球を挿入して、正しく固定されていることを
確認します。

カーゴ・ライト

以下の手順に従って電球を交換してください。

1. 図に示されている方向にハンドルを下げ、車内灯を
取り外します。

グラブ・ハンドル／室内灯

2. 側面の接触部から電球を取り外します。

電球

3. 新品の電球を挿入して、接触部の間に固定されて
いることを確認します。

4. 車内灯を取り付け直します。

カーゴ室内灯

以下の手順に従って電球を交換してください。

1. 親指で軽く力を加えながら、電球ホルダを横に押し
ます。

電球ホルダ

2. 電球ホルダをハウジングから十分に離します。

電球ホルダ

3. 電球ホルダを回転させて、電球を交換します。

電球

警告!

● 電気系統の変更または修理を誤って行ったり、技
術特性を考慮せずに行ったりすると、火災の危険を
伴う故障の原因になります。

(続き)
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警告!

● ハロゲン・ランプには加圧されたガスが含まれてい
ます。ランプが破損した場合は、ガラス破片の飛び
散りに注意してください。

● ハロゲン・ランプを取り扱う際、金属部以外には触
れないでください。指で透明電球に触れると、照射
される光の照度が低下するだけでなく、ランプの寿
命に悪影響を及ぼす可能性があります。不意に触
れてしまった場合は、アルコールで湿らせた布で電
球の汚れを拭き取り、十分に乾燥させてください。

メモ :
電球の交換は正規ディーラーにご依頼いただくことをお
勧めします。

タイヤ

タイヤの安全情報

タイヤの安全情報では、以下の情報の内容を説明しま
す。タイヤのマーキング、タイヤ識別番号、タイヤの用語
と定義、タイヤ空気圧、およびタイヤ積載。

タイヤ上のマーク

タイヤ上のマーク

1 — 米国運輸省規定安全基準規格（TIN）
2 — サイズ表記
3 — 整備の説明
4 — 最大荷重
5 — 最大空気圧
6 — トレッド・ウエア、トラクション、および温度等級

タイヤ積載とタイヤ空気圧

メモ :
適正な冷間時のタイヤ空気圧は、運転席側 B ピラーま
たは運転席側ドアの後端に明示されています。

月に一度はスペア・タイヤ（タイプ別装備）も含めて各タ
イヤの空気圧を点検し、ご使用の車両の推奨空気圧ま
で空気を入れてください。

タイヤ・プラカードの配置例（ドア）

タイヤ・プラカードの配置例（B ピラー）
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タイヤと積載情報のプラカード

タイヤと積載情報のプラカード

このプラカードは次の重要な情報を説明しています。

1. 車両向けに設計されたタイヤ・サイズと冷間時のタ
イヤ空気圧。

2. 車両向けに設計されたスペア・タイヤ・サイズと冷間
時のタイヤ空気圧。

積載方法

車両のタイヤの最大荷重は、タイヤの荷重容量を超えな
いようにしてください。タイヤと積載情報のプラカードに指
定されている積載条件、タイヤ・サイズ、冷間時のタイヤ
空気圧を守っていれば、タイヤの荷重容量を超えること
はありませんð ページ 131。

メモ :
最大積載量の状態では、フロント・アクスルおよびリヤ・
アクスルの車軸定格総重量（GAWR）を超えないようにし
てください。

GAWR、車両積載量およびトレーラけん引の詳細につい
ては、 ð ページ 131 を参照ください。

タイヤ - 一般情報

Tire Pressure（タイヤ空気圧） 
車を安全かつ快適に走行させるためには、タイヤの空気
圧を適切に保つことが非常に重要です。タイヤ空気圧が
不適切だと、車の走行にかかわる次の 4 項目に影響を
及ぼします。

● 安全性

● 燃費

● トレッドの摩耗

● 乗り心地と車の安定性

安全性

警告!

● 空気圧が不適切なタイヤは危険で、衝突事故を起
こす恐れがあります。

● 空気圧が低すぎると、タイヤのたわみを増加させ、
過熱や破損の原因になります。

● 空気圧が高すぎると、タイヤの衝撃吸収能力が損
なわれます。道路上の障害物および穴は、タイヤ
の故障を招く損傷を与える場合があります。

● タイヤの空気圧が高すぎたり低すぎたりすると操作
性に影響し、また、突然パンクして車の制御ができ
なくなる恐れがあります。

● 不均衡なタイヤ空気圧は、ステアリング異常の原
因になります。車が制御できなくなる恐れがありま
す。

(続き)

警告!

● タイヤ空気圧が左右で異なると、車体が左または
右に振られる恐れがあります。

● 必ず推奨されている冷間時のタイヤ空気圧で運転
してください。

高すぎる空気圧および空気圧の不足は、車両の安定性
に影響を及ぼし、運転時の反応が鈍くなったように感じ
たり、反応が大きすぎるように感じたりする場合がありま
す。

メモ :
● タイヤ空気圧が左右で異なると、不適正な予測できな

いステアリング反応が起こることがあります。

● タイヤ空気圧が左右で異なると、車体が左または右
に振られる恐れがあります。

燃費

空気圧が低いタイヤは、タイヤの回転抵抗を増加させ、
燃費が低下します。

トレッドの摩耗

不適切な冷間時のタイヤ空気圧は、正常ではない摩耗
やトレッド寿命の短縮の原因となり、早目のタイヤ交換
が必要になります。

乗り心地と車の安定性

適切なタイヤの空気圧は、快適な乗り心地を実現しま
す。空気圧が高すぎると、きしり、および乗り心地の悪化
の原因になります。

タイヤの空気圧

冷間時の適正なタイヤ空気圧は、車両左側の B ピラー
または助手席側ドアの後端に明示されています。
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最低 1 ヵ月に 1 度：

● 高品質の小型空気圧ゲージでタイヤ空気圧を点検し
て調整します。目視だけで適切な空気圧が入ってい
るかどうかを判断しないでください。タイヤは、空気圧
が低くても、適切な空気圧があるように見えます。

● タイヤの摩耗や目視できる損傷の徴候がないかタイ
ヤを検査します。

注意!

タイヤ空気圧を点検して調節したら、必ずバルブ・ステ
ム・キャップを取り付け直してください。このキャップ
は、水分や汚れのバルブ・ステムへの混入を防ぎま
す。水分や汚れが入ると、バルブ・ステムは損傷する
ことがあります。

ラベルに明記された空気圧は、「冷間時のタイヤ空気
圧」です。冷間時のタイヤ空気圧とは、車が 3 時間以上
停車している状態のタイヤ空気圧、または 3 時間以上
が経過した後で走行した距離が 1.6km（1 マイル）未満
のタイヤの空気圧を意味します。冷間時のタイヤ空気圧
は、タイヤの側面に記載された最大空気圧を超えないよ
うにしてください。

タイヤの空気圧は温度変化の影響を受けるため、外気
温の変動が激しい場合はより頻繁に点検を行ってくださ
い。

タイヤの空気圧は、気温が 7°C（12°F）変化するごとに
約 7kPa（1PSI）変化します。特に冬にガレージ内でタイ
ヤ空気圧をチェックする際は、このことを覚えておいてく
ださい。

例: ガレージ内の温度が 20°C（68°F）で外気温が 0°C
（32°F）の場合、冷間時のタイヤ空気圧を 21kPa（3psi）
高くします。つまり、外気温との差が 7°C（12°F）ごとに
7kPa（1psi）で調整します。

タイヤ空気圧は、走行中に 13～40kPa（2～6psi）上昇
する場合があります。この空気圧の増加は正常なので
圧力を下げないでください。空気を抜くとタイヤ空気圧が
低くなりすぎます。

高速走行時のタイヤ空気圧

メーカは、制限速度内の安全速度で運転することを推奨
しています。制限速度や道路条件から高速運転が可能
で、実際に高速運転を行う場合、タイヤの空気圧を適切
に保つことが特に重要になります。高速走行を行うに
は、タイヤ空気圧を上げて、車両積載量を減らす必要が
ある場合もあります。推奨される安全走行速度、積載
量、および冷間時のタイヤ空気圧については、認定タイ
ヤ販売店または純正部品販売店に問い合わせてくださ
い。

警告!

最大積載時の高速走行は危険です。タイヤに負荷が
かかりすぎると、破損することがあります。重大な衝突
事故につながる恐れもあります。車が最大積載量まで
積荷されている場合は、120km/h（75mph）を超える
速度で長時間走行しないでください。

ラジアル・タイヤ

警告!

ラジアル・タイヤを他の種類のタイヤと混合して使用す
ると、車の操作性に悪影響を及ぼします。安定性が損
なわれ、衝突事故につながることがあります。ラジア
ル・タイヤは、常に 4 本セットで使用してください。絶対
にラジアル・タイヤをその他のタイヤと組み合わせて
使用しないでください。

タイヤの修理

タイヤが損傷した場合でも、次の基準に適合する場合は
修理できることがあります：

● パンクした状態で走行していない。

● 損傷がタイヤのトレッド部分に限定されている（サイド
ウォールの損傷は修理できません）。

● パンクが 6mm（1/4 インチ）以下である。

タイヤの修理および詳細については、認定タイヤ販売店
にお問い合わせください。

損傷したラン・フラット・タイヤ、または空気圧が減少した
ラン・フラット・タイヤは、サイズおよび整備詳細（積荷指
数および速度記号）が同じ新品のラン・フラット・タイヤと
すぐに交換する必要があります。再使用できるようには
設計されていないため、タイヤ空気圧センサは交換して
ください。

ラン・フラット・タイヤ - タイプ別装備

ラン・フラット・タイヤを使用すると、空気圧が急速に減少
した後でも、80km/h（50mph）の速度で 80km（50 マイ
ル）の距離を走行することができます。この空気圧の急
速な減少は、ラン・フラット・モードと呼ばれます。ラン・フ
ラット・モードは、タイヤ空気圧が 96kPa（14psi）以下の
場合に発生します。ラン・フラット・タイヤがラン・フラット・
モードに達すると、その運転性能が制限されるため、直
ちに交換する必要があります。ラン・フラット・タイヤは修
理できません。ラン・フラット・モード（96kPa（14psi））で
走行した後ラン・フラット・タイヤを交換する場合、TPMS
センサは再利用を目的としていないため、交換してくださ
い。

メモ :
タイヤがパンクした状態で車両を走行した場合は、その
後 TPMS センサを交換する必要があります。
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タイヤがラン・フラット・モードのときに、フル容量で積載さ
れた車両を運転したり、トレーラをけん引することはお勧
めできません。

詳細情報ð ページ 167。

タイヤの空転

ぬかるみ、砂地、雪道、凍結路で立ち往生したとき、タイ
ヤを 30 mph (48 km/h)を超える速度で、または 30 秒
以上連続して空転させないでください。

詳細情報ð ページ 210。

警告!

タイヤの高速空転は危険です。過度のホイール回転
速度によって生じる力でタイヤが破損または故障する
恐れがあります。タイヤが破裂し、人にけがを負わせ
る場合もあります。ぬかるみなどで動かなくなった場合
は、車のタイヤを 48km/h（30mph）を超える速度で
30 秒以上連続して空転させないでください。また、回
転速度に関係なく、空転しているタイヤ付近に人が近
づかないようにしてください。

トレッド・ウエア・インジケータ

トレッド・ウエア・インジケータは、純正タイヤに備えられ
ており、タイヤの交換時期を判断するのに役立ちます。

タイヤ・トレッド

1 - トレッド・ウエア・インジケータ

インジケータは、トレッド溝の底の部分に成形加工されて
おり、トレッドの深さが 1.6mm（1/16 インチ）になると、
帯状のものが表面に現れます。トレッドが摩耗してトレッ
ド・ウエア・インジケータが見えたら、タイヤを交換する必
要があります。

詳細情報 ð ページ 240。

タイヤの寿命

タイヤの寿命は以下のさまざまな要因に左右されます。

● ドライビング・スタイル。

● タイヤ空気圧 - 冷間時のタイヤ空気圧が適切でない
と、タイヤ・トレッドが不均一に摩耗する原因になりま
す。こういった、正常ではない摩耗によってトレッドの
寿命が縮まり、早目のタイヤ交換が必要になります。

● 走行距離。

● 一般に、パフォーマンス・タイヤ、V 以上の速度記号
が表記されているタイヤ、夏用タイヤのトレッド寿命は
短いです。車のメンテナンス・ノートに合わせて、これ

らのタイヤのローテーションを行うことを強くお勧めし
ます。

警告!

タイヤとスペア・タイヤは、トレッド残溝の有無に関わら
ず 6 年毎に交換してください。この警告に従わないと、
突然タイヤが損傷することがあります。車を制御でき
なくなり、重傷または死亡につながる衝突事故が発生
する恐れがあります。

メモ :
既存のタイヤの摩耗や損傷のために新品のタイヤを取
り付ける場合、ホイール・バルブ・ステムも交換する必要
があります。

取り外したタイヤは可能な限り光が当たらない涼しく乾
いた場所に保管してください。タイヤにオイルやグリー
ス、ガソリンを付着させないでください。

交換用タイヤ

新車に装着されているタイヤは、さまざまな特性のバラ
ンスが取れています。定期的に、摩耗の有無や冷間時
の適正タイヤ空気圧を点検してください。当社では、タイ
ヤの交換が必要な時は、サイズ、品質、性能が純正品と
同等のタイヤを使用することを強く推奨しています ð
ページ 240。タイヤのサイズ指定については、「タイヤと
積載情報」のラベルまたは車両識別ラベルを参照してく
ださい。タイヤの積荷指標と速度記号は、純正タイヤの
サイドウォール（側面）に表示されています。

フロント・タイヤ 2 本またはリヤ・タイヤ 2 本はペアで交
換することをお勧めします。1 本のタイヤのみを交換した
場合、車の操作に重大な影響が出る恐れがあります。ホ
イールを交換する場合は、ホイールの仕様が元のホイ
ールの仕様と一致していることを確認してください。
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タイヤの仕様や特性に関しては、認定タイヤ販売店また
は純正品取扱店にお尋ねください。同等の交換タイヤを
使用しないと、車の安全性、操作性および乗り心地に悪
影響を及ぼす恐れがあります。

警告!

● 車両に指定されている以外のタイヤ、ホイール・サ
イズ、定格荷重、または定格速度のものは使用し
ないでください。車両仕様に適合しないタイヤおよ
びホイールを組み合わせると、サスペンション寸法
および性能特性が変わり、操縦性、操作性および
制動性が変わってしまいます。これにより予期せぬ
ステアリング・ホイール操作が生じたり、ステアリン
グおよびサスペンション構成部品に応力がかかっ
たりすることがあります。車を制御できなくなり、重
傷または死亡につながる衝突事故が発生する恐れ
があります。この車には、認可された定格荷重のタ
イヤおよびホイール・サイズを必ず使用してくださ
い。

● 純正タイヤより少ない荷重指標または荷重量のタ
イヤは決して使用しないでください。荷重指標が小
さいタイヤを使用すると、タイヤに過剰な負担がか
かり損傷する恐れがあります。車を制御できなくな
り、衝突事故につながる恐れがあります。

● 車の速度に十分耐えるタイヤを装着していないと突
然タイヤが損傷し、車を制御できなくなることがあり
ます。

注意!

標準装備のタイヤを異なるサイズのタイヤに交換する
と、スピードメータやオドメータの値が不正確になる恐
れがあります。

タイヤの種類

オールシーズン・タイヤ - タイプ別装備

オールシーズン・タイヤは季節（春、夏、秋、冬）に関係な
くトラクションを与えます。トラクションのレベルは、オー
ルシーズン・タイヤの種類に応じて異なる場合がありま
す。オールシーズン・タイヤには、タイヤのサイドウォー
ルに M+S、M&S、M/S、または MS の表記があります。
オールシーズン・タイヤは、4 本をセットで使用してくださ
い。4 本セットで装着しない場合は、安全性や操作性に
悪影響を及ぼすことがあります。

夏用タイヤまたは 3 シーズン・タイヤ - タ
イプ別装備

夏用タイヤは、ウェットとドライの両方の条件でトラクショ
ンを与えますが、雪道や氷上での運転用ではありませ
ん。車両に夏用タイヤが装着されている場合、これらの
タイヤは冬季または寒冷時の走行条件のために設計さ
れていないことに注意してください。外気温が 5°C
（40°F）以下、または道路が氷や雪で覆われている場合
は、車両に冬用タイヤを装着してください。詳細について
は、正規ディーラーにお問い合わせください。

夏用タイヤのタイヤのサイドウォールには、オールシー
ズン表示や山／スノーフレーク記号表示がありません。
夏用タイヤは、4 本をセットで使用してください。4 本セッ
トで装着しない場合は、安全性や操作性に悪影響を及
ぼすことがあります。

警告!

夏用タイヤは、雪道／凍結路では使用しないでくださ
い。車を制御できなくなり、重傷を負ったり死亡にいた

(続き)

警告!

る恐れがあります。また、道路状態を考慮せずに速度
を上げ過ぎると、車を制御できなくなる恐れがありま
す。

スノー・タイヤ

地域によっては、冬季にスノー・タイヤを使用
しなければならない場合があります。スノー・
タイヤは、タイヤのサイドウォールに表示さ
れている「山／スノーフレーク」記号により識

別できます。

スノー・タイヤが必要な場合は、純正タイヤとサイズおよ
び種類が同じタイヤを使用してください。スノー・タイヤは
4 本すべてに使用してください。4 本セットで装着しない
場合は、安全性や操作性に悪影響を及ぼす恐れがあり
ます。

一般にスノー・タイヤは純正タイヤに比べて低速での走
行を想定しているので、120km/h（75mph）を超える速
度で巡航走行しないでください。120km/h（75mph）を超
える速度の場合は、推奨される安全走行速度、積載量、
および冷間時のタイヤ空気圧について、純正または認
定タイヤ販売店に問い合わせてください。

スタッド・タイヤを使用すると、氷上での性能が改善しま
すが、ウェットまたはドライ路面上でのスキッドおよびトラ
クション能力がスタッドレス・タイヤよりも劣る場合があり
ます。一部の国では、スタッド・タイヤの使用が禁止され
ているため、スタッド・タイヤを使用する前に国の法規を
確認してください。
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スペア・タイヤ - タイプ別装備

メモ :
スペア・タイヤの代わりにタイヤ・サービス・キットを備え
た車両の場合、詳細については「緊急時」の「タイヤ・サ
ービス・キット」を参照してください。

注意!

車高が下がるため、コンパクトまたはリミテッド・ユーズ
のスペア・タイヤの使用時は、決して自動洗車機を使
用しないでください。車両に損傷を与える恐れがありま
す。

純正タイヤ／ホイールと同一のスペア・タ
イヤ - タイプ別装備

車両には、車両のフロント・アクスルまたはリヤ・アクス
ルの純正タイヤと同じ外観と機能を備えたスペア・タイヤ
を装備することができます。このスペア・タイヤは、車両
のタイヤのローテーションに使用することができます。車
両にこのオプションが装備されている場合は、推奨され
るタイヤ・ローテーション・パターンについて、認定された
タイヤ販売店に問い合わせてください。

コンパクト・スペア・タイヤ - タイプ別装備

コンパクト・スペア・タイヤは、応急用にのみ使用してくだ
さい。車両にコンパクト・スペア・タイヤが装備されている
かどうかは、運転席のドア開口部にあるタイヤと積載情
報のプラカード、またはタイヤのサイドウォールにあるス
ペアタイヤの説明で確認できます。コンパクト・スペア・タ
イヤの説明は、「T」または「S」の文字で始まり、サイズ指
定が続きます。例: T145/80D18 103M。

T、S = テンポラリー・スペア・タイヤ

このスペア・タイヤのトレッド寿命は限られているため、
できるだけ早急に純正タイヤを修理（または交換）し、車
両に再取り付けしてください。

ホイールはコンパクト・スペア・タイヤ専用であるため、ホ
イール・カバーまたは従来のタイヤをコンパクト・スペア・
ホイールに取り付けないでください。いかなる場合も、車
両にコンパクト・スペア・タイヤとホイールを 2 つ以上取り
付けないでください。

警告!

コンパクトおよびコラプシブル・スペア・タイヤは、応急
用にのみ使用してください。スペア・タイヤを使用する
ときは、80km/h（50mph）を超える速度では運転しな
いでください。スペア・タイヤの寿命は限られていま
す。トレッドが摩耗してトレッド・ウエア・インジケータ
（摩耗限度表示）が見えたら、スペア・タイヤを交換す
る必要があります。スペア・タイヤに貼り付けられてい
る警告に必ず従ってください。警告に従わない場合、
スペア・タイヤが破損し、車の制御を失う恐れがありま
す。

フル・サイズ・スペア・タイヤ - タイプ別装
備

フル・サイズ・スペア・タイヤは、応急用にのみ使用してく
ださい。フロントまたはリヤ・アクスルにこのタイヤを装着
すると、標準装備のタイヤと似ているように見えるかもし
れませんが、別のものです。このスペア・タイヤの寿命は
限られています。トレッドが摩耗してトレッド・ウエア・イン
ジケータ（摩耗限度表示）が見えたら、フル・サイズ・スペ
ア・タイヤを交換する必要があります。純正タイヤとは異
なるので、できるだけ早急に純正のタイヤを交換（または
修理）し、車両に再取り付けしてください。

リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤ — タイプ
別装備

リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤは、応急用にのみ使用
してください。このタイヤは、リミテッド・ユーズ・スペア・ホ
イールにあるラベルで識別できます。このラベルには、こ
のスペア・タイヤに関する走行制限が記載されていま
す。フロントまたはリヤ・アクスルにこのタイヤを装着する
と、標準装備のタイヤと似ているように見えるかもしれま
せんが、別のものです。リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤ
を取り付けると、車の操作性に影響を与えます。純正タ
イヤとは異なるので、できるだけ早急に純正のタイヤを
交換（または修理）し、車両に再取り付けしてください。

警告!

リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤは、応急用にのみ使
用してください。リミテッド・ユーズ・スペア・タイヤを取
り付けると、車の操作性に影響を与えます。このタイヤ
を使用しているときは、リミテッド・ユーズ・スペア・ホイ
ールに記載されている速度を超える速度で運転しない
でください。運転席側の B ピラーまたは運転席ドアの
後端にあるタイヤおよび積載情報のプラカードに記載
されている冷間時のタイヤの空気圧を保つようにしま
す。できるだけ早急に純正のタイヤを交換（または修
理）し、車両に再取り付けしてください。そうしないと、
車がコントロールできなくなる恐れがあります。

スノー・トラクション装置

トラクション装置を使用するには、タイヤとボディ間に十
分なクリアランスが必要です。クリアランスが制限されて
いるため、次のスノー・トラクション装置の使用をお勧め
します。次の推奨事項に従って、車両を損傷しないよう
にしてください。
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● スノー・トラクション装置は、スノー・トラクション装置メ
ーカが推奨するように、タイヤに適したサイズを使用
する必要があります。

● タイヤ・チェーンまたはスノー・トラクション装置を使用
する場合、他のタイヤ・サイズはお勧めしません。

● 推奨タイヤ・サイズ、アクスル、スノー・トラクション装
置ついては、次の表に従ってください。

FWD

トリム・レベル
アクスル タイヤ／ホイール・サイズ

スノー・トラクション装置（タイヤ断面または
同等部からの最大突出）

Limited フロント
235/55R18

18 x 7.5J
タイヤ断面からの突出が 7mm 以下のスノ
ー・トラクション装置の使用を推奨します。

AWD

トリム・レベル
アクスル タイヤ／ホイール・サイズ

スノー・トラクション装置（タイヤ断面または
同等部からの最大突出）

Limited フロント
235/55R18

18 x 7.5J
タイヤ断面からの突出が 7mm 以下のスノ
ー・トラクション装置の使用を推奨します。

メモ :
タイヤ・チェーンなど、市販のタイヤに装着する器具は、
タイヤ・プレッシャ・モニタリング・システム（TPMS）機能の
性能に影響することがあります。

警告!

フロントとリヤに異なるサイズまたはタイプ（マッド＆ス
ノー、スノー）のタイヤを使用すると、予期せぬステアリ
ング・ホイール操作が生じることがあります。車を制御
できなくなり、衝突事故につながる恐れがあります。

注意!

車やタイヤの損傷を防ぐために、次の注意事項に従っ
てください。

● タイヤとその他のサスペンション構成部品間のトラ
クション装置のクリアランスが限られているため、必
ず状態の良いトラクション装置のみを使用してくだ
さい。破損した装置は、重大な損傷を与える原因に
なります。装置が切れたようなノイズが発生した場
合、直ちに停車してください。再使用する前に、装
置の破損した部分を取り外してください。

● 装置をできるだけきつく取り付け、約 0.8km（0.5 マ
イル）走行後に再び締め付け直してください。

(続き)

注意!

● 決して 48km/h（30mph）を超える速度で運転しな
いでください。

● 慎重に運転し、特に積載時には急カーブおよび凸
凹道は避けてください。

● 乾いた路面で長時間走行しないでください。

● 装置の取り付け方法、走行速度および使用条件に
ついては、装置製造メーカの取扱説明書を参照し
てください。装置製造メーカの推奨する走行速度が
48km/h（30mph）未満の場合は、その走行速度に
従ってください。

● コンパクト・スペア・タイヤにはトラクション装置を装
着しないでください。
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タイヤのローテーションの推奨

フロント・タイヤとリヤ・タイヤでは、タイヤにかかる荷重、
ステアリング操作の影響、走行時および制動時の役割
が異なります。このため、タイヤは不均一に摩耗します。

これらの影響は、定期的にタイヤをローテーションするこ
とで減らすことができます。特にオン／オフ・ロード・タイ
ヤなどの適応範囲の広いトレッド・デザインのタイヤの場
合は、ローテーションすることでのメリットが大きくなりま
す。ローテーションによって、トレッド寿命が延び、ぬかる
み、雪道および濡れた路面でのトラクション・レベルの維
持に役立ち、スムーズで静かな走行を実現します。

適切な交換間隔については、「メンテナンス・ノート」を参
照してください。急激または異常な摩耗を起こす原因が
ある場合は、タイヤのローテーションを行う前に修正して
ください。

推奨されるタイヤ・ローテーション方法は、図に示すよう
に前輪をクロス・パターンで後へ持ってくる方法です。こ
のローテーション・パターンは、逆に取り付けてはいけな
い一部の方向性タイヤには適用されません。

タイヤのローテーション（後輪をクロス・パターンで前
へ持ってくる方法）

注意!

4WD 車を適切に作動させるには、各ホイールのタイ
ヤのサイズ、タイプおよび円周が均一でなければなり
ません。タイヤ・サイズに違いがあると、パワー・トラン
スファ・ユニットを損傷させる恐れがあります。タイヤの
ローテーション・スケジュールに従って、それぞれのタ
イヤが均一に摩耗するようにしてください。

車両の保管
車両を 1 ヶ月以上動かさないで保管する際は、以下の
注意事項に従ってください。

● エレクトロニック・パーキング・ブレーキが掛かってい
ないことを確認してください。

● バッテリ・ポストからマイナス（-）端子の接続を外し、バ
ッテリが完全に充電されていることを確認してくださ
い。収納時、バッテリ充電が十分であることを確認し
てください。

● バッテリの接続を電気系統から外さない場合は、30
日ごとにバッテリの充電状態を確認してください。

● 車両を 2 週間以上静止した状態にする場合は、必ず
最大風量でエアコン・システムをオンにし、約 5 分間
エンジンをアイドリングさせてください。これでシステム
の潤滑状態が良好になり、車両を再度作動状態に戻
したときにコンプレッサへの損傷の可能性を最小限に
抑えることができます。

メモ :
車両を 30 日間以上始動または走行させなかった場合、
車両始動時に「長期のパーキング状態でのエンジンの
始動」が必要です ð ページ 82。

注意!

イグニッション・スイッチを「OFF（オフ）」位置にしてキー
を外し、運転席ドアを閉めた状態で 1 分以上待ってか
ら、バッテリのプラス／マイナス端子を取り外してくださ
い。バッテリのプラス／マイナス端子を再度接続する
ときは、イグニッション・スイッチを「OFF」位置にして、
運転席ドアが閉まっていることを確認してください。

ボディワーク

大気中の作用物質からの保護

ボディは、車両の使用状況や地理的条件により手入れ
の方法が異なります。寒冷地での凍結防止剤、およびそ
れ以外の季節で木や路面に散布される化学薬品は、車
体の金属部分に腐食を起こさせます。車両が空気中の
汚れにさらされる屋外駐車、車が走行する路面、極度に
暑いまたは寒い天候、その他の著しく厳しい条件が、塗
装、金属トリムおよびアンダボディの保護に悪影響を及
ぼすことがあります。

この車両には腐食防止が施されていますが、次に推奨
するメンテナンスによりその効果が最大限発揮されま
す。

腐食の原因は？

腐食は塗装および保護コーティングの劣化または剥離
が原因となって発生します。

一般的な腐食の原因

● 路面の塩分、埃および湿気の蓄積

● 飛び石および砂利

● 虫、樹液およびタール
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● 鳥の糞

● 海岸地域の空気中の塩分

● 大気中の塵や工業汚染物質

ボディおよびボディ下部のメンテナ
ンス

ホイールおよびホイール・トリムのお手入
れ

すべてのホイールおよびホイール・トリム、特にアルミニ
ウム製およびクロム・メッキ・ホイールは、中性（中性 Ph）
洗剤と水を使用して定期的に洗浄し、その光沢を維持
し、腐食を防止する必要があります。車両のボディに推
奨されているものと同じ洗剤溶液を使用してホイールを
洗浄します。表面が触っても熱くないときにのみ洗浄す
ることを忘れないでください。

ご使用のホイールは、塩分、塩化ナトリウム、塩化マグ
ネシウム、塩化カリウムなど、また解氷や未舗装道路の
埃を抑えるために使用されるその他の道路用化学薬品
により劣化しやすくなっています。柔らかい布またはスポ
ンジと中性洗剤を使用して、素早く拭き取ります。刺激の
強い化学薬品または硬いブラシは使用しないでくださ
い。ホイールを腐食や変色から保護している保護コーテ
ィングが損なわれるおそれがあります。

注意!

酸性溶液または強アルカリ性添加物または堅いブラ
シを使用する製品や自動洗車機は避けてください。多
くの市販のホイール・クリーナや自動洗車機は、ホイ
ールの保護仕上げを損なう恐れがあります。このよう

(続き)

注意!

な損傷は、新車限定保証の対象とはなりません。洗車
洗剤、Mopar®ホイール・クリーナまたは同等品のみを
推奨します。

ブレーキ・ダストが著しいなど、汚れが激しいホイールを
洗浄する場合、ホイールを傷めないように、タイヤおよび
ホイールの化学洗浄剤および機器は注意して選択する
必要があります。Mopar®ホイール・トリートメントまたは
Mopar®クロム・クリーナまたは同等品をお勧めします。
またはアルミニウム製またはクロム・メッキ・ホイールに
は、研磨剤の入っていない非酸性クリーナを選んでくだ
さい。

注意!

研磨パッド、スチール・ウール、硬いブラシ、金属研磨
剤またはオーブン・クリーナを使用しないでください。こ
れらの製品は、ホイールの保護仕上げを損なう恐れ
があります。このような損傷は、新車限定保証の対象
とはなりません。洗車洗剤、Mopar®ホイール・クリー
ナまたは同等品のみを推奨します。

メモ :
ホイール・クリーナでホイールを洗浄した後に、車両を長
期間駐車または保管する場合、車両を運転してからブレ
ーキをかけ、ブレーキ部品の水滴を取り除くようにしてく
ださい。この作業により、ブレーキ・ロータの酸化をなく
し、ブレーキ時の振動を防ぐことができます。

ダーク蒸着クロム、ブラック・サテン・クロム、または低光
沢クリア・コート・ホイール

注意!

車両にこれらの特殊ホイールが装着されている場合、
ホイール・クリーナ、研磨剤または艶出しコンパウンド
は使用しないでください。それらを使用すると、この仕
上げに回復不可能な損傷が生じ、そうした損傷は、新
車限定保証の対象とはなりません。中性洗剤と水だけ
を使用し、柔らかい布で手洗いしてください。この仕上
げを維持するには、定期的にこれらを使用するだけで
十分です。

ヘッドライトの清掃

この車には、ガラス製ライトよりも軽量で、飛び石による
衝撃にも強いプラスチック製のヘッドライトとフォグ・ラン
プが装備されています。

プラスチックはガラスほど傷に強くないため、レンズの洗
浄手順はガラスと異なります。

レンズを傷から守り、ライト輝度の低下を避けるために
も、乾いた布で拭かないでください。路面からの汚れを
取る際は、中性洗剤溶液で洗い、水ですすいでくださ
い。

研磨剤入りのコンパウンド、溶剤、スチール・ウール、ま
たはその他の硬い材質のものでレンズを清掃しないでく
ださい。
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塗装状態の維持

洗車

● 定期的に洗車をしてください。車は日陰において
Mopar®製カー・ウォッシュまたは中性洗剤で洗い、
水でよく洗い流してください。

● 車両の洗浄に汚れた硬水を使用すると、塗装面、ク
ロム、ガラスに水垢や水しみが残るおそれがありま
す。そのような損傷は欠陥とは見なされず、新車保証
の対象とはなりません。洗浄後は、必ず柔らかいマイ
クロファイバー製の布で車両を拭いて乾燥させてくだ
さい。

● 虫、タール、その他の異物が車に付着したときは、
Mopar®製スーパー・クリーン・バグ／タール・リムー
バを使用して取り除いてください。

● 路上で付着した膜やしみを取り除いたり、塗装面を保
護するには、Mopar®製クリーナ・ワックスなどの高品
質のクリーナ・ワックスを使用してください。塗装を傷
つけないように注意してください。

● 塗装の仕上がりにムラができたり、つやをなくしてしま
うような研磨剤入りのコンパウンドおよび電動バフ類
は使用しないでください。

注意!

● スチール・ウールまたはクレンザのような研磨剤や
強力な洗剤は使用しないでください。車体や塗装表
面に傷をつけます。

● 水圧が 8,274kPa（1,200psi）を超えるパワー・ウォ
ッシャを使用すると、塗装およびステッカが損傷した
り剥げたりすることがあります。

特別なお手入れ

● 塩分や埃の多い道路あるいは海辺を走行する場合
は、少なくとも月に一度は車体の下回りを水で洗って
ください。

● ドア、ロッカ・パネル、トランクの下部にある排水口は
きれいにし、詰まりのないように保ってください。

● 塗装の中に石の破片や傷などを見つけたら、直ちに
補修してください。

● 衝突事故などで、塗装および保護コーティングがはが
れた場合は、すぐに補修してください。

● 車で化学物質や肥料、凍結防止剤などの特殊な物品
を運ぶ時には、荷物が完全に梱包し、密封されてい
ることを確認してください。

● 砂利道を頻繁に走行する場合、泥除けや石除けを各
車輪の後ろに付けるようにしてください。

● 車両を木の下に駐車する場合、サンルーフ・ガラスの
ゴム製ウェザーストリップを必ず頻繁に清掃してくださ
い。これによりサンルーフの排水路が詰まらなくなり
ます。

● 引っかき傷には、 Mopar®製タッチアップ・ペイントを
使用し、すぐに補修してください。正規ディーラーでは
お客様の車両に合うタッチアップ・ペイントを各種取り
揃えています。

インテリア

シートおよびファブリック部品

ファブリック製の内装、カーペットの清掃には Mopar®ト
ータル・クリーンをお使いください。

警告!

揮発性の洗浄液は使用しないでください。多くのもの
は可燃性であり、閉めきった場所で使用すると呼吸器
障害を引き起こす恐れがあります。

防汚性ファブリック清掃手順—タイプ別装
備

防汚性シートは、次の手順で清掃できます。

● 清潔な乾いたタオルで拭き取り、可能な限りしみを取
り除きます。

● 清潔な濡れたタオルで、残りのしみを拭き取ります。

● がんこなしみには、Mopar®トータル・クリーンや中性
洗剤溶液を清潔な濡れた布に付けて、しみを取り除
きます。新しい濡れたタオルで、残っている洗剤を取
り除きます。

● グリースのしみには、Mopar®マルチ・パーパス・クリ
ーナを清潔な濡れた布に付けて、しみを取り除きま
す。新しい濡れたタオルで、残っている洗剤を取り除
きます。

● 防汚性製品には、粒子の粗い洗浄剤や他の種類の
保護剤を使用しないでください。

シートベルトのメンテナンス

シートベルトを化学溶剤または研磨クリーナで漂白、染
色または洗浄しないでください。繊維質がもろくなりま
す。

ベルトを洗浄する必要がある場合は、中性洗剤溶液ま
たはぬるま湯を使用してください。洗浄するために、ベル
トを車から取り外さないでください。柔らかい布で水分を
取り除きます。
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日光も繊維質をもろくします。ベルトに擦り切れや摩耗が
見られた場合、またはバックルが適切に作動しない場
合、ベルトを交換してください。

警告!

磨耗したり、切れかかったりしているシートベルトは衝
突の際に破断し、乗員を保護できません。シートベル
トは定期的に点検し、切れや磨耗、緩んだ部品などが
ないことを確認してください。損傷している部品は、直
ちに交換してください。シートベルト・システムを分解し
たり、改造したりしないでください。車両が衝突事故に
遭った場合、またはシートベルトやリトラクタの状態に
疑問がある場合は、正規ディーラーまたは認定衝突ケ
アプログラム施設で車両の検査を受けてください。

プラスチック製およびコーティング部
品

ビニール製の内装の清掃には、Mopar®トータル・クリー
ンを使用してください。

注意!

● 芳香剤、虫除け剤、日焼けローション、または手の
消毒液をインテリアのプラスチック製、塗装または
装飾された表面に直接接触させると、後に残る損
傷が発生することがあります。すぐに拭きとってくだ
さい。

● この種の製品により発生した損傷は、新車限定保
証の対象とはならない場合があります。

プラスチック・メータ・パネル・レンズの洗
浄

メータ・パネルのレンズは、透明プラスチックで成形され
ています。レンズを洗浄する際に、プラスチックに傷を付
けないように注意してください。

濡れた柔らかい布で洗浄します。中性洗剤溶液は使用
できますが、アルコール含有量の高いクリーナまたは研
磨クリーナは使用しないでください。洗剤を使用する場
合は、清潔な濡れた布で拭きます。柔らかい布で水分を
取り除きます。

革製表面

特に革製の内装には、Mopar®トータル・クリーンを使用
することを推奨します。

革部分は、湿らせた柔らかい布で定期的に清掃すること
で保つことができます。小さな粒子や汚れは研磨材とし
て作用してしまい、革部分を損傷させる恐れがありま
す。これらは湿らせた布で取り除いてください。こびりつ
いている汚れは、柔らかい布と Mopar®トータル・クリー
ンを使用すると簡単に落とすことができます。革部分に
は、どのような液体もかからないように注意してくださ
い。研磨剤、油分、洗浄用フルード、溶剤、界面活性剤、
またはアンモニアを成分に含んだ洗剤を使用して、革製
の内装を清掃しないでください。

メモ :
明るいカラーの革が使用されている場合、暗いカラーの
ものよりも異物、汚れ、布の染料の移りが目立ちやすく
なります。この革は楽に清掃ができるように設計されて
おり、FCA では、革製シートの清掃に必要に応じて
Mopar®トータル・ケア・レザー・クリーナを布につけて塗
布することを推奨します。

注意!

革製の内装の清掃には、アルコールおよびアルコー
ル系やケトン系のクリーニング製品を使用しないでくだ
さい。内装が損傷するおそれがあります。

ガラスの表面

ガラス表面は、すべて Mopar®ガラス・クリーナや市販の
家庭用ガラス・クリーナで定期的に掃除してください。研
磨剤入りのクリーナは、絶対に使用しないでください。デ
フロスタが付いたリヤ・ウインドウの内側や、ラジオ・アン
テナが付いたウインドウを清掃をする際には注意が必要
です。傷つきの原因となる、スクレーパや先のとがったも
のを使用しないでください。

ルーム・ミラーの清掃は、タオルまたは布にクリーナを付
けて行ってください。ミラーに直接洗剤を吹き付けないで
ください。
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技術仕様

車両識別番号（VIN）
VIN は、フロントウィンドウの左前端にあり、車両の外か
ら見ることができます。VIN 番号は、右フロント・ボディの
フロント・フロアにも刻印されています。右側フロント・シ
ートを後方にいっぱいまで下げると、カーペットのカバー
を開いて VIN を見ることができます。VIN 番号は、車両ウ
インドウに添付された車両情報開示ラベルおよび車検証
にも記載されています。

車両識別番号

右フロント・ボディの VIN の位置

VIN ドアを開く

メモ :
VIN を外したり、変更したりすることは法律で禁じられて
います。

ブレーキ・システム
この車にはパワー・アシスト・ブレーキが標準装備されて
います。何らかの理由（例えばエンジンを切った状態で
ブレーキを何回も踏む）でパワー・アシストが作用しない
場合も、ブレーキをかけることはできます。ただし、パワ
ー・アシストが作用している時よりもブレーキをかける操
作負荷は増大します。

2 本の油圧系の内のどちらかが通常機能を失っても、残
りの油圧系が作動し、全体の制動効果はいくらか落ちる
もののブレーキは正常に作動します。その場合、制動時
のペダル・ストロークが増え、減速や停止に必要なペダ
ル力も大きくなります。さらに、内部の漏れから起こる不
具合の場合、マスタ・シリンダ内のブレーキ・フルード量
が減少すると、ブレーキ警告灯が点灯します。

警告!

ブレーキ警告灯が点灯したままの状態で走行すること
は危険です。制動時に、ブレーキ性能または車両の
安定性がいちじるしく低下する場合があります。制動
距離が伸びたり、車両の操作が困難になったりするこ
とがあります。衝突事故につながります。直ちに点検
を受けてください。
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ホイールとタイヤの規定トル
ク
適正なホイール・ナット／ボルトのトルクは、ホイールを
車両に確実に正しく装着するのに非常に重要です。ホイ
ールを取り外して再び車両に取り付けるときには必ず、
正しく較正されたトルク・レンチで、6 角ディープ・ソケット
を使用してホイール・ナット／ボルトをトルク締めします。

規定トルク

ホイール・ナット
／ボルトのトル

ク

**ホイール・ナ
ット／ボルトの

サイズ

ホイール・ナット
／ボルトのソケ
ット・サイズ

100 ft-lb (135
N·m) M12 x 1.25 17mm

**担当の正規ディーラーが推奨するホイール・ナット／
ボルトのみを使用し、汚れやオイルが付着しているとき
はきれいに取り除いてから締め付けてください。

タイヤ取り付け前にはホイール取り付け面を点検し、腐
食や浮いた小片があれば取り除いてください。

ホイール取り付け面

ホイール・ナット／ボルトを対角順に 2 回に分けて締め
付けます。ソケットがホイール・ナット／ボルトにしっかり
とはまっていることを確認します（不完全な挿入は行わ
ないでください）。

メモ :
トルク値が正しいかどうか不安な場合は、正規ディーラ
ーまたはガソリン・スタンドで、トルク・レンチを使用して
点検してください。

トルク・パターン

40km（25 マイル）走行後に、ホイール・ナット／ボルトの
トルクを点検し、すべてのホイール・ナット／ボルトが正し
く締め付けられていることを確認してください。

警告!

力を加えると車がジャッキから滑り落ちる恐れがある
ため、車を降ろすまでホイール・ナット／ボルトは完全
に締め付けないでください。この警告に従わない場合
は、けがをする恐れがあります。

注意!

空圧式レンチを使用して、ホイール・ボルトを締め付け
ないでください。こうするとホイール・ボルトが締め付け
られすぎて、ホイール・ボルトのクロム・キャップが損傷
するおそれがあります。

燃料要件

2.0L ディーゼル・エンジン

信頼できるサプライヤの良質のディーゼル燃料を使用し
てください。外気温が非常に低い場合、ディーゼル燃料
はパラフィンの凝固によって粘度が高くなり、燃料供給シ
ステムの作動不良を発生させます。

ディーゼル燃料は、外気温度が下がると凍結し、燃料パ
イプが詰まるなどのトラブルを引き起こします。寒冷地を
走行する場合は、現地に到着する前に燃料の残量が半
分以下になっていることを確認し、現地に到着してから
寒冷地の燃料を補給してください。

こうした問題を避けるため、次のように季節に応じて異な
る種類の燃料が流通しています。夏タイプ、冬タイプ、お
よび極寒タイプ（寒冷地帯や山岳地帯）。使用温度に適
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していない性状のディーゼル燃料を使用する場合、適切
な添加剤を燃料に混合することをお勧めします。給油前
に、容器に表示されている比率で添加剤をタンクに注入
します。

山岳地帯または寒冷地域で長時間車両を使用または駐
車する場合は、現地で入手可能な燃料を給油することを
推奨します。この場合、タンクを常に半分以上に保って
おくことをお勧めします。

この車両には、EN 590 の要件を満たすディーゼル燃料
のみを使用してください。

警告!

燃料混合剤としてアルコールまたはガソリンを使用し
ないでください。これらは特定の条件下で不安定で、
ディーゼル燃料に混合すると有害であるとともに爆発
する恐れがあります。

ディーゼル燃料にまったく水分が含まれていないこと
は、ほとんどありません。燃料システムのトラブルを防止
するため、搭載されている燃料／ウォータ・セパレータ・

ドレンを使用して、溜まった水分を燃料／ウォータ・セパ
レータから排出してください。良質の燃料を購入して上記
の寒冷時の推奨事項に従えば、車両に燃料コンディショ
ナは必要ありません。高セタンのプレミアム・ディーゼル
燃料が地域で入手できる場合、それにより寒冷時の始
動性および暖機性能を向上できます。

US（米国） Metric（メートル単位）

燃料（およその数値）

全エンジン 15.9 gal 60 L

AdBlue®（UREA）フルード・タンク — タイプ別装備 3.4gal 13L

エンジン・オイル（オイル・フィルタ交換時）

2.0L ディーゼル・エンジン 4.43qt 4.2L

冷却装置*

2.0L ディーゼル・エンジン 6.8qt 6.5L

* ヒータおよびクーラント・リカバリ・ボトルの最大レベルまで注入した場合

250 技術仕様
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エンジン・フルードおよび潤滑剤

部品 フルード、潤滑剤、純正部品

エンジン・クーラント メーカの材料規格 MS.90032 の要件に適合した Mopar®不凍液／クーラント、10 年／
240,000km（150,000 マイル）フォーミュラ OAT（Organic Additive Technology）の使用を
お勧めします。

エンジン・オイル - 2.0L ディーゼル・エンジン（AdBlue®（UREA：尿素）非装備車） （API 認定 SAE 5W-30 ACEA C2 - FCA 9.55535-S1 合成エンジン・オイル）の使用をお勧
めします。

エンジン・オイル - 2.0L ディーゼル・エンジン（AdBlue®（UREA：尿素）装備車） （API 認定 SAE 0W-20 ACEA C2 - FCA 9.55535–DSX 合成エンジン・オイル）の使用をお
勧めします。

燃料の選択 仕様 EN590。

ディーゼル排気液添加剤 AdBlue®（UREA） AdBlue®（UREA（尿素）水溶液）、DIN 70 070 および ISO 22241-1 準拠。

シャーシ・フルードおよび潤滑剤

部品 フルード、潤滑剤、純正部品

オートマチック・トランスミッション（6 速）(FWD モデル） - タイプ別装備 Mopar® AW-1 オートマチック・トランスミッション・フルードまたは同等品を必ず使用して
ください。適切なフルードを使用しない場合、トランスミッションの機能や性能に影響を与
える恐れがあります。
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部品 フルード、潤滑剤、純正部品

オートマチック・トランスミッション（9 速）(AWD モデル） - タイプ別装備 Mopar® ZF 8/9 速 ATF オートマチック・トランスミッション・フルードまたは同等品を使用
してください。適切なフルードを使用しない場合、トランスミッションの機能や性能に影響
を与える恐れがあります。

パワー・トランスファ・ユニット（PTU）（タイプ別装備） Mopar®フロント・アクスル／PTU 合成アクスル潤滑油 SAE 75W-90（API GL-5）の使用を
お勧めします。

リヤ・ディファレンシャル（RDM） — タイプ別装備 Mopar®リヤ・アクスル／RDM 合成アクスル潤滑油 SAE 75W-90（API GL-5）の使用をお
勧めします。

ブレーキ・マスタ・シリンダ Mopar® DOT 4 の使用をお勧めします。

DOT 4 ブレーキ・フルードを使用している場合は、走行距離に関わらず、24 ヵ月毎にフ
ルードを交換する必要があります。
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カスタマ・サポート

アシスタンスが必要な場合
FCAIO のディーラーでは、製品およびサービスがお客様
にご満足いただけるものであるよう常に心がけていま
す。整備その他に関する問題がありましたら、次のよう
にお願いします。

● 問題を正規ディーラーの担当者または責任者にご相
談ください。問題を早期に解決するためには、正規デ
ィーラーの販売責任者が最もふさわしい立場にあると
考えます。

● 日本

それでも問題が解決しない場合は、FCAIO までご連
絡ください。

Jeep®フリー・ダイヤル

地域の無料電話サービス番号

電話：0120-712-812

販売店にご連絡の際は、下記の内容をお伝えください。

● お客様のお名前、ご住所、お電話番号

● 車両識別番号（VIN）（この 17 桁の番号は、運転席側
のインストルメント・パネルの上隅にある、フロント・ウ
インドウ越しに見えるプレートに記載されています。ま
た、この番号は車検証にも記載されています）

● 車両を購入し、整備を担当している正規ディーラー名

● 車両の納車日およびオドメータが示す現在の走行距
離

● 車両の整備記録

● 発生した問題とその状況に関する詳しい説明
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冷媒 ..................................................................218
漏れ、フルード ................................................. 198
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